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「お前の口って、ほんと、すげえいい……」

　レミは枕に頭をのけぞらせた。目をとじ、刺激をすみずみまで味わおうとする。

　さらに強く吸い上げられ、巧(たく)みな舌で肉茎をちろちろとねぶられた。

「あっ、くそっ、イクって――やめろ、まだっ……」

　指の間に恋人の髪をきつく絡ませ、レミは押しよせてくる絶頂をこらえようとした。相手の甘美な唇を引き離して、どうにか快感を長引かせようとする。まだだ、まだ――。

　だが優しいキスでからかうように腹をくすぐられると、つい髪をつかむ手がゆるんだ。レミの手がぱたりとベッドに落ちると、また相手の口がレミのペニスを呑みこむ。

　腰の奥がうずき、肌に震えが走った。陰嚢(いんのう)がきつく張りつめ、足先までぴんと緊張する。まるで甘い拷問だ。熱い波が、ざわざわと背骨をのぼってくる。まだ――まだ、早すぎる――。

「あっ、ああっ……」

　熱く、巧みな口が、レミのペニスから離れた。

　レミは、半ば笑いながら凄(すご)む。

「てめえ、焦(じ)らしやがって！」

　鼻で笑われた。次の瞬間、ペニスを手でぐいと握りこまれ、舌で先端から陰嚢までぺろりとなめ上げられた。

　相手の髪をまたつかむと、レミはその顔を股間へ引きつけた。

「それ、凄え、いいっ――」

　両脚がさらに上へ押し上げられて、レミの体を大きくさらけ出す。いたずらな舌が敏感な場所をなぶりながら、ペニスから、尻の割れ目へと下がって……。

　リーン、リーン。

　舌の動きは続いている。

　レミは何とか、後ろの穴へ近づく濡れた舌と、陰嚢にかかる熱い息に意識を集中しようとした。凄く気持ちがいい……。

　リーン、リーン。

　大きな音だ。本当に大きい。まるで耳のそばで鳴り響いているようだ。

　レミは左右を見回しながら、相手の黒髪を離した。電話なんか、近くにない。だがまたベルの音が鳴り、股間の、熱く濡れた愛撫も消え失せていた。

　何だ――？

　まばたきして、目を開け、レミは窓から差しこむ陽光に目を細めた。くそ、またカーテンを――カーテンがわりに吊るしているキルトを――閉め忘れたのだ。今日は何曜日だ？　ああ、土曜だ。消防士の二十四時間連続シフトが終わって、二十四時間のオフに入ったところだ。

　朝立ちの、固い屹立(きつりつ)がうずいた。下腹部の肌が先走りで濡れている。レミは薄い下着の上から、自分のものをぐっと握りこんだ。

「くそッ」

　あの夢。そっくり同じ、あの忌々(いまいま)しい夢を何度も見ている。夢の中で電話が鳴ったのはこれが初めてだが。あんな音はこれまで一度も――。

　リーン、リーン。

　携帯電話だ。

　ナイトスタンドの携帯に手をのばしながら、レミは目覚まし時計にちらりと目をとばした。朝の七時二分。もしこれがチェイの「ランニングに行こうぜ」という誘いの電話だったらあいつを絞め殺す、と決心しながらレミは携帯をひっつかみ、次のベルが鳴る前に開いて出た。

「ああ？」

『レミ』

　スターリングの声は、ひび割れていた。

『またなんだ。ダークと母さんが。迎えに来て、ここにはいられないよ。今すぐ、来て……』

　レミは即座にベッドの上で背すじをのばした。息が喉につまり、勃起(ぼっき)が一瞬で萎(な)え、胸がずしりと重くなる。

「今どこにいる？」

　ベッドカバーを払いのけてベッドからとび出して、ジーンズを探す。

「スターリング、今どこなんだ！　家か？」

『すぐ来て、レミ、六時からずっと続いてるんだ』

「何？　どうしてもっと早く電話してこない！」

　ベッドの足側の床からジーンズを拾い上げた。ポケットから落ちた小銭が灰色のカーペットに散らばる。

『チェイとランニングに行ってると思って』

　レミの全身が硬直した。腹がからっぽになり、全身を寒気がわしづかみにする。

「しっ、スターリング！　家の中でチェイの名前を出すな！　ダークに聞かれたら――」

『平気、今、表にいるから』

　とまっていた体を動かし、レミは携帯電話を顎と肩にはさむと、ジーンズを振り広げた。

「スターリング、俺とチェイがまだ友達だって、ダークにバレるわけにはいかないんだ。もしダークが……」

　レミはジーンズに足をつっこんだ。“あのホモ野郎”とレミがまだ友人なのだと、もしあの男に知られたらどんなことになるか、考えたくない。どうにかジーンズに足を通すと腰まで引き上げ、ベッド脇のパソコンチェアの背もたれから黒いＴシャツをつかむ。

「歩きで町へ向かえ。今行くから」

『でも二人をとめてよ――』

　ありえない。今、レミにとって大事なことは、スターリングを家から引き離すことだけだ。スターリングまで巻きこまれる前に。

「とにかく言う通りにして、今すぐ歩き出せ」

　慌ててＴシャツを頭からかぶると、クローゼットから黒い野球のチームロゴ入りパーカーを引っつかんだ。勢いでハンガーが肩をかすめて飛び、ベッドの横にガツンと当たる。パーカーに右腕を通したところで携帯が肩からすべり落ちたが、何とか宙でつかみ、また顎ではさんだ。

「歩くんだ、言っただろ。電話を切って家から遠くに離れろ！」

　自分のきつい口調に、思わずたじろいだ。普段はまずスターリングに声を荒げたりはしないが、恐怖にせき立てられていた。もしスターリングに何かあったら――いや、駄目だ。そんなことは考えるな。

『もう離れてるよ。じゃあ切るけど、でも、レミ、もし』

　何だと？　ということは――と、レミは携帯をあらためて手に取り、発信者番号をたしかめた。スターリングは携帯電話からかけてきていた。携帯を使っているところをあの男に見つかりでもすれば、スターリングとレミにダークの怒りが降りかかる。レミはスターリングに携帯を買い与えてはならないのだ。ダークの命令だ。そんなものはスターリングに必要ないと、あの男は言った。

　何のジョークだ？　スターリング以上に携帯電話が必要な者がどこにいる。携帯なしでどうやってレミに助けを求められる？　家の電話など使えるわけがない。だからレミはこっそりスターリングに携帯電話を買ってやり、緊急事態にだけ使わせていた。

　そして、不幸なことに、すでに幾度か、スターリングはこの携帯を使っていた。

　レミは肩口に電話を戻すと、靴を探して周囲を見回した。ベッドの足元に見つける。靴下はどこだ？　まず靴下だ。

「前にも言っただろ、母さんは俺たちの助けなんかいらないんだよ。何度も、俺は助けようとした。でも母さん本人が望まない限り、いくら助けたって結局は無駄なんだ」

　靴下などどうでもいい。レミはベッドのふちに腰かけると、つかんだ靴に素足をねじこんだ。靴紐を結び、もう片方にとりかかる。

　まさかスターリングは……。

「お前、まさか、止めようとしてないだろうな？　あいつに殴られてないよな？」

『大丈夫。でも、大声で怒鳴ってて……俺、窓から抜け出して、庭から出てきたんだ』

　靴紐を結び終えたレミは立ち上がり、やっと携帯を手に戻した。

「それでいい。何があっても二人の間に割って入るんじゃないぞ」

　鍵、鍵、鍵――鍵はどこだ。くそっ、何て散らかった部屋だ。ああそうだ、キッチン。昨夜、消防署から帰宅して、キッチンに鍵を置いた。

『うん。早く、レミ……』

　スターリングの声が詰まった。まるで泣いているかのように。

　急いでるよ。レミは通りすぎざまにキッチンのカウンターからキーとヘルメットをつかんだ。また携帯を肩と頬ではさんで、部屋の鍵をかける。携帯を持ち直し、下に置いてあるバイクに向かってアパートの階段を駆け下りた。

　スターリングとの通話を切りたくはなかったが、バイクに乗らなければ。

「じゃあ、切るからな。十分でそっちに着く」

『わかった。後でまた。俺もそっちに向かってる』

「よし。すぐ行く」

　パチンと携帯を閉じ、ポケットへつっこんだ。バイクのエンジンをかけてヘルメットをかぶる。震える手で、やっとストラップを締める。スターリングのところへすぐに行かないと。もしあの男が家から出てきて、歩いているスターリングを見つけたら――。

　レミの喉はこわばって、ほとんど息もできなかった。

　いや、大丈夫だ、うまくいく筈だ。母親がきっとスターリングをかばってくれている。いつものように。この週末はレミのところに泊まりにいっていると、自分が許可したのだと言って。

　だがもし、スターリングが歩いているところを、あの男に見られたら。本当はスターリングがまだ家にいたのだと気付かれたら――。

「畜生！」

　レミは屋根付きの駐車スペースからバイクを引き出すと、ネイティブアメリカンの居留地へ向かって走り出した。

　


　


　スターリングはバイクの後ろからひょいと下り、ヘルメットを取った。黒髪のてっぺんがすっかり逆立ってしまっている。

　レミは、その髪をなでて整えてやった。

　すっかり背が高くなったスターリングは、もうレミと並ぶほどだ。成長っぷりにも目をみはるが、相当なハンサムにも育ちつつある。アパッチの父親からは褐色の肌と黒髪に黒い目を、白人の母親からは繊細な顔立ちと、少し鼻先がつんと上がった細い鼻すじを受け継いでいた。アパッチというには顔の輪郭がやわらかく、だが頬骨は父親ゆずりでくっきりと高い。これであと数年経てば、女の子が放ってはおかないだろう――いや、数年待たなくとも。

「ありがとう」

　そう言ったスターリングの唇が小さく震え、彼は深呼吸すると、レミにヘルメットを手渡した。髪を指で幾度かとかして、落ちつこうとしている。

「礼なんか言うな。俺が行くのは当たり前だろ」

　レミはヘルメットのストラップをパチンとはめ、ハンドルバーにぶら下げた。弟を助けに行くだけで頭が一杯で、予備のヘルメットを忘れたのだ。幸いヘルメットの着用義務があるのは十八歳までだ。レミからすれば馬鹿な法律だが――何歳だろうとヘルメットは必要だ――今回ばかりはレミもヘルメットなしでバイクを走らせるしかなかった。

　弟の肩を抱いてうながし、一緒にレストランへ歩き出す。スターリングの首に腕を回し、引きよせて、レミは互いの頭をコツンと合わせた。レミの乱れた鼓動は一向におさまらない。スターリングからの電話を受けると、いつもこうだ。

　スターリングはレミの腰に腕を回してぎゅっと抱きしめてから、肩をそびやかし、足取りを早めた。

「勘弁しろよ、髪形が崩れるだろ、もうガキじゃあるまいし」

　レミはクスッと笑って、生意気な弟の肩に自分の肩をぶつけた。スターリングが十四歳の少年らしく振る舞い出すのを見て、やっとレミ自身の緊張もゆるむ。

「お前な。朝飯をおごってやろうって兄貴に向かって、そんな口を叩くか」

　レストランのドアを開けたスターリングが、レミのためにそのドアを押さえて、うなずいてみせた。

「どーぞ、お入り下さい？」

　様々な匂いが洪水のように押しよせてくる――レミは鼻をうごめかせた。まったく。この強烈な匂いにもいつか慣れるのだろうか。人狼の感覚は鋭敏すぎるのだ。

　レジの後ろから出てきたウェイトレスが二人を出迎えた。ニコニコしながら、まるで演説でも始めそうな勢いで胸をつんと張る。スタンドからメニューを、サイドポケットからナプキンに包まれたフォークセットをつかんで、彼女はレミにたずねた。

「二人？」

「ああ」

　レミは答えて、むせ返るような芳香を無視しようとしながら弟を見つめていた。スターリングは何事もなかったように振る舞っているが、レミはごまかされない、怯えて当然の状況だ。スターリングは虚勢を張っている。家から離れた今、落ちつきを取り戻したようには見えるが、簡単に気持ちを切り替えられるような生易しい出来事ではない。レミ自身、身にしみて知っていた。ずっとあの中で生きてきたのだ。

　溜息をつき、レミはウェイトレスが示したブースに弟と向かい合わせで座った。

　ウェイトレスはテーブルにメニューをのせると、皿を置こうとして、不自然なほど低く体をのばした。

　これだ――この女が、強烈な花の匂いの元凶だ。香水風呂にでも浸かったのか？　さっきから妙な態度ばかり取っているし。

　ちらと目を上げた瞬間、レミの目の前に彼女の胸が迫っていた。おっと。白いワンピースの胸元から、今にも中身がポロリといきそうだ。レミは女の胸から目をそらし、彼女と視線を合わせた。

「サリーよ。今日のあなたのウェイトレス」彼女がウインクした。「もしお望みのものがあれば、遠慮なく、あたしに言ってね。何でも」

　入口で出迎えた時もこんな媚びるような声だったか？　レミはうなずき、社交辞令の笑みを返した。いつもならこなれた返事のひとつもして遊ぶところだが、今日はそんな気になれない。それに、彼女の匂いも気に入らなかった。

　匂いで女を判断するなんて変な話だ。深く考えたくない。人狼になってからというもの、とまどうことばかりだった。

　スターリングが顔中でニヤつきながら、ぱちぱちと彼女に向けてまばたきした。

「うん、わかった。その時は兄貴を是非よろしく」

　思わず笑いそうになる口元を引きしめて、レミは弟をにらんだ。

　ウェイトレスはスターリングに微笑んでから、レミに名残り惜しそうな一瞥(いちべつ)を残して去っていった。彼女が充分遠ざかってから、レミは問いただす。

「どういうつもりだ？」

　スターリングは知らん顔で肩をすくめたが、その両目は子供っぽく輝いていた。

「デートのお手伝い。あの人、すっかりレミにのぼせてるし？　大体、前はよく俺をダシにして女を引っかけてたじゃないか、今日も援護してあげようかと思ってさ。そろそろ、彼女作ったら？」

　言いながら、彼は皿にかぶさっていたダークグリーンのナプキンを取って広げる。

「あれはお前をダシにしてたわけじゃない。女が勝手にお前に寄ってきただけだろ」

　真実だ。女を釣ろうとしてスターリングと出かけていたわけではない。もっとも、幼児と少年の二人連れには女がどんどん群がるものだと、十代のレミがすぐ悟ったのも本当だった。レミが二十代、スターリングが小学生になってもそれは変わらず、レミはスターリングに寄ってきた女たちに電話番号をもらったり、スターリングの耳を手でふさがなければならないほど露骨な誘い文句をかけられたものだ。

「それにな、俺は別に彼女なんかいらないんだよ」

　特に、香水を浴びるようにつける女は。

「でも最近デートもしてないだろ」

「俺のお目付け役気取りか？」

「そうじゃないけど――」スターリングは肩を揺らした。「ごめん。何かしたかっただけだよ。だってレミ、淋しいだろ。チェイとももう遊べないし、このところいつも一人だし。俺といる時以外は。それに、あのウェイトレスかわいいよね？」

　レミは手をのばし、テーブルの向こうのスターリングの手を握った。弟が暴走する前にやめさせないと。今は人狼の生き方に慣れるだけで精一杯で、女とつき合う余裕はゼロだ。

「悪くないよ。でもな、本当にいいから。彼女がほしけりゃ自分で探す」

「チェイのアシスタントを誘ってみたら？　ティナ、いい感じじゃん」

　スターリングがニヤッとした。

　どういうわけか、ティナのかわりに彼女の兄――ジェイクの顔が脳裏にぽんと浮かんだ。背が高くて、褐色の肌の、いい男――粗削りな魅力をたたえている。おまけにいい匂いもする。

　ふいにレミの股間が熱を帯びはじめた上に、どうしてかジェイクの匂いまで鼻先に漂ってきたが、どう考えても勘違いだ。ジェイクがこのレストランにいるわけはないし、いてもこれだけ大勢の匂いの中からレミに嗅(か)ぎ分けられる筈がない。

　にしても、ジェイクのことを考えるたびに勃起しかかるのはどういうわけだ？　ジェイクは男なのだ。レミはうなった。今は弟の恋のキューピッド気取りをやめさせるのが最優先で、ジェイクへのおかしな体のリアクションに悩まされている場合ではない。

「スターリング……」

「ん、何？　さーて、何食おっかな」

　スターリングは視線をそらしたが、まだニヤついたまま、取り上げたメニューを開いた。

　その拍子に袖口からのぞいた手首に、紫色の痕(あと)が見えた。まるで――。

　一度はおさまっていたどす黒い恐怖が、レミの心を凄まじい勢いで食い尽くしていく。心臓にナイフをねじこまれたような衝撃。

　スターリングの手首をつかむ。メニューがカタンと落ちた。

「ちょっと――」

　邪魔な袖をまくり上げ、レミは手首についた痣(あざ)を凝視した。見間違えようもない、指の痕がついていた。誰かがスターリングの手首をつかんだのだ。強く。腕の上部にはもっと大きな痕まで残っていた。

　吐き気が喉元で渦巻いて、レミはごくりと唾を呑みこんだ。歯をくいしばる。視界が曇ってきた。もしあの男が、スターリングを傷付けでもしたら……。

「いつだ？　いつ、こんなことをされた？　ダークに殴られたのか？　ほかに傷は？」

　レミはその問いを絞り出した。声に怒りを出すまいとしても、まるで無駄だった。かつて自分が殴られた、あの拳の記憶がよみがえってくる――恐怖も、痛みも、怒りも。年月はすぎても、すべて鮮やかなままだ。

　母親が――時にはレミまでもが――父親の暴力の犠牲になっているところを見なければならなかっただけで、スターリングには充分つらい思いをさせたのだ。この弟までもが殴られるのを、レミは決して許すつもりはなかった。

「答えろ」

　問いつめると、スターリングの目が驚いたように見開かれ、それからゆっくりと首を振る。

「殴られてないよ」

　――まだ。

　まだ、父親はスターリングを殴ってはいないが、このままではいずれその時が来る。レミは吐きそうだった。こうして月日が経った今でさえ、自分の父親に立ち向かうのが恐ろしく、そんな臆病な己が憎い。どうしてか思いこんでいたのだ。レミが理想的な息子を演じつづけさえすれば、すべてが丸く収まると。

　父親がスターリングを傷つけない限り、レミは、彼が命じる通りに生きていく。そう、約束した筈だった。

　だが今や、そのレミの臆病さが、スターリングを危険にさらしている。もう何年も前に、スターリングをつれてあの家を逃げ出していればよかったのだ。あの男がレミとの約束など守るわけがなかったのだから……。

　目をとじて、レミは深く息を吸いこんだ。温かく、鮮やかな匂いが鼻腔を満たして、ふいに安らぎに包まれた。いや、安らぎなどではない――そんなものを感じる余裕はない。だが、守られているという奇妙な安心感が広がり、体の緊張がふっとゆるんだ。きっと、心の緊張も。

　誰かの手が肩にふれた。

「レミ、会えてよかった。用があったんだ。少しあっちで話せるか？」

　レミが視線を上げると、凛々しい顔の、ほとんど黒に近い焦茶(こげちゃ)の瞳が彼を見つめていた。

「……ジェイク。やあ、その――」

　さっきの匂いは、本当にジェイクのものだったのか。

　ジェイクはちらっとスターリングを見やって、レミの二の腕に手をかけ、軽く引いた。

「少しの間、いいかな」

　スターリングが何かぼそぼそ答えていたが、レミはどうしてジェイクがここにいて自分を店の外へつれ出そうとしているのか理解できず、ただ混乱していた。頭がまとまらない。何が何だかわからない。熟練した消防士としてはありえないほどの動揺っぷりだったが、朝からの騒動の上に、ジェイクの存在感がこうひしひしと迫ってきては、落ちつけるわけがない。誰でも同意してくれるだろう。いや勿論、ジェイクにどれほど心を揺さぶられるのかなど、他人に話せるわけがないが。

　よろめきながら、レミはジェイクに引っぱられるまま歩きつづけるしかなかった。どういうつもりだ、何だって店の外なんかにつれていこうとする？　出口まで半分ほどのところで、レミはどうにか気力をかき集めてジェイクの腕を振りほどいた。

「あのな――」

「お前の目だよ。外に出よう」

　目？　しまった、いつのまにかすべてが白黒に見えている。ジェイクのせいか。こんなそばにいると――いや待て、もしスターリングにこの目を見られていたら。

　ジェイクを追ってレストランの外へ、そして彼のＳＵＶ車へ歩きながら、レミはキートンに教わったとおり、集中して、物の色彩を見ようとした。

　ジェイクが車のドアを開け、乗れと手で示す。

　レミはシートに座り、すぐそばの友人――だろう――をじっと見つめた。レミが人狼に変えられて数ヵ月だが、その間に二人は友人になっていた。レミの方ではできるだけジェイクを避けようとしているのだが、どうしてか満月の夜は、いつも彼と一緒に狩りをして終わる。

「お前、最初からあの店にいたのか？」

　レミがそうたずねると、ジェイクはドアの上に手をのせたままレミを見つめ返した。髪に差しているミラーサングラスを取って、レミへ渡してくる。それにしても本当に背の高い男だ。レミは受け取ったサングラスをかけると、頭を振って平静を取り戻そうとした。

「ああ。お前が入ってきた時、すぐに匂いでわかった。帰り際にテーブルに寄って挨拶していくつもりだったんだが、お前の匂いがいきなり変わったんでな。何か力になれないかどうか、見に来たんだ」

　眉を寄せ、ジェイクはちらっとレストランを見てから、レミへ視線を戻した。

「大丈夫か？」

　いいや。

　何も、大丈夫などではない。怒りをかき立てていたアドレナリンはおさまってきたが、今やレミはこみ上げてくる欲情を抑えるのに必死だった。レミはうなって、両手に顔をうずめる。チェイのくそったれが。人狼にされたおかげで、元からややこしい人生がさらに面倒臭くなった。

　レミは頭を上げた。

「大丈夫だ、何もねえよ」

「お前は何もないのにいきなりカッとなって、次の瞬間には恐怖の底に叩きこまれたりするのか？　いいね、人を担(かつ)ぐつもりならもっとうまい嘘を言えよ。一体何があった、レミ？」

　別にジェイクを担ぎたいわけではない、むしろ彼に担ぎ上げられて――ちょっと待て、どこからそんな発想が？

　レミはふう、と息を吐き出した。一瞬、ジェイクにすべてを打ち明けてしまおうかという思いがよぎったが、そうはしなかった。ダークの話は、誰にもしない。友人たちにさえ。誰だろうと、いや友人であれば尚更(なおさら)、こんな泥沼に巻きこみたくなかった。

　レミはジェイクの目をまっすぐ見つめた。このまま、この話題を流してくれないかと願いながら、

「今、店の中にいるのは俺の弟なんだ」

「だろうと思った。かわいい子だな。お前によく似てる」

　ジェイクが頭をめぐらせて、レストランの中へ視線を投げた。

　つられてそっちを向くと、慌てたようにレストランの窓から身を引いてテーブルへ駆け戻っていくスターリングの姿が見えた。レミは思わず、ニヤッとする。そう、スターリングとレミはよく似ている。目だけは別だが。スターリングはダークと同じ目をしている――いや違う、同じ茶色の目をしているというだけだ。あの男のように、冷たく残酷な、死人のような目などではない。

「だがな、レミ、それは質問の答えになってないぞ」

　レミは溜息をついた。やはり。ジェイクはあっさりごまかされてくれるような男ではなかった。

「その話はしたくないね」

　早く平静さを取り戻して、席に戻らないと。父親にビクビクしている情けない己のことなど、どうしてジェイクに話せるだろう。自分のあやまちは、自分一人で背負っていくしかない。これは誰の力も借りられない問題なのだ。どうにかするためにも、スターリングと話の続きをしなければ。

　色。まずは色に集中だ。

「……青」

「え？」

「お前が着てるの、青いシャツだろ」

　ぴったりしたダークブルーのシャツだった。ジェイクのたくましい胸元がちらりと見える――しまった、また視界が白黒に戻る。ジェイク以外の何かに集中しよう。

　ジェイクが、喉の奥で笑った。低い響きの、セクシーな笑い声。ラジオのＤＪでもやれば一儲けできそうだ。

「また戻ったな」

「匂いでわかんのか？」

「ああ」

　人狼の嗅覚は、欲情も嗅ぎとれるのだろうか。

　違うと信じたい。レミには嗅ぎとれないし――というか、色々と嗅いではいるが、まるで嗅ぎ分けができていない。今は狩りの時の周囲や獲物の匂いを勉強している最中で、それがすめばキートンに手伝ってもらって人の匂いの識別に取りかかることになっていた。とにかくそれまでは用心して振る舞うしかない。男相手に欲情しているなんてバレたら、気まずいだけじゃすまない。ゲイでもないのに。くそったれ。

　レミは、背の高いジェイクの肩向こうへ目をやって、隣の車へ視線を据えた。あの車は何色だ？

「話してくれ、レミ」ジェイクの声が、ふっと優しくなった。「俺は、力になりたいんだ」

　その真摯さに、レミの気持ちが崩れそうになる。目をとじて、うつむいた。信じられない。ありえない。誰かにちょっと優しい言葉をかけられただけで、こんなに自分が脆(もろ)くなるなんて。

　いや。ジェイクが相手だからだ。

　これまでレミは、友人たちがいくら救いの手をのばそうとしても、平気な顔を装って無視してきた。皆の助けが、事態をより悪化させるだけだとわかっていたからだ。レミだけでなく、全員を巻きこんで。だがジェイクは……どうしてか、ジェイクだけは事態がどれほど悪くなろうとも決して彼を見捨てない、そんな気がしてならなかった。

　レミの肩に、ジェイクの手がのせられた。

「深呼吸だ。思いつめても目は戻せないぞ」

　うなずき、レミはジェイクの向こうにまた視線を据えると、深く息を吸いこんだ。

　何かが頬をそっとかすめ、レミははっとした。

　ジェイクが目を見開き、彼を見つめながら、一歩下がるところだった。

　しまった。いつの間にかジェイクの手に頬を擦りよせていたのだ。何だってそんな馬鹿なことをしてしまったのか。レミは視線を下げて、軽くごまかそうとした。

「悪い、その、うっかり――」

「いいんだ、少し驚いただけだ。家族の話を聞かせてくれるか？　スターリングに何があったんだ？」

　家族の話？　レミはぎょっと顔を上げた。スターリングに関することだとどうして見抜かれたのだろう。だが、忘れていたが、ジェイクは私立探偵だった筈だ。もしかしたら、本当に彼の力を借りられるだろうか？

「ジェイク。もし俺がたのめば、ある人物を尾行したり情報を集めることはできるか？」

　父親は絶対に後ろ暗いことをしている、レミにはその確信があった。悪徳警官。だからこそ危険な男だったが、逆に、その尻尾(しっぽ)をつかんでうまいところに証拠を持ち込めれば、レミやジェイクが表立つことなくあの男を片付けられる。

　ジェイクは小首を傾げた。

「もう少し詳しく聞く必要はあるが、ああ。できる」

　レミは、肩からほっと力を抜いた。具体的な道が見えたおかげで、気分が少しだけ上向いていた。ジェイクに払う報酬の当てはなかったが、金のことなど後からどうとでもなる。スターリングの未来を、レミのような人生にしないためなら。

　シートからレミが立ち上がると、ジェイクが一歩後ろに引いたが、充分な残り香がレミに届いていた。濃密で生々しい、雄の匂い、そして……いや、こんなことはやめないと。ジェイクの力を借りる気なら、この誘惑も振り切らなければ。

　レミは車のドアをしめ、ミラーサングラスをジェイクに返そうとしたが、ジェイクは首を振った。

「持っておけ。また必要になるかもしれない」

　うなずき、レミはサングラスを髪に差しこんだ。たしかに持っておいた方がよさそうだ。ジェイクがそばにいると、どうも不安定になる。

「じゃあ来いよ、弟に紹介する。朝飯をこっちに持ってきて、一緒に食おうぜ」
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　パンケーキを口につめこみながら、レミはジェイクの表情に笑いをこらえていた。

　可哀想(かわいそう)に、ジェイクはスターリングにたちまち気に入られてしまった。そしてひとたびスターリングが打ち解けると……さすがにここまでよくしゃべるスターリングはレミも久々に見たが、ジェイクはその際限ないおしゃべりによくつき合っていた。しかも、次々と浴びせられる質問にもまるで苛立ちを見せない。

「保釈金を踏み倒した犯人を追っかけたことある？」

　スターリングが身をのり出して、テーブルに両肘をのせた。

「いわゆる賞金稼ぎか？」うなずきながら、ジェイクはオレンジジュースを一口飲んだ。「何回か。逃亡者の追跡は、リースの方が経験豊富だ」

「リース？」

　レミは眉を寄せた。初めて聞いた名前だった。思えば、ジェイクのことはあまり知らない。三度ほど満月の夜を一緒にすごしたが、二人とも狼だったし、会話向きの姿とは言えない。

「俺の仕事のパートナーだ。一度、会ってるぞ」

「覚えがないな」

　いつだろう。リースはあまりよくある名前ではないし、忘れるとは思えないが。

「三週間前、狩りの時に」

「ああ……」

　成程(なるほど)、リースも狼なのだ。未明に顔をつき合わせただけの狼の名前など知るか。ジェイクやチェイにそっくりの、黒くて大きな狼だった。まあレミも似たようなものだが。皆、黒くてでかくて、見分けづらい。

　そりゃないな、とレミは思わず自分で吹き出していた。黒いから見分けられないなんて、人間相手なら大変な差別発言だ。レミとしても差別は不本意だが、狼相手であってもやはりここは反省……するべきか？

「何」

　と、スターリングがくるりとレミへ顔を向けた。ジェイクは唇の端を持ち上げたが、当惑気味だ。レミはまだ笑いながら肩を揺らした。

「気にすんな。ちょっと面白いことを考えてただけだ」

「一人で笑うほど？　それヤバいと思うよ、医者に行った方がいいんじゃない」

　スターリングがからかう。レミはコーヒーを一口飲みながら、カップのふちごしにジェイクと目を見交(みか)わした。

「たしかにな。こりゃ家系かもなあ、弟も医者につれてった方がいいかな？」

　そのレミの返しに、ジェイクがオムレツを食べながら「ふうむ」と納得の相槌を打った。

「その方がいいな。下の世代の方が危険らしいからな」

「やっぱり、だよな。俺の聞いたところ、過剰なおしゃべりは情緒不安定のサインだとか……」

　レミはジェイクから視線を引きはがし、隣のスターリングを見ながらコーヒーカップを口元に寄せた。スターリングがぐるっと目を回し、肩でレミをこづく。

　笑い出したレミのカップからコーヒーがこぼれた。カップを置いて腕にかかった生ぬるい液体を拭うと、彼はそのナプキンをスターリングに投げつけた。虚(きょ)を衝(つ)かれたスターリングがバタバタと腕を振り回す。何とかナプキンを宙でつかみ取ったが、次の瞬間、ジェイクの投げたナプキンがばさっとその顔を覆った。

「うっわ、ずるい！」

　スターリングは顔から緑色のナプキンをむしり取り、二人をにらみつけるふりをした。

「二人がかりで！　大体、いつから狩猟なんて行くようになったんだよ、レミ？」言いながらジェイクへナプキンを投げ返す。「俺もつれてってよ」

「う」

　まずい。レミはまばたきした。どうやってごまかそう。

　ジェイクが、受けとめたナプキンを膝の上に戻しながら答えた。

「じゃあ一緒に行こう。いつがいい？」

　助け船はありがたいが、喜んでいいのかは微妙だ。後でスターリングの、どんな狩りだとか、いつつれて行くんだという質問をかわさねばならないのはレミなのだ。

「獲物は何？」とスターリングがたずねた。

　今、何のシーズンかなど知るわけない。シカ？　カモ？　ウズラ？　見当もつかない。ライフルだの何だのを抱えての狩りには縁がない。

「キツネ」

「シカ」

　レミの答えに、ジェイクの答えが重なった。

　うげ。思わず、レミは呻(うめ)きそうになる。

　スターリングが眉を寄せた。

「どっちだよ」

　ジェイクがスターリングをまっすぐ見つめる。答える彼の目はいたずらに光っていた。

「シケたシーズンでな」

　おっと、そうきたか。レミの唇がピクッと笑いに引きつる。「キツイね」

「まったくだ」

　スターリングがうんざりと、

「何だよ、どうせ狩りなんて行ってないんだろ」

「行ってるさ。ただ滅多に獲物を撃たないだけだ」

　レミの答えは嘘ではない。いつもは獲物を走って追いかけ、首を噛みちぎるだけだ。彼はニヤッとジェイクに笑いかけた。ジェイクも笑みを返す。

　スターリングがたずねた。

「次の時、本当につれてってくれる？」

「勿論」ジェイクがレミへ、片眉を上げた。「ただし君は、それはそれは静かにしてなきゃならないけどな。うるさいと怖い狼が寄ってくるかもしれないぞ」

　レミは思わず笑い出していた。もういい、スターリングの質問をどうかわすかについてはまた後で考えよう。ジェイクといると楽しい――少なくとも、彼への欲情に悩まされていない時は。

　思えば、最近のレミの数少ない楽しみと言えば、満月の夜の狩りくらいのものだった。狼の姿でジェイクと分かち合う沈黙は心地よかった。人間の姿でも、互いに気が合うのは当然か。ただ、人の姿で会っている時はいつもレミの方が、自分の中の狼を制御しようと必死だっただけである。今はくつろいで、いい気分だった。

「ああそうだな、狼が来たら、全力で逃げなきゃな」

　レミの冗談に、ジェイクが笑みを浮かべた。大きな、楽しげな笑みに顔が輝き、焦茶(こげちゃ)の瞳に光がきらめいた。

　レミの欲情がドクンとうずく。目の焦点がぼやけ出し、犬歯がむずむずとのびそうになる。ヤバい。

　髪に差してあるジェイクのサングラスを取って、レミはそれで目を隠した。
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　笑いながら、スターリングはレミの背中をこづくと、はずむような足取りで追い越してレストランから出ていく。

「次はどこ？」

　そう言いながら、少年は駐車場を横切ってレミのバイクへ駆けよった。くるりとジェイクとレミを振り向いた顔は満面の笑みだった。

「ねえ運転していい？」

　ジェイクは笑いをこぼした。まさに弟とはこうあるべき、と言うくらいスターリングは生き生きとして、仔犬のように楽しげで元気潑剌(はつらつ)だ。頭も回るし顔もかわいいが、それ以上に人を惹きつける少年だった。誰の心でも溶かしてしまうような。

　レミが、ジェイクにサングラスを返しながら、むっつりと首を振った。

「町なかでは駄目だ」

　半歩ほどジェイクに遅れて、レミがバイクに歩みよる。キーをイグニッションに挿し、彼は細めた目をジェイクへ向けた。陽光がその目をまっすぐ照らし、独特な緑色の瞳をきらめかせていた。

「明日、ビールでも一緒に飲みながら、さっきの話の続きをするか？」

　実に、息を呑むような美しい瞳だ。初めてレミの目を見た時、ジェイクはてっきりカラーコンタクトだと思ったのだった。だが違った。狼の姿になった時でさえ、レミの目は宝石のように淡く澄んだ緑色で――いや、考えるのはよそう。

　ジェイクはサングラスをかけた。ここで彼が昂(たか)ぶると、その欲情の匂いが引き金となってレミまでもが欲情する。そしてレミは、目や牙を抑(おさ)えるのがまだ不慣れだ。

　答えようと、ジェイクは緑にきらめく目から視線をそらした。

「ああ、いいな。俺の電話番号は知ってるか？」

「ああ。キートンの護衛についてた時にくれたろ？」

　ハンドルにぶら下げてあるヘルメットをつかみながら、レミはひょいとバイクをまたいで座る。後ろのシートにスターリングが収まると、レミは弟にヘルメットを手渡した。

　ヘルメットを受け取ったスターリングが、ジェイクをがばっと振り向く。

「キートンの護衛をしてたの？　ボディガードってこと？　凄え！　どうしてキートンにボディガードが？　大学でなんかあったの？　学生を落第させたとか？　あ、もしかして」スターリングが目を見開く。「キートンがゲイだから？」

　レミが眉をしかめてスターリングの太腿をつねった。

「いてッ」悲鳴を上げ、スターリングは兄をにらんだ。「何すんだよ」

「いいから」レミはジェイクへ顔を向ける。「悪い、ジェイク、こいつのことは無視して――」

「何が悪いんだよ、気になるじゃないか。俺だって将来私立探偵を目指すかもしれないし、そうしたら参考に話を聞いといた方がいいだろ」

　スターリングがまくしたてた。

　ジェイクは二人から目が離せない。

　レミはうんざりとうなって、スターリングを肩ごしにぎろっとにらんだ。体をねじったせいでパーカーが肩からすべり落ち、黒いＴシャツの胸元がのびて、引き締まった胸筋が見えた。

「お前は人のことにうるさく鼻をつっこんでるだけだし、ジェイクはお前の質問に永遠に答えつづけるほどヒマじゃない。それにな、お前、たしか消防士になりたいんじゃなかったのか？」

　兄弟が仲良く言い争うのを聞き流しながら、ジェイクはクスッと笑った。気を抜くとレミの胸板に目が吸いよせられそうになる。狼への変身の時に服を脱いだ姿は見たことがあるのだが、それでもＴシャツごしに浮かび上がる引き締まったラインにひどくそそられていた。さわりたくてたまらない。レミの乳首をつまみ上げて、彼が身をよじり、しまいには乞うまで追いつめて――レミの、鍛えられた筋肉が汗に濡れて光り――。

　ジェイクは首を振った。レミはゲイではないのだ、彼がジェイクの伴侶(メイト)となることは、きっとないだろう。ましてや、もっと深い、ジェイクの支配欲を満たす相手になることなどありえない。

　スターリングが肩をすくめた仕種で、ジェイクは我に返った。

「まあたしかにね、でも知りたいんだよ」スターリングはヘルメットをかぶった。「俺だって、キートンが好きだし。ダークが何と言おうと――」

　レミがエンジンを吹かして、弟の言葉をかき消した。

　ほう、興味深い。何か事情があるのだろうか。

「後で電話する」

　少しバイクを傾け、レミはスタンドを蹴った。ヘルメットを着けていない。その腰にスターリングが抱きついた。

「じゃね、ジェイク！」

「待て」

　ジェイクはレミの腕をつかんだ。ヘルメットなしで行かせるわけにはいかない。たとえ人狼であっても頭部への衝撃で死に至ることもあるのだ。人狼の治癒能力がいかに高くとも、死は治せない。

　しまった。ジェイクの手がふれた瞬間、レミの匂いが変化した。濃密な――情欲を帯びた香りが、今度はジェイクの本能を刺激する。

　レミは黒い眉をぐっと寄せた。瞳の緑色が広がって、白目の部分を呑みこもうとする。ジェイクの指に、レミの腕の筋肉のこわばりとぬくもりが伝わってきた。

「何だよ」

　咳払(せきばら)いして、ジェイクはレミの腕を離した。「ヘルメットはどうした？」とたずねながらまたサングラスをレミに手渡し、目のはしでスターリングの様子をうかがう。

　ごくりと、喉仏が上下するほど大きく生唾(なまつば)を呑みこみ、まばたきして、レミはサングラスをかけた。親指で、ぐいと肩ごしに指す。

「急いでたんで、こいつの分のヘルメットを忘れたんだ。だから俺のを貸してる」

　ここは、慎重にいかないと。安全に気をつけろ、と上から言おうものなら、レミは反発するだけだ。

「じゃあ、スターリングは俺の車に乗ったらどうだ？　家まで送るよ。それでヘルメットも足りるだろ」

　レミは首を振った。「いや――」

「来いよ、スターリング。あっちで、探偵の仕事をもっと詳しく話してやる」

　ジェイクはスターリングを手で招いた。レミに拒否させる気などない。

　狙い通り、スターリングはにっこりしてヘルメットのバックルを外した。

「いいね！　今日一緒に遊ばない？　なあレミ、ボール投げしに行こ？」

「スターリング……」

　レミが弟を振り向く。スターリングはひょいと足を回してバイクからはね下り、ヘルメットをレミへ押しつけた。レミが溜息まじりにそれを受け取る。

「ジェイク、本当にいいのかよ？　もし仕事があるなら――」

「まったくかまわない」

　ジェイクは笑みを返した。少々卑怯だとは思うが、ついにメイトの弱みを見つけた今、それを利用する気満々だった。ジェイクの視線の先では、スターリングがわくわくした様子でとび跳ねている。スターリングを釣れば、レミがついてくるというのなら……そうするだけだ。

　幸い、ジェイクはこの少年が気に入っていたし、利用するという以上に面倒を見てやりたかった。それに先刻、レミをレストランからつれ出す前に漏れ聞いた二人の会話からして、スターリングにはあらゆる助力が必要そうだ。

　スターリングの肩にぽんと手をのせ、ジェイクは彼を自分のシボレー・タホへとつれて行く。

「ボール投げって？」

「うん、フットボール。俺、来年、代表チームに入りたくて」

　ヘルメットをかぶったレミが二人の横にバイクをつけると、スターリングに指をつきつけた。

「お行儀よくな！」それからジェイクに手を振る。「じゃ、俺のアパートの前で」

　思惑通りにいきそうだ。ジェイクはうなずくと、リモコンキーを押して黒い車体のシボレー・タホのロックを開けた。

　スターリングが助手席に乗りこんでシートベルトを締める。

　ドアを開けて運転席に乗りこむジェイクを、スターリングは小首を傾げてじいっと見つめていた。エンジンをかけ、車をバックで駐車場から出す間も、ずっと黙っている。あれだけおしゃべりだったのが、何とも不吉だ。

「どうかしたか？　いきなりやけに静かになったじゃないか。探偵稼業の話を聞きたいんじゃなかったのか？」

「誰からキートンを守ってたの？」

　頭のイカれた人狼からだが。

「知りたいなら、キートンに聞くことだ。依頼には守秘義務があってね」

「あんまりキートンに会えないんだよ。レミが、もう俺をチェイの家につれてってくれないからさ」

「何故」

　スターリングが、ぱちぱちとまばたきした。

「ダークが――ええとつまり、俺たちの父さんが――」

　言葉を切って、少年は窓の方を向いてしまう。

　どうして父親を「ダーク」と名前で呼ぶのかも気になったが、まずその父親のことと、どうして彼がキートンを嫌っているのかを聞く方が優先だ。

「君の父さんが、どうした？」

「ジェイクはゲイ？」

「何だって？」

　必要以上に強くブレーキを踏みこんだせいで、車がガタンと前に揺れた。

「ゲイなの？」

　おっと、この質問は予想できていなかった。その上どう答えていいのかもわからない。ギアを入れて車を駐車場から出すと、ジェイクはレミのアパートへと向かった。

　スターリングに嘘はつきたくないが、真実を告げるには迷いがあった。この少年は、レミにあまりに近い。チェイによれば、レミには同性愛嫌悪(ホモフォビア)の面があるから、ジェイクがゲイだと知れば距離を置かれるかもしれない。それにしても、何たる事態だろう。メイトが異性愛者(ストレート)で、一生手が届かないかもしれないとは。

「別に、答えなくてもいいよ」スターリングは肩をすくめた。「ちょっと聞いてみたかっただけ。でも、さっきレミを見てた目つきはそうだよね」

　大したものだ。あれだけおしゃべりなのに、目ざとい。

「それで？　つまりこれは君からの、兄さんには近づくなっていう遠回しの警告かな？」

　スターリングはクスクス笑って首を振った。

「ううん。近づいてほしくなければ、はっきりそう言ってる。レミはさ、俺にとって兄貴っていうより父親みたいな存在だし、大好きなんだ。幸せになってほしいし。けど、このところ心配でさ。レミには友達が必要だよ」

「それでゲイ・チェックか？　友達になるのに、俺がゲイかどうかが何故関係する？」チェイも今ではゲイだが、レミはもう気にしていない様子だ。「俺の知る限り、レミはストレートだしな」

「あんたに対してはなんか態度が違うんだよね」

　スターリングは何か知っているのか？　それともただジェイクを揺さぶっているだけなのか。ジェイクはちらりと視線を向け、助手席のスターリングの雰囲気を読みとろうとする。

　スターリングは窓の外を見つめていた。静かな姿だった。

「……兄貴はさ。もうずっと、デートもしてないんだよ」

「それは質問の答えになってない。レミは、チェイとキートンが一緒に暮らしているのはもう気にしてないんだろ」

「うん。兄貴が最初にパニクったのだって、ダークに知られるのが心配だったからだよ。チェイは一番の親友だから、ダークにつき合いを禁止されるのが怖かったんだ。レミは、キートンのことだって好きだし――態度は逆だけどさ」

　スターリングはそのまま黙りこんだ。

　強い視線を感じる。ジェイクが顔を向けると、スターリングと目が合った。

　間を置いて、スターリングは深く息を吸い、うなずいた。

「うん。とにかく、今日のレミは楽しそうにしてた。あんたがそばにいるとレミの態度が自然だし、なんか、無防備になってる。そんなの俺にだけなのに」

　ジェイクもそのレミの変化には気付いていたが、てっきりスターリングの存在のおかげだと思っていた。だが、そうでもないのだろうか。スターリングがいたからではなく、スターリングしか二人のそばにいなかったから？　今日のレミはたしかにいつもと違う。普段の彼はもっと人をつき放した感じで、高飛車(たかびしゃ)だ。ジェイクは前々から、あれは演技ではないかと疑っていたが。

「そうか。まあ、もう大人のレミが、親友のチェイとつき合うのにどうして父親の許可がいるのかは、俺には理解できないがな」

　とは言え、この話が聞けてよかった。あの同性愛嫌悪(ホモフォビア)がレミ自身のものでないのなら、ジェイクにも一縷(いちる)の望みが残る。

「しかし、どうして父親のことを名前で呼ぶ？　実の父親なんだろ？」

「うん」

「じゃあ何故なんだ」

　スターリングは肩を揺らした。「俺たちから〝父さん〟って呼ばれたくないんだってさ」
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　ジェイクはシボレー・タホから下りると、積んできた小さなクーラーボックスを取りに後部へ回った。車のドアを閉めると、校庭に向かって校舎をぐるりと回りこむ。

　レミのアパートでスターリングを下ろしてグラウンドで会おうと告げた後、ジェイクは動きやすい服に着替えに、一旦家へ戻ったのだった。さて、今度は二人を見つけないと。

　すぐにわかった。ジョギングしている女性と、ブランコ脇の木陰で茶色い紙袋に隠した酒瓶をちびちび傾けている老人以外、グラウンドにいるのはレミとスターリングだけだった。

　歩みよっていくジェイクの前で、レミが見事な回転のかかったパスを投げた。楕円形のフットボールが、スターリングめがけて一直線に飛んでいく。

　ジェイクは思わず小さな口笛を鳴らした。大したパスだった。スターリングの走りは一歩も乱れない。その手の中へ、ボールはすっぽりと収まった。

　レミめがけて全力で走って戻ると、スターリングはボールを投げ渡し、レミの後ろにポジションを取る。レミが左手で、スターリングに走り出せと指示した。それから後ろに短いステップを踏み、ボールを宙に放る。またもやきっちりとスパイラルのかかったボールが、走るスターリングめがけて鋭い弧を描いた。

　スターリングの方も、なかなかだ。パスを受け止める手つきも慣れたものだった。もっともこれほど完璧なパスばかりでは実戦的な練習には欠けるかもしれない。今度の週末にでも、ジェイクの友人を呼び集めてチーム練習といくか。スターリングにとって、ディフェンスを鍛えるいい機会にもなる。

　レミから数メートルのところにクーラーボックスを下ろし、ジェイクは駆け戻ってくるスターリングへ視線を投げた。

「大したもんだ。凄いパスだな」

　どうやらジェイクに気付いていなかったらしく、レミはぎょっと身をこわばらせた。サングラスが少しずり落ちる。

「ああ……まだ、腕はなまってないみたいでね」

　ジェイクは口角を上げた。そろそろレミには、人狼の感覚の使いこなし方を教えていかないと。「ミネラルウォーターを持ってきた」

　レミがかけているサングラスはいつものオークリーで、ジェイクがやったミラータイプのレイバンではない。そのレイバンは、レミのタンクトップの襟元から下がっていた。ジェイクはそれを取り、かけた。

「まだなまってない、ってのは？」

「前にな。高校の時、プレイしてた」

　ハアハアと息を荒げて、スターリングが二人の前に走りこんだ。彼もタンクトップ姿だったが、その両腕のいたるところには黒い痣(あざ)がついていた。ボールをレミへ放り、スターリングは体を折って膝に両手をつく。















「兄貴がクォーターバックだった年にさ、チームは州大会まで勝ち進んだんだよ」

　その痣を、ジェイクは見ないふりをした。後でレミに聞くとしよう。しかし――レミが高校でフットボールを？　それもクォーターバック？

「マジか――番号12の、ラシター！」

　どうして今まで思い出さなかった？　あれは妹のティナが高校一年生で、応援パフォーマンスを行うドリルチームに入っていた時だ。妹のためにと、ジェイクはフットボールのホーム試合はほぼ必ず見に行っていたが、幾度となく、華麗なクォーターバックの姿に目が吸いよせられたものだった。

　思えば当然だ。もし近くまで行ったなら、そのクォーターバックが自分のメイトだと、あの時すでに気付いた筈だった。

「本当に大したクォーターバックだった」

　ジェイクの称賛を、レミは肩をそびやかして受け流した。注意深く見ていなければ、口元をよぎった小さな笑みを見逃しただろう。ジェイクはたずねた。

「大学では？　どこでプレイした？」

　レミは宙にボールを投げ上げ、受けとめた。

「プレイしてないんだ」とスターリングが答えて、立ち上がり、頭上に両腕を上げてストレッチする。

　何だと。あのクォーターバックが大学のチームに進まなかったなど、とても信じられなかった。実にいいプレイをしていたのだ。実際、同じチームの幾人かは、有名大学から声をかけられてフットボール特待生として進学した筈だ。ジェイクはてっきりあのクォーターバック、つまりレミも、その一人だと思っていた。ジェイクの記憶違いでなければ、一緒にプレイしていたラインバッカーの選手は、今、ＮＦＬの現役選手になっている。

「そりゃどうしてだ？　あのチームにはスカウトが群がってきたって聞いたぞ」

「ほかの選手目当てだったのさ」

　レミが、ボールをジェイクへぽんと投げた。

「こっちにボールをスナップしてくれ」スターリングへ視線を向ける。「もう一度、行けるか？」

　ボールを受けとめ、ジェイクは眉をひそめた。レミの匂いが変化している。どうしてかわからないが、彼は真実を隠している。

「同じパターンで行くぞ、スターリング」

　レミは数歩下がると、ジェイクに、自分の前へポジションを取るよう指示した。

　気にはなったが、たずねてもレミを困らせるだけだろうという気がした。今の会話だけでも、レミの動揺が伝わってくるのだ。メイトを傷つけたくないという保護欲が好奇心に勝って、ジェイクはひとまずこの話題をあきらめると、身を屈めて芝生にボールを置いた。背後のレミへ目配せを送ると、ポンポンと手を叩いてスターリングの注意を引く。

「オーケー、行こうか。スターリング、位置につけ。レミ、カウントいくつだ？」

　スターリングが自分のポジションへ走っていく。

　頭を下げ、レミがジェイクと目を合わせた。「２カウントで」

　くり返し、三度ほどプレイした頃には、レミの動揺も消えていた。はじめのうちこそジェイクはレミの様子が気になって注視していたのだが、いったんレミがリラックスしてプレイを楽しみ出してからは、しきりにふれてくるレミの手ばかり意識してしまっていた。もっとまずいことに、レミの肌が汗ばみはじめている。信じられないくらい、いい匂いがしてきた。

　ジェイクのすぐ後ろにポジションを取ろうとして、レミの強靭(きょうじん)な手がまたジェイクの背中にふれた。ジェイクは思わず呻きそうになる。

「ハット！　ハット！」

　レミの掛け声がかかり、ジェイクは背後のレミへボールをスナップする。レミは受けとめたボールを手に後ろへステップを踏むと、大きく振りかぶった。放たれたボールがスターリングめがけて飛んでいく。

　ボールを受けとめたスターリングが、後ろをちらっと見た。猛然とつっこんでくるレミに気付いて、その目が見開かれる。さっと前を向くや、スターリングも一気にスピードを上げて走り出した。速い。このスピードは、レシーバーを目指すならいい武器になる。

　校庭の端まで駆け抜けると、スターリングはドンと地面にボールを突き立てた。

「やりぃ！」

　レミはとまらなかった。彼は、低く下げた肩をスターリングのみぞおちに突っこみ、そのまま宙にすくい上げる。逆さまにされたスターリングが慌てた叫びを上げ、レミの背中をどんどんと叩いた。

　やっとレミが弟を地面へ下ろすと、二人して、笑いころげながら地面へ倒れこんだ。

　ジェイクも、満面の笑みを浮かべて歩みよる。レミの、こんな素顔を見られたのが嬉しかった。チェイとふざけ合ったりジョークをとばすところは見たことがあるが、今日の姿は比べものにならない。レミは、実にのびのびとしている。さっき高校時代の話で落ちた暗い影も、もうどこにもない。

「やりやがったな！」

　スターリングが芝生をむしり取って、レミへ投げつけた。頭を傾けてかわし、レミはスターリングの太腿を自分の腿でつつく。「このクソガキ！」

　唇をぺろりとなめ、レミはニヤッとした。見上げたその顔の、サングラスの金に光るレンズに、ジェイクの姿が映りこんでいた。

　その意図に気付く前に、レミの手がジェイクの足首をつかみ、ぐいと引き倒した。

「わっ」

　後ろに倒れかかるのを防ごうと力を入れた反動で、ジェイクの体は逆に前につんのめった。レミの頭の両側に手をついて、どうにか体を支える。顔が、レミの顔からほんの数インチのところでとまった。ジェイクのサングラスが、耳にひっかかったまま頬へずり落ちた。

　スターリングが高らかに笑っている、その笑い声がひどく遠く聞こえた。すぐ自分の下にメイトの肉体がある、その存在だけでジェイクの感覚が満たされる。

　レミの方も無反応ではなかった。喉がごくりと動き、空気に欲情と勃起の匂いが混ざる。はっと息を呑む、その小さな風がジェイクの頬をかすめた。

　一気に血がたぎり、期待感に、ぐっと腹の底がねじれる。ジェイクの視界がモノクロームに変化した。下に横たわる引き締まった体に、このまま覆いかぶさって唇を奪いたい。

　レミが、顎をそっと上げ、唇がかすかに開いた。その間から、牙の先端がちらりとのぞき――。

　次の瞬間、レミは頭を振り、自分を取り戻した様子だった。クスッと笑い、「やった」と言ってジェイクの肩を押しやる。

　やむなく、ジェイクはごろりとレミの横へ転がった。「卑怯(ひきょう)だぞ」

　もし、このままキスしていたら？　レミはどう反応しただろう。

　スターリングは二人の葛藤にまるで気がつかなかった様子で、げらげらと笑っている。「ナイス！」とレミへ右手を突き出した。笑いながら、レミが弟と手のひらを叩き合わせた。だが彼を包む欲情の匂いはわずかも薄まっていない。

　自分だけでなく、レミも固く勃起(ぼっき)している。ジェイクにはそれがよくわかった。レミの、彼を求めてくる反応に安堵する一方、当惑もしていた。

　もしかしたら、このメイトを手に入れるのは、思いこんでいたほど不可能なことではないのだろうか。友人を越えてそれ以上の関係になりたいというジェイクの気持ちを知ったら、レミはどう反応するだろう？







　こんなに楽しい時間をすごしたのは、ジェイクにとっても久しぶりのことだった。

　フットボールの練習を終えると三人で昼食を食べ、レミの部屋に戻ってシャワーで汗を流した。幸い、ジェイクも車の中に着替えの用意が置いてあった。テレビゲームでスターリングとレミにこてんぱんにされた後は、お互いを打ち負かして勝ち誇る兄弟の様子を見物した。それからピザを注文し、レミのＤＶＤをあさって何か見るものを探す。時は飛ぶようにすぎていった。楽しい時間は、いつもそうだ。

　今、ジェイクはレミと一緒に、小さなリビングルームのカウチにくつろいでいた。それにしても食いすぎた。テレビでは『ハウリング』のラストシーンが流れ、スターリングはもう床で寝ていた。

「何か、今日はすげえ一日だったよ」

　エンドロールが流れ出すと、レミはぐったりと頭をカウチにもたせかけて、両手で顔を覆った。

　その手を下ろし、彼はジェイクを向いて座り直す。

「ありがとう」

「ん？」

「今朝、俺を落ちつかせてくれただろ。それに、一日、一緒につき合って、スターリングの気分を盛り上げるのに手を貸してくれた」

「スターリングは俺がいなくとも自分で元気に盛り上がれそうだがな。金融セミナーの中に放りこまれたって楽しむタイプだろ」

　むしろ、気分を盛り上げる必要があったのはレミの方だろう。

　スターリングを見下ろすレミの顔に、慈(いつく)しむような微笑が広がった。

「ああ、こいつはいい子だよ」

「本当にな。なあ、スターリングの腕の痣のこと、聞いてもいいか？　それが、俺にたのみたいと言っていた調査と関係があるのか？」

　レミは目をとじ、体を丸めて、膝に額を押し当てた。ふう、と大きな息をついてうなずく。

「そうなんだ。まずスターリングをあっちで寝かせてから、話そう」

　勢いをつけて立ち上がると、彼はボロボロのコーヒーテーブルを回りこむ。

　ジェイクも立った。

「俺がやろう。どこに運べばいい？」

「大丈夫だよ。こいつ重くないし」

　身を屈め、レミはスターリングを両腕で抱え上げた。途中で小さな呻きをこぼし、「まあちょっとは重くなってきたかもな」とクスッと笑う。

　抱えられても、スターリングは身じろぎもせず、死んだように眠りつづけていた。当然か。起きている間にあれだけエネルギーを発散しているのだ、眠りは深いだろう。

　ジェイクは腕をのばして手伝おうとしたが、レミが首を振った。

「いいんだ、俺が運ぶ。先にスターリングの部屋のドアを開けて、ベッドカバーをめくっといてくれないか？」

　レミの家にスターリング専用の部屋が用意されていると聞いても、ジェイクはもはや驚かなかった。このメイトは、普段の見せかけよりずっと複雑な素顔を持っている。普通の独身男ならば、余った部屋は仕事場や物置がわりに使うだろうが、レミは違うのだ。彼は、いつも演じているような自己中心的な男などではない。

　ジェイクは、レミの先に立って廊下を急いだ。ドアは三つ、ひとつはトイレ。さっきトイレには行ったから、残りの選択肢は二つ。

　最初のドアを押し開けると、ジェイクはすぐ脇のスイッチでライトをつけて中をのぞきこんだ。

　小さな部屋だった。木製の黒い大きなベッドは、頭と足側に高い側板がついたスレイベッドで、かなり使いこまれている。室内で一番場所を占めているのは、塗装が剥(は)げかけてボロボロの白い洋服ダンスだった。ベッドの横にはノートパソコンが置かれた小さな机と、椅子がある。色あせたキルトが窓に掛かっていた。ベッドサイドにはナイトスタンドがわりの木箱が置かれ、その上に見たこともないほど醜悪なランプがあった。まるで『かわいい魔女ジニー』に出てくるアラビアの魔法のランプを、一度叩き壊してから適当に寄せ集めたようだ。丸く膨らんだ台の部分は茶色で、ジニーのランプによく似ている。台には色味の違うオレンジ色の楕円の飾りがいくつも埋めこまれて、つやつや光っていた。長い支柱の上に、白い、先の尖ったシェードがある。

　その不細工なランプを除けば、そこはいかにも男の部屋だった。家具は中古品の寄せ集めだが、それなりに快適そうだ。

「そこは俺の部屋だよ。スターリングのは左のドア」

　レミに新しいランプをプレゼントしようと心に決めながら、ジェイクは部屋のライトを消した。別の部屋のドアを開け、ライトをつける。

　ざっと見回して、思わず首を振っていた。弟の部屋はレミの部屋よりはるかに上等だった。家具は、高価なものではないにしろ、すべて新品だ。カーテンとベッドカバーはお揃いの柄。ベッドの向かいには、小さなテレビとゲーム機までそなえつけられていた。

　ジェイクはベッドのダークブルーの上掛けをめくって、脇に下がった。

　レミがスターリングをベッドに下ろし、ベッドカバーをかけようと手をのばす。ジェイクの目はその腰に吸いよせられていた。ゆるいジーンズの短パンすら、この男には似合っている――ベッドに身をのり出したレミの尻の形が、布にくっきりと浮き上がっているおかげもあるが。

　スターリングがごろりと寝返りを打ち、横向きになって枕に頭をうずめた。レミは体を起こして、部屋を出ていく。

　明かりとドアはレミにまかせ、ジェイクは先にリビングルームへ戻ると、古ぼけた縞(しま)のカウチに座った。レミもすぐ来るだろうと思っていたが、レミはカウチには戻らず、テーブルの上のピザの空き箱とビールの空瓶を取り上げてキッチンへ向かった。

　時間稼ぎだとわかっていたが、ジェイクは放っておいた。レミには考えをまとめる時間が必要だ。家族のトラブルは、他人には話しづらい。虐待や暴力が絡む場合は、特に。

　チェイがひどく曖昧に言っていたことだが、レミは子供の頃、父親から隠れた暴力を受けていたらしい。だがその暴力は、レミが実家を出てからもやまなかったのではないかと、ジェイクは疑いはじめていた。

　そうでもなければ納得いかない。スターリングによれば、チェイとキートンの関係についてレミがあれほど過剰に反応したのは、父親を恐れているからだ。父親がどうやってレミを思い通りにしているのかは、およその見当がついていた。今日ジェイクが見ただけでも、レミは、この弟を守るためならどんなことでもするだろう。

　レミが、二本のビールボトルを手にリビングへ戻ってきた。一本をジェイクに渡すと、彼はカウチに座りこんで、左足だけを下に垂らした。

「ありがとう」

　ジェイクはビールを一口あおって、もっとレミが見やすいように体をひねった。

　うなずいたが、目は合わせないまま、レミはボトルのラベルを指先でいじっていた。心の揺らぎが嗅(か)ぎとれる。平静を失うほどではないが、緊張している。何をだろう。父親の罪で、ジェイクがレミを非難するとでも？

「レミ。必要なら、俺は必ず力になる。だが、はっきりしたいきさつを知りたい」

　レミはふっと顔を上げる。その目は暗かった。

「俺には、あんたに払う金の当てもない」

　金、という単語を聞いた瞬間、ジェイクは首を振っていた。

「そんなことはどうでもいいんだ。お前は俺の――」メイトだ。「……友達なんだ。もしどうしても気が済まないと言うのなら、その時に何か考えよう。俺は、金のために力になりたいわけじゃない。俺の受けた印象だが、お前は、スターリングの身が危険だと感じてるんじゃないか？　俺も、何かできることがあるなら助けたい」

　それに、メイトを助ける――そして守る――のはジェイクの役目だし、ジェイク自身のためでもある。口に出しては言えないが。

「そっか……」

　レミは一口ビールを飲んで、左足もカウチに上げると、立て膝の上に肘をのせた。数秒、指の間からぶら下がるボトルを見つめていたが、ひとつうなずいた。決心を固めたようだった。

「あの痣は、ダークが付けた。あいつはこれまで、スターリングにだけは手を上げなかった。これが最初だ。だが……」

「おそらく、最後ではない」

　ジェイクは言葉尻を引き取った。何てことだ、レミまでもが父親のことを「ダーク」と呼ぶのか。どれだけ厄介な男なのだ。自分の息子たちに「父さん」と呼ぶことを許さないなんて、一体どんな父親だ？

「ああ、そうだ。昔一緒に住んでいた時の、俺の経験から言ってもな。ここまでは、俺もスターリングを無事に守ってこられた。あいつは、スターリングが自分の視界に入らない限り、そして俺があいつのルール通りに生きていく限り、スターリングのことは無視してきた」

　ひとつ首を振り、レミは鼻で笑った。

「俺は、あいつの言う通りにしてきたさ。言われた通り、親友の〝ホモ野郎〟とだってもう会ってないんだぜ」

　レミの声にこめられた毒が、その〝ホモ野郎〟という言葉が父親のセリフなのだと示していた。

「ま、少なくともあいつの目につくところでは、な。まだチェイとキートンの家には行ってる。ただ、バイクは隠して停めるけど。はっ、情けねえだろ？」

　レミはぐいとビールをあおり、長い一口でボトルを飲み干した。テーブルにゴトッと瓶を置き、両手を膝に戻す。その姿は力なく、ひどく虚(うつ)ろだった。

「この間、スターリングを家に迎えに行った時、サイモンとボビーが一緒に来たんだ。ところがダークはあの二人を家から蹴り出して、二度と来るなと言いやがった。あいつらがまだチェイと友達でいるからさ。今じゃ、俺はあの二人にも会えやしない」

　レミを膝に抱きよせてもう大丈夫だと言ってやりたくてたまらなかったが、ジェイクは黙ったまま聞いていた。レミの気持ちを思うと、心が痛む。

　今日、目(ま)の当たりにした、レミのスターリングへの深い愛情を思えば、父親がこれほど完全にレミの人生を支配していることにも驚くべきではないのだろう。だが、実際に聞くとやはり衝撃的だった。心底憤(いきどお)ってもいた。自分のメイトが誰かに虐(しいた)げられている、そんなことを許せるわけがない。

　レミの目は潤み、はっきりと涙の匂いもしていたが、彼は泣いていなかった。かわりに彼は、ほとんど残酷に笑い声を立てた。

「あのクソ親父、俺がどんな職に就くべきかまで命令してきたんだぜ。ある時、レストランで夕飯を食ってる時、あいつが言ったのさ。〝消防隊の願書だ、書きこんで出せ、署長に話は通してある〟ってな。俺にその書類をぽんと放ってから、スターリングにたずねやがった。〝お前も、レミに消防士になってほしいだろ？〟ってな。あれが俺への脅しだったのかどうか、そこは今でも知らねえが、俺は口ごたえひとつしなかったよ。それにスターリングがカッコいい！って喜んでたし。はっ、消防士にあこがれない六歳のガキなんているかよ？　警察官、宇宙飛行士、スポーツ選手……あの年頃の時、俺はダラス・カウボーイズのクォーターバックになりたかったね」

「ああ、それで高校の時に12番をつけてたんだな。ロジャー・ストーバック。だろ？」

　レミがニッと笑った。「ああ」

「お前なら、カウボーイズのクォーターバックにだってなれたかもしれないぞ。ともかく、プロにはなれた筈だ。本当はどうだったんだ？　いくつの大学から特待生の誘いが来た？」

「二校だけだよ。スカウトは俺以外の選手を見てたんでね」

　その申し出を受ければ、父親から逃げられただろう。だがどうして断ったのか、あるいは自分の行きたい大学の奨学金を得ようとしなかったのか、ジェイクは聞かなかった。聞く必要などなかった。

　不意に、ジェイクは悟る。レミを自分の伴侶(メイト)として手に入れるには、レミにメイトの存在を理解してもらったり、男同士だという性的な壁をのりこえるだけでは駄目だ。障害物はそれだけではない。ジェイクはレミを支え、スターリングを守り、父親の脅威から彼らの人生を解放しなければならないのだ。

　テーブルにビールを置くと、ジェイクは、レミとの距離を少しつめた。

「母親は？　いるのか？」

「ああ。俺が家を出てから、ダークは母さんをもっと殴るようになったみたいだ。スターリングが言うには、母さんはスターリングが殴られないように、わざとそうしているんだと」

　ずっとこらえていた涙が、レミの頬をつたい落ちた。テレビへ顔を向け、ＤＶＤが終わった青いだけの画面を見つめ、レミは立て膝に頬をのせた。

「俺は、母さんのことはあきらめたよ。助けようとは、したんだ。何度も……でも母さんはあそこから逃げようとしなかった。ダークを愛してるって、あいつには自分がついていないと駄目だって言うんだよ。俺は最初、あいつが怖いからあんなことを言ってるんだと思った。でも、今じゃ……」

　手でぐいと、涙を拭う。

「今じゃ、母さんは俺たちよりダークが大事なんだと思ってる。俺とスターリングには、お互いしかいないんだ。あの子が生まれた時から、ずっとそうだった。もし――もし、スターリングがいなかったら」

　顔を上げたレミの頬はもう濡れてはいなかったが、両目は涙で光っていた。

「スターリングがいなかったら、俺はきっとあの家で生きのびられなかったと思う。スターリングに何か、取り返しのつかないことが起こる前に、あそこから逃がさないと」

　レミの言葉に、ジェイクの喉に大きな塊がせり上がってきたが、何とかそれを呑(の)み下した。出会う前にレミが死んでいたかもしれないなどと、思うだけで腹の底がねじ切れそうだ。メイトかどうかは関係なく、レミは友人として尊敬すべき男だった。メイトであることが、レミをもっと大切で、特別な存在にしている。

　レミが首を振ると、涙がぽろりとこぼれた。

「どうしてなんだろうな。母さんが俺たちを愛しているなら、あの家から一緒に逃げた筈だ。どうして、子供よりあんな男を選ぶ？　どうして……。こんなことになる前に、俺はスターリングをつれて逃げるべきだった。俺のせいなんだ、俺のせいでスターリングがあんな――」

「もういい、お前のせいじゃない。いいか、お前は本当によくがんばった。よく弟を守ってきた」

　ジェイクはレミの頬にふれた。拒否されるだろうと、半ば予想していたが、レミは動かなかった。

　レミの頬をなでて、涙を拭ってやる。初めて会った時から、自分より小柄なレミはジェイクの保護欲を刺激したが、今や彼を守りたい思いはもっと強くなっていた。

「お前のせいじゃないんだ、レミ」

　レミが、ジェイクの手へ頬を擦りよせた。顔をそっと傾ける、その目は狼のものに変化している。それから、彼は目をとじた。

　心をつかまれるような眺めだった。ジェイクの目も変化し、思わず低い呻きがこぼれる。たぎった血が、一気に股間の欲望に流れこんでいた。

　レミのうなじをぐいとつかみ、引きよせる。欲情の匂いが強くたちこめ、ジェイクはレミに唇を重ねた。まどろっこしいことはしない。左手でレミの顎をつかむと、舌で深く自分の伴侶(メイト)の口腔(こうこう)をむさぼった。

　口を開けてジェイクを受け入れ、レミは従順にジェイクの舌に従う。ジェイクの舌の動きに舌で応じながら、ジェイクの肩にしがみついてきた。

　ジェイクはレミの歯列(しれつ)を舌先でなぞる。のびた犬歯の先を感じた瞬間、ジェイクの牙が応じるように、ぬっとのびはじめた。こんなふうに自分の体の制御を失うのは――目も牙も――レミがそばにいる時だけだ。自分が思い通りにならないことに苛立ちもするし、昂揚(こう　よう)もさせられる。

　レミを組みしいて、快感に悶(もだ)える彼が見たい。ジェイクがレミを求めるように、強く彼を求めてくるレミが見たい。

　奪い尽くしたい、その衝動があまりに強烈で、ジェイクの全身は今にも震え出しそうだった。もっと深い、支配的な欲求を抑えこむだけでやっとだ。つらい過去のあるレミに、何も無理強(むりじ)いはしたくない。

　いつのまにか、レミを上にして、キスをしながら二人でカウチに折り重なっていた。レミの勃起はジェイクの腰にくいこみ、はらりと落ちたレミの黒髪が二人の顔を外界から隠した。

　メイトの尻を両手でつかむと、ジェイクは腰をぐいと押し上げて、己の固さもレミに伝えてやる。レミが呻いて、腰を揺すった。首を傾け、キスを中断してジェイクの肩に頬を擦りつける。そのレミの首すじが剥(む)き出しになった。

　くそっ――。ジェイクのペニスがいきりたち、思わずぐいと腰を突き上げていた。レミの、信頼しきった従順な仕種を見て、理性がはじけとびそうになる。レミの頭をさらに傾けさせ、邪魔な黒髪を払うと、ジェイクはすらりとした首すじをなめ上げた。

　レミの鼓動の激しさを舌先で味わう。布ごしに腰へ押しつけられてくるレミの勃起と同じくらい、その鼓動がジェイクを誘う。

　牙でレミの首すじをなぞりながら、ジェイクはそこに噛みつきたい衝動を抑えこむ。首に牙を突き立て、動けぬようにそのままレミを組みしいて、どちらも力尽きるほど激しく抱きたかった。だが、こらえなければ。

　レミがぶるっと身を震わせ、両脚を開いてジェイクをさらに引きよせる。ジェイクの牙へ、レミは自ら首すじを押しつけてきた。

　無理だ。こんな甘い誘惑に、一体誰が抗(あらが)えるものか――。

　リーン。

　レミの全身がはっとこわばった。

　くそ、くそ、くそっ！　ジェイクは電話をかけてきた相手を叩き殺してやりたいと同時に、感謝の花束を贈りたい気分にも引き裂かれる。どちらなのかは自分でもわからない。

　レミが頭を上げる。その目が――まだ狼の目が――大きく見開かれ、彼はジェイクの上から慌ててどいた。何か言おうと口を開け、のびたままの牙をのぞかせた瞬間、また電話が鳴りひびく。ばっと体を起こして、レミはキッチンへ逃げこんでいった。

　ゴングに救われた、というところか。手遅れになる寸前。

　ジェイクは呻いて、起き上がると、顔を大きくさすった。唇の内側に牙の先がくいこむ。まったく。何を考えていた？　あんなところまでやる気はなかった。

　どうにか服を整えている時、ふと目のすみに何かの動きをとらえた。ジェイクが振り向いた瞬間、ぱっと廊下の向こうへ引っこんだ、スターリングの黒髪の頭が見えた。
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　何てことだ。

　一体、どうしてあんなことに？

　レミは電話を切った。胃が喉元までせり上がってくるような吐き気をこらえ、目の前のカウンターによりかかる。うなだれた頭を両腕でかかえこんだ。スターリングの無事を確認しに、母親が電話をかけてきてくれて助かった。もしあの時、電話が鳴らなかったら……。

　冷たいカウンターに額を押し当てて前後に頭を揺らしながら、レミは板に頭を打ち付けて理性を叩き直したい衝動をこらえた。あの最中、ジェイクが男だということすら、レミの頭をちらりともかすめなかった。ああするのが何より自然なことのように感じられたのだ。強い衝動、切迫した欲望……畜生。あれは、レミ自身が求めたことだ。

　どうかしてしまったのか？　俺はゲイなんかじゃない――そんなことはありえない。

　どうしよう。ジェイクはゲイなのだろうか？　それとも、あのキスはどうやってかレミが引き起こしたものなのか？

「レミ？」

　レミは頭を上げ、背すじをのばした。ジェイクがキッチンへ入ってくる。軽く首を傾け、レミの上から下まで視線を走らせた。

「問題ないか？」

　心を読むような視線に、レミの胃がぐっと重くなった。ジェイクがここにいては、何も考えられない。帰ってもらわなければ。

「ええと、ああ、今のは母さんからの電話だ。スターリングがちゃんと着いてるかって」

　今起きたことを、どう言い訳すればいい。レミはコードレスフォンをカウンターに置いた。何を言っても馬鹿みたいな言い訳に聞こえるだろうとわかっていたが、それでも何か言わねばならなかった。そして、きれいさっぱり忘れ去りたい。

「なあ、ジェイク、本当に悪かっ――」

　ジェイクが首を振って、さえぎった。「あやまることは何もない」

　眉をよせ、ふっとその右手を上げる。一瞬、レミはジェイクがその手をさしのべてくるのではないかと思ったが、結局ジェイクは髪の間に指をくぐらせ、深々と息をついた。

「今日は大変な一日だったろ。そろそろ、俺は退散した方がよさそうだ」

　失望が――いや違う、安堵感がレミの心を抜けていく。ジェイクの言うことももっともだ。スターリングの痣を見て、いつもの自分を失っていたのだ。そうだ、そうに違いない。ストレスのせいでジェイクにキスをしたのだ。心配のあまり、判断力をなくして。

　心の片隅で、それは違う、と何かが囁く。ジェイクに出会った瞬間から、ずっと惹かれてきただろうと。だがレミはその声を振り払った。不安のあまりの行動だ、それだけだ。

「ああ、そうだな」
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　マット・マーヒカンは、ジェイクがオフィスのドアを入るか入らないかの瞬間から、もうべらべらとしゃべり出していた。

「ねえねえジェイク、一度俺にやらせてくれてもいいだろ、銃の腕だっていいし！」

　ジェイクは喉でうなって、年下の狼を押しのけるように歩きつづけた。十八歳のマットは、今の事務職以上に「カッコいい」――と当人が思っている――仕事がしたくてたまらないのだ。この青年を雇って以来、ジェイクは毎朝この下らない会話につき合わされていた。

「駄目だ、お前は銃なんか持つな。お前はここで事務所を取り仕切るのが仕事だろうが。それと、もう百回は言ったが、うちの仕事は誰かを撃ったりはしないんだ」

「リースは撃ってる」

　マットは小声でこそこそ言いながら、リースの部屋へちらっと視線をとばした。自分は、メインのオフィスとジェイクの部屋をつなぐドア口によりかかったままだ。

　ジェイクは自分のデスクに座ると、残された伝言のメモをチェックしながら、マットの存在をできる限り無視した。もしリースが、次も群れの誰かを雇おうと言い出したら、あの男をクビにしてやる。親友だろうがかまうものか。

「マット、コーヒーを淹(い)れてこい」

　マットは宙へ両手を投げ出し、ドラマティックな溜息をついてから、どかどかと歩き去っていった。

　その時になってやっとジェイクは、この青年の服装に気付いた。細い黄色のストライプ入りの薄ピンクのポロシャツ、カーキのパンツ、ピンクの靴下、黒い革のローファーときた。ジェイクは首を傾け、自分の目がおかしくなったのかとまばたきした。

　マグカップ片手に、リースがドア口に現れ、ぶつぶつと呟いた。

「俺は誰も撃っちゃいねえぞ……今週は」

　顔をしかめると、彼の額に小さな傷がくっきりと浮かんだ。マットをちらりと見やる。リースは首を振り、ジェイクのオフィスへ入ってきた。左足をいつもよりはっきりと引きずっている。

「いよいよこのオフィスにも、ドレスコードなんてもんを作んなきゃならねえかもしれねえな」

「だな」

　足は大丈夫か、などとこの男に聞くほど馬鹿ではないが、ジェイクは一体リースが何をして足に負担をかけたのかは気になった。とりあえず、様子を見るしかあるまい。足の古傷があまりに痛むようだったら、無理にでも鎮痛剤を飲ませるだけだ。

「次、ガジェットに会ったら言ってやるさ。耳が腐って落ちるほど言ってやる。あいつは自分のとこの長男がチャラチャラしたヤッピーみたいな格好してんのは知ってんのかね？」

　言いながら、リースはマグカップをジェイクのデスクに置き、ジェイクと向かい合う椅子に体を沈めた。足がひどくこわばっているせいで、半ば椅子に倒れこむようになった。ぐびりとコーヒーを飲む。

「お前はどうしたよ。徹夜仕事かなんかか？」

　問いかけられて、ジェイクは肩をすくめた。一晩中、寝返りを打っていて眠れなかっただけだが、そんなことを打ち明けるつもりはない。ついに夜中の二時に起き出して、進行中の仕事に手をつけてはみたのだが、ジェイクの頭を占めていたのは赤面してあやまろうとしていたレミの顔だけだった。

　あんなふうに、あっさり引き下がるべきではなかったのかもしれない。だが、レミがあまりに困りきった匂いをまとっていて、ジェイクはほかにどうしようもなかった。レミは今、山ほどトラブルを抱えている。さらなる重荷になりたくはなかった。

　今となっては、あれが正しい判断だったのかどうか、悩むところだ。

　さらに、廊下に引っこんで消えたスターリングのこともある。二人がカウチでキスしているところを見られただろうか？　弟が見たと知ったら、レミはどう反応することか。

　レミから電話がかかってくればいい――いや、こないでほしい。ジェイクの心は揺れていた。レミはまず間違いなく、キスのことなどなかったように振る舞ってくるだろうが、それも耐えがたい。

「おい、聞いてるか？」とリースが手を前後に振った。

「ああ。何だ？」

「昨日の夜にお前が言ってた名前な、どこで聞いたか思い出したぞ」

「ほう？」

　レミの部屋からの帰り道、ジェイクは早速リースに電話をして、レミの父親の名前を知らせておいた。名前さえ言っておけば朝一番にリースが調査にとりかかるだろうと、よく知っていた。リースが三度の飯より好きなのは、事件調査と、悪人退治だ。

　リースがひとつうなずいた。

「ダーク・ラシターは、居留地の部族警察官だよ。俺がＦＢＩにいた頃に顔を合わせたことがある。そりゃあ、いけすかない野郎だったね」

　何だと？

　唖然として、ジェイクは背すじをのばしていた。信じられない――何てこった。どうしてレミは、父親が居留地で絶大な権力を持つ部族警察官だということを黙っていた？

「居留地でな、十五年くらい前に殺人事件があったんだ。俺がＦＢＩに入る前だが、色々と噂は耳に入ってきたし、ラシターと顔を合わせた感じじゃあの噂は本当だろうな」

　リースはコーヒーを飲みながら、カップごしにジェイクを見ていた。

「どんな噂だ？　中身は？」

「コーヒー持ってきました！」

　マットが、湯気を立てるマグカップを手に、しゃべりながら入ってきた。

「でもやっぱり誰かもう一人雇って事務をまかせて、俺に調査員をやらせてくれてもいいと思う。絶対うまくやるから――」

　ドン、とカップを下ろした拍子に、コーヒーがデスクにはねた。

「あっ、すみません」

　ジェイクは椅子を回して本棚のティッシュへ手をのばそうとしたが、マットが先にデスクとリースの間を抜けようとして、投げ出されていたリースの左足に蹴つまずいた。

「気をつけろ」

　リースは低くうなりながら、稲妻のような速さで右手をのばしてマットを支えた。左手のマグカップからはコーヒー一滴こぼれもしない。実に見事な反射神経だ。ジェイクは立ち上がって、ティッシュの箱をつかんだ。

「すみません、リース」マットは、ジェイクとリースの間へうろうろと視線をとばした。「ええと、その――」

「いいよ。戻れ」ジェイクは手を振ってやる。「仕事をしろ」

　がんばっているのは間違いないのだが、いかんせん、マットは不器用な青年だった。特にリースがいると。彼はリースに怯えきっているのだ。ジェイクとしてはそれがおもしろくて仕方ない。おもしろがるところではないか――大勢がリースのことを恐れている。とは言え、馬鹿らしかった。たしかに体がでかくて浅黒く、威圧的な見た目をしているが、リースがこれほど優秀な探偵でいられるのは、この男が本気で他人の境遇を思いやり、力になろうとするからだ。

　ジェイクはこぼれたコーヒーを拭って、机脇(わき)のゴミ箱にティッシュを放りこんだ。

　マットが出ていってドアが閉まると、すぐにリースは顔を歪め、痛めている左足の太腿をさすった。褐色の顔から少し血の気が引いている。

　ジェイクは眉を上げた。口には出さない。

「俺は大丈夫だ」

　ジェイクはうなずいた。「ダーク・ラシターの話の続きを」

「十五年前の殺人事件は、まだ未解決のままだが、まあどうにも納得いかない話でな。少年が一人死に、ダーク・ラシターの息子の方は瀕死になるまで殴られた。集中治療室にかつぎこまれたが、内臓出血を始め、どこもかしこもヤバい状態でな、生死の境をさまよったんだ。ところがあの事件を担当したＦＢＩ捜査官の話じゃ、父親のラシターは心配するどころか息子が犯人に立ち向かわなかったことに腹を立てていたんだと。殺された少年の事件と、自分の息子の怪我はまるで無関係であるかのように扱っていたそうだ」

　何だと――。

　ジェイクは低いうなりを洩らした。まるで誰かに殴られたような衝撃だった。

　レミの背中から太腿にかけて覆っていたあの傷……何の傷なのかと不思議に思ってはいたが、まさか、そんな傷だとは想像もしなかった。事故か何かだと思っていたのだ。だが、レミがあやうく殺されかかったと聞けば……。

　噛みしめた顎(あご)がきしみ、氷のような冷たさが背すじをのぼってくる。二度と、レミをそんな目に遭わせてなるものか。レミを傷つけようとする者はジェイクが相手だ。

「ジェイク、お前平気か？　何だっていきなりカッとしてんだ」

「いや、平気じゃない」何かを殴りつけてやりたかった。できることならダーク・ラシターを。

「ほかに情報がないかどうか調べてくれ。あのクソ野郎のことを何もかもだ」

　リースはうなずいた。「ああ、昔の上司にも声をかけてあるよ。まだＦＢＩにいるし、その殺人事件を担当していた。こいつにどんな裏がある？」

「ダーク・ラシターは、レミの父親だ」

　リースが首を振り、ヒュウッと長い口笛を鳴らした。

「ああ、そうだ。つまりその瀕死の子供っていうのは、俺のメイトだよ」
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　あれはジェイクの車か？　黒い――だが違う、ジェイクのシボレー・タホではない。

「おーい、レミ！　もしもし？」

　スターリングが頭上でバタバタと手を振り回している。

　何？　ああ、そうだった。スターリングといるのだ。

　レミはボールを投げた。アパートの裏の空き地にいるので、力をこめすぎないよう注意する。スターリングが取りそこねるとボールが道にとび出してしまう。

　レミはスターリングの向こうの道へ視線をとばして、黒いＳＵＶ車を目で探しながら、煮え切らない自分にうんざりしていた。ジェイクに力を貸してもらっているからだとか、昨夜のこともあやまらないとなどと言い訳しつつ、ジェイクに会いたい気持ちがあるのも否定できない。だが、何がおかしい？　ジェイクはいい奴だし……いい友人だ。

「レミ！」

　はっと顔を上げた瞬間、飛んできたフットボールがレミの顔面を直撃していた。

「痛ッ」

　ボールの衝撃でサングラスが外れる。小さくよろめいて、レミは右手で額をさすりながら、左手でサングラスを直した。いたたた、もしかしたらスターリングはディフェンス以外のポジションを目指すべきかもしれない。毎回、これだけ強烈なパスが出せれば――。

「ヤバっ、大丈夫、レミ？」スターリングが右手をレミの頭にのばしながら駆けよってきた。「ちょっと見せて。ケガしなかった？」

「よせって。何もないよ」レミは弟の手を払いのける。「いいパスだ、強烈だった」

「おでこの真ん中、思いきり赤くなってるよ」

「だろうな。お前は意外とクォーターバック向きかもしれないぞ」

「一体何してんだよ？　フットボールの練習の最中だろ？」

「だから練習してるだろ」

　今、通った車は――違う、あれはミニバンだ。

「へえ、いつから頭でパスを受けとめる練習を始めたわけ？」

　スターリングがレミの前に立ちはだかったせいで道路が見えなくなる。レミは弟の肩を軽くこづいた。

「生意気な口め」

　スターリングがこづき返す。ニヤッと笑って、眉を上げた。

「何をグダグダ悩んでんだよ」

「何の話だ」

　レミは眉をしかめた。弟は、邪悪なニヤニヤ笑いを浮かべたまま、言った。

「ジェイクのことを考えてるんだろ」

「お前、一体っ――それはどういう意味だ？」何だ、レミの心でも読んだか？　どう答えればいいのだ。「一体どうして俺がジェイクのことなんか考えなきゃならないんだ」

「そうだなあ、凄くいい奴だから？　ほかに何かある？」

　ああ、いい奴だとも。そんなことは言われなくともわかっている。レミは後ろめたい気分でボールを拾い上げ、首を振った。背すじをのばした彼へ、スターリングがご機嫌な顔で笑いかける。

「それに、ジェイクってイカしてるし、ちょっとそそるよね」

　こいつ今何て言った？　レミは腹の底がひどく落ちつかなくなる。やけに暑い日だ、と首の後ろを手のひらでさすった。スターリングは男の値踏みなんかするべきじゃないのだ。特にレミの男は――いやいや、どこからそんな馬鹿な考えが。

　スターリングの眉がひょいと上下した。

「そう思わない？」

「いや。かも、しれないな。それが何だ？」

　レミの髪をつかんで首を後ろにのけぞらせ、あらわな首すじに牙を立てるジェイクの姿が、ぽんと脳裏に浮かんだ。首に押しつけられるジェイクの牙の感触までまざまざと感じる――昨夜のように。

　しまった、股間が熱を持ちはじめる。サングラスの向こうのスターリングの青いシャツが灰色にくすんだ。コントロールを失いかかっている。まずい。レミは深呼吸して、雑念を払おうとした。

「レミ、本当に大丈夫？　顔が赤いよ」

「大丈夫だ、赤くなんかない、バカ言うな。つまり――ジェイクはな、男だぞ？　お前は男を見て、そそるとか考えちゃ駄目だ」

　我ながら、その説教はそらぞらしく響いた。

　スターリングが、はあっと溜息をつき、睫毛の下からまるで信じていないような目つきをレミへ向けた。何が言いたい、とレミはにらみ返す。視界は色を取り戻していた。

「もういい――さっさとパスの位置につけ」スターリングに男の品定めなど始められてたまるか。レミは空き地の端を指した。「走れ！」

　スターリングが駆け出した。

　レミが放ったボールは、美しく回転しながら弟の手の中にすっぽりと落ちた。スターリングは今回はパスを投げ返さず、レミめがけて駆け戻ってくる。ハアハアと息を荒げ、汗に濡れて、彼はレミの前に立ちどまった。レミにボールを渡して、体を折って膝に手をつく。

「でもさ、別に、ゲイだからって何も悪かないと思うよ？　ジェイクはゲイだし、チェイとキートンもゲイだし、だからさ――」

　レミは喉を詰まらせてから、やっと言い返した。

「何だと？　どうしてジェイクがゲイだとわかる？」

　まあ、レミ自身も昨夜、同じ結論に至ってはいたが。筋は通る――ジェイクの側には。ゲイではないレミも、ジェイクにキスを返したのだが。それにしても凄いキスだった。キスどころか――あのままいけば、それ以上の……。また目が変化している。くそったれ。

　レミはうんざりと、額をさすった。頭が痛くなってくる。それもスターリングのパスがぶつかったせいではなく、その後のゲイだのゲイじゃないだのの話のせいだ。もしスターリングが家でうっかり口をすべらせたら、大変なことになる。

「スターリング、いいから練習に戻ろう、な？　皆がゲイってわけじゃないんだ、いいか？」

　弟は肩をすくめた。「だね。バイかも」

　くるりと身を翻(ひるがえ)して、道の方へ走っていく。レミは一息ついて目を戻すと、パスを出して、行方を見守った。スターリングが毎回こんな話を持ち出す気なら、夏休みが終わるのが今から待ち遠しい。

　ボールをキャッチしたスターリングは、レミの方へのんびりと走ってきた。会話の届く距離まで来るとボールをレミに投げ返し、

「俺は別に気にしないからね。もし兄貴とジェイクが――」

「スターリング……」

「ばっちり、全然大丈夫だから。ほんとお似合いだと思うし。昨日の夜だってさ――」

　待て。マジか。こいつにどこまで見られた？

「スターリング、何を見たにしてもだ、忘れろ！　言うな！」

　レミは首を振って、パスの位置につくよう指をつきつけた。畜生。レミ自身は、ジェイクに惹かれる自分をまるで理解できていないというのに。

「はいはい、了解」

　スターリングは両手を上げてから、また走り出した。

　レミはバックステップを踏み、ボールを投げた。今回は少し強めのパスで、スターリングを大きく走らせる。バテさせれば、面倒な質問も少しは減るだろう。

　ボールは高かったが、スターリングはためらわなかった。ジャンプして、宙で受けとめる。

　見事なキャッチだ。レミは微笑した。

　着地の瞬間、スターリングは足を絡ませて倒れこんだ。頭を下げて一転し、地面に仰向けにのびる。数秒、そのまま横たわってから、宙にぐっと右手を突き上げた。その手にまだボールをしっかりつかんでいた。

「俺、すげえええ！」

　はねるように立ちあがって、スターリングは顔を満面の笑みに崩した。

　投げ返してこい、とレミは念じる。また終わりのない質問を浴びせられるのは勘弁してほしい。だがスターリングは彼に向かって歩き出し、レミはうんざりと呻いた。

　半ばまできたところで、スターリングがたじろぎ、表情から輝きが消えた。

　一体――？

　何かがレミの後頭部を、ドンと打った。

「畜生」とレミは頭をさする。

「口に気をつけろ、レミングトン。それが親に向ける言葉か」

　レミの喉元に苦い吐き気がこみ上げた。しまった。ごくりと生唾を呑みこみ、彼は父親へ向き直る。

「いいえ。すみません、ダーク」

　ダーク・ラシターがレミからほんの数歩の距離に立ち、屈強な胸の前で腕を組んでいた。焦茶の目はミラーサングラスに隠されていたが、高い鉤鼻(かぎばな)の向こうからレミを見下ろしているようだった。

　レミよりそれほど背が高いわけではないが、ダークは体が大きく、はるかに威圧的だった。厳しい鍛練で固く引き締まった筋肉は、年齢の衰えを見せない。長い黒髪は首の後ろで一本に編まれていた。警察の茶色い制服に身を包み、腰回りにガンベルトを巻いている。

　レミは、そのベルトが心底嫌いだった。警官がよく使う装備品で、基本的には二本の革ベルトをマジックテープで合わせてより丈夫にしたものだ。あれで殴られると凄まじく痛い――レミの肌が震えた。

「お前の髪は長すぎる。切らないとな」

　ダークの息からは、珍しく、酒の臭いがしなかった。

　どう答えていいのか、レミにはわからない。彼の髪はダークよりも短いくらいだ。だがどんな返事をしても殴られるだろうから、ただ黙ったままうなずいた。

「仕事はどうだ？　最近の出動はあったか？」

　身に付いた習性で、レミはもぞもぞと後ずさり、ダークの拳が届かない距離に離れた。仕事。それなら大丈夫、安全な話題だ。うまく切り抜けられる。

「仕事は順調だよ。ありがたいことに、ここのところ火事もひとつもない。今、救急救命士のポジションに空きが出たので、願書を出してみようかと思って――」

　ダークの眉がぐっと寄った。

　しまった、とレミはびくっとする。

　一歩近づき、ダークはうなるように言った。

「俺がわざわざ貴様を最高の仕事に就けてやったってのに、それがお返しってわけか？　貴様は下らないナースになろうってのか？　あんなのはホモがやる仕事だ。世間に、貴様はホモだと言い回ってるようなもんだぞ」

　レミは凍りつく。じりじりと、下がった。どれほど臆病に見えようともかまわなかった。

　スターリングが二人のそばへやってきた。彼の手がかすかにレミの背中にふれ、離れる。

「ダーク、もう帰る時間？」

「そうだ。さっさと来い。外は暑くてかなわんからな」

　ダークはスターリングをちらっと見てから、ニヤッと口元を上げてレミへ顔を戻した。

「お前、まさか本気で救命士なんてなよなよしたモンになりたいわけじゃないだろうな？」

「まさか」レミは小さく笑った。自分の声が自然に響くように祈る。「ただの冗談だよ」

「なら下らない冗談なんか言ってないで、もっと真面目に仕事に取り組め。そうすればお前でも、少しは世の中の役に立てるようになるかもしれんぞ」

　それから、ダークはスターリングを見やった。

「一体何をつっ立ってる？　帰る準備はできたのか？」

「できてる。何も持ってきてないから」

　レミにボールを渡しながら、スターリングは不安そうに微笑みかけた。

　ボールを受け取って、レミは弟の髪をぐしゃっとかき混ぜてやる。父親の前で見せられる、それがぎりぎりの愛情表現だった。

「明日迎えに行くから、また練習しよう。フットボールシーズンが始まるまでにはしっかり仕上がるさ」

「下らんことを言うな。そいつがチームに入れるものか。大体、入れたとして、誰がその金を払う？」

　ダークがレミをにらみつけた。

　まずい。この男に、スターリングのチャンスを奪われたら……。

「金なら俺が払える――」

「ああ？　お前は、俺には家族の面倒を見るだけの金もないと言いたいのか？」

　ダークがずいと前に出て、胸板がレミにドンとぶつかった。レミはまた、じりじりと下がる。

「いえ。ダーク、ただ、わずらわせるのは悪いと思って――本当に、それだけなんだ。俺にできることがあるなら、何かさせてもらえれば」

　もしスターリングが大好きなフットボールで奨学金を取れれば、大学に行って、ここから脱出できる。いや、どう転ぼうと、レミが必ずスターリングが大学へ行けるだけの金をかき集めてみせる。

「お前の金など俺にはいらん、レミングトン」

　ダークの声の冷ややかさはそのまま、喉でうなる攻撃的な響きが加わり、侮辱するなとレミを威嚇(いかく)する。

「も、勿論わかってる――その、すみません、ダーク」

「だろうな」

　ニッと笑って、ダークはうなずいた。右手が上がり、レミの方へのびてくる。冷酷な笑みに、レミは身をすくませた。殴られる――。

　パチン、とダークの手がレミの頬をはたいた。少し痛むほどの力で。

「だが俺としてもな、お前がこのガキのために金を出したいって言うなら、やらせてやらんこともない。俺に言わせりゃ金のムダだがな。お前にフットボールをやらせたのも金のムダだった。だが、まあ、成り行きを見てやろう」

　安堵(あんど)のあまり、レミは溜息をつきそうになった。くそ、目の前のこの男が憎い。こいつは、レミがあがくのを見て楽しんでいるのだ。

　スターリングは二人の顔をちらちらと見比べながら、レミに少しずつにじりよっている。ダークが一つ、咳払いをした。

「行くぞ。お前の母親が夕食の仕度をしている」

　そう言って、歩き去っていく。

　レミはスターリングの耳元に顔を寄せ、囁いた。

「フットボールのことは家では二度と言うな。黙ってろ。俺がどうにかする、いいか？」

　うなずき、スターリングはレミの腕をぎゅっとつかんだ。「また明日」と言い残し、父親を追って駆け出す。

　だがその時、ダークがくるりと振り向き、レミに向かって戻ってきた。

　何だ、一体何だ？　レミは平静な顔を保とうとした。心臓はばくばくと高鳴り、汗ばんだ手からボールが幾度もすべり落ちかかる。そのボールを、太腿に押しつけて支えた。

「貴様の新しい友達、あれは誰だ？」

　と、ダークが眉を上げる。レミの体がこわばった。

「え？　誰のことか……」

「でかい男だ。黒いシボレー・タホに乗っている」

　どうしてダークがジェイクのことを知っている？　昨日の晩に起こったことまでは知るわけないが――そんなことはあってはならない。絶対。レミの腕に鳥肌が立つ。

「ジェイクのこと？」

　そうたずねたのはスターリングだった。ダークがスターリングへ顔を向ける。

「ジェイク？　ほう。何をしている男だ？」

「警備員か何かだって」

　わずかの迷いも見せずに、スターリングは父親に答えた。レミは彼に感謝するべきか、怒鳴りつけるべきかわからない。もしスターリングが嘘をついたと、ダークにバレたら――駄目だ。レミの手が震え出した。

　ひとまず満足した様子で、ダークはうなずいた。また歩き去っていく。スターリングは肩を揺らし、目を見開いて、父親について車へ歩いていった。

　残されたレミは、呼吸を整えようとした。ダークが去った後でさえ、心が乱れたままだ。あの男にここまで支配されている自分の弱さが憎かった。一体、いつになったらこの無力感をのりこえられるのか――。

　全身を平穏が包み、肺に、すうっと息が楽に入った。両手の震えもぴたりととまり、突如として、すべてが大丈夫だと感じた。あのレストランでの朝と同じように、レミの心が安らぎを取り戻していく。

「レミ？」

　誰かの手が、レミの肩にふれた。
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　ダーク・ラシターの車が走り去っていく。ジェイクはレミの背をさすりながら、あふれ出しそうな怒りを抑えた。

　いつも驕慢(きょうまん)なほど自信満々に振る舞うレミが、すっかり萎縮してしまっている姿に、ジェイクの心は大きくかき乱されていた。ダーク・ラシターが去るまで、出ていかないよう建物の影でこらえるのがやっとだった。

　あの男と一緒の家に住んでいた間、レミはどれほどの苦しみをくぐり抜けてきたのだ？

　だが、驚いたことに、ジェイクがそばに立った瞬間、レミを包む匂いから恐怖が消えた。こうなると、やはりレミは、ジェイクの存在に反応しているということだろうか？　相手の存在に体が感応する、その現象はメイトにつきものだが、レミのような反応はジェイクは聞いたこともなかった。欲情ならわかる。メイトの欲望に肉体が呼応するのだ。だが、レミの見せる平穏さは謎だ。匂いはおだやかになったが、レミは悩みを忘れてしまったわけではない。表情にはまだ苦悶(くもん)の影がある、それなのに。

「大丈夫か？」

　レミは二人の体がふれない程度に、わずかにジェイクの手によりかかった。

「ああ。スターリングをあいつと一緒に行かせなきゃならないのが嫌なんだ。何が起こるかわからないのに」

「何とかしよう。力になる」

　レミが勢いよくジェイクを振り向き、じっと目をのぞきこんだ。

「本気か？」

「ああ。だが、まずは話を聞きたい」

　レミはまだ信じきれない様子だったが、自分の部屋へ頭を傾けた。

「ビールでも飲んでくか？」

「ああ」

　ポン、とフットボールをジェイクへ放ると、レミはアパートの建物へと歩き出す。ジェイクはボールを受けとめ、続いた。

「お前は、父親が部族警察官だと言わなかったな」

「言ってなかったっけ？」

　レミの足取りが乱れた。

　部屋に入るまでは沈黙を保っていたが、中に入ると、ジェイクは閉めたドアに肩をもたせかけた。

「自分でもわかってるだろ。どうして言わなかった」

　レミはひとつ喉の奥でうなり、肩を落として、ジェイクへ向き直った。

「言ったら、助けてくれないかと……ダークが部族警察官だとわかると、誰もが怖(お)じ気(け)づく。部族警察は、居留地内では独裁的な存在だろ。ＦＢＩですら居留地の事件には手を出せない、殺人を除いて。内部監査は受ける規則だけど、実際は……」

　レミが、目を伏せて床を見た。

　耐えきれない。そんなレミの表情を、ジェイクは見たくなかった。それは、父親から暴力を受けてきたと打ち明けた時、レミの顔に浮かんでいたのと同じ表情だった。己を恥じている。

「俺を信用してくれ、レミ。お前とスターリングを助け、あの男が汚職警官だという証拠をつかむか、あいつの存在がスターリングの安全をおびやかしていると証明する必要がある。そうだろ？　あいつは、その両方なんだろ？」

　手にしていたボールをカウチに放って、ジェイクはドアから身を起こす。危険な動きだとはわかっていたが、それでも彼はレミへ歩みよって、顎をつかみ、顔を上げさせた。

　レミは目をとじて、ジェイクの手へ頬を擦りよせた。

　ジェイクは、魅入られたように見つめていた。レミの仕種はあまりにも無防備で、従順だった。こんな風に反応する人狼は、初めて見た。過去の恋人たちの中でも、これほどの従順さを見せたのは人間の恋人だけだ。

　人狼のメイト同士の、強烈な感応はよく知っている。だがこのレミの反応は、またもジェイクをとまどわせる。レミはストレートの筈なのに、目の前にいる彼はこうしてジェイクにすべてをゆだねて、ジェイクにすべてをさらけ出すように、全身で服従を示している。

　そんなものを見せられて、ジェイクの欲望は痛むほど張りつめていた。なお悪いことに、フットボールの練習のせいで、レミからは汗の匂いもした。

　レミが、まばたきした。その目が狼の目に変化し、欲情の匂いが濃くたちのぼる。

　すべての気力を振り絞って、どうにかジェイクは一歩下がった。目の前のメイトは、無自覚に自分をジェイクにさし出している。その誘いにとびつきたいのは山々だったが、今は情報が必要だった。スターリングを守るために。そして、レミを守るために。

「殺人事件について教えてくれ」

「は？」

　レミの声がひび割れた。頬がさっと赤らみ、彼はいきなりジェイクに背を向けると、うろうろと歩き回りはじめた。放つ匂いも、欲情から動揺へと変化し、肩がこわばった。

「どうして、事件のことを知ってんだよ。もう調べはじめたのか？」

　やはり、レミがジェイクの手に頬を擦りつけていたのは、無意識の仕種だったのだ。ジェイクが下がって、やっと自分のしていたことを自覚した様子だった。

「ああ、もう調べている。やると言ったろ。さて、事件について知っていることを話してくれ」

「話せるようなことはない」

「俺の情報源によれば、かなりの話がありそうだが」

　肩をいからせ、レミはキッチンへ向かって歩いていく。

「そうでもない。それに、事件はダークと関係ねえだろ」

　冷蔵庫を開けて中から二本のビールを取り出し、ボトルの一本をジェイクへ投げた。ジェイクはそれを受けとめて、テーブルへ置く。

「レミ」

　レミはカウチにだらしなく座ると、どさっと、両足をテーブルの上に投げ出した。

　この二日間、レミはジェイクの前で一度もこんな態度を取らなかった。今や、いつもの人を見下した表情が戻っている。何があろうと、自分には関係ないという傲慢な態度だった。

　この壁で、レミはこれまで友人たちの深入りを防いできたのだ。わかっていても、ジェイクの神経は逆撫でされる。レミがジェイクをつき放そうとするのは、昨日のキスのせいもあるのだろうか。

　そのまま、レミは何も言おうとしない。

　しばらくしてジェイクに顔を向ける。ジェイクは隣に座って、レミの視線をまっすぐ受けとめた。レミに逃げ場などやるつもりはない。身勝手かもしれなかったが、レミのすべてがほしかった。彼の光も、影も。

　身じろいで、レミは向こうを向いた。少ししぶきが飛ぶほどの勢いで、ビールをドンとテーブルに置き、顔をさする。

「ビリーと俺は、映画を見て、家への帰り道だった。野原を横切る途中、誰かに襲われたんだ。それだけだ」

「犯人は？　襲ってきた相手の顔は見たか？」

「わからない」

「犯人が誰かわからないということか？　知らない相手だったのか？」

「覚えてないんだよ。死にかけるほど殴られたんだ。覚えてるのは病院で目を覚ましたことだけで、そばにチェイとサイモン、ボビーがいた。ダークは、いつも通り仕事に行ってたし、母さんはスターリングの面倒を見てたから。スターリングが生まれたばかりでさ」

　ジェイクは目をとじ、乱れかかる感情を鎮めようとした。そんなつらい状況で、たよる家族がそばにいないなど信じられなかった。もう他界したが、ジェイクの両親は誠実で、時に厳しいことはあっても、ジェイクとティナへ揺るぎのない愛情を向けてくれた。

　レミには、模範にできるような親の姿がなかった筈だ。それなのに今、彼があれほどの愛情でスターリングと結びついていられるのは、実に驚きだった。

　ジェイクが目を開けると、レミはじっと彼を見つめ、下唇を噛んでいた。















「お前の父親は、事件の犯人を探そうとしたのか？」

　レミは首を振る。

「わからない。ダークは、俺に証言させようともしなかったし、俺は捜査中はほとんど入院してた。ま、ろくに証言できることもないんだけどな。襲われた時のことは覚えてないんだ。今も、思い出せない」彼はうつむいた。「覚えているのは……」

　数回、大きく息を吸いこみ、レミは天井へ目を向け、こぼれそうな涙をこらえようとしていた。やがて、ジェイクへ顔を向けて微笑む。悲しい、痛々しい笑みだった。

　ジェイクの胸が締めつけられる。今すぐ両腕でレミを抱きしめてその痛みをやわらげてやりたかったが、できなかった。レミは何か、ジェイクに言おうとしているし、ジェイクはそれを聞きとどけなければ。大切なことだと、そう感じていた。

「何を、覚えてるんだ？」

「……大したことじゃないんだ。役に立つようなことは何も。あの日、ビリーと一体何の映画を見に行ったのかも、どうして道を外れて野原を横切ろうとしたのかも覚えてないくらいだ」

　ジェイクは立ち上がると、レミの腕をつかんで彼を立たせた。

「レミ、俺を信じてくれ」

「信じてるよ。……自分でも怖くなるぐらい、信じてる」

　レミの声はやわらかく、溜息のようだった。

　その告白と、よせられた信頼に、ジェイクの心も体も強く反応する。大体にして、股間はさっきから一向に萎えていない。ジェイクはレミの美しい目をのぞきこみ、レミの両目が狼の目に変化していくさまを見つめた。

「ここに来た時から、お前にキスしたいのを我慢してる」

　そのジェイクの告白に、レミは目を見開く。それから、彼は吐息をこぼして、瞳をとじた。

　それだけで、ジェイクには充分だった。何をしようとしているのか考えるのもやめる。ただ、目の前のメイトがさし出しているものに手をのばすだけだ――レミの体を引きよせると、ジェイクはぶつけるように唇を重ねた。ためらわず、舌でレミの唇をなぞる。

　レミは口を開き、キスを返してきた。ジェイクの舌を受け入れる。口腔を探り抜くジェイクの舌に、レミの舌も応えてきた。

　喘ぐような息をついて、顔を離したレミは、ジェイクを見つめながらなめらかな動きで床へ膝をついた。頭をジェイクの太腿へのせて、また目をとじる。

「ジェイク……」

　かすれた、喉に詰まるような、哀願の声だった。レミの中の葛藤が、表情ににじんでいた。

　ジェイクは手をのばしてレミの頭をなで、いたわってやろうとする。

「レミ」

　一体、何を――。

　ジェイクの脚の内側に、レミの手がそっとふれ、デニムごしにふくらはぎをさすり上げてきた。レミはジェイクの太腿に頬を擦りつけていたが、ふっとその目が開いて、緑の、狼の目があらわになる。宙に鼻をもたげて、彼は匂いを嗅いだ。唇の間からぬっと牙がのびる。顔をジェイクの股間によせると、鼻を押しつけ、レミはジェイクの太腿に頬を擦りつけた。

　くそ――ジェイクの口からかすれた息がこぼれ、彼のペニスがビクッとはね上がった。視界がぼやけて色を失い、まばたきして焦点を取り戻さなければならなかった。

　指をレミの髪にくぐらせる。本当ならレミの顔を強引に引きよせ、自分のものをつかんでその口でしゃぶらせてやりたかったが、こらえる。なめらかな黒髪を幾度も指で握りしめた。もうここでとめなければ。だが、レミの方から積極的になるとは……。

　レミがまばたきして、ジェイクを見つめながら、彼のジーンズのボタンを外した。前を開くとゆっくりと引き下げ、ジェイクのペニスが見えてくると唇をなめた。

　レミの舌が、唇をちろりと這う――その光景に、ジェイクは呻いた。

　ジェイクのジーンズをレミがさらに引き下げ、自由になったジェイクのペニスがぶるんとはね上がって下腹部に当たった。腹に濡れた痕が残る。ジェイクの理性は、これが本当にレミの意志なのかどうかたしかめろと叫んでいる。だが一方では、この魔法のような瞬間を壊したくなかった。

　これこそ今、レミには必要な時間なのかもしれない――レミと、ジェイクの両方にとって。

　レミが身をのり出し、ジェイクの睾丸に鼻をうずめた。喉から満足げな呻きがゆっくりとこぼれる。決して、嫌がる者の出す声ではなかった。その声は、ジェイクの耳にまるで音楽のように心地よく響いた。

　濡れた、温かな感触が陰嚢をよぎる。思わずビクッとして、ジェイクはレミの髪を拳でつかむと、頭を少し上げさせた。気持ちいいが、まだどこかためらいも残る。これはレミの望みなのか、それともジェイクの欲求に呼応しているだけなのか？

　レミが首を振って、髪からジェイクの手を払うと、ジェイクの陰嚢から屹立の先端まで、ぺろりとなめ上げた。愛撫に没頭するにつれ、レミの両目が熱っぽく潤む。その顔に浮かんだ純粋な喜びの表情に、ジェイクの最後のためらいも突き崩された。見たこともないほどそそる眺めだった。ジェイクの腹筋が幾度も張りつめる。ペニスがビクビクと震えた。

　レミの髪をつかんでその顔を引き上げ、ジェイクは自分のペニスを握ると、その先端でレミの頬を叩いた。レミは、開いた唇でそれをとらえようとする。ジェイクは手に力をこめ、さらにレミの頭を引いて、制した。

　ジェイクのものを凝視して、レミが唇をなめた。狼の目がジェイクの目と合い、開いた唇の間から喘ぎがこぼれる。その唇をジェイクのペニスにかぶせ、レミはなめらかな動きで根元まで呑みこんだ。喉をつまらせることもなく、楽々と。

　頭を上げ、もう一度同じ動きをくり返す。両手でジェイクの太腿をさすった。

　意識が熱で浮かされたようで、ジェイクの全身がうずいた。レミはためらいもしなかった。ジェイクのペニスをしゃぶっては、根元まで呑みこんで、愛撫をくり返す。段々と動きにリズムが出てくると、今度は頭を上げながらジェイクのものを吸い上げる。レミの、満足そうな呻きが振動になってジェイクを直に刺激し、ピチャピチャと濡れた音が室内に響いた。

　驚いた――レミは、何をしているかよく心得ている。これが初めてなわけがない。慣れているし、うまい。まだ不慣れな筈の牙の存在さえ、レミの巧みな舌使いの邪魔になっていないようだった。ひどく楽しんでいるようにさえ見える。

　頭の中がまとまらない。どういうことだ？　レミは一体いつ――。だがレミが目の前に膝をつき、ジェイクの脳を溶かしているせいで、何もまともに考えられない。

　荒々しく息をつきながら、ジェイクはレミの口めがけて突き上げそうになるのをこらえた。歯茎がむずむずし、牙がのびる。レミの唾液がジェイクの陰嚢をぬらりとつたった。くそ、もう、限界が――。

　レミが手でジェイクの陰嚢をすくい上げると、唾にまみれたそれをなで回した。屹立をくわえたまま、レミが呻く。達したレミの、精液の匂いがジェイクの鼻先にまでたちのぼった。

「くそっ――」

　全身が震え、ジェイクは首をのけぞらせる。レミの顔が股間にうずめられた状態で、ジェイクは達した。精液を喉につまらせるようなこともなく、レミは満足げに喉を鳴らす音を立てた。

　やっと我に返った時、ジェイクはまだレミの髪を握りしめていた。しまった、とその手を離したが、レミは顔を上げようとしなかった。やわやわと、まだジェイクのものをしゃぶっている。くすぐったい。

　ジェイクはレミの頬を指先でなでた。レミが、いつものようにその手に頬をよせてくる。

　だが次の瞬間、彼ははっと硬直して、ジェイクのペニスを口から離した。

「……何で」

　レミの目が人間のものに戻り、その顔から血の気が引いた。口を手で覆って、彼はドサッと尻餅をついた。そのままバタバタと後ろへずり下がり、首を振りはじめる。

　しまった。

　ジェイクはジーンズを引き上げ、床に膝をついた。手をのばしたが、レミはさらに下がる。ついにその背中が壁にぶつかると、壁に手をついてよろめくように立ち上がった。幽霊でも見たように青白い顔だった。

　どうやれば彼をなだめられるのか、ジェイクには見当もつかなかった。ただ、レミがどう思おうと、今起きたことをなかったことにするつもりはない。レミにつき放されるつもりもない。

「レミ？」




　　　＊　＊　＊　＊　＊




「来るな」

　レミは右手を上げ、ジェイクを制する。

「俺にさわるな……！」

　何てことだ。一体、何をした？　この口で、今、本当に――。

　レミはさらに首を強く振りつづける。すべてを振り払おうとするように。そんな筈がない。ありえない。自分にあんなことができるわけがない。

　だが、やったのだ。舌の上にまだジェイクの味が残っている。そう思っただけで、またムズムズと牙がのびそうになる。

「レミ……」

　ジェイクがまるで、怯えた獣をあやすような声をかける。自分の方へさしのべられる、その腕をレミは見つめた。スローモーションのようだ。自分の中で問いかける声がする――ジェイクのその手に、ふれるべきか、否か？

　いや、何を迷う。レミはジェイクの手を払うと、玄関先まで後ずさった。ジェイクをここから追い出さなければ。

「出てけ！」

「話し合おう」

　ジェイクの声は優しく、だが揺るぎなかった。余計にレミの頭に血がのぼる。この状況でどうして平然としていられるのだ？　レミがこんなイカれた行為をしたばかりだというのに、ジェイクはそれが大したことではないかのように振る舞っている。大したことだろうが！

　何を考えて、あんなことをしたのだ？　何てことだ。レミの胸はズキズキと痛み出し、息ができない。まるで殴られでもして、肺から息が叩き出されたようだ。

「出ていけ！」

　下がりつづけるレミの背にドアノブがくいこみ、肘がドアにぶつかったが、その感覚もほとんどなかった。

　ジェイクの顔が赤らみ、顎に力がこもる。

「俺も、お前も、望んだことだ」

「違う」

　喉でうなって、ジェイクは髪をかき混ぜた。深い息をついて、また声を下げる。

「これは、自然な反応なんだ。俺たちは人狼だし、俺たちはメイトだ――くそ、お前には言わないようにしてきたんだが。畜生。今、俺を切り捨てようとするな、レミ」

　ぷつっと、レミの気持ちが切れた。

「はあ？　メイトだ？　じゃあお前のせいなのか！　こいつも人狼の下らねえ生理現象のひとつかよ！」

　そうだったのだ。レミの意志などではなかった。あんなふうにジェイクを欲したのは、ジェイクが何かしたせいに違いないのだ。

　レミはドアを大きく開けた。我を失いかかっているのはわかっていたが、もう止められない。

「今すぐ出てけ！」

　ジェイクは低くうなって拳を握り、一瞬目をとじたが、それからドアへ向かった。部屋から出る寸前、足をとめる。レミへ背を向けたまま、

「これで終わりじゃない。急ぎも、無理強いもしない。だが、俺たちの間にあるものから、いつまでも目をそらさせるつもりもない」

　レミへ顔を向ける。ジェイクの視線はくいこむように強かった。彼は……悲しげに見えた。

「話をする気分になったら、連絡してくれ」

　レミは目をとじ、涙をこらえて、ドアを閉めた。ジェイクはどうして、あんなにつらそうな顔を――。

「畜生！」

　ドアの横の壁に、拳を叩きつけた。激痛が走っただけで、何ひとつ問題は片づかない。それどころか、壁の穴を修理する手間がひとつ増えた。

　靴にとびちった、濡れた染みを見下ろし、レミはジェイクの味と感触を思い出していた。ぶるっと身を震わせ、後頭部をゴツンと壁にぶつけて忘れようとする。ずるずると床へ座りこみ、それからやっと、レミは涙をこぼした。







６

「お前さ、弟に犬を飼ってやれよ」

　そう言われて、ピタと一緒に芝生を転げ回っているスターリングを眺めながら、レミは少し考えた。ピタは、彼の親友が飼っているゴールデンレトリバーの仔犬である。

「それで俺が仕事に行っている間、犬は何してりゃいいんだ？　ダークが家に犬を置くのを許すわけないのはわかってるだろ」

　その返事に、チェイは肩をすくめ、目の前のウッドデッキの手すりにもたれかかった。

「お前はペットを飼ったことなかったよな」

「一度もな」

　そこに、キートンが黄色いテニスボールを手にテラスへ出てきた。彼はチェイのメイトである。メイト――またこの言葉だ。どういう意味だか知らないが！

　キートンに目を向けて、レミはニヤッと口元を上げる。

「じゃあピタをくれよ。お前にはもうキートンがいるだろ？　何も二匹も――」

　キートンがステップから庭へ下りながら、レミへ中指を立てた。

　レミはクスクス笑う。昨夜の一件の後では、こんな下らない時間をすごせるのがありがたかった。キートンをからかうのは本当に楽しい。

　この数ヵ月で、キートンと彼はすっかりいい友人になったが、初めて出会った時には――思い出すのも情けないが――随分とひどい侮辱を投げつけたものだ。今となっては、これは二人ともが続けている、ちょっとしたゲームである。

「弟のいる前で俺に中指を立てるなんて失礼だぞ」

「はいはい、俺を犬呼ばわりするのも失礼だけどね？」

　キートンはニコニコしながら、遊んでいるスターリングとピタへ歩みよった。レミの軽口に動じた様子はかけらもない。

　チェイが、うんざりと首を振ったが、テニスボールを放るキートンを見つめる顔には微笑が浮かんでいた。

　スターリングのことは忘れ、ピタはたちまちテニスボールを追いかけていく。キートンは手をのばしてスターリングを立たせてやった。すぐにボールをくわえたピタが駆け戻ってくると、スターリングの足元にぼとっと落とす。スターリングがそのボールを拾って、投げた。

　スターリングの笑い声が響き、レミは実際、犬を飼うのも悪くないかと少し考え直す。だがそれよりも、目下の悩み事を解決しなければ。

　ジェイクが昨夜、言い残していったことについて、レミはあれから随分と考えた。チェイに聞きたいことが山ほどあるのだが、どう切り出したものか見当もつかない。レミはチェイへ視線を向けた。

　チェイが、自分のメイトであるキートンを見つめる時の表情――今もまた――は、いつも優しく、慈愛に満ちていた。その顔を見ていると、メイトとは何なのか、レミはますます知りたくなる。チェイはどんな女にも、こんなふうに、相手が世界の中心であるかのようなまなざしを向けたことはなかった。元から気さくで心安い男で、皆の気持ちを盛り上げ、常に物事の明るい面を見るたちだ。だが今のチェイは、そこに深い平穏が加わり、自分の真の居場所にたどりついたかのような、揺るぎのない落ちつきがあった。奇妙だ。だが、ごく自然なことにも見える。

　チェイの唇の端が上がって、目がきらめいた。レミは庭へ視線を戻す。

　キートン、スターリング、ピタの、二人と一匹が一緒になってフェンス手前の茂みをのぞきこんでいた。テニスボールを探しているのだろう、スターリングは腹ばいになって頬を地面につけ、草の下をのぞこうとしている。ピタの姿は草に埋もれ、見えるのは左右に揺れる尻尾だけだ。キートンは尻をついて座り、のばした右足で茂みの中をガサゴソと探りながら、真剣そのものの顔をしていた。

　レミもつい笑っていた。「まったく、棒かホウキでも持ってくりゃいいだろうに。せめて蹴るのはスターリングにやらせとけ、あいつの方が足が長い」

　チェイが笑い声を立てた。「しっ……ビットにとっちゃコンプレックスなんだから、お前の十四歳の弟の方が背が高いなんて言ってやるなよ」

「ほぼ十五歳のな」とレミはまぜっ返す。

「たまにキートンはまだじゃないかって思うよ」チェイはレミを見てクスッと笑った。「十五歳以下かもってな。子供たちと一緒にいると本当に楽しそうでさ。あれだからいい教師になれたんだろう。大学より小学校で教えた方がいいんじゃないかって言ってるんだが」

　それを言うチェイも子供好きだ。この瞬間までレミは気が付かなかったが、キートンと一緒になることで、チェイは自分の子供を持つチャンスを失ったのかもしれなかった。

「何だ、悩んだ顔して」チェイは肩でレミの肩をどんとこづいた。「今日はずっとボーッとしてるぞ」

「そうか？」

「そうさ。何かあったんじゃないか？」

　あったどころではない。

「なあ、お前、どうしてキートンをメイトに選んだ？」

　体ごとレミへ向き直り、チェイは眉根を寄せた。レミは片手を上げる。

「カッカするなよ。俺はキートンのことは好きだし、お前が幸せそうなのもうれしいよ。だけど、わかるだろ？　不思議なんだよ。お前は元々、男に興味なんかなかったじゃないか」

　チェイは裏口のドアへ顎をしゃくった。「来いよ、ビールでも飲もう」

　ドアを押さえてレミを先に通し、チェイも続けて家へ入った。二人でキッチンへ向かうと、チェイが二人分のビールを冷蔵庫から出し、ひょいとカウンターへ腰をのせる。

　レミはキッチンの椅子を半回転させて座り、ビールの缶をぐいとあおった。どう聞き直すのがいいのか、考えをめぐらせる。メイトについて知りたい――が同時に、知りたくはない。くそったれ。両手が震え出していた。

「なあ、どうしてキートンだったんだ？　どっかの女じゃなくて？」

　チェイが斜めにレミを見た。

「お前、何があったのか話してみたらどうだ。どうしてそんなに落ちつかない」

「話したくねえんだよな」

　チェイの眉が寄った。「嫌でも、話した方がいいと思うぞ」

　レミはビールをテーブルに置くと、両手を握り合わせて膝の間に入れ、ぐっと手に力をこめた。天井を見上げる。胃がねじれたようで、こめかみを汗がつたい落ちた。

　キッチンの裏口が開き、キートンが入ってきたかと思うと、空気を嗅いでさっとレミの方へ視線をとばし、チェイへ顔を向けた。眉がくいっと持ち上がる。

「えーと、うん、わかった。じゃあ俺は、スターリングをつれてピザ買いにいってこようかな」

　キートンの後ろからスターリングが現れ、満面の笑みを浮かべてドアを閉めた。

「ねえ、俺も犬飼っちゃ駄目？」

「駄目だ」

　答えて、レミは内心たじろいだ。そんなつもりはなかったが、はねつけたように響いていた。

「……いつか、そのうちな。ともかく、今は駄目だ」

　鼻先にしわをよせ、スターリングは反論がありそうだったが、結局「わかったよ」と肩をすくめた。

　キートンがチェイへ歩みよると、左手をチェイの胸元へ置いて爪先立ちになった。チェイの頬へキスし、何かを耳元へ囁く。〝大丈夫〟だの〝レミ〟だのと漏れ聞こえてきたところからして、レミのことをたずねているようだった。

　チェイはうなずいて、キートンにキスを返した。

「ピザ代は俺の財布から持ってけ。スターリングを車から出さないようにして、外から見えないように用心してくれ。お前と一緒にいるのがあの父親にばれたら、厄介なことになる」

　レミは思わずうなった。彼が注意するべきことなのに、そんなことにまで気が回らなくなっているなんて。

　スターリングがさっと頭を下げ、顔を赤くした。「あのさ、俺とかレミの気持ちは、違うから。わかってるよね？」

「ちゃんとわかってるよ」キートンはスターリングの肩に手を回し、キッチンから出ていく。「さっ、ピザ買いに行こう！」

　玄関のドアが開き、閉まる音がした。

　チェイはレミのそばへ歩みより、隣の椅子へ腰を下ろす。

「さて、何があったのか話してみろよ。やたらそわそわしてるのと、メイトにいきなり興味が出てきたのはどうしてだ？」

「どこから話しゃいいもんか……」

　動揺が胸中に広がり、レミの耳の中で心臓の音がドクドクと鳴る。起こった出来事をチェイに話そうかどうか、しばらく迷った。だが結局、こんな話をわかってるくれる相手はチェイだけだろうという結論に至る。この状況を誰かが解明してくれるとしたら、チェイ以外にいない。

　レミは、チェイにすべてを打ち明けた――キス、そして口淫(ブロウジョブ)。二人がメイトだと告げた、ジェイクの言葉まで。

　そして、待った。チェイの嘲笑を、半ば覚悟して。かつてチェイとキートンに浴びせた心ない言葉を思えば、笑われてもまったく仕方がない。

　だがチェイは笑わなかった。口を開く。

「メイトは、自分で選ぶものじゃない。メイトのすべてがお互いを呼ぶんだ」

　つまり、本能的な反応なのか？　レミがジェイクに惹かれたのも？

「呼ぶって、要するに、あれか。メイトのそばにいると、目や牙が変化しちまうっていう」

　ビールを一口飲んで、チェイはうなずいた。

「欲情、勃起、そういう肉体的な反応も全部……まさに、そうだ。だがそれだけじゃない。メイトはお前の魂の半分なんだよ。わかりやすく俺とキートンを例にするとな、キートンは俺より先に俺の考えていることがわかるし、俺のジョークにも全部ウケる。俺たちは、お互いを補うように、正反対の強さと弱さを持っている。陳腐に聞こえるだろうが、俺は、まるでキートンのことを自分の一部のように感じるんだ。時々な、あいつは俺よりも俺のことをよくわかっているんじゃないかと思うよ。俺も、あいつの気分や考えがすぐわかる。どんな状況でどう反応するか、予想もできる」

　チェイは少しの間黙って、ビールを飲み、続けた。

「それに加えて、メイトは例の、肉体的な反応も呼び起こす。キートンに言わせりゃ〝ムカつくフェロモンの仕業だ！〟ってことらしいけどな」

「相手の匂いに惹かれるんだな」

　チェイはうなずいた。「ああ。キートンがフェロモンって呼んでるのがそれさ」

　参った――くそ、くそっ。

「それにしてもお前さ、キートンが野郎だってのは気にならなかったのかよ？」

「予想外ではあったね。だが俺は、メイトに会える日をずっと待っていたからな。折角キートンを見つけたのに手放すつもりはなかった。何とかするしかないだろ。ま、ビットのあの性格だ、楽にいったとは言えないがな」チェイは鼻を鳴らした。「もし俺が少しでも後ろ向きのそぶりを見せようもんなら、あいつはたちまち〝メイトのことはなかったことにしよう！〟って叫び出すからな」

　ほう。キートンは二人の関係に反対していたのか。レミはてっきり、キートンは喜んでチェイとくっついたものだとばかり思っていた。

　だが、ということは、メイトの磁力はその気になれば無視できるものなのか？　ジェイクに惹かれるこの力を、無視できるなら知りたいものだ。

「どうしてキートンの言う通りにしなかったんだ？」

　たずねると、チェイは首を傾けた。答えを考えているようだった。

「それはな。ビットは俺にとって、ただ一人のメイトだからだよ。人狼の中には、一生メイトと出会えない者もいるんだ」

　チェイは遠くを見るまなざしをしたが、それを振り払ってビールをぐびっと飲み、続けた。

「大体、メイトの絆(きずな)は強すぎる。そう簡単になかったことにできるもんじゃない」

　天井のタイルをじっと見上げて、レミは頭の中を整理しようとした。大変なことに巻きこまれたもんだ。最悪だ。メイトは肉体が反応するだけでなく、心まで相手に惹かれるのだ。どうすればいい？

　ピシャ、と手首にしぶきがかかる。レミは、ビールがこぼれるほど震えている自分の手を見下ろした。缶をテーブルに置こうとしたが、その手首をチェイにつかまれる。

　チェイは、物憂い微笑をレミへ向けた。「それでお前は、ジェイクとのことを、どう思ってるんだ？」

「……わからない。それに、もしダークに知られたら――」

「俺は、ダークがどう思うかとか世間がどう考えるかを聞いてるんじゃない。自分がどう思うか、お前はそれを考えなきゃ駄目だ。自分がどう感じるか」

「――」

　それが問題なのだ。自分がどうしたいのか、レミにはわからない。

　ジェイクのことは……好きだが。かなり。

　チェイの手から右手を引き、テーブルにビール缶を置く。ジェイクとこれきり、二度と会わないようにする――そんなことは想像すらできない。ジェイクと会えないと思うだけで、胸の奥が痛い。息が喉につまる。

　レミは両手で頭をかかえた。

「あの時、ジェイクが男だってことは頭に浮かびもしなかった。ああするのが当然のことに思えて……何ていうか、催眠状態かなんかみたいに、二人だけの世界に入ったみたいだった。頭にあったのは、ジェイクが欲しいってことと――」

　――ジェイクを喜ばせたい。

　レミは呻いて、顔を上げ、髪をかきむしった。

「くそっ。どうすりゃいいんだ？」

「どうするかって？」チェイは肩をすくめた。「自分にとって何が大切か、よく考えるんだな。それさえ決めれば残りのことはどうにかなる。俺を信じろ、本当だ。何とかできるもんさ」

　まるで、自分の生々しい内側がさらけ出されてしまったように感じた。顕微鏡でのぞかれる虫のように。レミは肩を落とす。打ち明ければ少しは元気になれるかと思っていたのに、すっかり打ちのめされた気分になっていた。

「もし、メイトの絆を無視したら？　その時はどうなる？」

　チェイは少しの間、目をとじて、ふうっと息を吐き出した。目を開ける。痛みに満ちた瞳だった。

「もし、無視できたら、か？　その時は、魂の半分だけで生きていく覚悟をするんだな」
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　ジェイクはバーテンダーに、もう一杯くれと合図をした。

　どうして、あそこまですべてを台なしにしてしまったのだ？　レミが行為を始める前にとめるべきだったのに。

「ひでえツラだな」

　リースが隣のスツールに座ると、バーテンダーを手で招く。

「おかげさまでな」とジェイクはうなり返した。一人で酒でも飲めば頭が整理できるかも、なんて無理だったか。「お前は一体ここで何してるんだ」

　やってきたバーテンダーがジェイクのグラスをスコッチで満たすと、リースの前のカウンターを拭った。

「何にします？」

「バドライト」そう告げて、リースはジェイクへ向き直った。「俺はデイゴとガジェットと一杯やりながらビリヤードでもしようかと思ってな。お前こそ、こんなところで何してるんだ。レミと一緒の筈じゃなかったか？」

　鼻を鳴らして、ジェイクはスコッチを一口飲み、答えた。

「やらかした」

　リースが問うように眉を上げる。

「レミが、パニックを起こした。俺に口でした後で」

「お前のをしゃぶってパニクったってのか？　そりゃ望み薄だな、さっさとあきらめろよ」

　ジェイクはうなり声を立てた。リースが彼の弱みをつついて遊んでいるだけだとわかっていたが、レミをあきらめるなど考えただけでもありえない。

「口淫(ブロウジョブ)がまずかったわけじゃない。その後、パニックになったんだ。いい加減にしろよ、お前」

「ふん、それで？　何があったんだ」

「急ぎすぎた。メイトだってことまで、うっかり言った」

　自分でも、いまだにそこまで言ったのが信じられなかった。ここまでうまくやってきた――メイトであることをレミから隠して、彼に警戒させないようにしてきた。いや、それがまずかったのだろうか？　早めに言っておいた方がよかったのだろうか。そうすれば、レミだって気持ちの準備ができたかもしれない。

　もう、ジェイクにはどう考えるべきかわからなかった。レミに会うたびに溜まってきた、ああしていれば、いやこうしておけば、という迷いが今すべて山積みになっている。

「じゃあ距離を置け。レミからお前の方に来させるんだ。父親の件の調査は続けるが、仕事とプライベートは切り離せ」

　そう言って、リースはバーテンダーから「どうも」とビールを受け取った。

「メイトの専門家みたいな口をきくんだな？」

「うるせえな、お前のために言ってんだよ。ここでメソメソしてたいならあっちに行くぞ」

「悪い。お前の言う通りかもな、どうせ俺にはもう打つ手がないし。しかし、参ったよ。最低だ」

「よお、ジェイク、リース！」

　振り向いたジェイクの背をデイゴが叩いて、隣のスツールに腰をかけた。

　ジェイクはデイゴの肩をこづき返す。「よお。調子はどうだ？」

　デイゴ――本名はディエゴと言うのだが――は、イタリアとヒスパニックの血を引いていた。彼もまた人狼で、群れの仲間でもある。ジェイクとは子供の頃からの友人で、やっと変身できるようになった少年時代からずっと一緒に狩りをしてきた仲だった。いつも陽気で気さくな男だが、カッとなった時だけはラテン系の癇癪(かんしゃく)が爆発する。

　デイゴの茶色の目がきらめき、顔に笑みが広がって、右頬の深いえくぼが浮かび上がった。

「まあまあだな。なあ、一体いつになったらお前の相手に会わせてくれんだよ？　俺らを放ったらかして会いに行くぐらいだ、そんな男の顔なら見せてもらわなきゃな。なあ、リース？」

　デイゴはジェイクの肩ごしにリースへ視線をとばす。ジェイクはうなった。

「いつになるかわからん。今は口もきいてくれない状態でな」

「ありゃ。キツいな、悪かったよ」

　デイゴが鋭い息をついた。ジェイクは肩をすくめて聞き返す。

「そっちはどうなんだ？　まだ例の男と会ってるのか？」

　ここのところレミのことで手一杯で、一週間以上この友人たちとも会っていなかった。滅多にないことだ。満月の夜に皆で狩りをする一方、週末には顔を合わせて馬鹿騒ぎをするのが常だった。もしこの友人たちに会わせたら、レミはどう思うだろう、とジェイクはふと考える。

　リースの携帯電話が鳴って、三人の視線が集まった。リースがベルトから携帯を取って開く。

「はい？」

　ジェイクはデイゴへ向き直った。デイゴはニコニコしながらバーテンダーに手で合図を送る。「クアーズ」と注文してから、ジェイクへ視線を戻して質問に答えた。

「会ってるよ。今週は四回会った」

　これは深みにはまっている。ジェイクは顔をしかめた。デイゴの相手は、人間の男なのだ。

「気をつけろよ、デイゴ。もしコントロールが利かなくなったらどうする？　ベッドで変身でもしたら――」

「ああ、わかってる、わかってるさ」デイゴは溜息をついた。「用心してるって。今のところちゃんとコントロールできてる。泊まらないで家に帰るようにしてるしよ」

　不満のあるような口ぶりだった。

　正直、ジェイクもその気持ちはわかる。元々そういうたちではないが、レミとなら朝まで一緒にすごしたいものだ。

　もしかして、デイゴの新しい恋人は、彼の伴侶(メイト)だろうか？　ふとジェイクはその疑念を抱いたが、いや、違うだろう。それならデイゴにはわかる筈だ。ジェイクだって、レミに近づいた瞬間、自分のメイトだと気付いたのだ。

　リースがパチンと携帯を閉じた。「ちっ、ガジェットからだったよ。今日は来られんとさ。お前は？　一緒に飲むか、ジェイク？」

　ほかに何をする？　このまま座って、レミのことをくよくよ考えつづけるか？　そうしたところで状況は何も変わらない。どうせ、頭の中はレミで一杯のままだ。

「そうさせてもらうよ。ビリヤード台は空いてるか？　ナインボールでお前を叩きのめしてやる」

　デイゴがジェイクをどんとこづいた。「元気出せよ、ジェイク。そのうちうまくいくって。明日も飲もうぜ、みんな集まるし、気がまぎれるよ」

　ジェイクはグラスを手に立ち上がった。たしかに、友人たちとしばらく遊んでいない。

「ああ、そうする。でもさっきの話、よく考えとけよ。正体がバレたらどんなことになるかわからないんだ」

「あー、ちゃんとわかってるって」

　デイゴはジェイクを追いこすと、リースが確保したビリヤード台へそそくさと歩いていった。

　気持ちはわかる。今のジェイク自身、バラ色の恋愛をしているとはとても言い難かった。
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　スターリングを実家の前で下ろすと、レミは自分のアパートに戻って、屋根付きの駐車スペースにバイクを停めた。バイクから下りる間もまだ、頭の中ではジェイクと自分がメイトだということがぐるぐると回っている。

　じっくり、本気で――チェイに言われたように――考えてみても、ジェイクと自分がメイトだということに反発する気持ちはほとんど起こらない。そんな自分が、何より驚きだった。

　レミはヘルメットを取ると部屋まで階段を上がり、ポケットのキーを探った。常識に従えという声と、感情とのせめぎ合いはまだ続いていたが、気が付いてみれば心の中でおおよその決着はもうついていた。思いの外に早く、そしてたやすく。

　ジェイクといると、心の底から安心できる。ジェイクがいてくれれば大丈夫だと思える。たよれる男だ。レミがそんなふうに誰かを信頼することは、滅多にない。

　チェイとキートンの間にあるような、あんな何かが、レミもほしかった。チェイだって男のメイトと出会ったが、受け入れて、今は幸せにやっているのだ。どうしてレミにできないわけがある？

　昨日、ジェイクとの行為の最中、レミはまさに生きているという実感を全身で味わっていた。現実が染みこんで、我に返るまでは。あの行為は、彼の望んだことだった。純粋な、自分だけの欲望に身を投じた瞬間だった。

　レミは部屋の鍵を開け、入ってドアを閉じた。必要ないので明かりはつけない。夜目(よめ)が利(き)くのは人狼のメリットのひとつだ。勿論、デメリットもある――一番大きなデメリットは、ジェイクのそばでは肉体が抑制できなくなるということか。

　玄関の鍵をかけ、自分の部屋へ向かった。ベッドに腰かけ、靴と、服を脱ぐ。上掛けの必要がないくらいの暑さだったので、ごろりとカバーの上に転がった。

　横たわって、天井を見つめた。ジェイクと話さなければならないな、と思った。二人で話し合って、何とかうまくやっていける道を探そう。そうしなければならなかった。ジェイクをあきらめることなど不可能だ。

　どうしてなのかはわからないし――呪いか祝福なのかもレミには決めかねるが、あの男はレミのものなのだ。そう思っただけで、レミの股間が熱を帯びた。

　ジェイクの存在そのものが、レミを惹きつける。ジェイクの体の大きさ、ジェイクの姿、そして声も。

　レミは股間に手をのばして、それを握りこんだ。ジェイクの声を聞くだけでイケそうだ。色気のある、低い声。昨日、ジェイクが達した時に「くそっ」と洩らした、あの声ときたら……。

　レミは呻いた。

　手のひらを唾で湿らせると、自分の屹立を握りこんでゆるくしごく。太腿に力が張りつめた。ペニスはもう赤黒く鬱血(うっけつ)し、ドクドクと脈打っている。目をとじて、つけ根から先端まで、ゆっくりと手をすべらせた。

　昨夜のことを思い浮かべる。ああ、本当に――昨日、ジェイクの足元に跪(ひざまず)いたのは、何より自然なことだった。レミは全身を震わせ、愛撫の手のスピードを上げた。口に広がったジェイクの味を思い出す。あんなふうに、直接的な刺激もないのにジーンズの中で達したなんて、長い間なかったことだ。

　リラックスして、ジェイクの姿を脳裏に描いた。レミにのしかかるように立つジェイク――裸で、たくましい胸板に汗がつたっている。両足を少し開いて立っているせいで、彼のペニスはほとんどレミの口元につきつけられている。

『なめろ』

　肌を震わせて、レミは想像に溺れる。股間がますます張りつめ、さらにしごく手を早めた。信じられないくらい固くなっている。

『ほら、口を開けてしゃぶるんだ』

　――ジェイクは指の背でレミの頬をなで、もう片手で自分のペニスをレミの口の中へ導き入れる。レミの唇の間へ、ジェイクのものが入ってくる……。

　レミの全身に緊張が張りつめる。しごく手の中で、自分のペニスが熱い。

　――ジェイクがくり返しレミの口に腰を突きこみ、レミの顎をこぼれた唾液がつたった。レミの口がどれほど気持ちがいいか、どれだけレミが大切な存在か、ジェイクの声が語りかけてくる。髪をつかまれてぐいと顔を引き上げられると同時に、口からペニスが引き抜かれた。低い呻きとともにジェイクが達する。熱い精液がレミの顔に飛び散った。レミは舌をのばして、それをなめとる。味わおうと……。

『もう、お前は俺のものだ』

　ジェイクが低くうなった。

「ああっ――」

　レミは達する。とじていた目を、大きく見開いた。息もほとんど吸えない。背中をしならせ、その腹部をほとばしった精液が濡らした。両足が震え、腹筋を小さな痙攣が抜ける。

　まるで永遠に続くようなオーガズムだった。

　どれほど経ったのか、やっと体の震えがとまると、レミはぐったりとベッドに沈みこんだ。

　何かの雫が顎をつたっていく。レミは顔を拭った手を目の前にかざした。黒っぽい――目が変化したせいで、色が見えなくなっている。牙ものびていた。その牙で、唇を噛んでいた。

　起き上がり、レミはバスルームに行ってタオルを濡らした。鏡をちらりと見上げる。緑の瞳が彼を見つめ返し、赤い血が顎をつたって白いシンクに滴っていた。

「一体、お前は何をしてるんだ、レミ？　ダークに知られたらどうする？」

　鏡の中の自分は答えない。期待もしていなかったが。だがもう、レミには答えがわかっていた。これは、運命なのだ。ジェイクを信じるしかない。彼ならレミを支えて、スターリングを守るために力を貸してくれると。

　父親への恐怖心を除けば、レミには何ひとつ思いつかないのだ。自分のメイトに背を向けなければならない理由など。
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　――気合いを入れろ、レミ。ビビるな。やらなきゃいけないことなんだ。

　まだバイクから下りてもいないのに、レミはすっかり緊張していた。だが、それでもこの先、半分だけの魂で生きていくなんて御免だった。

　これまでの人生で後悔なら山ほどしてきた。この上、新たな後悔などいらない。

　できる筈だ。少なくとも、やるだけやってみなければ。ジェイクに対する気持ちや本能的な反応を抑えこもうとするのは勝ち目のない戦いだ。それに、レミはもう戦いたくもなかった。

　バイクを下りると、レミは外したヘルメットを小脇に抱えた。

　ジェイクの家は、まだ開発途中の新しい地区にあった。ニューメキシコ州ではよく見るクリーム色の煉瓦造りの、シンプルだが快適そうな家で、玄関は重々しいアーチの木の扉だった。周囲のほとんどの区画が未完成で、できているのはジェイクの家と、左のつき当たりにある、二軒先の家くらいのものだ。ジェイクの家の奥と右隣では、家の骨組みが半分ほど組み上がっていたが、それ以外は工事にほとんど手が付けられていない。その飾り気のない感じが、どこかジェイクによく似合っていた。

　レミは歩きながら髪をくくっているゴムを取り、砂利道を通って家の玄関へ向かう。家まわりの乾いた地面には岩やサボテン、リュウゼツランが配されていて、力強くも孤独な景色を作っていた。

　深々と息を吸い、レミはノックしようと右手を上げる。いつも、ジェイクといるとすべてのことが迷いなく、自然とうまくいくのだが、この間の一件の後ではどうなのか……ただ、二人を包んでいたあのくつろいだ雰囲気を、自分が台なしにしていないことを祈った。

　レミがノックする前に、ジェイクがドアを開けた。

「やあ」

　微笑を浮かべたジェイクの目が、レミの全身を走る。いつもの動きだったが、レミは今日初めて、視線にこめられたジェイクの熱をすみずみまで意識した。じかになでられたかのように、レミの息が喉でとまり、体がぞくりとうずく。

　右手をノックの形に上げ、左腕にヘルメットをかかえたまま、レミはジェイクを凝視した。ジェイクはまさに美しい男だった。アパッチの褐色の肌と黒髪に、広い肩幅と見上げるような背丈。彼の、強い意志を秘めた歩き方すら魅力的だ。

　チェイは正しい――メイトのすべてがレミを惹きつけ、レミを呼ぶ。それはどこか恐ろしくもあり、心強く、絶対的な感覚だった。こんなふうに自分のすべてを預けてしまいたいほどの衝動は初めてだ。

　瞬時に燃え上がった欲望が、全身に広がっていく。レミはその感覚に身をゆだねた。いつものようにそれを否定しようとはしない。そのせいで、いっそう求める衝動が高まった。すでに股間のものも頭をもたげ始めている。

「俺とあんたは、メイトだ」

　うわ――本当に、口に出して言ってしまった。

　ジェイクは、上げたままのレミの右手をつかみ、家の中へ引き入れてからドアを閉める。彼はレミの手を離さなかった。かわりに、レミの体を閉じたドアへ押しつけると、そのレミの手を自分の心臓の上へ押し当てた。

「ああ、そうだ。お前は？　お前に受け入れられるか？」

　初めて、ジェイクの目がレミよりも先に変化する。追うように、レミの目も狼のものになった。

　レミの手のひらの下で、ジェイクの心臓が強い鼓動を打っている。牙がのび、レミはその手でジェイクのＴシャツの、薄い布をきつくつかんでいた。ヘルメットがドサッと床に落ちる。レミがさっき外した髪のゴムも。そしてレミは、左手をジェイクにのばして、その肩をつかんでいた。

　答えを出すのは、今しかない。

「ああ」

　その返事にジェイクが喉でうなると、身を傾けてレミに激しく唇を重ねた。口を開けるよう舌で命じながら、レミの胸元から腕へとなで下ろす。

「んっ、んん……」

　まるで溺れていくようだ。怖い――だが、もう逃げなくていいのだ。ジェイクに向かっていく気持ちをこれ以上こらえることはできなかった。ジェイクの愛撫によりかかることが、何より自然に感じられた。

　レミの両手首をつかみ、ジェイクはその両手を体の横に持っていくと、ドアに押しつけた。

　唇を離した、ジェイクの息は早かった。

「手をそこから動かすな」

　強烈な欲望がレミの全身に走る。昨夜の、淫らな空想がよみがえっていた。

　目をとじ、レミは待った。――期待に満ちて。腹筋に力がこもって締まり、ジーンズの腰に隙間ができる。固くなった勃起が下着とジーンズにくいこんでいた。

　レミの首すじまでキスでたどりながら、ジェイクはジーンズごしにレミの勃起を手に包み、もてあそぶ。それはますます固さを増した。

　レミは呻いて、目を開く。すべてを預けて、ただジェイクの好きにされるのがこんなに気持ちがいいなんて、信じられなかった。肌にジェイクの唇の熱さを感じ、ぞくぞくと肌が粟立つ。背すじを震えが抜け、膝が崩れそうだ。

　心配など何もいらなかった――大丈夫だ。何も問題ない。それどころか、今にもせがんでしまいそうなほど、したくてたまらない。

「気持ちいいか？」

　ジェイクがレミの首すじに囁いた。うなずいて、レミは喉をそらす。噛んでほしい。

　どこからそんな衝動が湧き上がってきたのか。自分で驚愕した。苦痛に感じる趣味はないし、痛いのは大嫌いだ。なのに体は、噛まれる痛みよりも快感が勝ると囁いている。

　だが――レミには残念なことに――最後のキスをして、ジェイクはレミの喉元から顔を上げた。レミのペニスを、ジーンズごしに強く握りこむ。

「お前を傷つけたくないんだ、レミ」

「お前は、そんなことは絶対にしないよ」

　それについては、深い信頼があった。

「ん……」

　ジェイクがレミのジーンズのボタンを外し、前をくつろげた。ジーンズを太腿までずり下げると、ジェイクは膝をついて、レミがジーンズの下に穿(は)いていたダークグリーンのジョックストラップに顔を押し当てた。口を開き、その下着ごしにレミの屹立を吸い上げる。

　レミは腰を揺すって、呻いた。何がどうなっているのかほとんどわからないでいるうちに、ジェイクがジョックストラップを横へずらして、レミのペニスと陰嚢をあらわにする。舌で先端をなめ、亀頭を口に含んだ。

　凄い――とんでもなく気持ちがいい。レミは支えを求めて木のドアに指をくいこませたが、腕は動かさなかった。ジェイクに動かすなと命じられている。ジェイクにそう命令されただけで、どうしてこんなに体が昂揚する？

　顔をさらに伏せ、ジェイクはレミのものを舌でなぞり、軽く吸い上げた。

　レミは喘ぐ。尻がひくひくと動いた。

「ジェイク……」

「じっとしてろ、仔狼(パップ)。まだイクなよ」

　レミの腰を、ジェイクがほとんど痛むほどの力でつかみ、ドアへ押さえつけた。レミへ視線を据え、また唇の間にレミのペニスを含んでいく。

「わかった……」

　動きをとめて、レミは悶えたい衝動をこらえた。太腿がビクビクと張りつめてしまう。だが何としてもジェイクを喜ばせたかった――ジェイクがレミに悦びを与えてくれるように。

　腹筋がぐっと締まる。今すぐ、ジェイクの愛撫の中に腰を突き上げたい。体を動かさないでいるのが、息をとめるのと同じくらい難しい。

　レミの腰をドアに押さえつけている力がゆるみ、ジェイクの右手が離れた。レミのものをくわえた口の中に、ジェイクの指がすべりこんでくる。何が起ころうとしているのか悟って、レミは少しおののいた。だがそのためらいよりも、高まっていく興奮や好奇心、そしてジェイクへの信頼の方が強かった。

　ジェイクは、唾液で指を濡らすと、その指をレミの陰嚢の裏へすべらせ、後ろの穴へふれた。指先を挿入しながら、ジェイクはさらに強く吸い上げる。

　覚悟はあったが、レミは身を固くしていた。少し、痛い。

　ジェイクは指がわずかに入ったところでとめ、レミのものをしゃぶり続ける。さほどたたないうちに、レミの体はその指の違和感を受け入れた。慣れてしまえば、尻を突き出し、求めて、揺すっていた。

　信じられない感覚だった。最初のうちはジェイクの巧みな舌で絶頂近くまで押し上げられては、奥をえぐる指の違和感で引き戻されていた。だが、しまいにはその指の動きも快感を生み出すだけになった。レミの体がすっかりなじんで愉しみはじめたと見きわめるや、ジェイクがすぐに指を増やし、新たな違和感と快感でレミをさらに翻弄する。

　指が三本にまで増えた時には、レミは押しよせる快感でどうにかなってしまいそうだった。

　その時――ジェイクの指が、どこかのポイントを探り当てた。

　それは、これまで一度も経験のない感覚だった。あえてたとえるなら、稲妻にでも打たれたかのような衝撃で――鮮烈で、激しく渦巻くような――まるでこらえきれない。

「あっ、駄目だ――お前としたい……ジェイク、お前に、ファックしてほしい……！」

　その望みを声に出した瞬間、重荷が消えたように心がふっと軽くなった。

　ジェイクが口を離し、指を引き抜く。立ち上がって、レミの口に激しいキスをした。

「おいで」

　廊下を歩いていくジェイクの後ろ姿から、欲情の匂いがレミへ向けて漂ってくる。何とも濃密な匂いで、麝香(じゃこう)のような雄の香りにさわやかな木の香りが入り混じっていた。レミのお気に入りの匂いになりそうだ。

　ジーンズの腰をつかんで歩きやすい程度に引っぱり上げ、レミはジェイクを追った。追いつこうと急ぐせいで、素っ気ないインテリアもほとんど目に入らない。濡れたペニスに当たる風の刺激を恐ろしいほど意識してしまう。ペニスは、ほとんど痛むほど張りつめていた。

　ベッドルームに入ると、ジェイクはベッドに腰をのせて靴を脱いだ。そばに座って、レミも自分の靴を取る。二人のどちらも何も言わなかったが、部屋には緊張と欲望が濃密に立ちこめ、息苦しいほどだった。

　ジェイクが立ち上がると、ズボンを脱ぎ捨てて頭からシャツを勢いよく抜いた。レミに向き直る。その屹立の先端には滴(しずく)が光っていて、レミはそれを舌でなめとりたい衝動にかられた。ジェイクの味がよみがえり、口に唾がわく。自分でも驚きだった。自分の精液を味見したことはあるが、ジェイクのものはまるで違って感じられた。

　ジェイクが、レミの脚の間に膝をつく。右手でレミの首の後ろをつかみ、左手で自分の屹立を握った。唇をレミの唇にかぶせながら、ジェイクは自分のものをゆるゆるとしごく。

　レミはキスの中で呻いた。唇を強く押しつけると二人の牙が互いの唇にくいこむ。手をのばし、ジェイクの手の上にかぶせた。

「ジェイク、挿れてほしい――」

　喉でうなるような音を立て、ジェイクは立ち上がった。二人でレミのジーンズと、その下のジョックストラップを取ると、次はＴシャツをはぎ取る。

　ジェイクは、レミの目を数秒、じっとのぞきこんだ。

「本気なんだな？」

　レミは呻きそうになるのをこらえて、うなずいた。本気だ。男とのセックスが、そしてジェイクとのセックスがどんな感じがするのか、どうしても知りたかった。

　ジェイクがナイトスタンドを探って、潤滑剤(ルーべ)のボトルを取り出した。ペニスに塗り付け、数回しごきながら、レミに命じる。

「ベッドの真ん中に行け。仰向(あおむ)けだ」

　深い、威圧的な声にレミは身を震わせ、言われるままに動いた。体の奥にメイトの熱を感じたくてたまらない。ジェイクの指だけで、あれほど気持ちがよかったのだ。ジェイクのものを求めて、尻の奥がぎゅっと締まる。

　欲しいのだ、とても。もうこの気持ちを否定することなど不可能だった。

　ジェイクがレミの脚の間に座る。潤滑剤(ルーべ)のボトルを手にゴソゴソしていたが、すぐにレミの尻の間にジェルが垂らされた。冷たかったが、ジェイクの指がそれをのばし、温めながら、円を描くように穴の周囲に塗り付けていく。

「お願いだ、もう――」

　レミの体は、期待に震えていた。イキたくて仕方ない。どうにかなりそうだ。

　ジェイクの指が引かれ、次に、彼の屹立がレミの穴へ押し当てられた。一瞬だけためらってから、ジェイクが、ゆっくりとレミの内側へ押し入ってくる。

　さっきとは、まるで違う。まったく違う。焼けるような痛みだった。

　レミは唇を噛んでこらえる。彼の股間はしっかりと固いままだったが、今夜初めて――何時間も経っているような気がするが――目と牙は人間のものに戻っていた。

　ジェイクが左手でレミの腹をなで、レミのペニスをつかんでぐっと握った。

「いいから。ほら、力を抜け」

　そんなことを言われても――指どころじゃない、これはデカすぎる。

　レミは目の焦点を合わせようと、まばたきした。どうにか緊張をゆるめながら、腰を押し返す。力さえ抜ければ、きっとうまくいく筈だ。

　ジェイクが少し腰を引くと、痛みがやわらいだ。その間もジェイクの手はレミのペニスをなでつづけ、後ろの違和感から気をそらそうとしている。

「ん――」

　いけそうだ。圧迫感は大きく、まだ慣れたとは言えないが、さっきほどの痛みはもうない。レミの目が狼のものに戻り、牙がのびた。

　ああ、これなら――。

　ジェイクが突き込み、そのままぐっと、レミの尻に陰嚢が当たるほど根元まで屹立(きつりつ)を沈めた。また引き抜かれていくと、その感覚にレミは一気に溺れる。

　凄い。気持ちいい。股間はさらに固くなり、今にも破裂しそうなほどに感じた。

　次の瞬間、ジェイクにさっきのポイントを突き上げられた。

「ああっ、うわっ、それっ――」

　レミの腰をがっちりとつかみ、ジェイクはまた深々とレミを貫く。腰がぶつかり合うほど。そのままジェイクは動きをゆるめず、レミは幾度も、くり返し突き上げられた。ジェイクのこめかみから汗がつたい、その腕や胸の筋肉が、レミを蹂躙(じゅうりん)するたびにぐっと張りつめた。

　レミは喘ぎ、呻いて、腰を押し返そうとした。静かな部屋に肌のぶつかり合う音が大きく響き渡る――それとも、人狼の鋭敏な聴力にそう聞こえるだけなのか。その音がさらに欲望を熱くかき立てた。全身が震えて、今にもはじけそうだ。

　ジェイクがぐっと前のめりに体を倒すと、レミの横に右手をつき、左手をレミのペニスへのばした。レミの頬に顔をよせ、頬を擦りつけながら、突き上げるのと同じリズムでレミのものをしごく。

　奇妙なことにその瞬間、レミの頭の中は、首すじによせられたジェイクの唇のことだけで一杯になっていた。肌を痺れが抜けていく。焦らされているかのように。レミのうなじの毛が逆立ち、全身が震えた。カウチでキスした時と同じような――だが、今日はもっと強烈だ。抑えきれないほどの衝動だった。

「噛んで、ジェイク、ああっ――お願いだ、噛んで――」

　首すじにジェイクの牙を感じたい。欲望というにはあまりに切実な、願いだった。

　ジェイクが息を呑み、動きが凍りついた。

　体をぐいと起こすとレミの腰をつかみ、ジェイクはくり返し、さらに激しく己の腰を打ち付けた。深く、かすれた呻きをこぼして、ジェイクがレミの内側で達する。

　レミの全身もぴんと張りつめた。首の後ろに感じていたざわつきが背骨を駆け下りていく。

「あああっ！」

　ジェイクの手がレミの屹立をつかみ、ぐいと握った。

　レミの体がはねた。何もかもが燃えるように熱い。背をのけぞらせ、目を見開いて、彼は自分の伴侶(メイト)を見上げながら、達していた。

　ジェイクがその視線を受けとめる。

「お前は、俺のだ」

　レミはうなずく。「ああ……」

　ぼすっと、ベッドに頭を沈めた。世界が大きく変わった気分だった。
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　眠りに落ちるつもりはなかったが、レミとのあの言い争い以来、ジェイクはあまりよく眠れていなかった。

　目が覚めると、ジェイクは数分そのまま横たわっていた。だが、今度は眠りに戻れない。胃が食べ物を求めて体から這い出してしまいそうなくらい空腹だった。

　本当は、起き出したくなかった。そばにはレミがぴたりとよりそい、彼の首すじで小さないびきを立てている。やわらかな呼吸を聞いていると、落ちつくと同時に奇妙なほどそそられてきたが、今やジェイクの腹の音がレミのいびきをかき消しかねないほどだ。

　ジェイクは、レミを起こさないよう慎重にベッドを出ると、ジーンズをつかんだ。それに足をつっこみながら、レミがごろりと寝返りを打ってベッドの中心で眠りをむさぼる姿を眺める。この様子からして、どうやら、ここのところよく眠れていなかったのはジェイクだけではないのだろう。

　レミは左肩を下に、両手を頬の下にたくしこむようにして眠っていた。右足が少し曲げられていて、背中側からでも鍛えられた腹筋と、ペニスの先端がちらりと見える。乱れた黒髪が顔を半ば隠し、何だかやたらと色気があった。いかにも、セックスしたばかりという姿だ。

　ジェイクの股間がピクリとして、勃ち上がりそうになる。まったく、本当に、実際にレミを抱いたなんて、まだ信じられなかった。しかも、レミの方から仕掛けてきたようなものだ。自らジェイクの家にやってきて、二人はメイトだと宣言して。

　ぐう、とジェイクの腹がまた鳴った。それでも動きたくない。馬鹿げた考えなのはわかっているが、目を離した瞬間にレミが消えてしまいそうな気がする。そんな自分にあきれて、ひとつうなると、ジェイクはベッドの足元からブランケットを拾い上げてレミに掛けてやった。

　きっと、レミは腹ぺこで目を覚ますだろう。ジェイクはキッチンでパスタの材料を出すと、料理を始めた。

　しかし、何がレミの考えを変えさせたのだろう。

　本音を言えば、ジェイクはいささか不安だった。もしレミが起きて、またパニックを起こしたら？　心配したところでどうにもならないが、できればそんな状況は避けたい。こうしてレミを抱いてしまった今、また〝お友達〟に戻って何事もなかったかのように接するなど、拷問そのものだ。

　ジェイクは深く息を吸い、吐き出して、ハンバーグの肉をのせたフライパンを火にかけた。

　肉の焼けていく匂い、茹で上がるパスタの匂い、トマトの香り。その匂いの中でも、ジェイクの肌にはレミの匂いが絡みついていた。レミと、セックスの匂い――おっと。ジェイクの目が狼に変化する。レミとセックスしたせいで、以前よりも肉体のコントロールが難しくなったのか？　それは厄介だ。ジェイクの知る限り、セックスはメイト間の強烈な反応をやわらげるか、制御しやすくしてくれる場合が多いものなのだが、今日の自分の反応を見る限り、ジェイクにとっては逆に困難の始まりかもしれなかった。

　あの時、噛みたくて仕方なかった。レミの首に牙を深々と突き立て、ベッドに押さえつけながら腰を突き上げてやりたかった。レミを支配したい、その欲望はあまりに強烈だった。

　純粋な自制心だけで――幸いそこには自信がある――ジェイクはレミを噛むことなく、首から離れたのだ。もし本当に噛んでいたらレミがどう反応したかと思うと、ぞっとする。つられて、ジェイクの目が人間のものに戻った。

「ん……何作ってるんだ？」

　レミの声。動揺の気配はなく、少し眠そうな声だった。いいきざしだ。ジェイクは微笑して、キッチンの入口へ目をやる。

「パスタだ。腹減ってるか？」

　レミは肩をすくめ、のびをした。締まった筋肉を見せつけるように。ジーンズを穿いただけの半裸の姿で、その動きにつれて臍(へそ)の下がのぞき、ジーンズの中へ続いていく体毛のすじが見えた。

「わりと。ただ、三時には出ないと。スターリングをハリー・ポッターの映画につれてく約束をしてるんだけど、それが三時半からの回でさ」

　ジェイクは唇の端を上げた。「なら時間はある、まだ二時だし、すぐできる。気分はどうだ？ヒリヒリしないか？」

　レミの顔が赤らんで、彼はさっと横を向いた。ひどくかわいらしくて、ジェイクは笑い出しそうになるのをこらえた。セックスに関するあからさまな質問にも、レミには慣れてもらわないと。これはジェイクの流儀だ。

「ん、大丈夫。何か手伝おうか？」

「もうほとんどできてる。でもそうだな、何か飲むものをたのむ。コップはこっちで――」ジェイクは手にしたフライ返しで左手にある棚をさした。「冷蔵庫には水やビール、紅茶、コーラなんかが入ってるから。俺には水をたのむ」

　ザルを取って流しに置くと、パスタをそこにあけた。後ろでレミが飲み物を用意する間、ハンバーグを焼いているスキレットの火を消す。しばらく会話は途絶え、ジェイクは二人の食事を皿に盛り付けた。

「……ジェイク？」

　レミの声は、皿の音にまぎれてしまいそうなほど小さかった。

　ジェイクはパスタソースの鍋を脇に置いて振り向く。

　レミはすぐそばに立っていた。手をのばせば簡単に抱き合えるほど近い。そうしてしまいたかったが、ジェイクはこらえて待った。レミの表情は悲しげだったが、彼を取り巻いているのは嘆きの匂いではなく、ただ少しの緊張だった。

　まさか――そんな、やめてくれ、とジェイクの胃が締め上げられる。今日のことはやはり間違いだったと、レミはそう言い出すつもりなのか。

「ごめん、ジェイク。この間のこと、本当に悪かった。俺は……怖かったんだ。本当を言うと、今も怖い」

　レミは顔を上げてジェイクと視線を合わせ、続けた。

「もしダークにこのことが知られたら、大変なことになる。でも俺は、何とかしてこの関係を続けたい。やってみたいんだ。だって、俺たちの間にあるつながりは――」

　ジェイクはレミの頬を手で包むと、前に引きよせて、ぶつけるように唇を重ねた。

　欲情の匂いがつんとたちのぼる。

　ジェイクの唇の中へ呻きをこぼし、レミは唇を開いた。数秒、ジェイクのなすがままになっていてから、レミもキスを返しはじめる。ジェイクの腰に両腕を回し、体をきつくよせて、裸の胸を擦り合わせた。

　素肌がふれあう刺激が、ジェイクにさっきの行為を思い起こさせる。レミの顎をキスでたどりながら、その首すじへ唇を近づけた。途端、口腔内で歯がぬっとのびはじめ、ジェイクは息を呑む。牙の先端がむずむずとうずいた。牙を押し当てたレミのなめらかな肌の温度や、舌にひろがっていく血の味を、ほとんど現実のように感じた。

　くそっ。ジェイクはレミから身を引きはがす。目をとじて、息を吸いながら、レミの欲情の匂いを意識から締め出し、自制を取り戻そうとする。

　目を開けると、ジェイクの前でレミもまた自分を抑えるのに苦労している様子だった。瞼をきつくとじ、深呼吸をしている。まばたきしながら目を開け、レミは肩を回しながら、首を左右に曲げた。緑色の虹彩(こうさい)がほとんど白目を隠すほどにひろがり、唇の間から牙の先がのぞいていた。

「ごめん」

「は？」ジェイクは、すっきりさせようと頭を振った。「いや、そうじゃない。お前を映画に遅刻させたくないだけだ」

　それに、レミをまた怖じ気づかせたくはない。どうしても噛みたい、この衝動のせいで。

「俺も、お前との関係は続けたい。ダークには知られないようにやっていこう。それでいいか？」

　指の背で、レミの頬をなでた。またもレミは目をとじてジェイクの手に頬を擦りよせ、それから、はっと目を見開いて後ろへ下がった。うんざりと呻いたが、すぐに笑いをこぼしながら首を振って、彼は笑顔でジェイクを見た。

「ああ」

　ジェイクは、皿へと向き直った。うまくやっていくためには、二人の関係を隠しおおせるだけでは足りない。ジェイクは、自分の奥底にたぎる暗い欲望を押さえつけねばならない。でなければ、レミは怯えて逃げてしまうだろう。

　覚悟していたよりもきつい戦いになるかもしれなかった。
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　夜風は少し冷たかったが、約束のバーまでバイクで走るのは心地よかった。バイクに乗っているといつも頭がクリアになって、その瞬間だけは自由になった気がする。

　昼間、ジェイクとすごした時からずっと、レミはいい気分だった――もう長い間、こんな気分になったことはない。

　ジェイクは、夜に友達が集まるから来ないかとレミを誘い、レミはその誘いにとびついた。誰かにジェイクとの関係を知られるのはまだ不安だったが、それでもジェイクに会いたかった。

　ヘルズ・キッチンの駐車場に入ると、ずらりと並んだバイクがレミを驚かせる。バイカーの集まるバーらしい。ほう。ジェイクの友達がそういうタイプだとは意外だった。

　ぐるりと見回すと、バーのネオンサインに照らされたジェイクの姿が目に入って、瞬間、ほかのことがすべて頭から吹きとんだ。

　ジェイクはハーレーに座っていた。新しく、美しいバイクだった。赤と白のタンクとフェンダーを持ったファットボーイの前では、レミの十五年もののバルカンがくすんで見える。

　レミの股間が熱を持ち、視界が色を失って、かわりに暗がりの輪郭までもが精緻(せいち)に見えてくる。困ったものだ。反射的に変化を抑えようとし、だがもういいのだと思い出して、レミは目のことは放っておくことにした。

　ジェイクの横までバイクを進めて、エンジンを切った。どちらが目の保養になるのか、何とも決めかねる――バイクか、その上にいる男か。ジェイクは黒いウォッシュジーンズを穿き、黒いバイクブーツに黒いレザーのバイクジャケットといういでたちだった。スターリングは正しかった――まさに、そそる男だ。色気がある。段々と、そう考える自分にも抵抗がなくなってきていた。

「誰のバイク？」

　ジェイクは顔を上げると、レミと目を合わせてニッと笑った。

「俺のだ」

　何？　ジェイクがバイク乗り、それもハーレーのオーナーだとは。どうやら二人の間にバイクという新たな共通点が見つかったようだ。

「凄えイカしたバイクだな」

「ありがとう」

　ジェイクが立って、歩みよってきた。レミの視線はその広い肩幅に否応なく吸いよせられる。間違いない、バイクよりこの男の方がずっとそそる。ひとつひとつの些細な筋肉の動き、そしてジーンズの前の、決して小さくはない膨らみ――。

「レミ？」

　ジェイクが笑いをこぼした。低く、錆びたその笑いがレミの背すじをすべり落ちていく。

　レミは身を震わせた。口の中にじわりと唾がにじむ。これではまるでパブロフの犬、いやパブロフの狼か？　ベルの代わりにジェイクの笑い声ひとつでスイッチオンときてる。

「ん？」

「この店は簡単に見つけられたか、と聞いたんだ」

「ああ、大丈夫」

「寒いか？」

　ジェイクがバイクへ戻っていく、小石を踏む足音が響く。

　さぞや体が温まることだろう、もしジェイクがバイクシートにレミをかかえ上げ、ここで――いやいや。それにしても罪悪感なくメイトへの欲望を楽しめるのは、実に気分がよかった。

　くるりと振り返って、ジェイクはレザーの何かをレミへさし出した。

「ほら、レミ」

「ん……？」

「大丈夫か？　着ろよ」レミへ、黒いバイクジャケットを手渡す。「どうせ新しいのが要るだろ。お前のは、キートンとチェイのところの一件でズタズタにされたからな」

　本当に？　ジェイクは、レミが人狼になった夜に駄目にされたバイクジャケットの代わりをくれるというのか。受け取ると、新品ではなかったが、形もよく厚地のしっかりとした革で、中綿入りの裏地の状態もいい。背中に刺繍のロゴが入っている。

　気に入った。レミは自分の、長袖の黒いＴシャツの上にジャケットを羽織った。腕をのばし、肩ごしに背中を見ようとする。ジェイクの匂いがした。深く息を吸う――ジェイクとレザーの匂い。最高の組み合わせだ。

「本当にいいのか？　お前のジャケットなんだろ、ジェイク。このロゴ、バイク仲間のロゴだよな？　無理には――」

　ジェイクがレミの肩をつかみ、ぐっと力をこめた。

「持っとけ。俺には新しいのがある」

　レミへ、自分のジャケットの背中を見せる。レミがもらったジャケットと同じロゴが背中に入っていた。黄色い月と黒い狼が組み合わされた四角い意匠で、背景には灰色の山並みと星空が広がっている。

　レミはまばたきした。色を見て、やっと自分の目が人間に戻っているのに気が付く。

「ありがとう」

　ジェイクはうなずいた。

「おいで、連中に紹介するよ」

「え？　ああ」

　連中？　どの連中？

　レミはジェイクを追って、窓からビールのネオンサインが下がるくたびれた木造のバーへ入った。

　中は煙たく、騒音に満ちていた。押しよせてきた様々な匂いに、レミはあやうくひっくり返りそうになる。肩をそびやかすと、意識から匂いを締め出して、店内を見回した。

　ジェイクが大柄な男でよかった。どうやらここに集まっている連中は、レミがいつも飲む店よりも数段荒っぽそうだ。この手の店には以前一度だけ、チェイやサイモン、ボビーたちと連れ立って行ったことがあるだけで、その時もサイモンのせいであやうくボコボコにされるところだった。まあ今夜はその心配はないだろう。ビリヤードのイカサマで誰かから金を巻き上げる予定もないし。

　ジェイクはバーの一番奥、ビリヤードテーブルの近くまでレミをつれていった。レミの肩をつかみ、前へ押し出す。

「よろしくな。彼がレミ・ラシターだ」

　ささくれた木のバーカウンターの前、スツールに座っていた巨漢が、椅子を下りると、まるでディナープレートのようにでかい手をレミへさし出してきた。

　うわ――レミは目を大きくする。

「リース・ワーヤーだ。前にも会ったな」

　巨漢の声はまるで遠い雷鳴のように深く、ざらついて、笑みのかけらもなかった。人狼の聴力がなければ、周囲の大声の会話やジュークボックスの音楽でかき消されていただろう。

　リースは巨大な男だった。実際にはジェイクよりそれほど大きいわけではないのに、リースには、一瞬にしてレミに警戒態勢を取らせる何かがある。顔は悪くない、むしろ整っていると言ってもいいのだが、全身の至るところから危険な気配が放たれていた。誰だろうと、まともな判断力のある者ならこの男は避けて通る。

　濃い肌の色と黒髪からしてネイティブアメリカンだろうが、リースはきれいに整えられたひげを鼻の下と顎にたくわえていた。ひげのあるアパッチなど、レミは初めて見た。レミ自身もアパッチと白人のハーフだが、ひげはろくに生えない。リースの右目のすぐ外側には、数センチの傷がうっすらと縦に走っていた。ナイフの傷だ。どうしてかはわからないまま、レミはそう直感する。

　後ろへにじり下がったレミの背が、ジェイクにドンとぶつかった。しまった。

　ジェイクが、もう片方の手もレミの肩にのせ、軽く握って、落ちつけと伝えてきた。その手が不思議なほど、レミに力を与える。ジェイクが後ろにいてレミにふれている、それが心強かった。

　勿論、リースがいきなりレミに殴りかかるとか、そんな心配はしていない。ただレミは、ここにいる男たちがジェイクにとって大事な仲間であり、この顔合わせはジェイクに重要な意味を持つのだと感じていた。できることなら、皆にいい印象を与えたい。

　前へ進み出てリースへ手をさし出すつもりが、ジェイクがレミの肩をつかんで離さないので、仕方なくレミは不自然なほど右手をのばしてリースと握手した。

「ちゃんと会えてうれしいよ。レミと呼んでくれ」

　レミの手を簡単に握り返し、リースはうなずいた。

　ジェイクは、レミの体を少し右へ向け、浅黒い男を指した。

「こいつはディエゴ。俺たちは皆、デイゴと呼んでる」

　ディエゴ――デイゴはレミと同じくらいの背丈で、黒髪は短かった。レミの手を握って、人なつっこく微笑む。

　人狼だ。どうしてそう思ったのかはわからない。少なくとも匂いからではない――これだけ煙草の煙がたちこめていれば狼の鼻だろうとバカになる。とにかくどうしてかレミには、デイゴが群れの一員だとわかった。

「〝イタリア野郎(デイゴ)〟？」レミは聞き返した。「いいのか、それ？」

　デイゴはうなずく。「いいのさ。俺にはイタリア系の血が流れてんだ。こいつらは、俺がイケてるから妬いてるだけなのさ」

　レミはこの男が気に入った。いい奴のようだし、多少のことには動じない余裕を持っている。こんな荒っぽいバーでもうまくやっていけそうな男だった。

　続いて、手早い自己紹介が続いた。ほかには四人の男がいて、全員ネイティブアメリカンだった。

　タンクは、ジェイクやリースのように大きな体の男だったが、二人ほどの迫力はない。明るい、ほとんどきらめくような目をしていて、目尻には笑いじわがあった。

　ガジェットはずんぐりとした小柄な男で、どこか心ここにあらずという様子だった。ジェイクによれば腕利きのメカニックで、どんなバイクでも走れるように修理してのけるらしい。

　細身で背が高く、腰まで長く黒髪をのばしているのがニック、そして大声でしゃべるあけっぴろげな男がザックだ。

　全員がレミを歓迎してくれた。一人残らず人狼だ、とレミは感じる。後でジェイクにたしかめておこう。

　男たちはてんでばらばらに動き出し、ビールのピッチャーを取りにいく者もいればビリヤード台の順番を取りにいく者もいた。ジェイクは知り合いの輪に引きこまれて歓迎を受けており、レミはリースと二人きりで残された。

　リースに何を話しかけていいのかよくわからず、レミは店内を見回した。

　客のほとんどが男で、ほぼ全員がジーンズにレザージャケット、それも黒いジャケットを着ているようだ。女たちはやたらとはだけた格好か、さもなければ男たちと似たような服装をしていた。ビールの形のネオンサイン、ジュークボックス、それに小さなステージが店内を飾っている。ステージは金網に囲まれてもいない普通のステージで、レミは少しほっとした。ビールボトルがとびかうほど荒っぽい店ではないようだ。

　誰かがレミのすぐ横に立って、声をかけてきた。

「うわっ、それってもしかしてアレ？」

「何だって？」

「そのジャケットだよ」

　その男はレミより少し背が低く、明るい茶色の髪をしていた。いかにも控えめで、おとなしそうな男だ。

「ああ、ごめん、俺はチャンスっていうんだ。なあ、そのジャケット、一体何のご褒美だい？」

「俺はレミだ」レミは手を出して、チャンスと握手を交わした。「意味がよくわかんねえな。このジャケットはもらったんだ」

　チャンスの口がぽかんと開き、それから勢いよく閉じた。

「おいおい、冗談だろ？　ジェイクは本物の受従役(サブミッシブ)相手にしかレザーをくれないんだぜ」

　受従役(サブミッシブ)？　ＳＭシーンのサブのことか？

　レミはまばたきした。

　チャンスはレミの肩ごしに何かをじっと見ていたが、首を振った。

「俺とジェイクも結構うまくいってたけど、レザーはくれなかったよ」羨望の色を浮かべ、彼はまたレミを見た。「あんたは幸運だよ。まったく、うらやましいぜ」

　思わず喉から出そうになったうなり声は抑えたが、レミはつい相手をにらんでいた。どんな関係だろうが、ジェイクとこの男がつき合っていたというのが気に入らない。馬鹿な話だ。多分、レミとジェイクが出会うよりも前のことだろうに。

　肩ごしに振り返ると、少し離れたところでジェイクが、さっきと同じ相手と話しこんでいるのが見えた。レミはチャンスへ顔を戻す。口をまともに動かせる気がしなかったので、「どうも」とだけ返した。

　チャンスはまだ何か言いたげだったが、横の男に店の奥へ引っぱられていった。「会えてよかったよ」と言い残す。レミは手を振ってやった。

　カウンターにいるリースが振り向き、くいっと指でレミを招いた。

「レミ、何を飲む？」

　そばへ歩み寄ってきたジェイクがレミの腕にふれる。屈みこむと、息が頬にかかるほど近くで「俺にはスコッチを」と囁いた。そのままジェイクは相手との話に戻っていく。

　ジェイクのメイトになって、やっとそれに慣れたと思ったら、次は何だ？　受従役(サブミッシブ)？　ジェイクは、レミが自分の〝サブ〟になるものだと思っているのだろうか？　ジェイクが主人？　レミは、果たして自分がそんなことに応えられるかどうかわからない。

　肺から息が叩き出されたような気分で、彼はジェイクの背中を見つめた。

　ここは怒りを感じるところなのかもしれないが、そういう気分ではなく……ただ、レミは混乱していた。どうしてジェイクは、自分のＳＭ嗜好のことをレミに話してくれなかったのだろう？

　そこまで考えて、レミは自分にあきれて目で天井を仰いだ。メイトの話であれだけ大騒ぎしておいて、ＳＭのことをどうして話してくれなかったと不満を言えた立場ではない。だが、それでも……。

「レミ」とリースがまた呼んだ。

　やや茫然としたまま、レミは古びたカウンターに歩みより、リースの隣へ立つ。

「じゃあ、俺はジェイク＆コークを――いや、ジャック＆男性器(コック)を、いやそうじゃなくて――」

　レミは言葉を切った。顔が赤くなっているのが自分でわかる。誰かに今すぐ撃ち殺してもらいたい。

　リースがぶっと吹き出して、言った。

「こいつにはジャック＆コークをたのむ。俺にはクラウン・コーラを。それとジェイクにスコッチ」リースはレミに笑みを向けた。「フロイト的に言えば、言い間違いは潜在意識の表れ――」

　リースの手がレミの顔にのびてくる。レミは体をこわばらせ、後ずさって、拳がとんでくるのを待った。

　何も、起こらない。

　くそったれ。今夜は最低もいいところだ。これ以上ない失態続き。

　リースがのばしていた腕を下ろした。笑みは拭ったように消えている。それどころか、前にも増して厳しい顔であやまった。

「すまん」

「いや、俺の方こそ。悪い癖でさ」

　バーテンダーが戻ってきて、カウンターに三人分のグラスを並べた。リースがそれを取り、レミとジェイクの分を手渡してくる。

「ありがとう。いくらになる？」

「いいんだ。ここはジェイクの叔父さんがやってる店でな」

　おっと、またか。どれだけサプライズがある夜なのだ。

　レミはうなずき、ジェイクを探して見回した。ビリヤード台のそばに、仲間たちと一緒にいる。タンクとガジェットに何か話しかけているところで、ジェイクの背すじはきれいにのび、揺るぎなく立つその姿は周囲を支配して見えた。

　不意に、ジェイクの前に跪く自分の、エロティックなイメージが頭に浮かんで、レミはぶるっと身を震わせた。欲情がこみ上げてくる。いや違う――これはメイトだからだ。ＳＭなど興味はない。ただメイトだから、ジェイクを求めているだけなのだ。今はそれ以上ややこしいことを考える余裕などない。大体、ジェイクのサブになるとか、そんな従属的な関係は絶対に嫌だ……嫌な筈だ。

　ほとんどジェイクと出会った瞬間から、あの男にすべてをゆだねてしまいたいという衝動がレミの中にはあった。ジェイクの手に頬を擦りよせるのも、ジェイクを信頼して彼に従うのも、ごく自然なことだった。そう、ジェイクを信頼している。心の底から、絶対的に。レミはこれまで、こんなふうに誰かによりかかったことがない。スターリングを除けば、誰ひとりこれほど信頼したことはなかった。

　レミの頭の中身を察知したかのように、ジェイクが歩みよってきて、ビリヤード台へ近づくレミとリースを迎えた。「ありがとう」とレミの手から自分のグラスを取る。

　ニックが、ビリヤードのキューをかかげてたずねた。

「レミ、なあ、ビリヤードやるか？」

「ああ。ルールは？」

「ナインボール」

　ニックは、キューをぽんと投げてきた。

　まずい、不意を衝かれた上、レミの右手はグラスでふさがっている。左手で受けとめようとしたが、寸前にジェイクの手がのびて宙でキューをつかみとった。レミへ手渡す。

　ジェイクは、ニックへ指をつきつけた。

「気をつけろ」

「悪い、レミ。うっかりやっちまった」ニックは表情を曇らせた。

　ジェイクが本気でニックを怒ったように聞こえて、レミは驚いていた。ドキッとする。ジェイクに自分のグラスを手渡しながら、レミはニックへ答えた。

「気にすんな。次は一声かけてくれりゃいいさ」

　ビリヤード台のそばの高いスツールに座っているデイゴが、足をのばしてニックの太腿を軽く蹴った。「お前なあ、ゲームも始まってねえってのに玉のかわりに相手をどついてどうすんだよ」

　レミは笑い声を立てた。当面の悩みはひとまず忘れる。「じゃあ次は俺がどつく番だな？　ブレイクショットはいただくぜ」

「そんなクソルールありかよ！」

　抗(あらが)いながらも、ニックは笑って場所を空け、白いボールへと手を振った。

　九つのボールが逆三角形に固めてセットされた、その前に白い手玉を置き、レミはかまえて、正面の１番ボールに狙いを定めた。この１番を充分に強く打てれば、どれかのボールがポケットインしてくれるかもしれない。イチかバチかだ。

　キューを突き出す。とび出した白い手玉は狙い通り勢いよく１番ボールをはじき、四方にガツガツと散らばったボールのひとつがポケットに入った。ブレイクショットとして認められるには、一体いくつのボールがレールにぶつかればいいんだったか、レミは思い出せなかったが、とにかく数個はテーブルを囲むレールにはね返っている。

　６番がコーナーポケットに落ちていた。２番はレール脇。９番は……おっと、９番ボールはコーナーポケットの中だ！　ブレイクショットで勝負を決めたのだ。一度しかやったことがない、ただのまぐれ当たりだったが、今さら白状する気もない。

　ビリヤード台を囲む仲間たちがどよっとざわめき、それから笑い声が上がった。

　レミの胸も興奮に高鳴る。思わず笑顔になっていた。ニックへ向き直ると、唖然(あぜん)として口を開けっ放しの男へ、レミは格好をつけて眉を上げてみせた。

　タンクがますます激しく笑い出して顔が真っ赤になり、デイゴは腹をかかえて今にも床に崩れそうだ。リースまで重々しい顔に笑みを浮かべていた。

　ガジェットがハイタッチに両手を上げる。レミはその手のひらをパンと叩き返し、さらに拳の背を突き合わせた。初対面ではなく、まるで古い友人のようだ。

　ジェイクは壁にもたれて、唇の端を上げていた。レミと視線が合うと、彼はスコッチのグラスをかかげてウインクし、一口飲んだ。

　レミの胸の中で、何かがはためく。少しだけ、息が苦しい。

　負けたニックが、レミへ一礼してみせてから、両手を宙へ投げ出した。

「いいかあ、そういうのはまず二、三ゲーム負けてみせて、賭け金を吊り上げてからかますもんだぜ！　カモる鉄則その一な！」

「勘弁しろよ。この前ビリヤードでカモろうとした時は、もうちょっとでぶっとばされるところだったんだ。イカサマしてたのは俺じゃないってのに」

　レミの返事に、タンクが眉をしかめた。「そりゃまた。ああいうのは気をつけてやれよ。次行く時には俺に声をかけてくれ、ついてくよ」

　タンクの申し出に、レミはとまどいつつ、嬉しくなる。どうやらジェイクの友人たちとはうまくなじめそうだ。

「ん、そうするよ。次は誰の番だ？」

「俺。ただし、ブレイクは俺がやる」

　ザックが立った。デイゴがあきれて首を振る。

「よせよ、ザック、ルールはルールだ。勝ったヤツが次のブレイクショットを打つ」

　だがザックは手にしたキューをデイゴにつきつけた。「やだね。だってズルだろ、こんな腕前だなんて聞いてねえよ」

　レミはとっておきの、無邪気な顔をしてみせた。「ただのまぐれ当たりだって言おうか？」

　実は本当にまぐれなのだが、そう素直に認めてなるものか。

「ヤな奴」とデイゴがレミへ笑みを投げて、ザックへ声をかけた。「あきらめろよ、レミがルールだ」

　二ゲーム目が始まり、ゲーム中盤までレミは上出来にプレイしていたのだが、そのうち皆と話をしているジェイクの姿に気を取られはじめた。脳裏に、跪(ひざまず)く自分と、その前に立つジェイクの姿が浮かんで消えない。ジェイクに包みこまれて、従い、守られる自分。どうしてかその二人の姿はひどく自然に感じられて、レミはそんな己にも動揺する。

　ゲームは盛り上がっていく。ジェイクの友人たちはレミの存在を温かく受け入れ、会話の輪に入れて、「ザックをぶちのめせ」と応援の声を上げてはジョークをとばした。気持ちのいい連中だった。リースも含めて――もっとも、彼はほとんど口を開かなかったが。

　ついにザックが９番ボールを沈めてゲームを決める。その頃にはレミはもう一杯飲みたい気分だった。

　ジェイクがレミの手からキューを取り上げながら、グラスをくいと傾けてスコッチを飲み干した。空のグラスをテーブルに置こうとしたが、レミはそれを取り、自分のグラスも取り上げた。

「お代わりもらってくるよ」

　ひとつうなずき返し、ジェイクはレミを通そうと一歩脇によりかけてから、ためらった。数秒、レミの視線をじっととらえていたが、たずねる。

「楽しんでるか？」

「ああ、楽しい夜だよ。ありがとう」

　本当のことだった。こんなふうに心の重荷を忘れるほど楽しんだのは、思い出せないほど久々のことだ。

「いいんだ。あのな、もし穿(は)く気があるなら、お前に似合いそうなレザーのバイク用チャップスが家にあるんだ。興味あるか？」

「イエス・サー、興味あるね」

　答えながら、レミは唇をなめた。またジェイクとキスしたくなっている。

　ジェイクがはっと目を見開いて、驚愕の表情になった。レミは眉をひそめる。一体――といぶかった瞬間、何気なく口にした自分の言葉がよぎる。

　イエス・サー――ジェイクには、〝御主人(サー)様〟と聞こえただろうか。
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　レミのアパートに着くと、ガジェットがレミのヘルメットとキーをジェイクに渡しながら、たずねた。

「レミについててやるんだろ？　もう、へろへろだぞ」

　ヘルメットとキーを受け取り、ジェイクは肩ごしに振り向いて、バイクの後ろに停まった車内にいるリースとレミの姿を見た。

「ああ、寝かせてから帰るよ。レミのバイクをここまで持ってきてくれてありがとうな。人狼になってから、レミが強い酒を飲むのはこれが初めてだったみたいでな」

　ガジェットが笑い声を立てた。

「まったくなあ、人間とは代謝が違うからあいつも大変だろ。その分、酒が早く抜けてくれんのはありがたいけどさ」ぎゅっと顔をしかめて、リースの車へ向かって歩き出す。「……ありがたくない時もあるがね」

　レミがリースの車から出ようとしたが、シートベルトに引き戻されて座席にひっくり返った。

「なんかすげーよっぱらったー」

　ジェイクは彼に駆けより、手をのばしてシートベルトを外してやる。ちらっとリースへ視線をとばした。

「悪いな」

「全然」

　リースは首を振る。

　レミを助手席から救出し、入れかわりにガジェットが乗りこむと、ジェイクはドアを閉めた。身を屈め、開いた窓から車内へ声をかける。

「明日はヒマか？」

　ガジェットが肩を揺らした。「何時ごろだ？　明日の夜は群れの集会だろ」

　おっと、集会のことはすっかり忘れていた。だが集まりは七時からだから、日中はあいている。

「昼頃はどうだ？」

　ガジェットはシートベルトを締めながらうなずいた。「大丈夫だと思う。明後日はリースのバイクの修理があるけどな」

「どうした？　何かあるのか、ジェイク？」

　リースがたずねたが、続いてジェイクの肩の向こうに目を細めて、指をさした。

　ジェイクが振り向いて指の先を見ると、レミがよろよろと、アパートと逆方向へ歩いていくところだった。まずい。ジェイクはヒュッと口笛を吹いた。

　ぴたり、とレミがとまり、ジェイクの方を見て、ぶんぶんと腕を振る。

　ガジェットとリースがぷっと笑った。

　ジェイクはうなったが、思わず笑いがこぼれていた。戻ってくるようレミを手招きし、メイトの姿から目を離さないまま、彼はガジェットとリースへ続けた。

「もし特に予定がないなら、ボール遊びでもどうかと思ってな」

「ボール遊び？」

　ガジェットが聞き返す。その時、レミがまたどこかへさまよい始めた。まずい。

「おいで、レミ！　――ああ、レミの弟とな。楽しそうだし、あの子には練習相手が必要だ」

　レミはすぐジェイクの声に反応して、車の方へふらふら戻ってきた。

「わかった、電話してくれ」

　リースの声がそう答える。ジェイクがちらりと視線を向けると、車内のガジェットとリースは二人して微笑みながらレミの姿を眺めていた。

　ガジェットもうなずく。

「ああ、俺もノッた。上の息子たちにも、来ないか聞いてみるよ」数秒、間を置いてから、彼はひょいとレミへ顎をしゃくる。「あいつ、気に入ったよ。お前によく合ってる。俺たちにもすぐなじんだし」

「だろ」

　ジェイクはニヤッとした。事実、レミはジェイクの友人たちとすぐさま打ち解けていた。レミの酔っ払い具合がその証明だ。レミは、一緒にいる相手によほど気を許していなければこんなに飲むタイプではない。それほどジェイクのことも信頼してくれているのだと思うと、気分がよかった。

「よし、明日電話する。今はまたふらふら歩き出す前にレミをつかまえないと」ジェイクはポン、とリースの車の横を叩いた。「またな」

　レミへ歩みよりながら、彼は小脇にかかえていた二つのヘルメットのうち、レミの分をさし出した。

　レミはそれを受け取り、リースとガジェットの方へ「じゃあな！」と手を振っている。車から二人が「おやすみ」と手を振り返し、リースが車を出した。

　レミのアパートへ歩き出しながら、ジェイクはレミがちゃんとついてきているかどうか視界のすみでたしかめる。

「さっきは一体どこへ行くつもりだったんだ？」

「さっき？」

　レミは階段を見上げた。少しだけふらついている。

　ジェイクはすぐ後ろへ歩みより、いつでも手を貸せる位置を取った。

「ああ、ついさっきだ。変な方向に歩いてっただろ」

「そーだっけ？」

　レミは肩を揺らし、階段を上りきると、ドアのすぐ横によりかかった。

　本当に酔っ払っている――かわいいものだ、とジェイクは笑みをこぼして、部屋の鍵とドアを開けてやった。レミに続いて中に入り、鍵をかける。

　小さなサイドテーブルにヘルメットとキーを置いた時、何かが尻をかすめた。肩ごしに後ろを見る。

　レミがそこに立ち、片手にはストラップからヘルメットをぶら下げ、もう片手でジェイクの尻をなで回していた。

「いい尻だよなあ……いいのは、尻だけじゃないけど」

　うんうん、とレミはうなずいている。

　ジェイクはどう反応するべきかわからなかった。もっとも、彼の肉体の方はそんな迷いとは無縁で、早速股間が頭をもたげはじめていた。

「ほら、来い、もう寝るぞ」

　酔っ払ったメイトの背中を押して進ませようとしたが、ジェイクはレミの欲情の匂いを思いきり吸いこむ。最悪のタイミング。

「なあ、俺にくれたこのジャケット、なんのごほうびなんだ？」

「一体何の話だ」

　レミはふらふらとベッドルームへ入っていきながら、

「お前の、むかーしの〝サブ〟の、チャンスが言ってた。お前がジャケットをくれたのは、俺へのごほうびなんだって？」

　しまった。チャンスがあの店に来ているとは知らなかった。

「チャンスが俺のサブだったことは一度もない。お前にジャケットをやったのは、お前が前に着てたジャケットが駄目にされたからだ」

　それと同時に、あのジャケットを着せておくのは、レミがジェイクのものだという、ささいで害のない所有の印でもあった。だがそのことは、ジェイクだけが知っていればよかったことだ。

　レミがベッドに座りこんだ。眉をよせる。

「じゃあ、俺だからくれたわけじゃない？　俺じゃ駄目？」

「お前だからだよ。お前がいいんだ、昨日、そのことはたっぷり教えてやったろ」

　ジェイクはレミに歩みよって、膝をついてレミのブーツを脱がせにかかった。駄目なわけがあるか。レミをＳＭのパートナーにして、自分の受従役(サブ)として服従させたい――その欲望は強烈だったが、そんなことをレミに望んではなるまい。レミに出会うまでジェイクが楽しんでいたようなＳＭの主従関係を、幼少期から心身に傷を受けてきたレミが許容できるとは思えなかった。

　ジェイクは、ＳＭシーンなしでも生きていける。メイトより大事なものなどない。

　だが――たしかに、満たされない支配欲は残っていた。ジェイクは十五年間、ずっと誰かの主人だったのだ。これまで、ＳＭに傾倒していない相手とつき合ったことはない。

「ん……昨日のは、よかった……俺、はじめはほんともう、どうしようかと思ったんだけどさ、でもやっぱり、お前と離れるのはムリだよ、なあ？　半分だけなんてやだし」

　レミはベッドにばたりとひっくり返って、天井を見つめた。その足から脱がせた靴を放って、次の靴にかかりながら、ジェイクは眉を寄せる。半分？　何の半分？

「なー、チャンスとはどういうつき合いだったんだよ？　うまくいってたとか、あいつは言ってたぞ」

「何回か寝た、それだけだ。つき合いなんて大したもんじゃない」

　ジェイクはレミの両足から靴下を脱がすと、立ち上がった。

「なんで？」

　何故と聞かれても。ジェイクはうなった。こんな話題になっているのが信じられない。レミが酔っていなければ、こんな厄介な質問で追いつめられることもなかっただろうに。

「何故ってな、あいつは、俺のメイトじゃないからだよ」

　レミはこくんとうなずいて、微笑した。天井を見上げたまま、

「つまり、あいつは、俺じゃないから」

　ジェイクは微笑して、ジャケットとＴシャツを脱がしやすいようレミを起こした。

「ああ。似ても似つかないね」

　レミはくすくす笑って、ジェイクの首に腕を回した。得意げな表情で、彼はジェイクにキスをした。

　ためらいも後ろめたさもない、こんなのびのびとした愛情表現なら大歓迎だ。ジェイクはレミにキスを返し、首からレミの手をはがすとレザージャケットを引っ張って脱がせてやる。そのジャケットを椅子の背にかけると、今度はＴシャツを頭から抜いた。

　レミがばたっとベッドに倒れこみ、裸の胸元に手を這わせる。そのジーンズへ手をのばし、ジェイクは大きく生唾を飲んだ。厚いジーンズの生地の上からでもはっきりわかるほど、レミは固く勃起していた。

　レミが、下ろした右手を、ジーンズの中へすべりこませる。

　ジェイクはその先を待たなかった。ジーンズの前を開くと、下のジョックストラップと一緒に引き下ろす。まとめて床へ放り、ベッドカバーを大きくめくった。

「中へ入れ」

　レミの腰をぽんと叩く。また股間へのびていくレミの手の動きは無視した。

　ん、と呻いて、レミは自分の勃起を握りこんだ。

「お前といるとさ、俺、いつもこんな感じになる……お前のために、ほんと、なんでもしたくなるんだ」

　ジェイクを見つめながら、彼は手で己を幾度かしごく。それから、目をとじた。

　ジェイクはうなった。瞼をきつくつむり、淫らなレミの姿を脳裏から消し去ろうとする。だがその姿は消えるどころか生々しくなっていく一方だった。しかもイメージの中ではジェイク自身がレミの上にのしかかり、ペニスをしごくレミの尻をファックしている。レミの唇にキスし、喉元まで唇を這わせ、その喉に牙を――。

　何？　ジェイクの牙が勢いよくぬっとのびて、彼は驚きに息をつめる。

　くそっ、すぐにここから出ていかないと。レミの首を噛み、彼を支配したい欲望が抑えきれないほど高まっている。今すぐ距離を取らなければ、本当にやってしまうかもしれない。

　ジェイクは目を開ける。

　その目の前では、レミがぐっすりと眠りこんでいた。手でまだ股間をつかんだまま、顔を横にだらりと傾け、口を半開きにしている。

「……」

　落胆するようなところではない筈だ。だが、今は深く考えたくない。

　ジェイクはレミを抱き上げると、ベッドの真ん中に寝かせてやる。上からベッドカバーをかけると、その額にキスをした。

「また明日な、仔狼(パップ)」
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「お前の口って、ほんと、すげえいい……」

　レミは枕に頭をのけぞらせた。目をとじ、刺激をすみずみまで味わおうとする。

　さらに強く吸い上げられ、巧みな舌で肉茎をちろちろとねぶられた。

「あっ、くそっ、イクって――やめろ、まだっ……」

　指の間に恋人の髪をきつく絡ませ、レミは押しよせてくる絶頂をこらえようとした。相手の甘美な唇を引き離して、どうにか快感を長引かせようとする。まだだ、まだ――。

　だが優しいキスでからかうように腹をくすぐられると、つい髪をつかむ手がゆるんだ。レミの手がぱたりとベッドに落ちると、また相手の口がレミのペニスを呑みこむ。

　腰の奥がうずき、肌に震えが走った。陰嚢がきつく張りつめ、足先までぴんと緊張する。まるで甘い拷問だ。熱い波が、ざわざわと背骨をのぼってくる。まだ――まだ、早すぎる――。

「あっ、ああっ……」

　熱く、巧みな口が、レミのペニスから離れた。

　レミは、半ば笑いながら凄む。

「てめえ、焦(じ)らしやがって！」

　鼻で笑われた。次の瞬間、ペニスを手でぐいと握りこまれ、舌で先端から陰嚢までぺろりとなめ上げられた。

　相手の髪をまたつかむと、レミはその顔を股間へ引きつけた。

「それ、凄え、いいっ――」

　両脚がさらに上へ押し上げられて、レミの体を大きくさらけ出す。いたずらな舌が敏感な場所をなぶりながら、ペニスから、尻の割れ目へと下がって……。

　レミは何とか、後ろの穴へ近づく濡れた舌と、陰嚢にかかる熱い息に意識を集中しようとした。凄く気持ちがいい……。

　いきなりその感触が消えたかと思うと、尻の谷間に唾液が吹きつけられた。穴の周囲へ、たっぷりと唾が垂らされる。指が穴をさすり、円を描きながらぬめる唾を広げた。

「焦らすなよ！」

　ついに、指の先が内側へ入ってくる。

「ああっ……」

　レミは呻いた。

　ドン！　ドン！　ドン！

「レミ、開けろって！」

　レミはがばっと起き上がった。勢いがつきすぎて、目が回る。

　またドアが叩かれた。

「レミ、さっさと入れてくれよ！　まだ寝てんのか？　マジかよ？」

　スターリング？

　レミはまばたきして、現実に戻ろうとした。「今行く」と答えてベッドからとび出し、きょろきょろと見回す。何を探してるんだったか――ああ、ズボンだ。

　またドアが叩かれた。

「今行く！」

　レミはジーンズに足をつっこみ、朝立ちの上にぐいと引っぱり上げた。うんざりと前をしめて、ファスナーを上げる。玄関まで走っていくと、ドアをばんと開けた。

　スターリングがゆっくりと中へ入ってくる。

「やっぱり寝てたんだろ」

　レミは茫然と立ったままだった。陽光が頭に突き刺さるようだ。どうやら緊急事態というわけではないようだった。いきなり起きたせいでくらくらして仕方ない。

　眼下の車から、母親がレミに手を振った。

　手を振り返し、レミはドアを閉めた。一体、何が何だかわからない。スターリングを見やると、弟は不機嫌そうにリビングの真ん中に突っ立っていた。

「あのさあ、もう十時なんだけど？」

　レミはベッドルームへ戻ると、ベッドへどさっと倒れこんだ。参った――心臓がばくばくと鳴っている。ベッドに顔を埋めていたが、やがて横を向き、深く息を吸いこんだ。くそ、昨日どれだけ飲んだんだ。リースに車で送ってもらったことまでは覚えているが。それと、ジェイクが――。

「俺のこと忘れてたんだろ」

　スターリングが入ってくると、ベッドにのぼってレミのそばに陣取った。レミに顔を向けて、ごろんと横になる。

「忘れてないよ。来るとは思ってなかっただけだ、起きたらこっちから迎えに行くつもりだった」

　肩をすくめ、スターリングは仰向けにひっくり返った。

「母さんが買い物に出るって言うから、ここまで送ってもらったんだ。なあ、なんでこんな時間なのに寝てんの？」

「昨日の夜、飲みに行ったんだ」

　ごろん、とスターリングがまたレミへ体を向けた。

「ホント？　ジェイクと？」

　にこにこしながら聞いてくる。

　レミはうんざりとうなって、体を返し、起き上がった。ベッドから下りてトイレへ歩き出す。昼間から考えたい話題ではない。昨日の夜、ジェイクに向かって何を言ってしまったものやら、ろくに記憶がない。

　そして、またあの夢――どうして何度も同じ夢を見る？　何故だ？

「レミ、どこ行くんだよ？」

　正気になれる場所に。行けるものなら。「トイレだよ！」







　スターリングは白いカウンターから自分のヘルメットをひっつかむと、フットボールを小脇にかかえてドアからとびだしていく。

　レミは、のろのろと続いた。今日はスターリングの元気につき合う余力がない。

　一体、昨日の夜、ジェイクに何を言ってしまった？

　考えるだけで、たじろぐ。レミは酔っ払うと、思ったことがそのまま口から出てしまうのだ。頭に浮かんだことをどんどんしゃべってしまう。だから、心底信頼できる相手といる時しか酔わないようにしていた。いや、ジェイクのことは信頼しているが、それでも昨日あんなに酔うつもりはなかった。

　どうしてあそこまで？　おかしなことに、二日酔いはほとんどない。起きぬけのわずかな頭痛ももう消えていた。

　ヘルメットをかかえてサングラスをかけ、レミは部屋の鍵をかけた。鍵を再確認してから、階段を下りていく。スターリングはやたらと昨夜の様子を聞き出そうとしてくるし、一体どういうつもりなのだ。

　一階に下りた時、向かいのドアが開いた。住人のモリスが顔を出して「お早う、レミ」と挨拶する。モリスは白髪まじりの頭を回して、すでにレミのバイクに陣取っているスターリングを見やった。

「どうやら元気な一日になりそうだね？」

「ええ。俺たち二人とも途中で燃え尽きない限り、あいつは来年チーム入りできますよ」

　モリスはくすっと笑った。「スターリングはいい子だよ。君はまさに、彼のコーチにふさわしい」

「努力してるんで」

　モリスがうなずいた。「大丈夫さ。ところで、最近このあたりをホームレスがうろついているのを見たかい？」

　レミは首を振った。

「全然、気が付かなかったな」

「ふむ、私は後で管理人に話してくるよ。まったく、このへんも物騒になってきそうだ」

「レミ！」とスターリングが駐車場から呼んだ。

「どうも、ミスター・モリス。弟にバイクを乗っ取られる前に行かないと」

「楽しんでおいで」

　モリスは手を振って、自分の部屋に戻った。

　ホームレス？　レミは駐車場を見回したが、いつもと変わりなく見えた。いや待て――いた、一人のホームレスが道の向こう側、隣の建物の脇にうずくまっている。珍しい。

「どうかした？」

　スターリングに声をかけられて、レミはぎょっとした。

「何でもない」弟を見やり、彼はヘルメットをかぶってストラップを締める。「行こうか」







　ボールを受けとめたスターリングが、ニコニコしながら駆け戻ってきた。

「ねえねえ、昨日は一人で帰った？　それとも誰かと一緒？」

　レミは弟からボールをひったくり、うんざりと言い返す。

「いい加減にしろよ」

「やだね。知りたいんだもん」

「ガキには教えてやらん」

　スターリングが大きく目を見開いた。「うわ！　ガキに言えないようなことがあったんだ！」

　レミはうなった。

「何もない！　バーでジェイクの友達と会って、何杯か飲んだだけだ」

　まったく、この弟は、こうと決めたらとにかくしつこい。しかも何だって、何か起こってほしそうにしているのだ。「どこで飲んだの？」「ジェイクもいた？」「楽しかった？」と、その質問までもがいちいち意味あり気に聞こえてくる。

　スターリングがレミの肩ごしに視線をとばして、手を振った。

「ジェイク！」

　ジェイク？

　レミは振り向く。まぎれもなく、そこにジェイクがいた。ジェイクだけでなく、タンクやデイゴ、ガジェット、ザック、ニック、加えてリースまで、七人が勢ぞろいしている。

　レミは微笑した。夏の暑さとはまったく別のぬくもりが、胸の奥にひろがった。

　はっ、と大きく息を呑む音がする。スターリングが目を見開いて、口をぽかんと開けていた。その口から呟きがこぼれる。

「うわあ……マジか……」

　スターリングの視線は、リースに据えられていた。

　ジェイクのすぐ後ろを歩いているリースは、カットオフの短いジーンズにタンクトップという姿だった。肩に、何の重さもないかのようにクーラーボックスを担いでいる。左足を少し引きずっていた。

「ああ、ほんと、ビビるだろ？」

　レミは弟にたずねる。スターリングは、人生でほぼ初めて言葉を完全に失った様子で、ただうなずいた。自分も似たような反応をしたから、スターリングの気持ちはよくわかる。

　歩みよってきたジェイクが、スターリングの様子に眉を寄せてレミを見た。

「リース」とレミは肩をすくめる。

「ああ」

　ジェイクがうなずいた。次にやってきたガジェットが、「よっ、元気か？」と手をつき出す。

「上々」

　レミはガジェットの手のひらをぱんと叩き、握った拳を互いにコツンと合わせる。続いてニックとも同じ挨拶を交わした。タンクとザックはレミの背中をぱんと叩く。

　デイゴは、青白い顔をしてレミの手をつかみ、背中をどんとこづいた。

「よお……」

　挨拶の声もかすれ気味だ。レミもデイゴと同じくらい飲んだ筈だが、どうやらデイゴはまだ酒が抜けきらないらしい。レミはデイゴの手を握り返し、腕を叩いた。

「よっ、頭痛か？」

　デイゴが呻く。「くそったれめ。ガンガンしやがる……お前は？」

「それが、全然平気でさ」

「運のいい野郎だぜ」

　デイゴがぼやき、レミは笑った。

　リースが肩にのせたクーラーを頭で示しながらジェイクにたずねる。

「ジェイク、こいつをどこに下ろしゃいいんだ？」

「まず最初にパンツを下ろせよ、話はそれからだ」ガジェットが口の中で呟く。

「あそこの日陰にたのむ」とジェイクは木を指した。

「くそったれガジェット、てめえは飲み物なしだぞ覚えとけ」

　そう凄んで、リースは友人たちを追いこして歩いていく。レミに声をかけた。

「よお、レミ」

「やあ」

　レミはニヤッとする。それからくるりと向き直り、ガジェットに向けて眉を上げた。

「自殺願望でもあんのかよ？」

「はっ、それでガキの面倒を見なくてすむならガジェットは万歳だよなあ？」

　ザックがそう口をはさんで芝生にひっくり返り、足を投げ出した。デイゴが笑い出すが、たちまち頭をかかえて二日酔いに苦悶する。

　レミは笑いをこらえていた。同情はする。昨夜聞いたが、ガジェットは結婚していて九人もの子持ちなのだ。

「ほらほら、仲良くしろよ」と、口に出してはそう言った。

　スターリングはぽかんとしたまま、レミの横に突っ立っていた。タンクが歩みよって、右手をさし出す。

「こんちは、スターリング――だよな？　レミから君のことは聞いてるよ。はじめまして」

「はじめまして」

　スターリングは続いてニックとも握手し、すっかり調子を取り戻すと、しゃべりまくりながら残りの面々に自己紹介をして回っていた。しかもこいつは、レミの聞き間違いでなければ、ちらちらとレミの名前を出して、昨夜の様子を聞き出そうとしているようだ。

　ジェイクがレミのそばに立ち、肩を軽くぶつけた。

「お前があの子を守ろうとするのと同じくらい、あの子もお前を守ろうとしてるんだな。今日の気分はどうだ？」

「上々。二日酔いもないし。昨日の夜、俺、なんか変なこと言ってねえよな？　何で皆がここに？」

　何だろうと、会えたのはうれしいが。自分たちがメイトだと知るよりも前、ジェイクと分かち合っていたあの自然で安らげる雰囲気が戻ってきていた。いや、前よりもいい。なにしろもう、ジェイクへの気持ちを押し殺す必要がない。

　ジェイクはレミの手からボールを受け取りながら、一つ目を無視して二つ目の質問にだけ答えた。

「スターリングのいい練習になるんじゃないかと思ってな」一同を見回す。「ほとんどチーム分いるしな。二人足りないが」

「チーム戦やるには十三人足りないよ、ジェイク」

　スターリングが口をはさんだ。ジェイクが言い返す。

「一つのチームとしてだ。チーム戦じゃない」

「じゃあ全員同じチームでやんの？　全員オフェンス？　ディフェンスなし？」

　スターリングが眉を上げる。

「違う、つまり人数が――」

「そこまで、そこまで」

　レミは割って入った。このままではジェイクがスターリングを絞め殺すところまでいきかねない。この少年は何でも質問しないと気がすまないのだ。それこそ、息のある限り。

「二つにチーム分けすりゃいいだろ。四人対五人で」

　レミの提案通り、彼らは二チームに分かれた。レミとスターリング、ジェイクにリース。対するのはデイゴにガジェット、タンク、ザック、ニックの五人チームだ。

　物事は順調に進んでいたが、やがてスターリングの腕前に気付いた男たちは本気になった。ボールを持ったスターリングめがけてザックがタックルしようとする。その前にリースが踏みこみ、ぶつかり合って、ザックを地面に倒した。

　リースが顔をしかめ、足を引きずって歩き出した。

　レミはジェイクにもたれながらたずねた。

「大丈夫なのか？」

　ジェイクがうなずく。「いいから……その話はするなよ」

　そこに、スターリングが二度目のタッチダウンを成功させて駆け戻ってきた。足の痛みをまぎらわそうと歩き回っているリースの様子を見るや、スターリングはまっすぐリースへ向かって、その腕をつかんだ。

「大丈夫？　足が痛いの？」

　しん、と周囲が奇妙なほど静まりかえった。すべての音が途絶える。聞こえてくるのは遠くを走る車の音と、どこかで吠えている犬の声だけだ。

　そのまま数瞬、リースは自分の腕をつかんだスターリングの手を見下ろしていたが、スターリングの顔を見て微笑んだ。

「古傷だ。メキシコの麻薬組織と撃ち合いになって、やっちまった。それからずっと、こんな調子でな」

　レミは二人に歩みよると、リースの前に膝をついてそのふくらはぎを叩いた。

「靴を取るんだ」

「大丈夫だ」

　リースはレミをにらみ下ろす。

「大丈夫なもんか、スターリング並みに強情だな。さっさと靴を脱げよ」

　怪我や捻挫の扱いにかけては、高校時代のフットボールチーム、そして消防士としての経験から、レミにはそれなりの心得がある。ダークはああ言うが、レミにはいい救急救命士になれる自信があった。

　リースは何かうなってぼそぼそと悪態をついていたが、靴ひもをほどいて靴と靴下を脱がせるレミをとめようとはしなかった。

　まず足首の可動域を確認しようと、レミは踵をつかんで足を左右に曲げてみる。どこが痛むのかたしかめ、足をマッサージした。リースの足首は少し腫れていたが、大したことはなさそうだ。

　レミは立ち上がると、リースに靴と靴下を放って返した。

「氷で冷やしとけ」

　ふと気付いてみると、周囲の男たちが全員、ただ無言で三人の様子を凝視している。

「何だよ？」

　問いかけても、沈黙したままだ。

　スターリングがリースの腕を引っぱった。

「ほら、あっち行こう。俺も行くからさ。そんでその銃撃戦の話聞かせてよ、どうやってそいつらつかまえたの？」

　リースはまたぶつぶつ言いながら、それでもおとなしくスターリングに引かれて歩いていった。

　レミの肩に、ジェイクの手がのせられる。

「まったく……スターリングだけだぞ、リースに足のことを聞ける怖い物知らずは。あの話題は禁句なんだ。前の時、リースは質問した男を殴りとばした」

「はあ？」

　レミはぎょっと、ジェイクを見やった。それから弟へ――すでに困り果てた表情のリース相手にしゃべりまくっている――視線をとばし、ジェイクの耳元にたずねた。

「ええと……危険な男、じゃないよな？」

　ジェイクの視線は、リースとスターリングから離れない。

「危険な男だよ。敵には、な」
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　車を林のそばの空き地にとめると、ジェイクはヘッドライトとエンジンを切って、レミへ顔を向けた。

「心の準備は？」

「ああ。いつでも」

　ジェイクは鋭くうなずき、ドアを開けた。「行こう」

　外に出た瞬間、いくつもの会話がざわざわと押しよせてきた。群れの大半がすでに集まっているようだ。ジェイクは運転席のドアを閉め、ボンネットをぐるりと回ってレミと合流した。

　空き地に歩み出た瞬間、周囲の会話がぴたりととまった。木々に囲まれた小ぶりな空間で、中心では焚火(たきび)が赤々と燃えており、炎のそばに三十人ほどの群れの仲間が集まっている。

　その全員の視線が、レミに注がれていた。

　奇妙だ――と思ったが、ジェイクはその違和感を流した。群れの連中の大半にとって、これがレミと初めての顔合わせになる。チェイとキートンは、レミに人狼としての基礎を学ばせる間、群れの統率者(アルファ)に紹介しただけで、ほかのメンバーとの接触はさせずにいた。皆の好奇心も当然だろう。

　レミがジェイクに寄り、彼の肩がジェイクの腕にふれた。瞬間、まるでそれを合図にしたかのように、全員が元通りの会話に戻っていく。

　レミの背中に手を置いて安心させてやりながら、ジェイクは歩きつづけた。

　焚火の向こうから、チェイが二人に手を振って、どこか奇妙な表情で足早に近づいてきた。三人が顔を合わせたところへ、チェイの後ろからキートンもせかせかとやってくる。

「やあ」

　キートンがジェイクにうなずいた。ジェイクもうなずき返す。

　チェイは何も言わなかった。かわりに彼は身をのり出して、いきなりレミの匂いを嗅いだ。

「馬鹿、やめろ」レミがチェイの耳をはたく。それをきっかけに、レミを固く包んでいた緊張がゆるんだ。「まったく、お前ら人狼ってヤツはこれだから」

「やったな」

　チェイが左耳を手で覆い、仕返しにレミの耳をはたく。レミも耳を押さえてチェイをにらみ返した。

「てめえもな！」

　しみじみ首を振って、ジェイクは苦笑いする。まあ、おかげで普段のレミに戻った。

　密集した木立のそばに立つリースが顎をしゃくり、ジェイクに来るよう合図した。リースの顔はいつにも増して苦虫を噛みつぶしたようだった。これは、何かある。

　ジェイクはうなずき返し、レミへ声をかけた。

「チェイとじゃれ合うのに飽きたら、来い。俺はリースと話してくる」

「了解」

　レミは焚火ごしにリースの姿を見やって、挨拶代わりに軽く頭を傾けた。リースもその仕種を返す。

　歩き出したジェイクの背後から、レミに話しかけるキートンの声が聞こえてきた。

「お前、なんか前と匂いが違うぞ」

　顔見知りと挨拶を交わし、ジェイクはリースのそばへ歩みよった。

「どうかしたか？」

「どうにもおかしなことが起こってやがるんだ」

　リースの眉間にしわが刻まれていた。

　唇を曲げたが、ジェイクは笑わないようこらえた。リースは真剣だ。

「どういう？」

「今日の昼間な、ザックにタックルかました時、俺は絶対に足をひねったんだ。それが今じゃ新品みたいにピンピンして、何ともない。しかもだぞ、足の古傷も全然痛まねえ。こいつが痛くねえなんてもういつ以来か――しかも、皆とフットボールをやるなんて馬鹿なことをしでかした日に」

　ジェイクも眉をよせた。たしかに今日の午後、レミに足首を見てもらった後、リースがいつもほど左足を引きずっていないことにはジェイクも気付いていた。レミの治療のおかげか？　どうやって？　レミがしたことと言えば、少しのマッサージだけだ。

　ジェイクはレミに視線を向けた。まだキートンたちと話をしている。それにしても――見目(みめ)のいい男だ。炎に照らされた肌が輝くように見える。実にいい眺めだった。だが、奇跡の力など持ち合わせているわけがない。

　リースがすぐ横で、ふうっと息を吸いこんだ。

「ジェイク、レミはどうかしたのかよ？　あいつ凄えいい匂いがするぞ」

　首を振って、頭をすっきりさせようとしている。

「リース――お前でもただじゃおかないからな。わかってるだろ？」

　ジェイクの警告に、リースは唇の端を上げた。

「俺とやるってのか？　ま、俺のことは心配すんな、あいつにゃ何もしねえよ。ただ、マジで何かおかしいぞ。すげえ匂いだ。お前らが到着した瞬間、すぐにわかったよ。ここにいる全員気が付いてる。この匂いと、レミが俺の足を治したことと何か関係あるのかね」

　レミが治したわけじゃない、とジェイクが言いかけた瞬間、あたりが一斉に沸き立った。男たちが一度に怒鳴り出す。

　ジェイクの仲間のタンク、デイゴ、ガジェット、ザック、ニック――それにチェイが輪になって、群れの一部の連中と争っていた。争う相手は〝アルファ〟タイプの人狼たち――人狼の中でもリーダー気質を持つ連中だ。つめよろうとする人狼たちを、ジェイクの友人たちが拳でこづき合いながら押し戻している。至るところで牙がきらめき、獣の眼が輝いた。血の臭い、汗と怒り、そして欲情の匂いがたちこめている。レミの姿はどこにもない。

　鼓動が激しくなる。ジェイクはその騒動めがけて走り出した。一瞬にして牙がのび、拳を固めて、メイトを守る準備をする。空気を深く嗅いでレミの匂いを探した。この集団のどこかにいる――レミの恐怖の匂いは至るところからしてくるのに、その姿だけが見つからない。

「くそっ、レミ、どこだ！」

　リースがジェイクの横に、乱れのない足取りでぴたりとついてくる。

「真ん中あたりにいる。キートンと一緒だ――」

「そこまでだ！」

　ジョン・カーター――群れのリーダー――の声が、深く、強く、あたりに轟いた。いつもの彼の声とはまるで違う。その声に全員が凍りついた。ジェイクとリース、そしてジョー・ウィンストン以外。

　チェイの父親のジョー・ウィンストン、群れの副官(ベータ)でもある彼は、狼たちの集団の中へと突進していった。

　ジェイクも、群れのリーダーの「動くな」という命令を無視して、タンクとガジェットの間に体をねじこむようにして防御の奥へ進んだ。レミのところへたどりついて無事をたしかめなければ。邪魔をするなら群れのリーダーだろうと容赦しない。

　レミの背中が見えた。キートンと、ジョー・ウィンストンと一緒に何か話している最中だ。

　キートンが、伴侶(メイト)の父親であるジョーと言い争っている。両脇にだらりと垂れたキートンの両手は狼の手に変わり、鉤爪がのびていた。彼は半人半狼に変身できる、数少ない〝三形態〟を持つ狼なのだ。

　ジェイクは、レミの肩にふれた。

「レミ」

　くるりと振り向いたレミが拳を構える。たちまち、鉤爪をかかげたキートンがレミの前に割りこんだ。ジェイクは牙を剥いてうなる。

　――俺のものだ。

　キートンが後ろへ退いた。

「ごめん、ジェイク」

「なあ、何なんだよ、今日は顔合わせで集まるだけじゃなかったのか？　大した話じゃないと言ってたのに、それがこれかよ！　一体何だってんだ！」

　レミの声はどんどん高くなり、しまいにはジェイクに向かって怒鳴りかかる。落ちつきを取り戻そうとしながら、ジェイクは深く息を吸った。レミは無事だ。怒り狂っているが、傷ひとつない。

　ジェイクはレミの肩をつかみ、引きよせて、両腕でかかえこんだ。

「レミ、何があった」

　まだ腹を立てている様子で、レミは肩を揺すってジェイクの腕から抜けると、ガジェットの向こうに立つ男を指した。

「あいつが俺を噛もうとしやがった！」左右を見回し、続いてデイゴの前にいるマイルズという男のことも指す。「あの野郎もだ！」

「おっと、ほら、まあ少し落ちつきなさい」歩みよったジョーがレミの肩に手をのせた。「ジェイク、大事な話がある」

　その瞬間、群れの統率者(アルファ)のジョン・カーターが狼たちを押しのけて輪の中へ入ってくる。ジェイクの友人たちと争っていた人狼は、一斉に後ろへ下がっていた。

　ジョン・カーターは十メートルほど先にある木立を指す。

「ジェイク、キートン、チェイ。今すぐ来い」

　言われた通り、ジェイクはレミの手をつかんでそちらへ向かおうとした。だがジョン・カーターが首を振って、ジェイクをじろっとにらんだ。

「レミは置いていけ。信じろ、お前の友人たちが守ってくれる」

　ジェイクは眉をよせて、自分の群れの統率者(アルファ)へ言い返そうとした――こんなところへレミを残していけるかと。だがその寸前、リースと目が合う。ジェイクの親友はひとつうなずいてから、前へ顔を向け、ガジェットやデイゴたちと同じように周囲を囲む人狼たちへまっすぐに対峙した。リースをはじめ、ジェイクの友人たちは全員、レミとジェイクを守るべく円の陣形を取っていた。

　群れのリーダーのジョン・カーター、副官のジョー、そしてチェイとキートンはすでに人垣を抜け、ジェイクを待っている。

　ジェイクはくいっと手を引っぱられて、レミへ視線を向けた。

「なあ、どういうことなんだよ、ジェイク？」

　問いかけるレミの両目は大きく見開かれ、視線は落ちつきなく揺れている。抱きしめてやりたかったが、ジェイクはそれをこらえて、答えた。

「わからない。話を聞いてくるから、ここにいてくれ。すぐに戻る」

　どうにか内心の動揺をレミに見せまいとしたが、うまくいったかどうか自信がない。

　ふと、前に、自分の存在がレミを落ちつかせたことを思い出す。深く息を吸いこみ、ジェイクはリラックスしようとした。大丈夫だ、ここにいる仲間たちが必ずレミを守ってくれる。

　ジェイクの怒りが引いていくにつれ、レミの恐慌も少しずつ鎮まっていくようだった。ジェイクはほっとする。レミの頬を手で包んでやると、いつものようにレミはその手に頬を擦りよせて、目をとじた。

　ジェイクは、レミの額にキスをした。

「話を聞いて、何が起きているのかたしかめたら、すぐ戻ってくる」

　ひとつうなずいてみせてから、彼はメイトのそばを離れ、友人たちが作るいびつな円陣を抜けて外に出た。

　ジョン・カーターが先に立って、さっき示した木立のそばへと三人を引きつれていく。ジェイクは歩きながらも、背後で何も起こっていないかと注意深く耳をすましていた。木立に着くと、振り向いて、レミの姿が視界に入る位置に立つ。

「まず、第一に、お前――」ジョン・カーターが言いながらチェイと、続けてキートンへ指をつきつけた。「それとお前は、この件には関わるな。お前たち二人は私の群れの一員だ。お前たちの統率者(アルファ)として命じる、この試練に手を貸してはならん」

　チェイは抗議に口を開きかけたが、キートンがその腕をつかんで引き戻した。

　苛立って、ジェイクはチェイの横へ進み出た。チェイとキートンはレミを守っただけだ。ジョン・カーターが何を考えているのかは知らないが、彼の見解などジェイクにはどうでもいい。大切なのはレミだけだ。大体、〝試練〟とは何だ？

「説明してほしい。一体、ここで何が起こっているんです」

　ジョン・カーターは答えずに鼻のつけ根をきつくつまみ、下を向いたが、すぐにジェイクをまっすぐ見据えた。

「歩きながら話そう、ジェイク」

　ジェイクは首を振った。群衆の奥にレミの姿を目で追う。今のところ人狼たちはおとなしくしてレミを守る円陣に近づく者は誰もいないが、しかし――。

「行けよ。レミは俺たちにまかせろ」

　チェイがうながした。

　ジェイクは、ジョン・カーターについて歩き出す。レミから目を離したくはなかったが、信頼できる友人たちがレミを守ると言ってくれている。

　他の人狼たちが見えなくなると、やっとジョンが口を開いた。

「レミは、〝オメガ〟だ」

「まさか」

　ジェイクは眉をよせる。

「いや。レミは本物の調和者(オメガ)の狼だ。きわめてまれで、貴重な存在だよ。君は、おそらく彼のメイトだから、気が付かなかったのだろう」

　まるで、誰かに顔面を殴られたような衝撃だった。

　ジェイクは生まれついての人狼だが、これまでの人生で一度も〝オメガ〟には会ったことがない。話だけしか聞いたことがなかった。オメガは、生まれながらに従属的な狼なのだと。

　だからなのか？　レミの存在が、ジェイクの中の支配欲をああまでかき立てるのは？

「それは……たしかなんですか」

　オメガは、群れの要となる存在だ。群れの統率者(アルファ)の力を強め、オメガ自身も特殊な力を持つという。

　ジョン・カーターがはっきりうなずいた。

「じゃあその、レミがオメガだというのと、いきなり皆がおかしくなって襲いかかってきたことには関係が？　どうして俺にはわからないのに、あいつらにはレミがオメガだとわかったんです」

「皆、わかってないよ。あれは、レミの匂いに惹きつけられたのだ。以前の彼はああいう匂いではなかった――力が熟すのに、時間が必要だったんだ。何回かの変身を経て、やっと人狼としての能力が成熟したんだよ。皆は、そのオメガの匂いに反応している」

「俺はレミの伴侶(メイト)だから、その匂いに気付かなかったと？」

　思えば、勘付くべきだったかもしれない。奇妙だとは思っていたのだ――レミの気質が、ほかの人狼たちとあまりに違っていることを。

「そうだ」ジョンは溜息をついた。「君は、まだ彼を自分のものにしていないだろう。この混乱はそのせいだ」

「……」

　いや――すでに、レミはジェイクのものだ。その筈だ。はっきりと抱いたのだ。それも激しく。

「なあ聞け、ジェイク。オメガの能力のひとつは、群れを鎮めて落ちつかせる力だ。それに加えて、それぞれのオメガが独自の力を持っている。あるオメガは物の成長をうながし、あるオメガは群れをトランス状態に導き、別のオメガは自分の統率者(アルファ)と念話ができる。何ができるかは、オメガによって大きく異なる。オメガのいる群れはますます強くなるのだ。だからこそオメガは貴重とされ、その存在は秘匿(ひとく)されている」

「――」

「だが、誰かに従属する前のオメガは、非常に見つけやすく、目立つ。時にその存在が暴動を引き起こすのだ。統率者(アルファ)となる資質を持つアルファタイプの狼たちは、オメガの匂いを嗅ぐと、本能的に相手を自分のものにしようとする。自分でも、理解しないままにな」

　ジョン・カーターはためらい、少しの間ジェイクを見つめていてから、続けた。

「私の調和者(オメガ)は、ダニエルだ。これは、群れの副官(ベータ)たちしか知らないことだ」

　ダニエル・イーグルが、群れのオメガだと？

　これにはジェイクも考えこんだ。ダニエルは群れにおける仲裁役であり、物事の調整役でもあった。群れの中では副官(ベータ)たち並みに人望が厚い。ジョン・カーターとは古い友人で、妻同士も幼なじみだった。ジェイクが子供の頃、子狼同士で喧嘩をしていると、ほぼ必ずと言っていいほど、ダニエルがやってきて喧嘩をやめさせたものだった。

「ただ、ダニエルは私の伴侶(メイト)ではないから、そこは君たちとは違う。君は幸運だぞ、オメガに所有の印をつけるたびに、嫉妬深い妻(メイト)に弁解しなくてすむとは」

　そう言って、ジョンはジェイクの肩をぽんと叩いた。

　レミから離れていくのが心配なまま、二人はさらに森の中へと歩いていく。

「それで、結局、どうなるんです？　はっきり言ってくれませんか、ジョン」

「君が自分の群れを持つ時が来たということだよ、ジェイク。メイト、そしてオメガを真に己のものとした時、君は、新たな群れの統率者(アルファ)となるのだ」

「俺の、群れ？」

「考えてみたまえ。君は昔から、強いリーダーシップで周囲を従えていただろう。さっきレミを守った者たちはほとんど皆、子供の頃から君に従ってきた。君の伴侶(メイト)がオメガなのは、単なる偶然ではない」

「つまり――俺に、この群れから出ていけと？」

「簡単に言うなら、そういうことだ。だがこれは罰ではない、ジェイク、名誉だ。決して追放などではない」

　くそ、何てことだ――今、この群れから出ていくわけにはいかないのだ。群れを去れば、群れのテリトリーからも去らねばならない。スターリングを置いてこの地を離れることなどできるわけがない。何より、レミが決して承知するまい。

「ジョン、俺には無理だ。レミはここを離れられない――少なくとも、今はまだ」

　その言葉に、ジョンが片手を上げた。

「落ちつけ、必要なら猶予をやるから、君たちの群れはテリトリーの外で狩りをしてくれればいい。ただ、いずれうちの群れの者の中にも今日の騒ぎの真相を知る者が出てくるだろうし、そうなるとトラブルは避けられないだろうがね。君の群れと争おうとする者もきっといるだろう。私の方でできる限り抑えるが、保証はしかねる」

　ジョンはさらに続けた。

「だからこそ、今夜、君の群れはレミを守って戦わねばならない。うちの狼たちはすでにレミの匂いに気付いている。君の群れは、今夜、レミを守りきり、レミが君のものだという証(あかし)を立てなければならない。狼たちを納得させるためには、レミに手出しをした者はどうなるか、はっきりと知らしめる必要があるんだ」

　彼の群れ？

　ジェイクの喉元に、心臓がせり上がったようだった。

「ジョン、俺には自分の群れなどない」

「そう思うか？　ではさっきレミを守ろうとしたのは誰だ？　彼らはまだ誰の印もついていない、無垢のオメガを、君のために守ろうとしたんだぞ。ジェイク、彼らは君と、君の大事なものを守るために、皆に向けて牙を剥(む)いた」

「あいつらは俺の群れじゃない。俺の友人だ」

「リーダーが群れを選ぶのではない、群れが自分たちのリーダーを選ぶのだ。君にもすぐわかることだがね。あのオメガも、すでに君を選んでいるだろう？」そこでジョンは意味あり気に眉を上げた。「それとも、君は彼らを拒むかね？」

「勿論、拒みはしない。だが――もう、これは避けようがないことなんだな？」

「残念ながら。群れを率いるべき者の宿命なのだよ。オメガを己の伴侶(メイト)とした時点で、君にほかの道はなくなった。レミをほかの狼にゆずるつもりがあるなら別だが――」

「断る！」

　ジョンは笑った。「だと思ったよ」

「わかった。俺は、何をすればいい？」

　足をとめたジョンが振り返ると、すっかり笑みの消えた顔でジェイクの目をまっすぐ見つめた。

　嫌な予感がした――ジェイクは顔をしかめる。ジョンが何を話すにせよ、いい話ではない、そんな気がしてならなかった。

「ジェイク、君はオメガに自分の印をつけて、我が物にしなければならない。君の印がある限り、オメガは君だけのものだ。この先ずっと印をつけ続ける必要があるが、レミが君のメイトである以上、問題ないだろう。オメガは、自分の統率者(アルファ)の印をつけられている限り、誰も――群れの一員でさえ――そのオメガの存在を嗅ぎとることはできない。うちのダニエルのように。これは大事なことだぞ。印が消えれば、アルファタイプの狼たちが我先に押しよせてきて、レミを奪おうとするだろう」

「印をつけるって、どうやって？」

「この場で、オメガを性的に支配して、噛むことで印をつけるんだ」

　性的に、だと？

「俺とレミは、もうメイトとしての関係は結んでいる。ただ噛むだけでは駄目なのか？」

　ジョン・カーターは首を振った。

「残念ながら。セックスによるホルモンの高まりと、噛まれたことによって分泌されるホルモンとの相互作用が、オメガの匂いを変えるのだ。噛まれる瞬間、肉体的にも支配されている必要がある」

　ジェイクは思わず目をとじた。少し吐きそうな気分だった。

　ほかの狼たちのいる場所で、しかもそんな支配的なセックスを？　レミにそんなことは無理だ。させられるわけがない。きっとレミは、そんなことをしたジェイクを恐れるようになる。

「……もし、俺がそれを拒めば」

「別の狼がやるだけだ」
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　――ありえない。

　突如として、レミには新しい群れができたのだという。彼の群れだ。しかもジェイクが彼の統率者(アルファ)だとか。さらにレミはその〝オメガ〟であると。……さっぱり意味がわからない。レミ自身は、何ひとつ特別な気がしないのに。

　思わずレミは呻いた。今にも叫び出しそうになるのを必死でこらえる。

　あれだけの人狼たちと、どう戦う？

　もし負けたら……？

　ガジェットは首を振りながら、うろうろと前後に歩いていた。「今はジョン・カーターが皆を抑えているんだろ。あの人が命令すればいいんじゃないのか？　レミは俺たちのオメガだ、手を出すなって？」

　タンクがうなずく。「向こうの群れにもオメガがいるんだろ」

「ああ」

　ジェイクもうなずいた。

　彼らの様子を、レミは驚きの思いで見つめていた。皆、レミを守ろうとして、語気を荒らげている。初めて皆と会った時から、不思議なつながりを感じていたが、今やその絆がさらに強まってきていた。言葉にできない、何とも言いがたいつながりがある。友人と呼べるものをほとんど持ってこなかったレミだが、今の皆の存在は、レミにとって大きな支えだった。

　それにしても、映画の中にでも放りこまれた気分だ。ガジェットの言う通り、ジョン・カーターが今は向こうの群れの狼たちを抑えているようだ。それとも彼のオメガか？　ジェイクによれば、オメガには群れを鎮める力があるらしい。

　レミは人狼たちへ視線をとばし、誰がオメガなのか見きわめようとした。誰かが群れに働きかけているようには見えなかったが、さっきのような狂騒感が消えているのはたしかだ。あの時は、ジョン・カーターが異様な響きの声で怒鳴り、全員が呪文でも聞いたかのように凍りついたのだった。

　今、人狼たちはおとなしく会話などして、まるで何事もなかったかのようだ。奇妙だし、不気味だった。そうしながらも、彼らは待っているのだ――ジョン・カーターの許しが出て、ジェイクたちへ挑みかかれるその瞬間を。

「ジョンは、俺たちが話し合う時間をくれているだけだ」

　ジェイクから数歩のところに立つリースが、いつもの冷ややかで動じない声で言った。

　皆に事情を説明した時のジェイクは、ひどく苦しげだった。その顔を歪ませていた。彼は、こんなことをしたくないのだ。

　勿論、レミだって嫌だ。できれば勘弁してほしい。

　だが、彼らに選択肢はない。

　デイゴが喉でうなりを立て、両拳を握りしめてはまた開いた。タンクは苛々と体を揺すり、ガジェットは固い地面に溝を掘れそうなくらい同じところを行ったり来たりしている。ニックはただずっと、向こうの狼たちをにらんではグルルルとうなっていた。

　レミはジェイクへ歩みよる。今、ジェイクの支えが必要だった。

　ジェイクがレミの肩に手をのせ、目をのぞきこんだ。それだけで、いつもと同じようにレミの肩からこわばりが抜け、緊張がひとりでにほどけていった。体が勝手に、ジェイクに従う。

　どうやってかはわからない。だがジェイクの力だった。まだ怒りも恐怖も心にこびりついたままだったが、レミはふっと平静を取り戻した。どうするべきか、何をなすべきなのか、すべてが明確に、心に定まる。

「大丈夫だ。うまくいくよ」

　彼はそう呟いた。

　ジェイクの手が、レミの頬をなでた。

　焦茶の瞳を見上げた瞬間、レミの意識はすっかりそのまなざしにとらわれる。いつも、ジェイクにふれられるたび、まるで体が息吹を取り戻すように、感覚が生き生きと研ぎすまされる。抗えない、ただ身をゆだねるしかない昂揚感(こうようかん)だった。狼に変身する時と少し似ているが、はるかに強烈だ。

　目をとじ、レミはジェイクの手に頬を擦りよせる。ジェイクの存在がすべてを与え、満たしてくれる。同じようにジェイクにも何かを与えたかった。

「凄いな」

　ジェイクがやわらかな、静かな声で呟く。

　畏敬に満ちた声に、レミは目を開けた。ジェイクはレミの背後を見ながら、レミの頬をなでている。見てみろ、と顎をしゃくった。

　レミは振り向く。

　ガジェットは歩き回るのをやめ、相手の群れをにらんでいた。デイゴも、握りしめていた拳をゆったりと開いている。ザック、ニック、タンクの三人は静かな表情でレミたちを見守っていた。

　全員、ぴんと意識は張りつめたまま、落ちつきを取り戻している。命令にそなえる兵士のように。一体どうして――どうやってだ？

　ジェイクが呟く。

「俺たちは互いに属してるんだ。皆は俺たちに、俺たちは皆に」

　レミにはまだ完全に理解しきれていなかったが、たしかにここには、不思議な引力があった。つながり合っている。この全員が。

　ジェイクが、いつもの彼に戻った様子で、ごく自然にレミにキスをする。キスが終わった時、ジェイクの焦茶の目は狼のものに変わっていた。その目で、数秒レミを見つめて、頬をなでてから、さっと歩き出す。

「全員、服を脱げ」

　言い放たれたジェイクの声には、さっきジョン・カーターの声にあったものと同じ、耳慣れない、圧倒的な響きがあった。

　レミの前で、皆が瞬間的にその声に従う。即座に服を脱ぎ捨てはじめた。

　いきなりのことに、レミはぎょっと凍りついた。

「ジェイク……？」

「いいんだ。着たまま変身すると、服に絡まって戦闘が不利になる」

　ジェイクもＴシャツを脱いで放り出し、再びレミへ手をのばした。

　まったく――この人狼の流儀には、正直ついていけない。きょろきょろと見回したレミは、裸になった仲間たちが二人を中心に扇型にひろがったのに気付いた。二人を守ろうとしている。ジェイクとレミのために、戦おうと。

　ふう、とレミは深く息を吸いこみ、目をとじて、感覚のすみずみまでをジェイクの匂いで満たした。熱がじんわりとひろがっていく。牙がうずく。昂揚感がこみ上げてきた。

　やりとげるしかない。

　周囲で言葉がとびかい、ジェイクの手がレミの服を脱がせていく。目を開けた時、レミの視界はすでに色を失っていた。眩暈の中、レミは向こうの群れの狼たちがリースに挑みかかっていく様子を見つめる。もう幾人かは狼に変身していた。

　ジェイクが、木立の間にレミをつれていき、周囲の視線から隠した。彼の唇がレミの唇に覆いかぶさり、強靭な体が熱く、きつく、レミを抱きしめる。

　すべてのことがレミの頭から消えた。ただ飢えにつき動かされるまま、キスの中に呻きをこぼす。この瞬間、ジェイクだけを欲していた。いつもと何も変わらない。ジェイクによりそった時、ふれ合った時、キスした時――いつも、こうだ。ジェイク以外のことは何も考えられなくなって、世界が二人だけになる。

　ジェイクが唇を離す。わずかに身を引く彼の、屹立の先がレミの腹に濡れた感触を残した。

「地面に手と膝をつけ」

　その股間に顔をうずめて匂いと熱を味わいたくて仕方なかったが、レミは命じられるままに地面に手と膝をついた。

「イエス・サー」

　ごく自然に、ジェイクへの敬称が口から出る。この間の快楽がよみがえって、体の奥がうずいた。夜風が肌に涼しい。腹の筋肉がピクリと緊張する。こんな、灼(や)けるような情欲は初めてだった。まるで淫らな夢の絶頂のさ中に目を覚ましたかのような――息がうまくできない。期待に肌が震え、屹立が痛むほど張りつめる。

　背後に、ジェイクの存在を感じる。その熱を。それが今すぐほしくて仕方ない。レミは呻いて、腰を後ろに揺すり上げ、ねだった。

「ジェイク、もう……」

　ジェイクがうなって、レミの背中に手を置く。

　無言の命令に屈服して、レミは動きをとめた。背骨の中心をちりちりとした熱が這い、首すじがひどくヒリつく。ジェイクに、今すぐ体の奥を満たしてほしい。

　一度味わった、あの快感が生々しくよみがえる。思わず呻いて、肌を震わせていた。ジェイクの屹立がギリギリまで引き抜かれ、突き上げられるあの快感――。

　突然ジェイクの、唾に濡れた指が後ろに押し当てられた。二本の指が、レミの奥を広げながら入りこんでくる。

「ああっ」

　レミは腰を押し返す。その指をぎゅっと締めつけていた。股間が今にもはじけそうなほど張りつめた。腹筋にくり返し力がこもる。ジェイクがほしい、その欲望で頭が一杯だった。

　低くうなって、ジェイクがレミの後ろに屹立を押し当て、ぐっと奥へ入ってきた。

　レミは、息を求めて喘ぐ。体がジェイクのものを受け入れながら、ぐっと締めつける。灼けるような熱さが激しく、血管を駆けめぐった。背骨がじんじんとうずき、体を支える腕と膝が崩れそうになる。

　ひりつく痛みは、ほとんどあっというまに消え、レミは乱れた息で腰を押し返し、ジェイクの固さで自分を犯しはじめる。

　数秒して、ジェイクが腰を引いた。続いて、レミの腰をきつくつかむと、ぐいと突き上げてくる。レミの尻にジェイクの腰がぶつかるほど激しく、くり返し、くり返し、貫いた。

　木々のすぐ向こうでは狼たちが戦っている。だがその音すらも、レミにはひどく遠く聞こえた。レミは低く、絞り出すような喘ぎをこぼすと、頭を前に垂らし、首すじをあらわにした。どうしようもないほど気持ちがいい。張りつめた屹立を涼しい夜気がなで、ジェイクのペニスが奥を擦り、突き上げている。もっと、ずっと味わっていたいほどたまらない快感だった。

　ジェイクが、右手を地面についてレミの背へのしかかってきた。左手はさらにきつくレミの腰をつかむ。レミの首すじに顔をうずめて、ジェイクはうなりを上げた。深く、低く、圧倒的な狼の声――どんな言葉よりもはっきりと、レミは自分のものだと、誰にも渡さないと宣言する咆哮だった。

　レミの首の後ろがうずく。熱く、ヒリヒリと。この間のように。

　レミは呻いた。

「噛んで……お願いだ、噛んで――」

　ジェイクの牙が、この瞬間、必要だった。ジェイクが噛んでくれれば、レミに印を刻んでくれれば、絶頂に手が届く。理由は知らず、どうしてか、そのことだけはわかっていた。もう限界だ。

　ジェイクに今すぐ噛んでもらえなければ、おかしくなってしまう。

　レミの首のつけ根に、ジェイクの牙がくいこむ。牙が一気に肌を貫き、レミは絶叫した。全身がしなり、ジェイクの屹立を体の奥へきつく締めつけながら、彼は達した。苦痛と快感がひとつに融け合い、体の芯で激しく荒れ狂う。

　ジェイクが、もう一度、突き上げた。

「俺のものだ」

　その宣言とともに、ジェイクも達し、彼の熱がレミの奥を満たす。















　レミの手にも膝にも小石や小枝がくいこみ、ずきずきと痛んだ。今の今まで、そんなことにもまったく気が付かずにいた。全身の筋肉が溶けてしまったようで……ひどく重い。

　ジェイクの牙が首すじから抜かれると、レミは地面に崩れた。頭ひとつ上げられずに、ぐったりと、ただ喘ぐ。

　ジェイクは腰をつかんでいた手を離し、レミの体を背後から抱いた。引き寄せて、自分にもたれかからせる。

「レミ……」

　レミの首すじに、ジェイクの鼻先が当たった。頬ずりされる。

　レミは目をとじて吐息をこぼし、メイトのぬくもりに身をゆだねた。ふと、何かが胸元へつたい落ちていくくすぐったい感触に目を開ける。血だ。真紅の滴が肩から胸元へと流れ落ち、太腿のつけ根に小さな血溜まりを作っていた。

　ジェイクが、首すじの傷をなめながら、レミをさらにきつく抱いた。

「ん……」

　レミは呻く。ジェイクの舌からさざ波のような快感が広がって、あやうくまた欲情しそうになる。ジェイクに服従し支配されるというのが、もしこういうことなら――大歓迎だ。メイトに従い、メイトを喜ばせる。

「凄えな」

　誰かが呟いた。

　そうだ、二人きりではなかったのだ――忘れていた。自分でも信じられない。

　周囲を囲む木々のそばに、仲間たちが全員立って、二人を見ていた。全員の体が傷だらけで血にまみれ、狼の目をして、口元には牙があった。

　ほかの狼たちの姿はすでにない。ほとんど無人となった空き地に、仲間たちが――そう、レミの〝家族〟たちだけが残っていた。

　ジェイクの息が、レミの首すじに優しく囁く。

「俺たちの、群れだ」

「……これから、どうすれば？」

　レミは問い返す。

　脇腹を押さえたデイゴが、苦しげに前へ歩み出てきた。レミは思わず立ち上がると、どうするかの考えもなく彼を迎えに前へ進む。

　背後から、ジェイクの答えが聞こえた。

「皆の誓いを受け入れるんだ」
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「お前は考えすぎなんだよ、ジェイク」

　リースはガレージの壁にもたれかかっていた体を起こすと、自分のバイクの方へ歩いていく。

　彼らはリースのガレージに集まっていた。ガジェットが、リースのバイクを直している最中だ。目の前にのびてきたリースの手をガジェットはばしっと払いのけた。

「手を出すな。メカニックは俺だぞ」

　ガレージにつながるキッチンの裏口から、デイゴが三本のビールを手にして出てきた。ジェイクとリースに一本ずつ手渡し、ガジェットのそばのコンクリートの床に座りこみながら、

「俺もリースに賛成。悩むようなことじゃねえだろうが、ジェイク。俺だってレミのことをよく知ってるわけじゃないけどさ、あいつは自分がやりたくないことにゃ、嫌だってはっきり言うタイプだろ」

「おい、俺のビールは？」

　ガジェットが手をつき出してデイゴをにらんだ。デイゴは「てめえで取りにいけよ」とぼそっと呟く。

　二人のじゃれ合いを無視して、ジェイクは腰をのせていた洗濯機から下りた。ビールをぐいとあおり、顔をしかめる。周囲の洗剤の匂いでビールの味が台なしだ。

「そこが問題なんだ、デイゴ。レミはいつでも自分のことは後回しで、他人の面倒を見ようとする。昨夜の、戦いの後だってそうだ。見ただろ？　俺が皆の誓いを受けている間ずっと、レミはせっせと皆の怪我の手当てをして回っていた」

　リースが、壁にたてかけてある折りたたみの金属椅子を広げ、ドサッと腰を下ろした。

「その話と、レミについてのお前の悩みとどう関係があんだよ」

　ジェイクからしてみると、大いに関係がある。もしジェイクが、レミに対する支配欲を抑えきれなくなったら？　レミを完全に服従させたくなったら？　きっとそれでも、レミはジェイクの望みに応えようとして、彼の支配を受け入れ、服従しようとするだろう。自分のことは二の次にして。

　それとも、ジェイクは悩みすぎなのだろうか。レミは、群れの仲間の前だったにもかかわらず、ジェイクを受け入れ、自ら屈服した。あの瞬間のレミはジェイクへの服従を楽しんでいた、それはまちがいない。ジェイクにもそれは感じとれた。

　それでも、レミの過去を考えると……自分の欲望が許されることなのかどうか、やはりジェイクは迷いを振り切れない。

　ガジェットの手からレンチが音を立てて床に落ち、彼は悪態をついた。

「くそったれが！」

　リースが嫌味に眉を動かす。デイゴがビールを一口飲んで口を開いた。

「ジェイク、お前にはレミを傷つけるようなことはできねえよ。レミの方だって、自分のしたいこととしたくないことの区別ぐらいちゃんとつけられるさ、あいつの判断を信じてやれ。レミはお前を心底信頼してるんだ。お前の方だって、あいつを信頼するべきじゃねえのか？」

　そう言うと、デイゴはボトルを床に置き、両手を後ろについてよりかかった。

　ジェイクは歩き出し、リースのバイクをぐるりと回りこんだ。デイゴは正しい。レミは、純粋なまでの信頼をジェイクに寄せてくれている――それがまた、ジェイクの支配欲を狂おしいまでにかき立てるのだ。困ったことに。

「だがな、レミの反応がただの本能だったら？　あんなに俺を信頼するのは、メイトだからかもしれない。オメガだから、本能的に俺を信頼しているだけなのかも」

　リースが肩をすくめた。

「おい、ジェイク。お前がいらないならレミは俺がもらっとこうか？」

　ただの挑発だとわかっていたが、それでもジェイクの腹が煮えくり返った。ジェイクはリースの椅子へずかずかと歩みよると、上からのしかかるようにうなり声を立てた。

　リースが立ち上がり、歯を剥き出してうなり返す。

「おいおい、お前ら、熱くなるなって」デイゴが二人の間へ強引に割りこみ、ジェイクへ向き直った。「たとえ本能だったとして、何が悪いんだよ？　お前がその信頼を壊したり、レミをびびらせたりしなきゃ、何の問題もないだろうが」

「そんなことぐらい自分で考えろよな。お前の方こそメイトにイカれて脳みそ茹(ゆ)だってんじゃねえのか」

　リースはぶつぶつ言いながら椅子に戻る。ジェイクは未完成のガレージの壁に立てかけてある灰色の折りたたみ椅子を取った。

「いつもは違う」

　どこかの馬鹿がメイトをよこせと言い出したりしない限り、彼は冷静だ。

　椅子をぐるりと前後逆に回すと、ジェイクは背もたれを前にして腰かけた。リースがビールをあおり、

「ほお。ならレミも同じだとは思わねえのか？」

　レミが時おり見せる小さな仕種――あの、いつもジェイクの手に頬を擦りよせてくるかわいらしい動きも、ただのオメガの本能なのか。それとも、レミの心からの動きなのだろうか？　ジェイクは顔をしかめて、指の間からだらりと下がるビールのボトルを凝視した。

　だがたしかに、リースの示唆(しさ)も一理ある。レミの判断だって、本能だけに引きずられたものではないかもしれない。

　――一体、いつまで自分をごまかす気だ？

　レミを自分のＳＭパートナーとしてためすつもりがないのなら、どうして今日、サイドバッグにクリップなど入れてきた？　メイトと遊べればと期待したからこそ、わざわざオモチャを持ってきたのだろうに。

　ジェイクはビールを飲んだ。

「……たしかに言う通りかもな。俺はとにかく無理強いせず、レミのペースで事を進めるように配慮すればいいってことか」

「だな。いくらお前のオメガでも、そのへん初心者なのは変わらんからな」ガジェットのレンチがまた手からすべった。「くっそう、デイゴ、８ミリのレンチを取ってくれ」

　壁際の、大きくて赤いツールボックスに歩み寄ったデイゴは、引き出しからレンチを取り出した。戻ってくるとガジェットの肩ごしにぬっとさし出しながら、

「そうそう、レミがオメガだっていう話だけどさ。俺、まちがいなく昨日は肋骨イッちまってたんだが、レミにさわられてあれこれ医者の真似事みたいなことをされたら、すぐによくなってさ。もう今日なんか――」デイゴはグレーのＴシャツをぐいと引き上げると、向き直って胸板をさらした。何も変わりなく見える。「すっかり治ってたんだ。痣ひとつねえし。絶対、折れてたのにさ。前にあんな派手な喧嘩した時には、治るのに何日かかかったんだぜ」

　話の途中で、ガジェットがいじっていたリースのバイクから顔を上げ、じっと聞き入っていた。デイゴのビールを奪って一口あおる。デイゴがそのボトルを奪い返してにらんだ。

　リースがうなずく。

「ああ、昨日も言ったが、俺の足もマシになってる」

　ガジェットが手の甲でぐいと額の汗を拭い、かわりにべったりとグリースの汚れをなすりつけた。またエンジンに屈みこみながら、

「なあ、ジェイク。近いうちにレミと一緒にうちに夕飯を食いにこないか？　レミに、うちの末っ子を見てもらえないかな」

　ガジェットの末の息子は若年性関節炎を患(わずら)っている。ジェイクとしては、あまりこの男に希望を持たせたくはなかった。リースやデイゴの回復はただの偶然かもしれないのだ。レミはオメガではあるが、そのオメガの存在が何をもたらすのか、まだ誰も知らない。

「わかった、レミに聞いておく」答えて、ジェイクはちらりとリースへ目をやった。「ダーク・ラシターについては？　新しい情報は？」

「見たまんまの男さ、とにかくイヤな野郎だね。少しばかり聞いて回っちゃみたが、ＦＢＩの元上司からはまだ返事が戻ってこない。先に事件関係者の方を洗ってみたよ。殺されたビリーの家族がまだこの辺に住んでる。兄貴だ。明日、本人に当たってみるよ」

　デイゴがごろりとガレージの床に転がり、ジェイクたちの方へ顔を向けた。「怒り狂った狼さんたちがレミの親父に思い知らせてやる、って手もあるぜ？」

　ジェイクはデイゴを鋭くにらんで、その考えを牽制した。もっともジェイク自身、幾度もよぎった考えではある。

「駄目だ、群れの掟は破らない。この一件は、合法的にカタをつけるんだ」

　昨夜と同じ、支配的な響きの声を使って宣言し、これは命令だと、はっきりわかるようにした。人狼は、気に入らないからといって人間を殺して回ったりはしないのだ。群れの仲間が道を踏み外すのを見るのも御免だ。

　だが、もし、事態が今以上に悪化していくようなら……その時は、ジェイクも考えをあらためねばならないだろう。ダーク・ラシターの存在を許すわけにはいかない。

　不意に、ジェイクの携帯電話が鳴った。

　床にボトルを置き、ジェイクはベルトから携帯を取って発信者の名前を見た。表示はＲ・ラシター――だがレミの番号からではない。ジェイクは二つ折りの電話を開いた。

「もしもし」

『ジェイク？』

　スターリングだ。そう言えば、彼に名刺を渡してあった。ジェイクの全身がさっと緊張する。

「ああ。スターリング、どうかしたか？　大丈夫か？」

　リースが椅子からとび上がるような勢いで立ったせいで、はねた椅子がガレージの床をすべっていった。

『うん、俺は大丈夫。レミがどこにいるか知らない？』

　スターリングの声は揺らぎ、いつもの陽気な早口ではなかった。

「レミの携帯は？」

『かけたけど、出ないんだ』

　リースがジェイクの正面にぬっと顔をつき出して、何か言おうと口を開く。ジェイクはそれを払いのけ、歩きすぎた。レミはバイクに乗っている最中かもしれない。運転中でも電話に出られるように、イヤホンを持たせないと。

「今どこだ、スターリング？　迎えに行こうか？」

『来てくれる？　今、町の方に向かって歩いてるところなんだけど、ダークに追いつかれたくないんだ』

「だよな。どこで拾えばいい？」ジェイクは肩ごしにリースを見た。「ヘルメットがもう一つ要(い)る」

　リースがさっと、家の中へ駆けこんでいく。

　ジェイクは自分のバイクに歩みより、スターリングから場所の説明を聞きながらエンジンをかけた。あっという間に戻ってきたリースが予備のヘルメットをタンデムシートの後ろにくくりつける。

「待ってろ、スターリング、すぐ行く」

　ジェイクは電話を閉じるとベルトに戻し、自分のヘルメットをかぶった。リースがたずねる。

「あいつは大丈夫か？　何があった？」

「スターリングは大丈夫だ。あの子を拾ったら、連絡するよ。たのみがあるんだが、心当たりに電話してレミの居場所を探してみてくれないか？」

　ジェイクはバイクをターンさせると、道に出て、居留地の方角へ走り出した。それにしても、スターリングに電話番号を教えておいて、幸いだった。
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　レミはキートンの車の影に自分のバイクをよせ、道から見えないようにした。

　携帯を家に置きっ放しにしてきたから、長居はできない。ジェイクの家に行く前に電話を取りに戻らないと。

　いつもの癖で周囲へ目を走らせると、道を歩いてくる男の姿が見えた。みすぼらしい格好だが、どこか見覚えがある男だ。近所の住人か何かか？

　レミは肩をすくめて目をそらすと、小さなランチハウススタイルの家の玄関へ急ぎ足で向かった。誰かに見られたくない。

　ノックするより早く、中からワンワンと吠え声が響いて、レミは思わず笑顔になった。ドアが中から開いた途端、ピタが尻尾を振り回しながらレミにとびついてくる。

「よお、ピタ。入ってもいいか？」

　レミはピタの頭をなでて、家へ入った。ドアが背後でしまり、向き直ったレミの前に小難しい顔をしたキートンが立っていた。

「どうしたよ」

「お前、大丈夫だったか？」

　たずねるキートンは、右手にナイフを、左手にキッチンクロスを持っている。

「ああ、大丈夫だよ」

　キートンはくいっと片眉を上げると、ついてこいと頭を片側へしゃくり、レミを追いこしてキッチンへ入っていった。

　レミはうんざりとうなったが、結局ついていく。キートンのことだ、どうせ昨夜の群れの顔合わせの騒動のことをあれこれ聞いてくるに違いない。いや、逆に、キートンにオメガについて詳しい話を聞くのはいい手かもしれない。

　ピタが、レミを追いこして潑剌(はつらつ)とキッチンへ駆けこむ。

　キッチンへレミが入っていくと、なんと、キートンがシンクの前に立ってジャガイモを剥(む)いていた。

「うわっ、ありえねえだろ。奇跡が起こったのか？　お前が？　料理を？」

　キートンがレミへびしっとナイフを突きつけた。

「ぶちのめされたくなけりゃ黙ってろ。そこの引き出しからナイフを取って、俺を手伝え」

　食器棚の引き出しを開けると、レミはその中をあさった。

「ポテトピーラーはないのかよ」

「それ何？」

「ナイフみたいな形で、刃にスリットが入ってる道具だよ」

　ガサゴソと引き出しをかき回してみたが、ピーラーはない。

「そんなもんがうちにあると思うなよ」キートンはまばたきして、額に落ちてきた前髪をふうっと息で払った。「いいからさっさとこっちに来て、話せよ。本当に何ともないんだよな？」

　果物ナイフをつかみ出すと、レミはシンクの前に立ってジャガイモを取った。水を出して、キートンを手伝いはじめる。

「何ともねえよ。何を作ってるんだ？」

「フライドポテト。料理の練習をしようと思ってさ。ピザとハンバーガーばっかりの生活にはもう飽き飽きだ！」

　キートンはイモを剥く手を少し止めて、レミを見やった。

「なあ、チェイから聞いたんだけど、ジェイクとうまくいってるって？　何だかんだで受け入れたってこと？」

「どっちの話だ、ジェイクとメイトだってことをか、それとも自分の新しい群れを持った方か？」

　ふん、とキートンは鼻を鳴らして、イモ剥きを再開した。レミもナイフでイモを剥きながら、

「ああ、何とかやってるよ。大体、俺に選択肢なんてほとんどないだろ」

「まあそうだけどさ……ただ、ずっと心配だったもんだから。自分のメイトが男だなんて、お前が知ったらどう反応するかと思ってね。いっそあのまま死なせといた方がよかったかなあって、思ったり思わなかったり」

「そうかよ、そいつはありがとな、ビット」

　レミは自分の肩で、小柄なキートンをこづいた。キートンがニヤッとしてこづき返す。

「わかってるだろ、お前が生きててよかったと思ってるよ、この野郎。正直言いたかないけどさ、今ほどお前のことをよく知ってたら、あの時ジェイクにまかせてないで、押しのけてでも俺が真っ先にお前を狼に変えたと思うね。たださ、男とメイトだってのが、お前にとっちゃ死ぬよりキツいことだったらって心配してたんだ」

　耳に入った言葉に、レミは凍りついてキートンを見つめた。

　ジェイクが、レミを人狼にしたのか？　てっきりチェイのしたことだとばかり思っていた。

「どうした？」キートンが、元から大きな青い目をさらに見開く。「俺、何か言った？」

「ジェイクが俺を、人狼に？　でも……何故だ？　俺と知り合いでも何でもなかったのに――」ああ、すでにその時、ジェイクはレミが自分のメイトだと気付いていたのか。「……どうしてお前ら、ジェイクが俺のメイトだって、初めから話してくれなかったんだ？」

「ジェイクがさ、お前が自分で気が付くまではそっとしておいた方がいいだろうって。何しろお前には、覚えなきゃならないことが山ほどあったしね。それも短い間に」

　溜息をついて、キートンはまたイモを剥きはじめた。

「悪かった、レミ。話すべきだったんだろうが、ただなあ……」

「何せゲイの話だし、お前らに対して俺が派手に騒ぎ立てたし？」

「まあ、そんな感じ。お前とチェイのあの大声選手権以来、俺たち全員、黙っているのが一番だと思って賛成したんだ」

　人狼の暮らしに慣れる時間をもらえたのはありがたくもあったが、しかしやはり、ジェイクに惹きつけられる理由がわかっていれば楽だったのにとも思う。知っていれば、あれほど抵抗せずにすんだかもしれない。

　ジェイクは、出会った瞬間からレミを心にかけていたのだ――ふと、レミの中をその思いがよぎる。

「オメガのことはどうなった？」

　聞きながら、キートンはイモを剥き終えたナイフを置き、くるりと向き直ってレミの背後を指さした。カウンターにボウルが置かれている。

「変な感じだよ。人狼絡みのことは全部おかしいけどな。でも群れの連中は気に入ってる。皆いい奴なんだ。ただホント、よくわからねえなあ……皆と知り合ってからまだほんの何日かなのに、もうずっと昔から知ってるような気がすんだよ。変だろ？　大体、俺なんか特別でも何でもねえし」

　キートンは茶色の眉をひょいっと上げ、邪悪な笑みをレミへ向けた。

「そこは俺も大賛成」

　レミはキートンへ向けて、目をきつく細める。

「レミ、お前はさ、特別なんだよ。まだどう特別なのか自分でもわかってないだけだ。大体のオメガは、群れを結びつけるだけじゃなく、何か、群れの力を強化するような能力を持っている。それもオメガの存在が秘密にされる理由のひとつなんだ。群れのほとんどは、オメガが何をしているのか、気付いてもいないんじゃないかな。俺は多分、三形態持っているせいで皆より敏感でね、オメガが群れを鎮めているのがわかるんだよ。オメガがそばにいると、事態がこじれた時でも群れは落ちつきを取り戻せるのさ、昨夜みたいにね。オメガ全般にある力だけど、うちのオメガのは特に強いね」

「お前が元々いた群れは？　オメガはどんな力を持ってた？」

　キートンは首を振った。

「あの群れには、オメガはいなかった。オメガは数が少なく、貴重なんだ――昨日、アルファタイプの狼たちがお前を奪い合って押しよせてきたのはそのせいさ。制止されなければ、あいつらはお前を自分のオメガにしようとした筈だ。本来は、オメガが自分の統率者(アルファ)を選ぶんだ、逆じゃなくて。でもあの狼たちはそれに気が付かないし、自分ならオメガをその気にさせられると信じてるのさ。オメガの匂いとフェロモンのせいで理性がふっとんでるからな。お前、これから用心しろよ」

　レミは自分の腕を上げて匂いを嗅ぐ。「俺、まだ変な匂いがしてるか？」

　キートンがぐるっと目を回した。「いいや。それに、どうせ自分じゃわからない。っていうか、ほかの狼たちみたいにその匂いに影響されはしない。お前の匂いはジェイクの印がつけられた時に変化したんだよ。正確に言うなら、ジェイクに印をつけられることを、お前がすすんで許した瞬間に」

　すすんで許した？

「もし俺がジェイクに好意を持ってなければ、噛まれても匂いは変わらないってことか？」

「そう」

　キートンは右手にナイフ、左手にイモを持ったままレミに顔を向けた。

「そして、オメガであることを隠すためには、くり返しジェイクに印をつけられて、匂いをノーマルに保つ必要がある」

「はあ……ジェイクが俺のメイトでよかったよ、そりゃ」

「統率者(アルファ)とオメガが伴侶(メイト)って、俺はこれまで聞いたことがないね」キートンは何かを思い出そうと顔をしかめた。「いや……違うな、ジョン・カーターが前に、そんなカップルがいるとか言ってた。俺とチェイが一緒になってすぐの時。でも個人的に知ってる相手じゃないし」

　ピタが床からとび上がると、キートンの手からジャガイモを奪い、駆け去っていく。

「こらピタ！　やりやがったな、ただじゃおかないぞ！」

　キートンは仔犬を追って走り出したが、ドッグドアがパタンと開いて閉まる音に、キッチンの入口で立ちどまった。今度は窓へ駆けより、背伸びして庭をのぞく。

「くそ、今日こそあの犬の命日だ」

　レミはくくっと笑って、ボウルの中をのぞきこんだ。気ままな大きさに切られたジャガイモが入っていた。

「なあビット、スライサーで切ったらどうだ？」

「スライサー？」

　シンクに戻ってきたキートンが、ナイフと次のジャガイモを取り上げる。

「ああ。丸くて、格子状の刃がついていて、ジャガイモを細くカットできる道具だ」

　イモを切りながら、キートンはレミを見やった。

「何だってそんなに料理に詳しい？」

　レミは肩をすくめる。「消防署じゃ夕飯当番があるんでな。フライドポテトと、何を作るつもりだ？」

「ハンバーガー」

「ハン……」レミは首を振った。「ピザとハンバーガーに飽き飽きだとか言ってたよな」

「そうさ」キートンがぶつぶつと、「でも俺が作り方を知ってるのもその二つだけだからね。どっちかから始めるしかないだろ」

　レミは切り終えたジャガイモをボウルに放りこんで、たずねた。

「チェイはどこだ？」

　キートンは首を振って、レミに向き直る。「仕事に――痛ッ」

　ナイフがシンクに落ちて、甲高い音を立てた。ジャガイモもゴトッと落ちる。キートンの手のひらの傷から赤い血が盛り上がってきた。

　レミはその手首を素早くつかむ。

「見せろ」

　流れる水の下にその手を持っていくと、親指で血を洗い流した。キートンの向こう側からキッチンタオルをつかみ、圧迫して止血しようと水から手を外したが、肌には傷ひとつなかった。どういうことだ？

　見間違えたのかと、レミはキートンの手をかざした。

「どこを切った？」

　レミの手を払って、キートンは自分の手のひらをしげしげと眺めた。ぎゅっと眉を寄せる。

「まちがいなく切ったんだけどなあ。血も出てたの、見たろ？　たしかに狼は人より早く治癒するけど、こんなに一瞬なんてありえないし、どうして――あっ！　これだ、これだよ、お前の能力！　治癒の力だ！」

　電話が鳴り出した。

　キートンは口を大きく開けっ放しにしたまま、レミを凝視している。それからレミの体ごしにぬっと手をのばし、カウンターの上の電話をつかんだ。

「もしもし？」

　続けて、何かしゃべっていたが、レミはそのキートンの声を耳から締め出した。どういうことだろう。昨夜、傷ついた群れの仲間たちも、レミの手がふれると楽になったと言っていた。デイゴは肋骨をかばっていて、実際一、二本は折れていそうな見た目だったが、レミがさわるとすぐに痛みも薄らぎ、見るからに回復していた。レミは、最初の見立てをまちがえただけだと思って気にとめなかったのだが、今思えば……。

「レミ、リースからの電話だ。お前に伝えてくれって、スターリングが――」

　スターリング！

　レミは玄関へ向かいながらポケットに手をつっこんでバイクのキーを探った。くそっ、あいつに何が？　もしケガでもしていたら――畜生、あのくそったれな携帯の充電が終わるまでちゃんと家で待っていれば――。

「レミ、待てよ」キートンが腕をつかんでとめた。「ジェイクが今、スターリングを迎えに行ってるって」

　スターリングは、無事だ。

　あの子はジェイクと一緒にいる。ジェイクなら、必ずスターリングを守ってくれる。

　レミはそう自分にくり返しながら、荒れ狂う鼓動をなだめようとする。

「電話を借りても、いいか？」

「ほら」

　キートンに受話器を手渡される。レミは、ジェイクの携帯にかけた。

　一回目の呼び出し音でジェイクが出た。

『スターリングは大丈夫だ。今、お前の家に向かってる』

　その向こうからスターリングの笑い声が聞こえた。くそっ。レミは拳でキッチンカウンターを殴りつけると、つめていた息を、やっと吐き出した。







「あいつは、母さんを殴ったのか？　俺がヘルズ・キッチンに行って皆と一杯飲んだってだけで？」

　聞いた言葉の半分も信じられずに、レミは聞き返し、カウチにもたれかかった。ダークは異常者(サイコパス)だ。母は、いつまで耐えるつもりなのだ？　スターリングまで巻きこんで……。

　レミのリビングの床に座ったスターリングは、うなずいて、後ろについた手に体重を預けた。

「そう。あんないかがわしいところをうろついて何考えてるんだ、って、レミのことで母さんを問いつめてた。そこから始まって、次には母さんに〝この役立たずが〟って怒り出して……」

　言いながら、スターリングはちらちらとジェイクを横目で見ていたが、すぐにレミへ目を戻し、いたたまれなさそうにうつむいた。

　カウチに座っているジェイクが膝に腕をのせ、前に身をのり出した。

「お前があのバーに来たことを、どうしてダークが知っている？」

　その問いに、レミは肩をすくめた。そのことは考えたくない。とにかく、もっと用心しなければ。

　あのバーに、レミの顔を知る者など一人もいないと思っていた。だが、その考えは甘かったのだ。
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「スターリングの言う通りだな。お前は、あの子の兄というよりも父親がわりだ」

　ジェイクにそう言われて、レミはまばたきした。父親？　そんな風に考えたことはなかったが、たしかにダークよりもレミの方がはるかに父親らしいことをしている。なろうとしたわけではなく、ごく自然にそうなっただけだ。

　肩をすくめ、レミは寝ているスターリングの上にベッドカバーをかけ終えると、ベッドの向こう側のジェイクへ目をやった。

「スターリングがそう言ったのか？」

　ジェイクはスターリングの額から前髪を払ってやり、微笑んだ。

「ああ、そうだ。彼の言う通り、お前は本当によく弟を育てたな」ひょい、とドアへ顎をしゃくった。「行こう」

　スターリングの部屋のドアを閉め、レミはジェイクについてリビングへと戻った。

「今日はありがとう、ジェイク、おかげでスターリングが巻きこまれずにすんだ」

「礼の必要はない。俺でよければいくらでも迎えに行くよ」

　ジェイクは三人が夕食を食べたコーヒーテーブルを片づけ、皿をキッチンへ運んでいく。

　レミは微笑した。ジェイクなら、本当にそうするだろう。弱い者を守るのは彼の本能のようなものだ。コーラとビールの空缶を拾い上げ、彼はジェイクの背を追った。

「ああ、でもありがとな。親の喧嘩のことからスターリングの気をそらすのも手伝ってくれたし」

「別に俺は、スターリングを元気づけるためにテレビゲームでぼろ負けしたわけじゃないがな」

「俺も毎回、本気でつぶされてるよ。あいつは鬼だね」

　空缶をゴミ箱へ投げこみ、レミは向き直る。ジェイクの皿洗いを手伝うつもりが、ジェイクの存在感と、広い肩幅にすっかり目を奪われていた。レミの狭いキッチンに立つと、ジェイクは圧倒的なほど大きく見えた。彼のこの大きさ、この力強さ――まさにレミを惹きつけてやまない。この引力にもう抗わなくていいのだと思うと心が軽かった。

　指でジェイクの背すじをなぞり、背中の筋肉に力がこもってはリラックスする動きを、黒いＴシャツごしにたしかめる。ジェイクの肩甲骨の間に頬をよせ、腕を回して抱きついた。レミは深々と息を吸いこみ、メイトの優しく、雄々しい匂いを吸いこむ。

「レミ、駄目だ。後にしろ」

「は？　何もしてない――」

「呻いたり、頬ずりしたりしてるのは何だ？」

　そんなことを？　レミはニヤッとして、ジェイクから離れた。

「わかったよ」

　キッチンタオルを取って、ジェイクが手渡してくる皿を拭い、棚にしまう。

　最後の一枚を片付け終えると、ジェイクがレミを抱き寄せ、キスをした。

　思考がたちまち溶ける。こんなものに抗えるわけがない――彼ら二人は、まるで息をするように自然につながりあっている。

　キスを続けながら、ジェイクはレミをリビングの方へと導いていく。レミの尻に両手をのせ、自分は後ずさって。だがまずキッチンカウンターに、次は壁に、そして小さなテーブルに衝突した挙句(あげく)、二人は笑いながら離れた。

　リビングのカウチの脇から、ジェイクがバイクから外して持ってきたサイドバッグを取った。

「ベッドルームへ行け。このままじゃ頭を打つか家具を壊すのがオチだ」

「今回仕掛けたのはお前の方だけどな？」

　レミはそう言うや、尻めがけてとんできたジェイクの手の一振りからとびのいて、自分の寝室へ逃げこんだ。ふざけ合っている時の、ジェイクが喉で立てる色っぽいうなり声がたまらない。

　レミがパソコン用の椅子に座って靴と靴下を取っていると、入ってきたジェイクがドアを閉め、ベッドに腰かけて靴を脱ぎはじめた。

　素足になると、ジェイクは持ってきたバイクのサイドバッグの口を開く。携帯をナイトスタンドに置き、ベッド横にそのバッグを置いた。

「おいで」

　レミはジェイクの前まで歩いていくと、跪(ひざまず)こうとしたが、ジェイクがそれをとめ、レミを膝の間に引きよせて立たせた。ゆっくりと、レミの着ている青いシャツのボタンを外しながら、

「本気だな？　本当に、お前の望みなんだな？」

「ああ」

　本気も本気だ――レミは朝からずっと、この瞬間を待ちかねていた。

　昨夜、レミの脳裏では、幾度となくあの木立の中での出来事がくり返されていた。ジェイクに服従し、身も心もゆだねきった、あの時のことを思うだけで体が熱くなる。

　ジェイクが、レミのシャツを肩から落とし、下着をまくり上げて、あらわになった腹筋にキスをした。

「脱げ」

　レミがタンクトップを頭から脱ぐ間、ジェイクの舌がまっすぐに、下へと肌をなぞっていく。

　鋭い吐息をこぼして、レミは脱いだ服を床へ放った。ジェイクの舌に肌をくすぐられると腹筋がヒクリと痙攣した。期待に心臓が高鳴っている。ジェイクへの欲望がつのって、ジーンズの中で固く張りつめた屹立がジョックストラップにくいこむ。

　ジェイクはレミのジーンズへ手をのばしながら、彼を見上げた。

「途中でとめてほしくなったら、いつでも言え」

　その声にか、声に含まれた命令にかはわからなかったが、レミの体の内側がざわつく。

「イエス・サー」

　従順な返事に、ジェイクは喉で満足そうな音を立て、微笑した。レミのジーンズを脱がして下着だけを残すと、身を屈めてレミのものに唇をかぶせる。ジョックの薄い布地ごしに、ジェイクの口腔の熱がレミの屹立を包んだ。

「あっ、凄え……、御主人(サー)様」

　レミは我知らず、腰をつき出していた。ジェイクの舌の感触が、信じられないほど気持ちいい。

　ジェイクは下着のゴムに指をかけて、引き下ろした。

「ベッドに寝ろ、仔狼(パップ)」

　レミはすぐさま、命じられたままにベッドに仰向けに横たわると、服を脱ぐジェイクを見つめた。

　見事な筋肉だった。背も高いが、ジムか何かでしっかりと鍛えた体をしている。レミ自身のように張った筋肉ではなく、ジェイクの胸板や手足を包む筋肉は固く締まっていた。腹筋は割れているが、あからさまなほどではない。

　股間や脇、足は体毛に覆われていたが、胸元には毛がほとんどなく、肌は美しい褐色で、アパッチらしい体だ。ペニスは太く、長い――見るだけで唾が出そうだ。しかし凄い。あんなものが自分の尻に入っていたとは、信じられない。

　レミの視線の先で、ジェイクのペニスが固くなって上を向く。ジェイクの声はほとんどうなるようだった。

「くそ、お前のその目つきときたら……」

　レミは唇をなめる。ジェイクが彼の上にまたがると、ゆっくりと覆いかぶさってきた。レミはさらに脚を広げ、背をしならせた。

　見つめ合う。ジェイクの指が、レミの唇にふれた。

「声を立てるな、仔狼(パップ)」

　その指はレミの顎から首すじをすべり、昨夜ジェイクがつけた噛み傷を優しくなでる。

　レミはうなずいた。ジェイクはゆっくりと、手を下へすべらせていく。

「両手は頭の上だ。いいと言うまで、動くな。言葉も出すな」

　レミの喉元から乳首までを、ジェイクがゆるやかになめた。濡れた跡に息がかかって、ちりりと冷えていく、それがまた刺激的だ。

　ジェイクは乳首を片方ずつなぶってから、じっとレミの目を見つめながら下腹部へと舌を這わせていく。二人の脚が絡んで、レミの太腿にジェイクの固い屹立が当たった。その熱と、ジェイクの口だけにレミの意識が集中する。

　レミの勃起にジェイクの唇が近づき、温かな息がかかった。今すぐ濡れた熱に呑みこんでほしくて、レミの太腿に力がこもる。

　だが期待はかなえられなかった。かわりにジェイクは、レミの太腿をつついて脚をさらに広げさせると、太腿の内側に吸いつき、足首まで舌でたどった。くるぶしの骨をなぶり、脚の裏に舌を這わせる。右脚をたっぷりとした愛撫で濡らしてから、その脚を離し、ジェイクは左脚にとりかかった。じっくりと、永遠と思えるほどの時間をかけて、レミを追いつめていく。

　意地が悪い――焦(じ)らされすぎて、このまま死にそうな気分だった。

　やっと、ジェイクの愛撫が腰骨のあたりまで戻ってくる。とうにレミの目は狼のものに変わり、牙も長くのびていた。

「ふうむ……お前は、いい匂いがする」

　ジェイクが、レミの陰嚢に鼻をうずめる。レミはあやういところで呻き声をこらえた。額、胸元と、汗が一気ににじみ出してくる。しゃぶってくれと、ジェイクにすがってしまいそうな手をきつく握り、また開いて、耐える。動くまいとして、太腿がぶるぶると震えた。

　やっと、ジェイクの舌がピチャピチャと陰嚢をなめたが、快感を得るよりも先に愛撫がとまった。ジェイクはベッドの横から身をのり出して、どうやらサイドバッグをごそごそとあさっているようだ。

「お前に、オモチャを持ってきた」

　そう言うと、ジェイクはレミに見えるように細い鎖をかかげる。金属の鎖だが、狼のモノクロームの視界ではその鎖が金か銀かはわからない。鎖の両端に何か、奇妙な楕円形のものがついている。何かをはさむような――。

「！」

　これは、乳首クリップだ。ジェイクにそれを使われるのを想像しただけでレミの乳首にちりちりと刺激が走る。レミが腰を揺らすと、ペニスの先端がジェイクの顎をつついた。

　ジェイクが、レミの太腿に軽く歯を立てる。

「動くな」

　レミの腹の上へクリップを置いた。

　ジェイクの声の、支配的な響きがたまらない。ジェイクに尽くして、喜ばせたい――この男に服従して、彼の好きにされたかった。

　クリップの金属が、ほてった肌にひんやりと気持ちいい。レミの股間は熱でうずき、屹立の先端は先走りで濡れていた。レミは口を開いて「イエス・サー」と答えかけ――もはやその敬称が自然に感じられる――あやうくこらえた。

　ジェイクがまたベッドサイドに手をのばし、レミの太腿にその胸板の重みがずっしりとのしかかって、体が傾く。荒い鼻息をつき、ジェイクはベッドに潤滑剤(ルーべ)のボトルを置くと、レミのペニスを手でつかんだ。鈴口をぺろりと舌でなめ、先端部分を口に含む。

　顔を上げたジェイクの、狼の目が輝き、レミと同じように口元から牙がのびていた。

「俺がいいというまでイクなよ、仔狼(パップ)。膝を曲げろ」

　レミは目をとじ、曲げた膝を胸元へ引き寄せた。陰嚢を涼しい風がかすめたかと思うと、いきなり熱いものに包まれていた。ジェイクの口だ。袋がピンと張りつめ、レミの全身が震える。ピチャピチャと、濡れた音が静かな部屋に響く。温かく、ぬらついた指がレミの陰嚢の後ろにふれて、奥の穴へとたどった。

　ジェイクの指が、内側へ入ってくる。じりじりと、ほんの少しずつ。その間もジェイクはレミの屹立に舌を這わせていた。

　何が何だかわからなくなってくる。レミのこめかみから汗がつたい落ち、上げた脚が震え、腰にうずく快感が体中に広がって、思考力を奪う。

　指を増やし、ジェイクが二本の指を挿入してくる。奥へ、奥へ。指先がレミの性感帯を刺激するまで。もたらされる快感は鮮烈すぎて、ほとんど痛みに近いほどだった。ジェイクの指を求めているのか、それとも逃げたいのか、レミにはもうわからない。

　ジェイクがレミのペニスをぐいとつかむと、唇をかぶせて吸い上げた。我を失って、レミは呻き声を立てる。

　後ろから指を抜き、ジェイクはその声をとがめるようにレミの腰を噛んだ。ピリリとした痛みを残すほど、強く。

　ギシ、とベッドがきしみ、レミは目を開けた。

　ジェイクが、レミの脚の間に屈みこんでいた。レミの腹の上からチェーンでつながった乳首クリップを拾い上げると、レミの尖った乳首を片方ずつクリップではさんでいく。唇の片端を上げると、彼は、つんとそのチェーンを引いた。

　レミは身もだえた。クリップは乳首にくいこんでいるが、きつすぎるほどではない。痛みは、すでに燃え上がった快感にさらなる刺激を足すだけだった。

　もう限界だ――ジェイクに哀願する寸前だった。目に涙がにじむほどだ。どろどろした快感に全身が小さく震えている。

　ニッと、満足げな笑みを浮かべて、ジェイクは潤滑剤(ルーべ)のボトルを取ると、自分のペニスにゆっくりとジェルを塗りつけていく。

「これが欲しいか、仔狼(パップ)？　挿れてほしいか？」

　レミは、がくがくと頭を上下させてうなずく。もう我慢できない――お願いだ……。

　数秒の、耐えきれないほどの間の後、ジェイクがレミの後ろを潤滑剤(ルーべ)で濡らし、ボトルを横へ放った。乳首のクリップにつながるチェーンをくいと引き、同時に屹立の先端で穴を擦り上げる。

　後ろへ押し当てられるジェイクの熱と、乳首が引っ張られる刺激に、あやうく叫んでしまいそうだった。

　やっと、ジェイクがレミの内側へ押し入ってくる。限界まで焦らされた体はもう純粋な歓喜しか感じなかった。もっと――もっと奥を、今すぐ満たしてくれなければ、おかしくなってしまいそうだ。

　レミは唇を噛み、ジェイクに貫かれる間、声をこらえた。レミの尻に自分の陰嚢が押しつけられるほど、深々と貫くと、ジェイクはやっと動きをとめた。そのまま、ただ静止した。

　レミを見下ろす目には楽しげな光が宿っていて、この男は自分がどれほどレミを追いつめているのかよくわかっているのだ。

「お前の中は気持ちがいい……本当に、きつく締めつけてきて」

　レミはただ、かぼそい鳴き声を立てた。

　レミの膝を下から抱え上げると、ジェイクは腰を上げてぐいとレミを突き上げた。速いリズムで、獰猛にレミを犯しながら、幾度となく腰を叩きつけ、喉で低くうなる。

　力強く突きこまれるたび、レミのペニスが揺れて自分の下腹を叩く。臍の下の、体毛が濃い肌に滴の痕が散った。ジェイクの動きに応えて腰を揺すりたかったが、この体勢ではそれもできない。

　ジェイクが、レミの両脚を下ろして、のしかかってくる。二人のどちらも息が荒く、汗みどろだった。ジェイクの顔からしたたる汗が、レミの胸元をつたっていく。

　ジェイクが、レミの唇をキスでふさぎながら、乳首クリップのチェーンを強く引いた。

　レミは背をしならせた。乳首にピンと走った痛みが、あっという間にうずくような刺激に変わっていく。苦痛と快感が入り混じりながら押しよせた。もうこらえきれず、レミはジェイクの動きに応じて腰を揺すり上げ、ジェイクの舌に口を探り抜かれながら呻きをこぼす。腰を上げると、まさに求める場所をジェイクの屹立に突き上げられた。

　ジェイクのキスが、首すじへと動いていく。

　乳首をさいなむ痛みと刺激、そして奥を満たすジェイクの熱――レミはもう限界だった。喘ぎ、呻く。

「ああっ、もう――お願いだ、御主人(サー)様――」

　ジェイクがレミの首のつけ根を噛み、チェーンを強く、乳首からパチンとクリップが外れるほど一気に引いた。飛んだチェーンがシーツに落ちる。

　レミの目の前に稲妻が散った。全身をピンとのけぞらせ、彼は達していた。熱い精液が下腹部と胸元に飛び散る。ジェイクも動きをとめて、かすれた叫び声を立てた。次の一瞬、レミの奥にジェイクの熱が広がった。

　次に気が付いた時、ジェイクが水の入ったグラスを片手に、レミのそばに腰かけていた。

　起き上がったレミの口元にジェイクがグラスを当て、水を飲ませてくれる。レミの喉はカラカラでヒリつき、髪は肩や首に乱れていた。どうして喉がこんなに――と考えて、思い出す。そう、静かにしろという命令を守るどころか、思いきり叫んだのだった。

　スターリングの眠りが死人なみに深くて、本当に幸いだった。

　ジェイクが空のグラスを引いた。

「もっと飲むか？」

　レミは首を振る。「ごめん。ちゃんと黙ってられなくて」

　微笑して、ジェイクはレミの頬を手で包み、キスをした。舌が愛しげにレミの唇をなぞり、内側へ入りこんでくる。短いキスを交わして離れると、ジェイクは指でレミの頬をなでた。

「お前なら、次はもっとうまくやれるさ」
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「お前の口って、ほんと、すげえいい……」

　レミは枕に頭をのけぞらせた。目をとじ、刺激をすみずみまで味わおうとする。

　さらに強く吸い上げられ、巧みな舌で肉茎をちろちろとねぶられた。

「あっ、くそっ、イクって――やめろ、まだっ……」

　指の間に恋人の髪をきつく絡ませ、レミは押しよせてくる絶頂をこらえようとした。相手の甘美な唇を引き離して、どうにか快感を長引かせようとする。まだだ、まだ――。

　だが優しいキスでからかうように腹をくすぐられると、つい髪をつかむ手がゆるんだ。レミの手がぱたりとベッドに落ちると、また相手の口がレミのペニスを呑みこむ。

　腰の奥がうずき、肌に震えが走った。陰嚢がきつく張りつめ、足先までぴんと緊張する。まるで甘い拷問だ。熱い波が、ざわざわと背骨をのぼってくる。まだ――まだ、早すぎる――。

「あっ、ああっ……」

　熱く、巧みな口が、レミのペニスから離れた。

　レミは、半ば笑いながら凄む。

「てめえ、焦らしやがって！」

　鼻で笑われた。次の瞬間、ペニスを手でぐいと握りこまれ、舌で先端から陰嚢までぺろりとなめ上げられた。

　相手の髪をまたつかむと、レミはその顔を股間へ引きつけた。

「それ、凄え、いいっ――」

　両脚がさらに上へ押し上げられて、レミの体を大きくさらけ出す。いたずらな舌が敏感な場所をなぶりながら、ペニスから、尻の割れ目へと下がって……。

　レミは何とか、後ろの穴へ近づく濡れた舌と、陰嚢にかかる熱い息に意識を集中しようとした。凄く気持ちがいい……。

　いきなりその感触が消えたかと思うと、尻の谷間に唾液が吹きつけられた。穴の周囲へ、たっぷりと唾が垂らされる。指が穴をさすり、円を描きながらぬめる唾を広げた。

「焦らすなよ！」

　ついに、指の先が内側へ入ってくる。

「ああっ……」

　レミは呻いた。

「くそ……ビリー、なあ、もういいから突っこめって――」

「んん……？」

　指が二本に増やされる。やがてその指も抜かれ、かわりに固い屹立が押し当てられた。

　レミは、閉じていた目を大きく開ける。ビリーに両腕をのばし、もっと早くと急かそうとした。

　少しだけ先端を挿入してから、ビリーは引き抜く。次も、その次も。ほんの少しだけ突き入れては、奥までは挿入しないまま、レミがこらえきれなくなるまで焦らす。

　レミはビリーの腰に両脚をからませると、力をこめてぐいと前へ引いた。

　倒れこんだビリーが、手をついて、体を支えながら笑った。屈んでレミにキスをする、茶色の瞳は生き生きときらめいていた。長い黒髪がレミの頬をくすぐる。ビリーが唇にキスをしながら、文句を言った。

「やりやがったな」

「うるせえ、お前こそちゃんとやれ。てめえは一度イッてるからいいよな――さっきしゃぶってやったろ？」

　レミは脚をほどき、ビリーと脚を絡め直して、もっと動きやすい体勢を作る。腰を持ち上げ、ビリーのそれをもっと深く誘おうと、押し返した。

「もっと――」

　ビリーの耳元で、切れ切れに喘ぐ。ビリーはぐっと腰を沈め、根元まで貫きながら低い呻きをこぼした。

　その時、咆哮が室内の静けさを叩き壊した。ビリーがはっと背後へ顔を向け、悲鳴を上げる。

　突然、ビリーのぬくもりが体から引きはがされ、肌がひんやりとした。

「このクズどもが！」

　ダークが、小さなツインベッドの横に立ち、憤怒に顔を歪めていた。レミへ手をのばす。

　後ずさったレミの背中が、木製のヘッドボードにゴツンとつき当たり、壁にその音が反響した。ダークと逆側に飛び下りて走り出そうとしたが、間に合わなかった。喉元をがしっとつかまれ、後ろに引き戻されたかと思うと、吊り上げられたレミの爪先がベッドから浮いた。

　レミは首にくいこむ父親の手をつかみ、空気を求めて喘いだ。両足でバタバタと宙を蹴り、何か、何でもいいから必死で足がかりを得ようとする。息ができない――この手を振りほどかないと――。

　目の奥がじんじんと痛む。顔が今にも破裂しそうだ。

　ダークが、酒臭くよどんだ息と言葉を、レミの顔に浴びせかけた。

「俺の息子にホモ野郎なんかいらねえんだよ！」

　レミを揺さぶる。ダークの指がますますレミの喉にくいこんだ。

　視界が真っ白になる。短い爪でダークの手をかきむしったが、どうにもならなかった。

「レミを離せ！」

　ビリーがわめいた。レミのぼんやりした意識の端で、体がぶつかり合う音がして、ふいにレミの喉を締めつけていた万力(まんりき)のような力がゆるんだ。レミはドサッと落ち、固い木の床に顔を打ち付けた。ハアハアと喘(あえ)ぎ、焼けるような肺で息をしようとする。

「邪魔するな、ホモ野郎が！」

　ガツンと大きな音が響き、続けてゴロゴロと、こもったような息の音がした。

　視界が戻ってきたレミは、何が起きたのか見ようと腕で体を起こした。喉が痛くて声も出せない。

　涙で目がかすんでいたせいで、顔面に迫ってくる黒いブーツの底に気付いた時にはもう手遅れだった。顎をガツンと蹴り上げられ、レミは床へ倒れた。

　床に、ビリーが仰向けに横たわっていた。腕と足が、奇妙な方向へ折れ曲がっている。

　カチャカチャと金属の鳴る音。それからシュッと擦れるような音がして、ダークが何かぶつぶつと呟いた。レミにはどれも聞き取れない。まるで、水の中にいるかのようだ。

　次の瞬間、肩に凄まじい痛みがはじけた。逃げようともがいたが、ダークの靴が顔を踏みつけて逃亡を許さない。くり返し、くり返し、痛みがレミの背中に、尻に、太腿にはじけた。激痛のあまり、いっそ死んでしまいたいと願うほど凄まじい痛みだった。

　レミは、床に倒れた親友――恋人――を見つめる。お願いだ、お願いだ、立ち上がれ、ビリー……。

　ビリーは立ち上がらない。彼は、身動きひとつしなかった。

　ブーツの爪先がくり返し肋骨に蹴りこまれる。レミの体がぐったりと、力を失って横たわるまで。

　ビリーの、ねじれた体がかすんでいく。

　やがてすべてが闇に呑みこまれた。




　レミはがばっと起き上がり、息を求めて喘いだ。まるで何かに体中を締めつけられているように息ができない。肺は焼けつくようで、喉にくいこむ手の感触がまだ生々しく残っていた。

　誰かの腕がレミをかかえこみ、自由を奪う。駄目だ、逃げないと――今すぐ逃げなければ――。

「しいっ、大丈夫だ……お前は悪い夢を見たんだ。俺がついてる、仔狼(パップ)。何も心配いらない。お前は、俺が守ってみせる」

　ジェイクだ。ジェイクがいる……レミは体の力を抜き、メイトの抱擁の中へぐったりと全身を預けた。ジェイクの胸元に耳をよせ、その鼓動の音で自分を支えながら、数秒、ただそうしていた。

　両腕をジェイクの背に回して、きつく抱きしめる。もう安全だ。ジェイクが来てくれた。もう何も――いやそうじゃない、あれはただの夢だ。そもそも危険など存在しない。

　ジェイクが、円を描くようにレミの背をさすった。

「話してくれ、仔狼(パップ)。何の夢だ？」

　レミは目をとじた。体をずり下げると、頭をジェイクの太腿にのせ、両腕を彼の腰へ回す。仔狼(パップ)、とジェイクに呼ばれるのが好きだった。

　幾度も、ジェイクの指が彼の黒髪をなで、髪を梳(す)いていく。

「ずっと、同じ夢を見てるんだ。いつもは何か起こる前に目が覚める。でも今夜は……」

「そこで終わらなかったんだな。夢の中身を聞かせてくれ、レミ。どうしてその夢をくり返し見るのか、一緒に考えよう。どうして今夜、その夢が悪夢になったのかも」




　　　＊　＊　＊　＊　＊




　ジェイクはレミの頬をなで、眠りの中でもレミがその手に頬を擦りよせてくる仕種で心を温めた。眠っていてすら、レミはジェイクの存在に反応しているのだと思うと、胸をしめつける痛みがわずかでも薄らぐようだ。

　レミを起こさないよう気をつけながら、膝の上の頭を持ち上げ、そっとベッドの下の方へ体をすべらせた。レミのそばに横たわると、ジェイクはレミの額にキスをする。

　涙が出そうになるのをこらえながら、レミと頬を合わせ、少しの間、落ちつきを取り戻そうとした。胸が痛む――そうとしか言いようのない状態だった。肉体的にも、精神的にも、深々と痛みがくいこんでいる。腹の底がねじ切れそうだった。

　何てことだ。レミが生きのびられたのは奇跡だ。あんな記憶を押し殺していたのも、無理はない。

　レミが語ったのはただの夢ではなく、実際の記憶だと、ジェイクは確信していた。レミの夢と、背中に実際に残る傷は一致している。

　手をのばし、レミの向こうから携帯電話を取ると、ジェイクは電話を開いて連絡先を表示した。呼出音を聞きながら、レミの額にキスをする。

「愛してるよ、仔狼(パップ)」

　レミの口から、ほとんど吐息のような音がこぼれた。唇の端が微笑の形にゆるむ。

　ベッドに横たわり、ジェイクは天井を見上げながらゆるやかにレミの髪をなでていた。

　リースには、このことを話さなければなるまい。もし、ダーク・ラシターがビリーを殺したのだと証明できれば、あの人でなしには償(つぐな)いの長い時間が待っている。二度と、レミを傷つけられない遠い場所で。
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　レミはキッチンに一歩入ると、シンクの向こうの窓からあふれる陽光に目を細めた。コーヒーと、ベーコンの焼ける匂いが鼻腔(びこう)を満たす。最高だ。

　目が慣れてくると、最初に見えたのは、屈(かが)んで冷蔵庫をのぞいているジェイクの後ろ姿だった。きついジーンズに、締まった尻の形があらわになっている。いい眺めだ。

　ジェイクは昨日と同じ服装だった。クローゼットを片づけてジェイクの着替えを置けるスペースを作らないと、とレミは頭のすみに書き留める。昨夜の記憶がよみがえってきて、思わず口元がゆるんだ。

「ねえ、リースっていくつ？」

　短パンにタンクトップ姿のスターリングがレンジの前に立っている。フライ返しを片手にジェイクを振り向いた彼は、軽く下唇を噛んでいた。フライ返しの先からリノリウムの床へ卵液がボタボタと滴っていたが、まったく気にしていない。

　レミはあくびまじりに前へ踏み出した。だが先に、ジェイクが答えた。

「二十六歳だ。テーブルの仕度をたのめるか？　スクランブルエッグは俺がやるから」

　スターリングからフライ返しを受け取ると、それをレンジの端に置き、ジェイクはカウンターのキッチンタオルをつかんで床の惨状を拭った。

　スターリングはジェイクの横の棚によりかかる。

「珍しいよね、ヒゲを生やしたアパッチって、俺初めて見たよ」

「リースはアパッチじゃない。父親がチェロキー族で、母親はイギリス人だ」

「結婚してんの？」

「いいや」

　ジェイクは立ち上がって、床を拭ったタオルをスターリングへ手渡した。スターリングはそれをシンクへ放りこむ。

「じゃあ彼女は？　いる？」

　ジェイクはクスッと笑って首を振った。

「いいや。彼氏もいない」

「ってことは、リースはゲイなんだ？」

　スターリングに向き直り、ジェイクはフライ返しを彼に向ける。

「ああ、そうだ。何故知りたがる？」

「好奇心。それとも質問するのに誰かの許可かなんか必要だったっけ？」

　コンロに向き直りながら、ジェイクは喉でうなった。レミを見つけて、微笑する。

「お早う」

「しっ、まだアレに話しかけちゃ駄目！」スターリングは棚をあさってマグカップを取り出し、コーヒーメーカーへ向かった。「目覚めの一杯を飲むまでは不機嫌のカタマリだから」

　コーヒーを注ぐと、レミの方へと持ってくる。マグを受け取りながら、レミは弟をにらみつけた。人のことを好き勝手言いやがって。

　スターリングは澄まし顔で、一歩下がりつつ大仰に一礼してみせた。

　ジェイクが笑いをこぼして、スクランブルエッグをかき混ぜる。

「気をつけろ、スターリング。それが本当なら、今危険なのはお前の命だ」

「いーや、俺は平気、何故ならその目覚めのコーヒーを淹(い)れて差し上げたのは俺だから！」

　スターリングは棚から三枚の皿を取り、レミがキッチンテーブル代わりに使っている小さなカードテーブルに並べた。

「何を偉そうに、どうせ自分で飲むために淹れただけだろうが」

　コーヒーを一口飲み、レミは強い苦味をしみじみと味わう。最高だ。スターリングが引き出しからフォークを取り出しながら返事をする。

「俺、まだ一杯も飲んでませんけど？」

　それを耳にしたジェイクが、おののいた顔で二人を振り向いた。

「スターリングにカフェイン？　冗談だろ？」

　レミはうなずく。「だろ、ヤバいんだよ。でもこればっかりは俺にもやめさせられなくて。こいつが七つの時から親がコーヒー飲ませてたから。どうにか、一杯だけに制限してるけど」

　どこかで電話が鳴り出した。家の電話でも、レミの携帯でもない。ジェイクがベルトから自分の携帯を取って眺めた。

「俺のでもないな。電源落としたままだ、忘れてたよ」

　電源ボタンを押してからベルトに戻し、皿にスクランブルエッグを盛りはじめる。

「あっ、俺の携帯だ」

　スターリングが自分の部屋に駆け出していった。

　レミは呻く。もし、ダークがそばにいる時に鳴り出したらどうする気だ。

「友達に番号を教えた、とかだったらあいつを絞め殺してやる。禁止してるのに。あの電話は緊急事態用だぞ」

　左手にフライパンを持ったまま、ジェイクが右手をレミのうなじに置き、引き寄せてキスをした。

「気分はどうだ？」

「ん……」レミはキスを返す。「いいよ」

　ニッと唇を上げて、ジェイクはレミを放した。

「スターリングは好奇心旺盛だな。この三十分、リースのことを根掘り葉掘り聞かれたよ」

「ごめん。俺を起こしてくれりゃよかったのに」

　あいつ、どうしてリースのことなど知りたがるのだ。ほかには一体――？

「ん？　どうしてお前があやまる？」

「スターリングは、何というか、ちょっとおしゃべりだろ。もう気が付いてると思うけど」

　おしゃべり、という定義に収めていいものかどうか。スターリングの口にはターボエンジンが付いている。

「好きなだけしゃべればいいさ、あの子はいい子だ。俺はまったくかまわないよ」

　言いながら、ジェイクはシンクにフライパンを置いた。グラスを取ってミネラルウォーターを注ぎ、テーブルに顎をしゃくる。

「食おう」

　グラスを置いてレンジへ向かい、ベーコンがのった皿を取り出す。それをテーブルへ置くと、ジェイクはキッチンタオルをつかみ、オーブンからトーストが数枚並んだ天板を引き出した。

「トースターが見つからなくてな」

　凄い。ジェイクとスターリングの二人で、ベーコンと卵とトーストまで準備してくれたのか。

「ああ、トースターは、スターリングが壊したんだ」

「トースターを？」

「そう。あいつ、起き抜けで朝食の仕度をしながら、コーヒーを立て続けに三杯も飲んでさ。パンが詰まって出てこないからって、トースターを壁に投げつけたんだよ。だから今はコーヒーは一杯だけってわけ」

　レミはもう一口コーヒーを飲み、テーブルの前に立った。ジェイクが横に座って、椅子をレミによせる。フォークを手に取り、ふと彼は眉をひそめた。

「レミ、この話題を持ち出すのは気が進まないが、だが昨夜の……」

　昨夜の夢。くそう。レミは及び腰でたずねる。

「あれが、どうかしたのか？」

「あれについて、お前にもっと思い出してもらいたい。つらいことなのはわかっているが、あれが事実だと証明できる手がかりを思い出せれば、ダークを追いこめる」

「でも、もし、事実じゃなかったら？　俺の頭の中だけのことだったら？」

　レミには、あの事件の頃の記憶がろくに残っていない。死んだビリーのことすら、ほとんど思い出せないほどだ。ビリーとの関係も記憶の底に封じてしまったというのだろうか？

　ジェイクが首を振った。

「いや、お前の空想だとは思えない。俺はな、あの夢は本当に起こったことだったんだと思う。すでにリースに話して、調査に取りかかってもらっている」

　何てこった。レミは目を伏せた。リースがジェイクの相棒なのはよくわかっている。それでも、こんなことを知られるのはいたたまれなかった。

「リースは、ダークとも縁があるんだ」

「え？」

「あいつは元ＦＢＩだ。ビリーの事件の担当はリースの昔の上司でな、その上司も、当時からあの事件について何かおかしいと思っていたらしい。どうも、お前の父親はＦＢＩに対してもなかなかの印象を残したようだな」

　ジェイクはレミの頬を手で包み、続けた。

「あの男のせいで、お前が恥じる必要などない」

「わかってる……俺は別に、父親を恥じてるわけじゃない。ダークは昔からずっとろくでなしだった。そんなことは、ずっとわかってたことだ。でも――もし俺の夢が本当にあったことなら……？　俺があの時に証言できなかったせいで、ダークを自由の身にしちまってたってことなのか……？」

　ビリーの仇(かたき)を逃した。それだけではない。この幾年も、無駄にダークに耐えつづけてきた。

　ジェイクがレミの額にキスをした。

「もっと早く思い出せたとしても、正直、違いがあったとは思えないね。居留地は部族警察の管轄だ、ほかの警察は手を出せない。殺人事件だけはＦＢＩが捜査するが、そのＦＢＩでさえビリーの事件はあきらめたんだ。一体、ほかにダークがどんな汚いことをしてきたものか……俺たちで調べ出して、そいつを足がかりにしよう」

　レミはうなずいた。ジェイクは正しい。あの夢が現実の出来事かどうか、まずはそれをはっきりさせて、関わった人間を洗い出していくしかない。何か思い出せないか、レミも記憶をひっくり返さねばなるまい。チェイや昔の友人たちと話せば、何か糸口がつかめるだろうか？

　あの夢が事実なら、思い出したくない記憶だ。だが思い出すことでスターリングをダークの手から救えるというのなら……そう言えばスターリングは？

「スターリング！」

「今行くよ！」

　スターリングの部屋から大声が返ってきた。

　ジェイクが、指ですっとレミの頬をなで下ろす。

「今朝はいい表情をしてるな」

　レミは微笑を返した。実際、いい気分だった。自分に恋人ができるなど――それもジェイクのような恋人が――夢にも考えたことがなかった。ずっと、それどころの人生ではなかったのに。

「ありがとう。ありがとう、俺を救ってくれて。俺を変えてくれて……御主人(サー)様」

　ゆったりとした笑みがジェイクの唇に広がる。その目がうっすらと曇り、数度またたいてから、彼はまたレミにキスをした。優しく、やわらかなキスだった。

「残念ながらな、仔狼(パップ)、俺の動機はとても利己的なんだ」

「俺がお前のメイトだからだろ？」

　レミはジェイクの唇に囁く。ジェイクがうなずいた。

「ああ。お前は俺のものだ」

「嬉しいよ――」

「ちょっと待って、今ジェイクにかわるから！」

　スターリングがそう言いながらキッチンに入ってきた。ジェイクに電話を手渡す、弟の顔は満面の笑みをたたえている。一体どこまで見られたやら。

「リースから」

　スターリングがそう告げる。何故吐息混じりなのだ。いや、ただのレミの勘違いか。しかし――リース？　どうしてリースがスターリングの携帯にかけてきた？　大体、どこから番号を？

　ジェイクは眉をよせて手渡された携帯を見下ろし、たじろいだ視線をスターリングへ向けてから、耳に当てた。

「俺だ」

　続けてリースに用件や、どこでこの番号を、などと聞いていたが、レミはさっさとスターリングへ向き直った。

「どうしてリースがお前の番号を知ってる？」

　スターリングはジェイクの向かいの椅子に腰かけ、肩をすくめた。

「さあね。言わないんだよ。探偵だから、探し物は得意なんだってさ」

　ほほう、それは。

「俺にかける時以外はちゃんと電源は切っておけよな。家にいる時に鳴り出してダークにバレたらどうするんだ？」

「いつもは切ってるって。昨日ジェイクにかけた後、そのままになってたのを忘れてただけだよ」

　スターリングはフォークを握るとスクランブルエッグを口に押しこんだ。トーストとベーコンを自分の皿に盛り、コーヒーメーカーに歩みよる彼の口元は何やらニヤニヤとゆるんでいた。

　ジェイクが電話を切ってスターリングに返した。表情が険しい。

「何かあったのか？」とレミはたずねる。

　ジェイクは首を振り、水を一口飲んだ。「もう行かないと」とどこか上の空でレミの額にキスをして、歩きすぎながらスターリングの頭をくしゃっとなでる。

　明らかにおかしい。レミはキッチンを出ていく後ろ姿を見送った。何かあったのだ。群れの方の問題だろうか？

　まるでレミの頭の中が聞こえたかのように、ヘルメットをかかえてサイドバッグを肩口にかけたジェイクがひょいとキッチンをのぞいた。

「明日、またな。七時に俺の家で」視線をちらりとスターリングへとばすと、レミへ視線を戻して、ジェイクは何かもっと言いたそうにしていた。「スターリングを家に送ってくのか？」

　そうだ、とレミが答えるより早く、スターリングが皿から顔を上げた。

「俺？　ううん、もう母さんに電話でたのんだ。ダークが仕事に行った後、母さんが迎えに来てくれる」

　ジェイクはうなずくと、レミに視線を据えた。

「明日説明する」

　それだけ言い残して去っていく。

　レミが、空っぽの戸口を見つめていると、玄関のドアがガチャリと閉まって、階下でバイクのエンジンがかかる音がした。一体何があったのだろう、と考えていたが、レミはニヤニヤしているスターリングに気付いた。

「何だ」

　だが、スターリングはトーストをかじりながらニッと口角(こうかく)を上げるだけだ。

「リースにおもしろいことでも言われたのか？　何を長々と話してたんだ」

　スターリングは肩をすくめた。「ジェイクが何かバイクの反応が悪いって言ってたから、ガジェットに見せた方がいいかな？って聞いた。それからフットボールの話をして、バイクの話をして、それから――」

　どんどんとリースとの会話の中身を並べ立てていくが、レミは途中から聞き流した。電話の向こうの哀れなリースを思うと、笑いがこみ上げてくる。この間のフットボールの練習の日も、リースはスターリングにつきまとわれてずっとしゃべりかけられており、実に可哀想だった。無口な男なのだ。まあスターリングを前にすると誰だろうと無口になるが。割りこむ隙など与えられない。

　スターリングがレミの目の前で手を左右に振った。

「なあ、聞いてんのかよ？」

「聞いてない」

「俺、大事なことを言ってるんだけど」

「悪かった、もう一度たのむ」

　レミはコーヒーカップを取り上げ、まだニヤニヤしたままコーヒーを飲んだ。

「あのさ、俺、ゲイなんだと思う」

　レミの手からカップが落ちた。何だと？

　ナイフで腹を深々とえぐられたような衝撃だった。ホモ野郎が！　とののしってレミの顔面を蹴りつけたダークの姿が目の前をよぎる。そして、血溜まりに倒れたビリーの姿も。

　何てことだ。吐き気がこみ上げる。レミは手のひらのつけ根で、瞼(まぶた)の上から目を揉(も)んだ。

　スターリングが椅子からとび上がって立ち、キッチンタオルでテーブルにこぼれたコーヒーを拭った。

「何なんだよ」

　そのタオルをシンクに放りこみ、テーブルに両手をついて、スターリングはレミをにらんだ。

　レミは立ち上がり、スターリングの鼻先に指をつきつける。弟の耳にしっかり聞こえるように、一言ずつ、はっきりと絞り出した。ゆっくり言えば、それが真実になるかのように。

「お前は、ゲイじゃ、ない」

「ゲイだと思う。どうしてレミがそんなこと言うんだよ？　お前だってゲイなんだろ」

「は？　俺が？　違う、あれは――」

　くそ、くそ、くそっ！　レミがテーブルに拳を叩きつけると、皿からベーコンやトーストがとび散り、スターリングのコーヒーがばしゃっとこぼれた。人狼でメイトだからだ、と喉元まで出かかっていた。

「ふうん。じゃあバイセクシャル？　何でもいいけどな！」

　スターリングは邪魔な椅子を蹴り倒すと、それが床ではねるのもかまわず、ずかずかと歩き出してレミを通りすぎていく。

　レミは彼の腕をつかんだ。スターリングが振り払おうとする。

「いいだろ、放っといてくれよ！」

「悪かった」

　涙が、スターリングの頬をつたい落ちていた。唇がわなわなと震えている。その顔に、レミの心が引き裂かれそうだった。

　スターリングを引きよせ、きつく抱きしめた。レミの目にも涙があふれてくる。

「本当に悪かった。お前を愛してるよ。お前がどうあろうと、俺は絶対、それを怒ったりはしない。ただ俺は……怖いんだ」

　こくんとうなずき、スターリングもレミを抱き返した。二人はしばらく抱き合ったまま、たたずむ。ダークに植え付けられた傷や恐怖をすべて消せたなら、とレミはただそう願った。

「……レミは、わかってくれると思ってたんだ」

　スターリングが、泣き声を震わせて囁く。

　今ここに、ジェイクがまだいてくれたら。そう、思わず救いを求めたくなるほどいびつな状況だった。レミはいつでもスターリングに正直に接してきたが、今、レミがかかえる恐怖の正体をスターリングに話すわけにはいかないのだ。まさか、ダークがレミを殺しかけたのかもしれないなどと。それも、スターリングが今告白したのと同じ理由で。

　――ああ。たしかに、俺はゲイだ。

　ずっとそうだったのだ、とレミは思う。ただそれを認める勇気がなかっただけで。どうやってか、目をそむけてきたのだ。彼はずっと自分の一部を押し殺してきた。己を守るために、本当の自分を深いところにとじこめてきた。

　それに比べてスターリングのなんと自由なことか。彼は、心の望むままであろうとする。レミにはできなかったが、スターリングは自分自身をのびのびと受け入れている。彼をそういうふうに育ててきたのはレミなのに、そのレミが今や、スターリングを怒鳴りつけたのだ。

「お前を愛してるよ。いいか……」

　レミは抱擁をとき、しっかりとスターリングと視線を合わせた。

「俺は、理解してる。だがどんなにつらくとも、今はほかの誰にも言っちゃ駄目だ。俺の言ってること、わかるな？　絶対に、ダークにも母さんにも、お前や俺のことを――ジェイクのことも――知られるわけにはいかない。いいな？」




　　　＊　＊　＊　＊　＊




　ジェイクは両手のひらで顔をさすった。オフィスの蛍光灯を見上げて、うなり、リースに視線を戻す。

「本当なんだ。あの時のレミの顔を見たら、お前だってあの夢が真実なんだと思うさ」

「疑っちゃいない、まったくな。ただ、あのクソ野郎がどうやって誰にも見られずビリーの死体とレミを発見場所に移せたのか、その辺の謎を解かねえことにはな。どうして誰も、空き地が犯行場所じゃないことに気が付かなかったのか。十五年も前のことだし、今ほど鑑識技術が進んでなかったにしても、そこまでごまかせた筈がねえんだ。あの野郎、何をしやがった？」

「あの男はイカれてる上に悪知恵が回るし、工作するだけの時間もチャンスもあった」

　リースがギリッと奥歯を噛みしめ、険しくうなずいた。「カスパリは相変わらず俺にかけ直してこねえしよ。あいつは絶対、この件に絡んでそうな名前と、裏を知ってるね」

「お前、昔の上司が一枚噛んでたと思うのか？」

「いや。だがカスパリは何か、俺に言いたくない情報を握ってる。どうやら、あいつが何を隠してるのか、どうにかして口を割らせる必要があるようだな」

　リースなら、やってのけるだろう。優秀な探偵だ。あらゆる細部まで注意を払い、後々のために記憶にしまいこんでおくし、必要とあらばそれを使って平然と脅しもかける。大体の相手は、その段階で折れる。

　ジェイクは立ち上がって膝をのばし、窓際へ歩みよった。裏道が見えるだけで大した景色ではないが、陽はよく入る窓だ。頭にこびりついたイメージを、少しでも薄めたかった。レミが語る生々しい夢の話を聞いて以来、ジェイクの脳裏ではその光景が再生されつづけている。まるでホラー映画のワンシーンのように。

　今すぐダーク・ラシターを狩り出して、あいつに報いを受けさせてやりたい。

　ひとつ首を振り、ジェイクは窓から裏手のオフィスビルの煉瓦の壁を眺める。道を踏み外すべきではない。あの人でなしを殺すのなど簡単だろうが、ジェイクはあんな男のために刑務所に入る気もなければ、人狼の掟を破ったはぐれ狼として群れから狩られるつもりもなかった。ほかに手段がなくなるまでは。

「殺されたビリーの家族の方はどうだった？　さっき電話で言ってたが、話したんだろ」

「ああ。今朝、ビリーの兄の家に寄って来たんだが――」

　インターコムのブザーが鳴った。

　リースが不機嫌にうなり、ボタンを押す。「何だ」

『昼メシ、行ってきても、いいかな……？』

　インターコムごしに聞こえるか聞こえないかの囁き声で、マットがたずねた。

　ジェイクは部屋のドアを開け、マットが出かけてもオフィスの入口が見渡せるようにする。

「行ってこい、マット」

　ゴロゴロ、とマットが乗った椅子がジェイクの方にすべってきて、くるりと半回転してとまった。マットが微笑む。

「ありがと、ジェイク。ハンバーガー買ってくるだけだから、すぐだよ。何かいる？」

「いや大丈夫だ、マット」

「はあい」

　ポン、と椅子からとび下りると、マットは手を振って出口へと向かった。

　ジェイクとリースは、二人してしみじみ首を振りながら、出ていくマットを見送った。ジェイクは、リースへ顔を向ける。

「あいつ、やっぱり真っ暗闇の中で着替えてるんじゃないか？」

　今日のマットはカーキ色のパンツにピンクの長袖シャツ、ストライプ入りのグレーのネクタイを締め、素足にかっちりした黒い革靴を履いていた。

「ただの色オンチじゃねえのか。それでもあの靴の説明はつかねえけどな」

　服に不釣り合いなドレスシューズは、ジェイクの「暗闇での着替え」説を後押しする筈だ……人間なら。マットは狼だから、暗闇でも形はよく見えるのだが、リースの言う通りあの靴は浮いている。

　ジェイクは肩をすくめて、リースの机の向かいの椅子に戻って腰を下ろすと、オフィスの入口が見通せる位置に陣取った。

「被害者の兄はどうだった？」

「ジョナサン・アイカズ、三十五歳、既婚、息子と娘がひとりずつ、息子は死んだビリーの名前をもらってウィリアムと名付けられている。アイカズはカジノの換金係として働いている。ダーク・ラシターに対してはまったくいい感情を持っていないが、レミに対して含むものはないようだ。はっきりと、昔のレミがどんなにいい子だったか、家に遊びに来た時も礼儀正しかったと言ってたよ。さらに、レミとビリーがただの友人以上の関係だったのかもしれないと匂わせていたが、明確には証言しなかった。俺の受けた印象からいくと、ビリーの両親も薄々勘付いていたようだ」

「レミの夢の裏付けになるな」

「事件当時、アイカズも両親も、警察からビリーの当日の行き先すら聞かれなかったそうだ。うらみを持つ人間がいなかったかどうかもな。ろくな捜査もなく、そのままこの一件は塩漬けになったらしい」リースが意味深に眉を上げてみせる。「それとな、ビリーが死んだことは、ダーク・ラシターの口から聞かされたんだと」

「あいつが、ビリーの家族に直接言ったのか？」

　リースはうなずいた。

「ああ。アイカズによると、ダークは家に来て、ビリーが死んだと言った後、レミも助からないだろうと言ったそうだ。息が酒臭かったと。それとな、よく聞け――ダークにそれを聞いた一家はすぐ車に乗りこんで病院に駆けつけたが、何とそこには、ビリーの死体もなければ、レミもまだ担ぎこまれる前だった」

　信じられなかった。ジェイクは耳を疑ったまま、唖然(あぜん)とリースを見つめた。

「つまり……あいつは、現場から、そのままビリーの家へ押しかけたのか？　二人の体を空き地に捨てた、その足で？」

　リースが首を振る。「はっきりとはわからん。ただ報告書によれば、現場に一番乗りして通報したのもダーク・ラシターだった」

　オフィスの入口が開き、強く押しよせてきたレミの匂いに、ジェイクはつい微笑した。

　どこか心ここにあらずの表情でレミがオフィスに入ってくると、ジェイクの部屋のドア口によりかかった。「よお」

　何の用で来たのだろう。レミは、どこか気落ちしているように見えた。匂いから怯えや怒りは嗅ぎ取れなかったが、生気が薄く、いつもの彼ではなかった。

「大丈夫か？」

　レミはうなずきかけ、途中でとめて首を振った。目の焦点がぼうっとして、合っていない。

「いや――大丈夫じゃない。スターリングに言われた。自分はゲイだと思うと」

　顔を上げ、レミはほとんど哀願するようにジェイクを見つめた。

　何だと。腹の中にぽっかりと空洞ができたようだった。ジェイクはレミを腕の中に引きよせて、たずねる。

「あの子は何も言わないだろうな？　ダークや母親に言えないのは当人もよくわかってる、だな？」

　リースがさえぎった。「彼は今どこだ？」

　リースの存在を、ジェイクはすっかり忘れていた。抱擁をといて、レミがリースに答える。

「母さんが家につれて帰った」それから、ジェイクを虚(うつ)ろな目で見上げる。「ああ、誰にも知られるなと言っておいた」

　その体をまた抱きよせたくなったが、その衝動をジェイクはやっとこらえた。

「わかった、調査を急がないとな」

　数秒、レミはただ黙っていた。それからごくりと大きく生唾を呑みこみ、うなずく。

「ああ。俺も、思い出さないと。あの夢が現実であってくれるように祈るよ」

「現実だと思うね」リースが椅子から言った。「二人とも座れ、話し合いといこう」

　続けてリースは、ビリーの兄と会った時の話をレミにも説明した。レミに対して「彼と話してみたらどうだ」とも提案する。うまくいけば、レミならもっと詳しい話を聞き出せるかもしれない。

　数分、状況説明が進んだところで、レミがいきなり立ち上がった。ジェイクも立とうとしたが、リースが目配せして首を振る。口を出すな、とジェイクが言いかけた時、レミはうろうろと左右に歩きはじめた。

　リースにたずねる。

「さっき、ダークが事件の第一発見者だと言ってたな？」

「報告書によればな。今朝のアイカズの話だと、ラシ――お前の父親は、まだ捜査中の現場を離れて、ビリーの死を家族に伝えにきたそうだ」

　レミはぴたりと足をとめ、ジェイクを見た。「でもあの日、ダークは非番だった」

「たしかか？　事件の日のことはほとんど覚えていないんだろ？」とジェイクは聞き返す。

「覚えてないけど、休みだった筈だよ。当たり前だろ」

　話の全体像がつかめていないせいか、何が当たり前なのかジェイクにはさっぱりわからない。だがレミの顔を見る限り、疑問の余地はないようだ。

「何故だ、仔狼(パップ)？　どうして当たり前なんだ」

　レミはジェイクとリースの方へ体を向け、答える。

「あの日は、スターリングが生まれた日の筈だ」

「マジか」と、リースが鼻のつけ根をきつくつまんだ。

「でも、ならどうして、俺は病院に行かずに映画なんか見に行ってたんだ？　スターリングが生まれたのは学校のある日だったけど、それにしても……」

　レミは目をとじ、両手をリースのデスクについた。

「俺は、学校に行ったんだ――それで家に帰ると、伝言のメモがあった。母さんとダークは病院に行くと……ダークが五時に、俺を迎えに家に戻ると、メモに書いてあった」

　目を開き、まっすぐジェイクを見つめて、大きくうなずく。

「思い出した。あのメモがあったんだ。だから俺たちはまだ時間があると思って……」さっとリースへ視線をとばし、ジェイクへ目を戻す、レミの頬は赤らんでいた。「いやとにかく、ダークはあんな男だろ。途中で帰ってくる可能性があったら、俺たちも見つかるような危険は冒さなかったよ」

「くそったれが！」リースが拳をデスクに叩きつけた。「マジかよ、レミ、つまりあいつがお前を襲ったのは真っ昼間のことなんだな？」

　レミはうなずいた。ジェイクはレミを手招きしながら聞く。

「どうした、リース？」

　リースの顎にぐっと力がこもった。

「ダークが事件を通報したのは夜だ。陽が暮れた後でな。あのクソ野郎は何時間も前にビリーを殺し、死にかけたレミを放置しておいてから、やっと知らせたんだ」

　近づいてきたレミの手をつかみ、ジェイクはレミを膝の上に引きよせた。レミの頭の上に自分の頬をもたせかけ、目をとじる。また吐き気がこみ上げた。

　レミは大丈夫だ。彼は、無事に生きのびた。もう安全だ。だが、スターリングは……。

　何としても、調査を全力で急がねばならなかった。あの怪物から一刻も早くスターリングを引き離さなければ。ダーク・ラシターが夜闇で獰猛(どうもう)な狼とばったり顔を合わせるというシナリオが、少しずつ現実味を帯びてくる。

　レミが、大したことじゃないとなぐさめるようにジェイクの背中をポンポンと叩き、リースに顔を向けた。

「ああ、つじつまは合うな」

　その時、オフィスのドアが開き、レミが慌ててジェイクの膝からとび下りると、ドアの方を向いた。その額に皺(しわ)が寄り、口元がひくひくと上がりかかる。

　マットだ。見なくとも、ジェイクにはすぐわかった。マットの匂いに加えてフライドポテトの匂いも漂ってくる。どうやらマットの服のセンスに笑みを誘われるのはジェイクたちだけではないらしい。ジェイクもニッと笑った。

「うわっ、マジで！」

　マットが、興奮のあまり、リースの存在も忘れて部屋に駆けこんできた。いつもはあれほど怖がっているのに。マクドナルドの袋をジェイクの膝に放り出して、マットはレミに両腕をのばした。レミは一歩下がるが、マットに手をつかまれて、たちまちハグされる。

　笑いながら、ジェイクはその様子を眺めた。レミの顔には、驚きと、追いつめられた狼の表情が浮かんでいた。

　やっとのことで、レミはマットの背中をポンポンと叩き、微妙にハグを返してやる。

　マットは、レミの肩に手を置いたまま体を離した。

「やっと会えてすっげー嬉しいよ！　ジェイクがメイトと出会ったって知った時からずーっと会いたくてさ。明日、二人がうちにディナーに来るって父さんが言ってたから、その時に会えると思ってたけど、でも、凄え！　やった！」

　顔を近づけて、マットは少し声をひそめる。

「あのさ、俺を副官(ベータ)にしてくれるよう、ジェイクに取りなしてくれないかな……？」

　レミはぎょっと目を見開いて、ジェイクに救いを求める視線をとばした。

「マットだよ。この事務所のオフィスマネージャーだ」

　ジェイクが答える間に電話が鳴り出す。リースが取って「ロメロ＆ワーヤー探偵事務所だ」と出た。

　レミがぱちぱちとまばたきする。

「マット？　ガジェットの息子の？」

　マットが答えようと口を開けたが、ジェイクが機先を制した。

「そうだ。マットは長男で――」いや待て。今、マットは何と言っていた？「マット、明日、俺たちがガジェットの家のディナーに行くと言ったのか？」

　マットがこくんとうなずく。黒髪がばさっと目の上に落ちた。

「うん、父さんが言ってた。ジェイクがレミをつれてくるって――」

「マザーファッカー！」

　リースがののしって電話を叩きつけた。レミとジェイクが異口同音に「どうした？」と彼の方を向く。マットはジェイクの膝から昼食の袋を引ったくって、そそくさとドアへ急いだ。

「会えてよかった、レミ、じゃまた明日！」

　バタン、とドアをしめて行ってしまう。

　リースが電話を二人に向け、発信者のＩＤを表示するボタンを押した。

「あいつだ。嗅ぎ回ってやがる」

　表示は――ダーク・ラシター。

　今日初めて、レミの体から強烈な恐怖の匂いがたちのぼり、ジェイクはこらえきれずに喉でうなった。

「何か言ってたか？」

「何も。俺が出た瞬間に切りやがったよ」
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「いい加減にしろよこのホモ野郎！」

　同僚の消防士からとんだ声に、レミはぎくりとしたが、本から目は上げなかった。

　レミに向けられた罵声ではないが、つい耳に入ってしまう。おかしな話だ。よくある侮蔑だし、以前はまったく気にもとめなかった。仲間同士だろうと、誰かが少しでも女々(めめ)しいことをしようものなら「ホモ」だの「玉なし」だのという罵(ののし)りがぽんと口をついて出たものだ。

　ジェイムソンがコルテスにとびかかり、二人の体は消防署のくたびれた茶色のカウチから落ちて、床をごろごろと転がった。トルティーヤチップスをばらばらと振りまく。一枚がレミの額にぶつかり、一枚はページの上に降った。

　レミはつまみ上げたチップスを口に放りこみ、ページについた塩を払った。向かいに座っているベイカーと目が合い、肩をすくめる。ベイカーも首を振って、手元のゲームボーイに戻った。

「このクソホモ野郎が、重いんだよ！」

　コルテスが罵って、上にいるジェイムソンの肩を左手でどつこうとするが、右手はテレビリモコンを握って頭上にのばされている。二人はまた取っ組み合いながら転がり、レミのすぐそばの小さなサイドテーブルにつっこんできた。

　こぼされる前に、レミはコーラの缶をつかみ取る。

「俺のが先に見てたんだぞ、クソッたれ」ジェイムソンがわめく。「リモコンよこせ！　再放送のドラマなんか誰が見るかよ！」

「ファック、このイカレ野郎が！　カーレースなんてそれこそ誰も見ねえよ！」とコルテスが怒鳴り返す。

　二人はまた転がって、床のチップスを粉々にしながら今度はコーヒーテーブルにつっこんだ。ボロボロの合板製のコーヒーテーブルは誰かの寄付品で、それこそレミがこの消防署で働き出した頃からここにある。

「〝ビーバーちゃん〟だって誰も見たかねえよ、ケツ穴野郎が！」

　ついにベイカーがゲームをやめて、立ち上がった。

「チップスが足りなくなったから買い出しに行ってくる。来るか、ラシター？」

　声をかけられたレミも本を閉じると、子供のように床でとっくみ合っている二人の消防士を回りこんでベイカーに続き、ガレージに出るドアまで歩いた。二人へ声をかける。

「よお、馬鹿ども、ちゃんとお掃除しとけよ。そんなんでどうやって夕飯作るんだよ」

「くそったれ、ラシター！」

　ジェイムソンはそう凄んだが、すぐにげらげら笑い出した。コルテスもつられて笑いながら、

「なあ、レミ、お菓子作りの材料も買ってこいよ」

　ニヤッと笑って、レミは二人に中指を立ててやると、小走りでさらに二人の同僚を通りすぎ――ホースのねじれを直しながらダンカンとトーマスが何か話している――先に行くベイカーを追った。

　通りすぎざま、ダンカンに声をかけられる。

「よっ、レミ、お前ら買い出しか？」

「ああ」

「チョコアイスもたのむ」

「了解」

　レミは車の助手席にすべりこんでシートベルトを締め、窓から外を眺めた。車が出ていくにつれ、のしかかるような消防車の車体が横を通りすぎていく。どうやら第三シフトの連中が昨日、消防車を洗ったようだったが、今レミが乗っている車も洗車が必要だった。

「ムカつかないか？」

「ん？」

　レミはベイカーを見やった。第一シフトには二人の救急救命士がいるが、ベイカーはその一人だ。班内で唯一の白人でもある。ベイカー以外は全員ヒスパニックかアパッチだった。

「連中のゲイ・ジョークさ」

　しまった――何か表情に出してしまっただろうか。レミの胃が締めつけられた。

「いや。どうしてだ？」

　ベイカーが肩を揺らした。「ゲイの友達がいるだろ。だから、ちょっと気になっただけだ」

　ベイカーが何故ジェイクのことを――。

「ほら、あの獣医」

「ああ……チェイか」

「ん、あのお医者さんな。ビックリしたよ。あいつがゲイだなんて夢にも思わなかった。皆驚いたろ」

「まったくだ」

　レミは助手席に身を沈みこませ、どうにか不自然に見えないよう話題を変えようとあれこれ考えた。悲しいかな、この町の住人で、ダークが唯一の同性愛嫌悪症(ホモフォビア)というわけではない。もし、誰かにレミがゲイだと勘付かれたら？

　正直なところ、他人にどう思われようが、ダークの耳に入らない限りレミはどうでもいいのだが、この町では何もかもがダークに筒抜けだ。

　車をスーパーの前に停めると、ベイカーはエンジンを切って下りた。

「カートがいるな。食うもんが何もなかった。金は後で皆から集めりゃいいさ」

　言う通り、食料が尽きている。誰かが班の冷蔵庫の鍵をかけ忘れたせいで、別の班の連中にピザの残りを食い尽くされたのだ。

　レミはカートをつかむと、ベイカーの方へ押しやった。あれを押すのは大嫌いだ。だからいつも、買い物にはスターリングをつれていく。弟はカートをからからと押して歩くのが大好きだ。残念ながら、カートで遊ぶだけでなく、レミの目を盗んで自分のほしい物を放りこむ悪癖もあったが、レミにしてみればささいな代償だった。

「今日の夕飯当番は誰だっけ？」

　たずねると、ベイカーが「俺だよ」と呻きながらカートを押して手近な棚へと歩き出した。カートの右前のタイヤが真っ白な床にうまく接地せず、空回りしている。

　レミは笑って、同僚に続いた。色々な食品の匂いが四方から押しよせてくるのを、意識して遮断しなければならなかった。

　ほとんどの連中が料理当番を嫌がったが、夕飯作りは全員の回り持ちだ。レミもあまり料理は好きではないものの、いい加減慣れた。スターリングが生まれた頃からずっと、自分とスターリングのために食事を作ってきたのだ。

　何かが、記憶のふちをかすめた。

　――スターリングが、泣いている……。




　スターリングが泣いている。

　レミは退院してきたばかりで、ほとんど歩けないような状態だった。

　どうして赤ん坊をあやさない？　母さんはいないのか？

　よろよろと起き上がると、レミは何とか、ベビーベッドが置かれた両親の部屋にたどりついた。

　ベッドの中で、スターリングが顔を真っ赤にして全力で泣いていた。小さな二つの拳が、白くなるほどぎゅっと握りしめられている。

　赤ん坊を抱き上げる。その動作でも肋骨が痛んだ上、子供のおむつはびしょ濡れだった。レミはどうにかこうにかスターリングのおむつを取り換え、キッチンへ向かった。

　おしゃぶりを見つけてやると、スターリングは短い間だけおとなしくなったが、すぐにそれを口から吐き出してまた泣きわめきはじめた。

　レミはただ、その泣き声を黙らせたかった。疲れきっていて、体中が痛いし、鎮痛剤のせいで眠くてたまらない。キッチンのメモには、買い物に行ってくるという母親からの伝言が残されていた。ダークはどこなのかさっぱりわからないが、きっと仕事だろう。

　スターリングの泣き声が耳にこだまする。その中で、レミはどうやって赤ん坊のミルクを作るのか、自力で何とかするしかなく――。




「レミ、大丈夫か？」

　ベイカーが野菜コーナーの前に立ちどまって、たずねた。

「ん？　ああ――悪い、ちょっと考え事してた」

「へえ？　何を？」

　ベイカーがまたカートを押しはじめる。レミはレタスを一つ取ってカートに入れた。

「弟のことだよ」

　答えて、ふと眉をよせる。これまで、あの頃をなつかしんだことなどなかった。冷静に振り返ってみると、そもそもあの頃の記憶自体がほとんどない。どうしてスターリングの面倒を見るようになったのか、きっかけを思い出したのもこれが初めてで――。

「レミ」

　ジェイクの声。レミはくるりと振り返った。

　ジェイクが通路を歩いてくるところだった。片手に青いカゴを下げ、笑みを浮かべている。レミも微笑を返し、手をさしのべそうになる自分をぎりぎりで抑えた。

「よお、ジェイク」

　ジェイクは、あまりにもいい匂いがした。いつの日かこの男の匂いにも慣れて、反応しなくなるのだろうか？　心の一部ではそんな日が来なければいいと思っている。ジェイクの匂いのもたらす昂揚感は、何とも言えない。

「ここで会えてよかった。レミ、少し話があるんだ。何分か、大丈夫か？」言いながら、ジェイクはベイカーに手をさし出した。「ジェイコブ・ロメロだ」

「テッド・ベイカー。どうも」手を握り返し、ベイカーはレミを見た。「先に行ってるよ。話が終わったら来い」

　ベイカーが、カートを押しながら隣の棚に向かって歩き出した。レミは「ありがとう」とうなずく。

　ジェイクが切り出した。

「なあ、さっきお前が急いで帰ったんで言い忘れてた。明日の夜、ガジェットのところに一緒に夕飯を食いに行かないか？　マットの前であれこれ言いたくなかったんだが、ガジェットはお前に末っ子のエディを見てもらいたいんだ。あの子はかなり体が悪くてな。ガジェットには、期待はするなと言ってあるから、うまくいかなくても気にするな」

　レミには、いまだに自分の力で何ができて、何ができないのかわからない。だが、キートンの手の切り傷は消えた――あんなふうにきっと、何かできることはあるだろうという希望は芽生えはじめていた。

「ためしてみて損はないさ。こいつに詳しい人がいりゃいいんだがな。このおかしな力について、ってことだけど」

「ジョン・カーターに、何か知らないかどうか聞いてみるよ。オメガとオメガの力がこれだけ秘密にされてる以上、カーターも何も知らないかもしれないが、まあ――」ジェイクは肩をすくめた。「聞かなきゃわからん。レミ、お前は大丈夫か？　いきなり匂いが緊張したが」

「ただ、俺にもっと知識があれば、と思ってさ。その子の助けになるかもしれないのに」

「レミングトン？」

　母さんの声？　レミは振り向いた。

　数メートル先、青いカートの向こうに母親が立っていた。

　店の明るい照明で、彼女の顔に刻まれた皺が残酷なほどくっきり浮かび上がっている。この歳月、この人生が彼女の姿を変えてしまった。まだ五十歳だというのに、母ははるかに年老いて見えた。薄茶色の髪は染めたばかりで白髪は隠れていたが、顔についた痣や深い皺は化粧でも隠しきれない。淡い緑の目の奥には、決して消えない恐怖と苦悩がこびりついている。レミを見た瞬間その目に浮かんだかすかな光さえ、数秒とたたず、消えてしまった。

「あなただと思ったわ、ハニー。元気？」母はレミをハグした。「もうほとんど会えないものね。スターリングを家に送ってきてくれた時だけ」

　レミの頬にキスをして、母は一歩引くと、彼を見つめた。レミの背後に立つジェイクの姿に気付いた瞬間、その目が大きく見開かれる。

「母さん、彼はジェイクだ。ジェイク、こっちが――」

「カレン・ラシター、レミの母です」

　母がジェイクに握手の手をのばす。その手首についた黒ずんだ痣が、レミの目にとまった。

「やっと会えてうれしいわ、ジェイク。スターリングがあなたのことばかり話すの」ふと眉を曇らせて、彼女はレミへちらりと視線を向けた。「あなたのお父様は、あまり……」

　言葉を途切らせて、唇を噛む。

「あまり、ジェイクと会うのに賛成してない、だろ。わかってるよ、スターリングから聞いてる」

　母は頬を赤らめた。「そんなことじゃないのよ、あれはただ――」

「ごまかさないでいいんだ、母さん。ジェイクには全部話してある。ダークがどんな奴かってこともね」

「レミングトン！」

　鋭く名を呼び、母親はレミをにらんだ。失望した、という目つきだ。

「はっ」

　自分を抑えきれず、レミは刺々しくうなった。今さら彼女の気持ちなどかまってはいられない。母を哀れに思うことにも、もうくたびれ果てた。母がレミに失望したというなら、勝手にするがいい。

　思えばここまで、長すぎるほど、彼女の秘密を一緒に守ってきたのだ。夫のことを人に知られて恥ずかしいというなら、それは彼女自身の罪だろう。一体幾度、レミは母に懇願した？　スターリングをつれて逃げようと。

「ミセス・ラシター、その――」ジェイクが、驚いた視線をレミにとばした。

「いえ、いえ、いいの。レミングトンの言う通り」母はとりなそうとするジェイクの言葉を手で払い、レミの両手をつかんだ。「私は、心配なの。それだけ。あなたが――」

　レミの手を握りしめ、目をそらして、彼女はつらそうに唾を呑みこんだ。ふたたび目を開けた時には、微笑を浮かべていたが、その目のふちは涙で光っていた。

　レミの胸にべったりと、自己嫌悪が広がった。後ろめたく思うことはない――だが、とめられない。母を傷つけるといつも心が痛む。

「母さん、ごめん」

「いいえ、あなたがあやまることじゃない。聞いて、あなたに大事な物を渡したいの。来週にでも来られる？　次にスターリングを迎えに来たら、家に上がっていってくれないかしら？」

「わかった、母さん、次は家に寄ってくよ」

　レミは母の頬にキスをしながら、罪悪感にさいなまれた。母はレミに会いたがっているのに、レミの方では一緒にいるといたたまれないからと可能な限り母を避けているのだ。

　母は、レミの頬にキスを返した。

「愛してるわ、レミングトン。あなたが信じてないのはわかっているけれど。でも、本当よ」

　レミは反論しようと口を開けたが、言葉が出なかった。否定できない。

　レミの頬を軽くぽんとなで、母は微笑んで、涙を拭いながらジェイクの方を向いた。

「会えてよかったわ、ジェイク」

「こちらこそ、ミセス・ラシター」

　ジェイクはレミの母をハグすると、去っていく彼女を見送った。

　母の背中を見つめながら、レミは奇妙な予感を振り払おうとする。

「何か……変だったな」

　今日の母は、まるでレミに何かを警告しようとしているようだった――あるいは、ダークに逆らうことを許したかのような？　判断はしかねたが、とにかく何かがおかしい。いつもなら、母はただレミにとりすがって「あの人の言う通りにして」だの「あの人を怒らせないで」だの切々と説くだけなのだ。

「ごめんな、ジェイク。あんなところ見せて……」

　ジェイクの手がレミの腕にふれ、さすってから、すぐに一歩離れた。

「もし話相手が必要なら、いつでも俺がいる。それじゃ、明日のことはいいな？」

「ああ、明日、仕事が終わったらすぐに」

　答えて、レミは首を振った。どうして母と会うとこうも心がかき乱される？　彼女を心配する気持ちと苛立ちとの間で、自分が引き裂かれそうだ。まったく、もっと幸せで愛のある、おだやかな家庭がほしかった。

　歩き出し、通路の半ばをすぎたところで、レミは肩ごしに振り返った。ジェイクがまだ彼を見送っていた。

　微笑して、ジェイクは手を振り、口だけで伝える。「明日」と。

　レミはうなずいて笑顔を返した。彼はもう、幸せで愛のある家族を持っているのだ。血のつながりこそないが、自分の群れを。
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　ジェイクはオフィスの椅子によりかかり、目をとじた。マットはパソコンでソリティアに熱中しているし、隣の部屋の気配からしてリースは帰り支度をしているようだ。あと少しで五時。レミのシフトは七時までだから、ジェイクにはまだまだ時間がある。

　消防士のレミのシフトは、オンとオフが極端だ。オフの時間も長いが、勤務日には二十四時間シフトに入るのだ。その間は会えない。しかも今夜は、レミを家につれ帰ったら、すぐさまガジェットの家のディナーに向けて出発しなければならない。レミと本当に二人きりになれるのはせいぜい夜の十時か、十一時すぎてからだ。

「明後日、カスパリと会うことになった」

　その声に目を開けると、リースが部屋の入口によりかかって立っていた。

「もっと早く会えないのか」

「明日の夜まで戻ってこないんだとさ」

「本当だと思うか？　それともお前を避けてるだけか？」

「あの男が今、カンザスシティにいるのは本当だ、裏は取った。あの事件の話はしたくなさそうだったが、俺にいくらか借りがあるのを思い出してもらったよ」

　そのやりとりを想像して、ついジェイクはニヤッとした。カスパリには同情するが、勝ち目はなかっただろう。

「よくやった。とにかく何か進展がほしい。昨日、レミの母親に会ったんだ」

「ほお？」

　ぽりぽりと顎をかきながら、リースは背後のマットにちらっと目をやると、ドアを閉めてデスクをはさんだジェイクの向かいに腰を下ろした。

「ああ。ひどいもんだったよ、まったく。本当にひどい。レミは母親をつき放している」

「当然じゃないか？」

　問い返されて、ジェイクは少し考えこんだ。たしかに、理解はできるが、意表を突かれたのだ。レミは何があっても人を守ろうとするタイプだ。スターリングの身の安全のためならどんな状況にも耐えるほどに。この間の戦いの夜も、まず最初に群れの全員の世話をして回った。

　ジェイクは肩をすくめた。

「何というか、驚いたんだ。普段のレミは人の気持ちを汲んで、許すたちだからな」

「そうだな。だが同時にあいつは、自分では何もしようとしない相手を救おうとして、いつまでも無駄な犠牲を払いつづけるタイプでもないね」

　それも正しい。今さらではあるが、ジェイクにも、レミが人を守るのは義務感からではなく、そうしたいからなのだ、ということが見えてきていた。昨日も、レミはリースのオフィスの椅子に座って、事件当時のことをろくに思い出せない自分に苛立っていた。どうにかして役に立てないかと。ダークをスターリングから引き離そうと。

　レミは父親のしてきたことを、そして父親を、憎んでいる。だがその憎しみで自分の人生を歪めはしなかった。自分を哀れむことも、自分を失うこともなく、レミは全力を尽くしてここまで生きのびてきた。そればかりか、そんな両親の元で育ちながら、その手でスターリングのようなのびのびとした少年を育て上げたのだ。彼の義務ですらなかったのに。

「……ああ、そうだな。ガジェットの息子、レミに治せると思うか？」

　リースは立ち上がった。「わからん。そう願うがな」

「俺もだ」

　背中をのばして、リースはドアへと向かいながら、

「お前もさっさと帰ってメイトを待っててやれよ」

「俺のメイトはまだ仕事中でな――」

　ドン、とジェイクのオフィスのドアが、衝撃で揺れた。

「すみません、そこに入ってもらっては困ります――」

　マットの声は、抗議するというより怯えていた。

　リースの顔が険しくなり、肩をいからせてドアノブに手をのばす。匂いを嗅ぎながら、ジェイクも立ち上がった。知らない人間の匂いだが、マットが怖がっている。

　ドアを引き開け、リースは室内に転がりこんできたマットの体を受けとめた。

「何か、御用で？」

　マットを自分の後ろへ押しこみながらたずねるリースの声は低く、危険な響きを帯びている。

「ジェイク・ロメロに会わせろ」

　ダーク・ラシターだ。ジェイクはこの声を知っていた。数日前にレミのアパートの建物の陰から、この男とレミの会話を聞いて以来、幾度となく思い出した声だ。

　マットが両手を上げた。

「すみません、ジェイク、今日の業務は終わったって言ったんですけど――」

　リースを押しのけて、ジェイクは部屋の入口に立つ。

「何か我々でお役に立てることが？　ミスター・ラシター」















　ダーク・ラシターはメインオフィスを背にしてジェイクの部屋のすぐ入口に立っていた。茶色の、部族警察の制服を着ている。

　背丈はレミと同じほどか、だがもっと肩幅が広く、がっちりとした筋肉がついている。全身を怒りの匂いが包んでいた。その両目に光る残酷さを別とすれば、見た目の悪い男ではない。もっとも、少々似たところはあっても、息子たちの方が比べものにならないほどいい男だ。親子で、特に目元がよく似てはいるが、レミやスターリングの顔はこれほど尖っても、刺々(とげとげ)しくもない。

　奇妙だった。ダークからは怒りと酒気以外の匂いが嗅ぎとれない。たとえ銃を携帯しているにしても、大体の人間は自分より大きな、それも二人の男を前にすると少しは怖じ気づくものだ。酒で気が大きくなっているだけだろうか。

　ダークはジェイクを頭から爪先までじろりと眺め、それから同じようにリースの姿も品定めした。目をきつく細めて、ジェイクをにらむ。

「俺の息子に雇われてるそうじゃないか」

「違いますよ、ミスター・ラシター。あなたの息子さんは俺の友人だから、たまに会うこともあるだけだ」

　ダークがせせら笑った。

「俺の聞いた話は違うな」ジェイクの背後のリースに視線を向け、まっすぐ指をつきつけた。「こいつにも言っとけ、もし俺の周りをまたこそこそと嗅ぎ回ろうもんなら、次には銃口をのぞきこむ羽目(はめ)になるかもしれないぞってな」

「それは脅しか？」

　リースが凍りつくような、抑揚のない声で応じる。

　この声をリースが出すといつも事態は悪化する。ジェイクは前を見据えたまま片手でリースを制し、ダーク・ラシターへ眉を上げた。

「ミスター・ラシター、一体何のお話なのか――」

　ダークがずいと距離をつめ、ジェイクを挑発する。

　リースがジェイクの肩に手を置いて進み出ると、ジェイクに肩を並べてまっすぐにダーク・ラシターとにらみ合った。

　一瞬にして、爆発寸前だ。まずい。

「リース……」

　ジェイクは、身につけたばかりの新しい支配力を声にこめたが、効き目は見られなかった。リースがダーク・ラシターへ一歩つめよる。

「後ろ暗いところがないなら何の問題もないだろう、ミスター・ラシター？」

　平坦で落ちつき払った声には、あからさまな敵意がこめられていた。

「ああ、俺にゃ問題なんかないさ。お前らが探偵免許を取り上げられて片づくだけのことだ。さっさと手を引くのが利口だぞ」

　ダークは二人をにらみつけてから、やっと背を向けた。事務所のドアを手で押さえ、ジェイクに指をつきつける。

「貴様に言っておくが、俺の息子に近づくな。あれこれ引っかき回されるのはお断りだ」

　言い捨ててドアを閉めると、ダーク・ラシターは自分のパトロールカーに乗って走り去った。

「すみません、ジェイク――」

　二人の後ろにいたマットが、ジェイクの部屋からメインのオフィスに出ていく。いつにも増して動きが慌ただしい。手が震え、両目は大きく見開かれていた。

　ジェイクは青年の肩をぐっとつかんだ。

「気にするな、マット。もう家に帰っていいぞ」

「ケガは？」

　リースがぼそっと聞く。マットは青白い顔で首を振った。

　ジェイクは、行け、と手で払う。

「今晩また会おう。気をつけて運転しろよ」

　うなずいて、マットはドアに急ぐと、隙間から頭を外につき出した。左右をきょろきょろと見回してから、やっとドアを大きく開ける。

「マット」

　呼びかけながら、ジェイクはその声に〝力〟をこめた。レミがここにいればマットを落ちつかせてもらえるだろうが、これで無理なら、マットに運転させるわけにはいかない。

　マットがまばたきした。

「はい？」

「もう大丈夫だ。落ちつけ」

　ジェイクは、マットに微笑を向ける。マットは深呼吸をし、どうやら落ちつきを取り戻した様子で、ニコッと笑い返した。

「ん。じゃあまた後で、ジェイク」

　ふむ――どうやら、ジェイクの声はマットには効き目があるようだ。リースには無駄だったが。ジェイクは振り向いて、自分の副官(ベータ)と目を合わせた。

「あの男、早いうちに片付けないとまずいな。どんな手を使っても元上司から情報を絞り取ってこい」

　まだ不機嫌にうなりながらもリースは軽くうなずき、それからしみじみ首を振った。口角がピクッと上がる。

「まったく、てめえ、あの〝声〟を俺に向けて使いやがって」

「声？」ジェイクもニヤッとした。「悪い。でもお前には効かないんだろ？　どうやらレミにも効きそうにないな、困ったもんだ」

　ある意味、先が思いやられる。群れの中で本気でジェイクに逆らう者がいるとすれば、まずこの二人だろうに。この二人は誰よりもジェイクに反対するだろう、ジェイクの意志などおかまいなく。

　リースが鼻を鳴らした。

「効くわけないだろうが。俺はお前の副官(ベータ)だし、レミはお前の調和者(オメガ)だ。俺たちはお前の言うことを聞くんじゃなくて、お前の面倒を見るためにいるんだからな」

「俺からすれば逆なんだがな。お前やレミも含めて、群れを守るのが俺の役目だ」

　だがレミはリースに賛成するだろう、と思いながら、ジェイクは自分の部屋に戻るとパソコンの電源を切って、帰り支度をした。この二人には手を焼きそうだ。

　リースは事務所の電気を消し、ドアを開けてジェイクが廊下に出るのを待ってから、鍵を締めた。ポケットからキーを出して歩き出すジェイクへ、

「もしまたてめえが俺にあの〝声〟を使おうとしたら、そのケツを蹴とばすからな」

　素晴らしい。ジェイクは笑って、自分の車へ向かった。「結構だな。だが俺のケツを蹴るのは、お前のケツが危なくない時にしろよ」
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　レミはアパートのドアを閉めると、鍵をもう一度たしかめてから階段を駆け下りた。

　ジェイクとすごせるこの時間を、一日中待っていたのだ。スーパーでばったり会った程度では、余計に飢えがかきたてられるだけだった。すっかり、毎日ジェイクと会ったり電話したりするようになっている。いつの間に。

　ジェイクの車の助手席のドアを開けて、レミはバックシートに鞄を放りこんだ。身をのり出して、運転席のジェイクにキスをする。

「会いたかったよ」

　ジェイクは硬直して座ったまま、ただレミを凝視していた。クスクス笑って、レミは助手席に乗りこみ、ドアを閉めた。

「何だよ？」

「……お前が、そういう風になるとは思わなかった」

　ジェイクがレミの後頭部に手を回し、そっと引きよせた。唇をジェイクの唇が優しくかすめ、それから、ジェイクはじっとレミの目をのぞきこんで呟いた。

「いや、不思議はないな。お前は元々、愛情深いたちだ」

　レミは体を引こうとしたが、ジェイクがそれをとめる。ほとんど無意識の仕種のようだった。レミの黒髪に指をくぐらせ、ジェイクはもう一度唇を重ねた。

　ジェイクの胸板に手をついて唇を開き、レミはうっとりとキスに酔った。ジェイクのキスの感触も、味わいも好きだ。ジェイクが支配的に、主導権を握るキスに、レミも積極的に応える。ジェイクの舌がレミの唇の形をなぞった。レミの下唇を歯でとらえて、軽く噛む。

　頬にキスをすると、ジェイクはレミの肩に頭を預け、首すじに頬ずりした。

　何の前兆もなく、レミの牙がぬっとのびる。首にくいこむジェイクの牙を想像しただけで、一気に体の熱が上がって股間が張りつめた。首すじに、現実の牙の先を感じる。ジェイクも自制を失っている。

「お願いだ、御主人(サー)様……」

　不思議なほど、その言葉が自然に口をついて出た。自分の中にこんな、従属的な部分があるとはまるで知らなかった――いや、そうとも言えないか。レミは元々、ベッドの中で相手に主導権を取らせる方が好きだった。だが、そのことを見抜いて実行した相手はジェイクが初めてだった。

「しっ……」

　ジェイクが、レミの髪から指を抜く。消えたぬくもりを求めて呻き、レミは目をとじると、シートにもたれかかった。

　ジェイクが拳の背でレミの頬をなで、運転席のシートに沈みこんだ。

　二人がセックスしてからまだ二日だが、それより長く感じられた。この間の夜を思い出すだけで、レミの乳首がクリップの刺激の記憶にうずく。元々セックスは好きな方だが、ジェイクとの行為は思考を根こそぎ吹きとばす。全身がジェイクを渇望していた。昨夜、ベッドに横たわりながら、レミはジェイクのことを思い浮かべていた。どれだけがんばってもジェイクのことが頭から離れず、挙句、眠れなくなってトイレに行って自分の手で一発抜く羽目になったのだった。それがすんでもなお、頭はメイトのことで一杯だった。ジェイクのそばにいて、抱きしめられたり、キスされたり、命令されたいという想像が尽きない。

「仕事はどうだった？」

　おっと、盛り上がる頭の中をジェイクに読まれたようだ。少し不気味である。

　レミが小さく笑って、目をやると、ジェイクは背すじをまっすぐのばして姿勢よく座っていた。目はとじたままで、レミと同じく、冷静さを取り戻そうとしているようだ。

「ああ、長かったね。お前に会いたくて仕方なくてさ」

　ジェイクがうなった。

　しばらく、二人はそうして座っていた。どちらも何も言わなかったが、ジェイクの存在がひしひしと肌に迫ってくる。レミは、ジェイクの勃起の匂いすら嗅ぎ取れた――なんと、匂いの違いが嗅ぎ分けられるようになったのだ。今のジェイクは……普段にも増して雄らしい、熱っぽい、刺激的な匂いがした。舌でしゃぶったら、いい味がしそうな。

　ヤバい。

「なあ、ジェイク」

「ん？」

「無駄だよ」

「何が？」

「お互いを無視して、エロいこと考えないようにしようとしても無駄だってことさ。俺は今、お前をしゃぶったらどんな味がするかって考えてるよ」

　ジェイクが、笑いとうなり声が入り混じったような音を立てた。

「レミ？」

「ああ？」

「その口をとじて、シートベルトを締めろ」

　言いながらエンジンをかける。

「了解」

　車がバックを始め、レミはシートベルトをつかんだ。カチッとはめた時、ジェイクが急ブレーキを踏みこみ、レミの体が座席ではずむ。

「くそッ、いきなりどこから！」

　何が、とベルトを調整してから、レミは後ろを見た。

　ぼろをまとった老人が、駐車場をとぼとぼと横切っていく。老人はちらっと二人の車を見たが、そのまま至ってのんびりと歩いていった。

「またか……ここんとこ、この辺もホームレスが増えてさ。俺も年寄りみたいなことは言いたくないけど、ご近所のミスター・モリスの意見に賛成したい気分だよ。この地域も治安が悪くなってきそうだ、ってさ」

　ジェイクは車を出しながら、小さく笑った。

「そうだな。ガキが芝生で遊んだり、新聞が玄関先まで届けられなくても文句を言わないのなら、うちに引っ越してきてもいいぞ」

「本当か？」

　しまった――マズった。そんなに大声で返事をするつもりはなかった。ただ、驚いたのだ。ジェイクと一緒に住むなどこれまで考えたこともなかった。だが理屈からいけば、同居は自然だ。ジェイクと彼はメイトなのだから。

　伴侶(メイト)。実に、いい響きだ。もし一緒に住めば、ジェイクにも毎日会える。

「ああ、本当だ」ジェイクは左右を見て、車を道に出した。「俺のオフィスをスターリングの寝室にすればいいだろ？　仕事は事務所かパソコンで片づくからほとんど使ってないんだ。いずれは俺たちも引っ越す必要があるが、何もそれまでお前が今の部屋に住みつづけることはない。そうしたくなければ」

　レミはまばたきした。何てことだ。目の前がにじんで仕方ない。

　これまでつき合ったどの女も、誰一人として、レミとスターリングの絆を理解してくれなかった。時に嫉妬すらした。だがジェイクは、理解している。

　当たり前のように、ジェイクは常に、レミが何を必要としているか考えてくれている。本当に完璧な相手だ。人狼の存在を知らずにいた頃なら〝魂の伴侶(ソウルメイト)〟なんてものは鼻で笑いとばしていただろうが、今のレミにはそれほど馬鹿げた考えには思えなかった。

「……考えておくよ」

　ハウスシェアは、よくあることだ。今の場所よりももっと治安のいい地区へ、それもアパートから一戸建てへと移るとなれば、ダークに文句を言われる筋合いもない。

　そう言えば、今、ジェイクは引っ越しがどうとか言わなかったか――？

「なあ、どうしていつかは引っ越さなきゃならないんだ？　あの家はお前のだろ。つまり、賃貸じゃなくて持ち家って意味で」

「いずれ俺たちは群れを別の場所に移さないとならないからだよ、仔狼(パップ)」ジェイクは右手をのばして、レミの太腿をぎゅっと握った。「どこか、お前のことを嗅ぎつけるような人狼のいない場所にな。ジョン・カーターの群れの狼がお前に手出しするようなリスクは避けたい」

　レミはジェイクへ視線を向け、店の明かりや街灯が投げかける影の動きを見つめた。ジェイクは運転に集中しているような顔をしていたが、レミはごまかされなかった。ジェイクの注意はすべてレミに向いている。心配しているのだ。

「ジェイク、俺はスターリングを置いてはいけない。ダークのことが片づいたとしても、スターリングを残してどこかに引っ越すなんてできない。人狼たちからは、自力で身を守れる。それに、もしダークが逮捕されたら、母さんのことも心配だ。一人で生きていけるかどうか……あの人は……」

　壊れている。ダークがいなくなれば、きっと今よりもっとひどく。

「ああ、お前が自分の身を守れるのは知っているが、余計はリスクは冒したくない。とにかく今は心配するな、レミ。時間はある。スターリングを置いていくようなことには決してならない、約束するよ。お前の母親もつれていこう。きっと彼女には俺たちの支えが必要になるから」

　車は、住宅地への角を曲がった。

　揺るぎのないジェイクの言葉に、レミはひとまず話を棚上げにしたが、不安は残った。もしジョン・カーターが、もっと早く彼らを追い出したがったらどうすればいいのだろう。

「ついたぞ」

　ジェイクが、二階建ての家の門の中に車を入れた。

　それは新興住宅地の、大きな家で、レミは意表を突かれた。ガジェットは九人の子持ちだし、レミとしてはもう少し――何というか、冴えない家を予想していたのだ。メカニックってそんなに儲かる仕事だっただろうか。もっとも、居留地育ちのレミには家の基準がよくわからない。小さな家に慣れきって育ってきた。

　ジェイクがエンジンを切り、レミの方を見た。

「心がまえは？」

「できてるよ」

　ジェイクはシートベルトを外して、レミの方へ身を傾ける。レミも同じように身をのり出し、二人は中間で出会った。唇が重なっていく――その寸前、ジェイクがうんざりと呻いてレミの後ろを見た。

　てっきりキスすると思ったのだが。何があった、と首をひねったレミの鼻が、ジェイクの頬にぶつかる。

「……どうして皆がここにいるんだ？」

　群れの中心メンバーが全員――ガジェット以外――家の前の芝生に立って、二人を待っていた。

　デイゴとニックが手を振り、タンクが挨拶がわりに軽くうなずく。リースは突っ立ったまま、いつものごとく仏頂面だった。ザックが歩みよってきて、助手席のドアを開ける。

「来るだろ？」

　つれ立って、全員で家に向かった時、中から女のわめき声が響いてきた。

　レミはジェイクに目で問う。ジェイクが肩をすくめた。

「ガジェットの奥さんだ」

「俺たち、邪魔なんじゃないか？」

　レミはためらいがちにたずねて、ちらっと仲間たちに視線をとばした。全員がディナー用の格好をしている。革ジャンは一人もおらず、ジーンズのかわりにスラックス姿だ。デイゴだけはジーンズだが、その分をネクタイで補っている。

　タンクが身をのり出して小声で何か言いかけた瞬間、玄関のドアが開いた。

　立っていたのは、スリムジーンズにさらにピチピチのＴシャツを着こんだ、ショートの金髪美人で、口をきつく引き結んでいた。彼女は目の前の全員を刺々しい目でにらみ、はあっと息を吐いた。前髪が息で揺れる。つかつかと歩き出し、彼女はドアを開けっ放しにしたまま無言で皆の間をつっきって行った。

　続いて、玄関ホールに幼児を片腕にかかえたマットが出てきて、皆に気付いた。

「いらっしゃい、みんな入って」

　たたずむ全員の中で、ジェイクが最初に動く。

　残りの男たちも、ぞろぞろと続いた。

　玄関ホールは広々として、右手にはカーペット敷きの階段があった。ホールの向こうはひらけたリビングに続いている。リビングは、床にいくつかおもちゃが転がっているほかは、整然としていて隙がなかった。

　十歳前後の男の子が三人、テレビの前により集まってテレビゲームで遊んでいた。三人のすぐ後ろでは五、六歳の子供が二人、オモチャの車で遊んでいる最中だ。二人でぐるぐると円を描くように動き回りながら、「ブーブー」と言ってはお互いの車を衝突させていた。

　マットが、子供たちをまたいで奥に歩いていく。

「父さんはキッチンで夕食の仕度。どうやら、俺たちだけみたいだね。母さんは約束かなんかあるみたい」

　四歳ほどの子供が、手にアクションフィギュアをかかげて甲高い声で叫びながらリビングに走りこんできた。彼はマットにまっしぐらに駆けよると、足元にばたっと倒れこみ、壊れたフィギュアを投げ出す。

　マットがうんざりと、「ダレン、さっさと立てよ」

「ダレン？　またお前の癇癪か？」

　左側からガジェットの声がとんできた。そっちがキッチンなのだろう。

　とび上がって立ち、ダレンは首を振った。「ううん」という声にマットの「そうだよ」と答える声がかぶる。

「マシュー？」

「はい？」マットが父親に返事をする。

「ダレンを寝かせてきてくれ。もうこいつの癇癪にはつき合いきれない」

「やだ、ぼく、いい子にする！」ダレンは両手をマットにのばしていやいやをした。「いい子にするもん、マト、ぼく、いい子にする！」

　笑いをこぼして、ジェイクがキッチンへ入っていく。ザックも続いた。タンク、ニック、デイゴの三人はさっさとリビングの子供たちの方へ向かうと、タンクとニックがまっすぐテレビゲームへと進み、デイゴは床に膝をついて子供と一緒にオモチャの車で遊びはじめた。リースはジェイクたちを追ってキッチンへ消える。

　マットが、レミへ向き直った。

「ええと、その、レミ……いいかな、お願いしても――」

　腕に抱いている幼児を、顎で指し示す。

「勿論」レミは両手をさしのべた。「やあ、君の名前は？」

　幼児は身をすくめると、マットにしがみついた。そのマットのズボンを、ダレンが引っぱる。

「ごめんなさい、マト」

　マットはレミへ上体を傾け、しがみつく幼児をはがそうとしながら、

「この子はエディ。エディ、レミだよ。膝に気をつけてあげて、レミ。痛いんだよ。ちょっと前にモトリンを飲ませたんだけど」

　マットの手から幼児の体を受け取りながら、レミは子供の拳が握られたままなのに気付いた。ガジェットが彼に診てもらいたがっていた、関節炎の子供だ。

「はじめまして、エディ。年はいくつ？」

　エディは大きな、茶色の目をぱちくりさせると、「ふたつ！」とニッコリ答えてレミを驚かせた。はきはきした声に、レミは笑顔を返す。

「やるね。君はお利口さんだな？」

　エディがこくんとうなずくと、前髪が目の上にかかった。

　見ていると、この年頃のスターリングを思い出す。小さなスターリングと遊ぶのはレミにとって大切な時間だった。スターリングといれば、いつもつらい日々のことを忘れて、幸せな気分になれた。

　クスッと笑い、レミはエディを抱いてキッチンの方へ歩き出した。その間に、マットが泣き叫ぶダレンをかかえて二階へ上がっていく。

　エディはレミの肩にことんと頭をのせ、レミの胸元に手を置いた。何てかわいいのだろう。レミはなじんだ仕種で、その手をさすった。

　はっと身をこわばらせて、エディは頭を上げ、レミがさすっている拳を見つめた。

　しまった。レミは手を離す。

「ごめんよ。痛かった？」

「ううん」

　エディは、手を上げてじっと眺めた。レミもその手を見やる。エディの指は、まだ曲がったままだ。

　レミは手のひらを出した。

「見てもいいかな？」

　エディが、レミの手の中に、自分の拳を預ける。あまりに無垢で、信頼にあふれた仕種に、レミは思わず微笑を浮かべた。

　レミは、エディの手の甲や指の背を、親指でぽんぽんとなでた。子供の手は本当にかわいい。とても小さくて、繊細で、レミの手をそのままぎゅっと縮めたような手。いつの日か、大人に育つ手だ。

　レミは、エディのとじた拳をそっとなでた。

「これは？　痛い？」

　エディがかぶりを振る。

「いい気持ちかな？　さっきよりも楽？」

　エディはうなずいた。レミは手を引く。本当に、こんなことで効き目があるのか？　ちょっとさするだけで？

　だがエディが上げた右手指は、数分前よりもまっすぐに見えた。指をもそもそと動かし、幼児はまたたいてレミを見上げると、その指を二本、立ててみせた。

「ぼく、ふたつ！」

　目に涙がにじんできて、レミは声を立てて笑った。レミの腹に押しつけられているエディの膝と、ぽっちゃりとした脚をさする。誰かを癒せるのは、なんて素晴らしいのだろう。人狼になってからのあらゆる苦労がこれだけで報われる。もう、人狼の暮らしに文句を言うのはやめよう、とレミは心に誓った。この力をもたらしてくれたのだ、不満など何がある？

　キッチンの入口でエディがレミをとめ、ダイニングテーブルのそばの床をさした。

「オーミ、オーミ」

　床に落ちていたのは動物のぬいぐるみだったが、形は人間によく似ている。頭と背中にもじゃもじゃと毛が生えていて、ジーンズを穿いていた。

　ふかふかのぬいぐるみを拾い上げ、ひっくり返して、レミは笑い声を立てた。人狼のぬいぐるみだ。

　エディをダイニングテーブルのふちに座らせると、レミは椅子を引きよせてその前に座った。〝オーミ〟のぬいぐるみを手にして、うなり声を立てる。

「グルル……おっと、まずいぞ、オオカミが俺たちに怒ってる！　どうしよう、エディ？」

　エディは顔をくしゃくしゃにして笑い出した。小さな肩が揺れた。

「ほら、手を貸して」

　今度はエディの左手を取って、レミはその拳をさすってから、自分の手で包むようにした。一緒に、ゆっくりと、人狼のぬいぐるみをパンチする。エディの手を左手に包んだまま、レミは右手のぬいぐるみをばたっとテーブルに倒し、息も絶え絶えの呻きを立てた。昔、スターリングはアクションフィギュアでこうやって遊ぶのが大好きだったものだ。

　きゃっきゃっと笑って、エディは右手をのばす。狼に向かって、人さし指をつきつけた――その指は、ほとんどまっすぐにのびていた。

「わるい、オーミ、オーミ」

　レミも笑って、しみじみとエディの手を見つめた。決して奇跡のように完治したわけではないが、それでも、前よりずっと自由に動いている。どんな形でも、少しでも、よくなればそれだけでいい。マットの与えた薬が効いてきたにしても、それだけでここまで変わるとは思えない。レミの、新しい治癒の力がきっと影響している筈だった。

　レミはエディの膝を手に包んでさすり、エディがつかむ人狼のぬいぐるみに噛まれるふりをした。

「わあ、やられる！　エディ、助けてくれー」

　椅子にぐったりともたれ、口からだらりと舌を出してみせた。エディがまたきゃっきゃっと笑う。テーブルから垂れた足をぶらぶらと揺らし、ぬいぐるみの人狼をにらんでみせてから、彼はレミの顎にさわった。

「レミ、へいき？」

「おー、あぶないところだったよ！　ありがとな、エディ、あいつを追い払ってくれて。やられたかと思った！」

　エディとのごっこ遊びにすっかり没頭していたせいで、レミはガジェットの声がするまで、周囲に見物人がいることに気付かなかった。

「お前なら、この子を助けてくれると信じてたよ」

　ガジェットの目は信じられないものを見たように大きく見開かれ、涙が溜まっていた。すぐ後ろにジェイクが立ち、ゆったりとした笑みを浮かべている。

「自信はなかったけど、でもよかったよ」

　レミはそう答え、エディの手からまたぬいぐるみを取ってうなり声を立ててみせた。

　エディはきゃっきゃっと笑いながら、首をすくめ、狼に襲われまいと喜んで遊んでいる。

　ガジェットが笑った。

「エディ、テーブルにのぼっちゃ駄目だって言ってるだろう？」

「レミがのっけたんだもん」と、幼児はレミを指さした。
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「あの子、もっとよくなるかな」レミが、運転席のジェイクへ視線を投げた。「一時的なものじゃなくてさ」

　ジェイクは肩を揺らす。「俺にもわからないよ、仔狼(パップ)。ただ、そう願う」

「俺もだよ。エディが気に入った」

　ジェイクはニヤッとして、からかった。「そいつは気が付かなかったよ」

　レミがエディを離さないのか、それともその逆だったのか、とにかく今夜、エディはずっとレミの膝の上にいた。不思議はない――レミがどれだけ子供好きなのかは、見ているだけでよくわかった。まだ少年だったレミが、幼児のスターリングにしがみつかれている姿がたやすく目に浮かぶ。

　レミが鼻を鳴らした。

「昔から子供と動物にはウケがよくてさ。なんつーか、生まれつきの才能？」それから、優しい声でつけ加える。「たまに、スターリングがあれくらいだった頃がなつかしくなるね」

　しみじみとした郷愁の声が、ジェイクの心をぐっとつかむ。今夜、何回、レミを抱きしめてしまいたいと思ったことか。子供たちと遊ぶレミや、群れの狼たちの面倒を見るレミ……その姿に、ジェイクはすっかり魅了されていた。ジェイクにはない、レミのやわらかな一面に。

　まさに、群れの統率者(アルファ)にとっても、これ以上完璧なメイトはいなかった。ごく自然に皆に目を配り、何かあればすぐなだめにかかる。

　今夜、ガジェットの子供たち――九歳のブレイクと七歳のスコットが何かをめぐって押し合いを始めた時も、レミは動じもしなかった。あっさりと二人の間に割って入ると、ただブレイクにはテーブルの片端を、スコットには逆の端をびしっと指さしてみせただけだ。それだけで、二人の子供はおとなしく離れたのだった。ガジェットは心底感嘆し、マットはコツを教えてくれとレミに迫っていた。

「ジェイク、俺、今日は本当にエディを助けられてうれしかった。あの子に治ってほしいと思ってさすったら、効いたんだ。この力で何ができるのかもっとよくわかっていればいいのにな」

「ダークの件を片付けたら、すぐにジョン・カーターのところに行って、誰か詳しい者がいないか聞くよ。もうキートンには聞いたのか？」

　本当なら、夕方にダークがジェイクの事務所に押しかけてきたことも話さなければならないが、ジェイクはひとまずその話を後回しにした。今の、レミのご機嫌な雰囲気を壊したくはなかった。

「んー、はっきりとはまだ」

「キートンの家に寄って聞いてみるか？」

「いや、家に帰ろう」

　そう来たか。ジェイクも、大賛成だ。

　車のスピードを少し上げた。レミの欲情の匂いが車内にたちのぼって、ジェイクの肉体が反応を始める。股間が熱を帯び、犬歯がムズムズした。レミが呻く。

「んん――この匂い。お前の匂いだろ？　段々、嗅ぎ分けられるようになってきたんだよ。なあ、俺がお前を欲しくてしょうがなかったのも、最初からバレてたんだろ？」

　たしかにバレていた――だがレミの口から告白される言葉は、より生々しくジェイクを煽る。

「ああ」

　ジェイクの家の前に車が停まると、二人は先を争うように下りた。玄関の中に一歩入るや、ジェイクは閉じたドアにレミの体を押しつけ、その後ろに手をのばして鍵をかける。

　レミの緑の目が、ほぼ瞬時にして狼のものに変わり、彼は焦点を合わせようとまばたきした。

「くっ」

　ジェイクの目も一瞬にして反応して視界がぼやけ、色が消えた。呻いて、彼はレミに唇をかぶせ、舌でレミの唇を割って中へ押し入る。もう待てなかった。レミの体から力が抜け、彼は喉を鳴らすような音を立ててジェイクの舌に応じた。

　ジェイクはレミの歯列をなぞり、のびていくレミの牙を舌先でたしかめた。ジェイクも思わずくぐもった呻きをこぼす。彼自身の牙もムズムズして、今にものびそうだ。

　レミがジェイクにもたれかかり、両手をジェイクの胸板に置いた。熱く、震える手だった。ジェイクは左腕をレミの体に回して抱き、右手で、レミの強い輪郭の顎をつかんだ。

「前に、お前に合いそうなレザーのチャップスがあるって言ったろ？　あれを着たところを見せてくれ」

　レミの額にキスして、廊下の奥へと歩いていく。あの革のオーバーズボンをレミに着せてみたい。ベッドルームに入ると、ジェイクはクローゼットへ歩みよって中をのぞきこんだ。

　レミの放つ欲情の匂いがいっそう濃密になる。ジェイクの尻を、レミの手がつかんだ。

「あなたこそレザーチャップスが似合いそうだ、御主人(サー)様」

　あやうく、ジェイクの方が呻きかかった。レミはたやすく、そして鮮やかにジェイクへの服従を示す。かつて友人たちが主張したように、これが本当にレミの生来の気質なのだと、ジェイクは信じてもいい気になっている。この主従の関係を、ジェイクと同じくらい、レミも必要としているのだと。

　引き出しの左端に手をのばすと、ジェイクはレザーチャップスを取ってレミに渡した。レミの目はまだ狼のまま、唇からは牙をのぞかせて、タイトなジーンズの前に屹立の形がはっきりと浮き上がっている。ジェイクからレザーチャップスを受け取ると、それを腰に当てた。

　ジェイクは、ベッドの端に腰かける。目をとじて、落ちつきを取り戻そうと深く息を吸いこんだ瞬間、後悔した。レミの欲情の匂いはあまりに強烈だ。ジェイクの屹立がさらに固く張りつめた。

　顔を両手でさすってから、彼は目を開けた。

　レミがジーンズの上に黒いレザーのチャップスを引き上げ、ウェストバンドをカチッと留めた。くるぶしのファスナーを締めようとする。

「おいで、仔狼(パップ)。俺がやるから」

　ベッド脇にやってくると、レミはジェイクの前に立った。

　チャップスはバイク乗りのオーバーズボンだが、脚を包む一方、動きやすいように尻は剥き出しだ。レミがくるりと振り向くと、ジーンズに包まれた締まった尻がレザーのチャップスから見事にのぞいていた。ジェイクの股間がうずく。

　レミがもぞもぞと動くのには知らんふりで、ジェイクは、右裾の内側のファスナーを下ろしてやった。耐えるのも楽ではない。なにしろレミはジェイクの頭に尻を押しつけてくる。ジェイクは自分の股間に手を当てて位置を直してから、ファスナーを最後まで締めた。

　ポン、とレミの尻を叩く。

「少しこっちを向いて。そっちの足をやるから」

　レミは言われた通りに動いた。だがジェイクが身を屈めた途端、レミは一歩戻って、尻をジェイクの顔に押しつける。

　喉でうなって、ジェイクはチャップスからのぞくデニムの尻にかじりつきたい欲求を抑えた。レミの匂いが、くらくらと彼を誘う。うずく歯茎に舌先を走らせ、のびかかる牙をどうにか制して、レミを一歩どかした。

「やっぱり俺には、あなたのレザーを着る資格があるのかも、御主人(サー)様」

　レミの言葉に、ジェイクは鋭く息を呑んだ。

「レミ……」チャップスの裾のファスナーを締めると、彼はレミの体を回し、向かい合った。「それがどういう意味なのか、お前はわかっているのか？」

　レザーは、主従関係の証として与えられるものだ。

　レミは床に両膝をつくと、ジェイクの膝に手を置いて、まっすぐに彼の目を見上げた。

「あなたのものになりたいんだ、ジェイク」

　ジェイクはレミの体を抱え上げると、ベッドにうつ伏せに放り出した。今はひとまず、このまま流されて、レミがどんな反応をするか確かめてみるか……？

　レミが息を呑み、体を返そうとした。ジェイクはその右手をつかむ。ベッドの頭側の床を探って革の手枷(てかせ)を取ると、レミの右手首にその枷(かせ)をはめた。枷からのびた鎖は、ベッドの骨組みにしっかりと溶接されている。数年前に取り付けたものだ。

　レミは軽く引っぱったが、それ以上は抵抗しなかった。

　ジェイクは彼の背にまたがり、手早く逆の枷も探り当てると、レミの左手も拘束する。レミのＴシャツをつかみ、背中の中心から一気に裂いて、体から引き下ろした。

　その下からあらわれた褐色の背中は、無数の傷で覆われていた。かつて血を流し、膿んだ筈のその傷を見た瞬間、ジェイクの膝から力が抜けそうになる。まるで誰かに殴られたように。屹立さえ少し萎えかかった。

　目をとじて、息を整えようとする。傷の存在をすっかり忘れていた。

　その目を開けると、レミが肩ごしに振り向こうとしていた――顔が、少し赤いだろうか。

「醜い、だろ？」

　レミはジェイクから視線をそらし、目を伏せる。

　傷の存在がジェイクをためらわせていると、そんなことをレミに思わせておくわけにはいかなかった。それに、レミが考えているような理由でひるんだのではない。傷を見た瞬間、こんなことをレミにしてもいいのかどうかと、問いをつきつけられたも同然だったからだ。

「いや。お前のどこも、何ひとつ、醜くなどない」

　ジェイクは、革のチャップスから出ているジーンズの尻部分を両手でつかみ、思いきり引いた。人狼の腕力のおかげで、ジーンズは縫い目から左右へ裂け、レミの尻が剥き出しになった。

　息を吸いこみ、ジェイクは体を引いて眺め下ろす。最高の眺めだった。筋肉質の尻を周囲のレザーが引き締めている。レミがジーンズの下に穿いているジョックストラップの赤が、腰骨のあたりにちらりとのぞいていた。

　レミはまた後ろを見ようとしたが、両手の枷にはばまれて、ジェイクの顔をまともに見る体勢が取れないでいる。

「まだ、続けたいか？」

　ジェイクは問いかけた。イエスと言ってくれ。

「イエス・サー」

　レミの返事ははっきりとして、落ちつき払い、わずかのためらいもなかった。

　レミは、本心から、命令を受けるのを愛している――生まれながらの服従体質だ。今までレミとジェイクがすごしたすべての時間、すべての行為がそれを裏付けていた。ここに至って、ついにジェイクも信じるしかなかった。この主従関係を欲し、必要としているのはジェイクだけではなく、レミの欲求でもあると。

　何という瞬間。尻を剥き出しにし、うつ伏せでベッドに寝かされたレミは、まさに食べごろに見えた。完全にジェイクにとらえられて――いや、とらえられているのはジェイクの方か？レミの緑の目の輝きを見ると、そんな気がしてならない。

　しっかりと鍛えられた褐色の背中が、白いシーツに見事なほど映えて、背の傷もその美しさを損ねはしない。どこまでも美しい男だった――出会った瞬間からずっと、美しい。

　メイトの尻を軽くなでてから、ジェイクはベッドを下り、服を脱ぎはじめた。
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　横たわったレミは、音に集中していた。ジェイクの気配が伝わってくる。動き回る音が聞こえる。だがレミの体勢では、その姿までは見えない。

　ジェイクの動きで空気が揺らぎ、ほてった肌を風がかすめるのが気持ちいい。かつてないほど、体が熱い。レミは身をよじって、己の屹立をベッドに押しつけた。今にもどうにかなってしまいそうだ。目と牙は、どれくらい長い間こんなふうに狼でいられる？

「お願い――」

　またベッドに腰を擦りつけて、刺激を求める。もう先端がぬるついている。

　ジェイクの手が尻をゆっくりなで下ろした。これから、何をされるのだろう？　レミは呻きをこぼして、尻を上げて愛撫の手に押しつけた。

「膝をついて尻を上げろ、仔狼(パップ)」

「ああ――お願いだ、して、ファックしてくれ」

　奪ってほしくて仕方なかった。今すぐ、どうしても。つい後ろを見ようとしたレミの首の後ろにジェイクの手がふれ、ベッドに押さえつける。もう片手がレミの尻をなでた。

　レミは目をとじ、ジェイクを信じて、体をゆだねる。

　拘束されるのは初めてだったが、ぞくぞくする。全身が敏感になって、神経が欲望だけに支配されていくようだ。

「お願いだ……御主人(サー)様」

　ジェイクがうなって、レミの首と尻から手が離れた。ベッドがきしむ。レミからは見えなかったが、ジェイクの匂いが鼻をくすぐったかと思うと、温かなものが尻の間をつたってきた。唾液だ。ジェイクの指が濡れた跡をたどり、レミの穴をなぞって、中へと押し入ってきた。

　歓喜の息を吸いこみ、レミはもっと深くと腰を押し返す。ぴしゃりと、尻を叩かれた。

「じっとしてろ」

「イエス・サー」

　焦れったい。今すぐ欲しい。

　二本、三本とじっくり指を増やしながら、ジェイクはレミを翻弄し、快感で狂わせていく。命令に従って動くまいとするレミの全身が、小刻みに震え出していた。

「よくがんばった、仔狼(パップ)」

　後孔からジェイクの指が抜かれ、かわりに熱い屹立の先端が押し当てられる。ジェイクはゆっくりと、わずかずつ、根元までレミを貫いていく。後ろはたっぷりほぐされ、ジェイクが屹立にも唾液を塗りつけていたおかげで、痛みはまるでなかった。

　レミは呻いて、腰を揺すり上げる。もう限界が近い。

　その腰を両手でつかみ、ジェイクがガツガツと、速く、激しい動きでレミの後ろを突き上げはじめる。左手で体を支えながら、レミの背中に覆いかぶさった。前に回した右手でレミのジョックストラップをぐいと横へのけ、ペニスをしごく。その手のリズムに合わせて激しく腰を叩きつけられ、快感の場所をえぐられると、レミの体がシーツに崩れた。

「あっ、あっ……！」

「イッていいぞ」

　命じながら、ジェイクの牙がレミの肩にくいこみ、肌を貫く。

「あああっ！」

　レミの全身がそり返った。肩の痛みが灼熱となって全身に染み渡る。ペニスを強くしごき上げられた。絶頂の快感が全身を焼き、背中がしなる。メイトの屹立をきつく締めつけながら、レミは達した。

　ジェイクがかすれた声をこぼし、レミの肩から口を離した。精液でぬらつく手でレミのペニスをなでながら、もう一度腰を突きこみ、彼はレミの奥深くに熱い精を放った。

　レミの体を抱きかかえ、そっとシーツに寝かせると、ジェイクはすぐに起き上がってレミの手枷を外した。レミを腕の中に抱きよせ、髪にキスをする。

「本当によくやった、仔狼(パップ)」

　レミは汗に濡れたジェイクの温かな胸元に頬をよせ、ジェイクの顎にキスをした。ジェイクに抱きしめられ、こうして甘やかされるのがとても好きだ。

　ジェイクを……愛している。

「ありがとう、御主人(サー)様」
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　自分の名前を書きこみ、日付は空白で残して、レミはその願書をコーヒーテーブルのノートパソコンの横に置いた。

　カウチから立ち上がり、のびをして、願書の紙を見下ろす。ついにやった――書類の必要事項をすべて書きこんだ今、気持ちは晴れやかだった。

　もっとも、まだこの願書を提出はできない。ダークが鉄格子の中に入ったらすぐに、上司に救急救命士になりたいのだと話そう。それまでは駄目だ。今のところダークがレミへの罰としてスターリングに手を上げたことはないが、きっかけを与えるわけにはいかない。

　スターリングの置かれた危険な状況を思うと、心がずしりと重い。だが、きっともうじき終わると、今のレミには希望があった。ダークのルールに縛られて人生を生きていくのはもう嫌だ。

　昔から人を助けるのは好きだったが、昨夜エディの力になれたことが、レミの決心を固めた。あんなふうに治癒の力が及ぶのは人狼だけかもしれないが、人間を癒す方法は救急救命士として知識を学んでいけばいい。

　そのためには、ダークがレミを殴り、ビリーを殺した時のことをもっとはっきり思い出さねば――。

　レミは首を振った。思いつめると余計に回復が遠のく。テレビドラマなんかじゃ大体そう言ってなかったか？

　携帯電話が見当たらない。リビングを見回す。どこに置いたのだったか。今すぐジェイクに電話して、救急救命士になると決めたことを伝えたかった。

　――驚いたな。

　レミはベッドルームに向かう途中で、はたと足をとめた。こういう時、まずスターリングが頭に浮かばなかったのは、思い出せる限り初めてだった。いや、スターリングにも報告するつもりなのだが、最初に話す相手としてレミの頭に浮かんだのがジェイクだったのだ。真っ先にメイトに話すのが、なにより自然に感じられた。

　自分の道を進もうとするレミを、ジェイクなら必ず祝福してくれるだろう。レミは微笑した。

　ベッドルームに入ると、携帯電話はナイトスタンドに置いてあった。取り上げて連絡先を表示する。昼過ぎだから、きっとジェイクは探偵事務所の方にいる。

　その時、誰かが玄関のドアを叩いた。スターリングだろう。今日来る予定はなかったが、あの弟なら誰かを言いくるめて車で送ってもらうことぐらい朝飯前だ。結局、今回も最初の報告相手はスターリングになるらしい。

　レミは携帯をベッドの上に放り出し、小走りにリビングへ戻った。

「今開けるよ」

　解錠した瞬間、玄関のドアが凄まじい勢いで開き、あやうく顔を叩きのめされる寸前、レミはとびのいた。

　ダークがずかずかと入ると、燃え立つような憤怒の表情でドアを閉めた。

「一体貴様は何をしやがった、このクソガキ！」

　何てことだ――なじみのある恐怖が息を吹き返す。反射的にレミは、ダークの拳が届かない距離まで下がった。

「どういう意味かわからない、ダーク。俺は何もしてない」

　ダークは一体、レミが何をしたと言いたいのだろう。近頃のレミはダークが忌(い)み嫌うようなことを色々としていたが、ダークには知りようのないことだ。その筈だ。レミはダークを視界に入れたまま周囲へ視線を泳がせ、逃げ道を探した。

「俺が話している時はこっちを見ろ！」

　ダークが距離をつめる。彼の息は、安いウイスキーの臭いがした。いつものことだ。今日は私服で、仕事は休みか出勤前だろう。ということは銃も警棒も身につけていない――レミにとっては何より重要なことだ。

　レミは、じりじりと下がる。胃がきつくねじれた。

　お願いだ、やめてくれ。

　ダークと視線を合わせ、怯えたようにも、反抗的にも見えないよう心がける。どれもダークの神経を逆撫でするだけだ。もっとも、この男の癇癪がいつ、どうして爆発するのか、予測は不可能だ。レミの全身がこわばった。室内の温度がいきなり上がったようだった。

「バイカー連中とつるんでるって聞いたぞ？　ヘルズ・キッチンのようなゴミためなんぞ行きやがって、どういうつもりだ？　俺の息子がクズどもとつき合うのは許さん」

「あれは――ジェイクにつれていかれたんだ。一度だけしか行ってない」

　レミは首を振って、ダークの手をちらっと見た。まだ拳は握られていない。レミは汗でべたつく自分の手を、ジーンズになすりつけた。

「俺を探偵に嗅ぎ回らせて何をたくらんでる、レミングトン？　コソコソと何をしてやがる！」

　ダークの口からとんだ唾がレミの頬にピチャリと付く。拭えない。そんな真似をすれば手の甲を顔に叩きこまれるのがおちだ。

　ダークはさらに距離をつめた。レミは自分の顔の前に両手を上げる。

「何もない、ダーク」

「手を下ろせ、クソガキ」

　ぶん、と腕を払ってレミの手を叩き落とし、ダークは拳でレミの頬を張った。

「くそったれが！　嘘をつくな。何が目的だ？」

　よろりと下がったレミの背中が、壁につき当たった。帰ってくれ、どこかへ消えてくれ、ただそう祈る。もしダークに救急救命士の願書を見られたら……。

「何もない、本当だ。ジェイクは友達だから、たまに会うだけだ。あなたが、もうチェイに会うなと言うから――」

　ダークの目が燃え上がり、顔がさらに赤らんで、声は低く落ちた。

「今、何と言った？　あのホモに会うなと俺に言われたから？　つまり、言われてなきゃお前はまだ奴と――」

　しまった。

「違う、そうじゃない、そんなつもりじゃないんだ。つまり、ただ、俺がもうチェイじゃなくて、新しい友達と会うようになったってことだよ」

　後ずさりして、レミはダークから遠ざかろうとする。大失敗だ。ダークは理屈など通用しないほど怒り狂っている。これはまずい。

「俺は――」

　ダークが一歩踏み出し、レミは身をすくめて離れようとしたが、最悪の行動だった。ダークの怒りに油を注いだ上、しっかりと踏みこんで拳をふるうだけのスペースを彼に与えてしまった。

　レミの顔に激痛がはじけ、涙で目の前がぼやけた。

「ぐっ――」

　鼻からあふれた血がＴシャツや灰色のカーペットにボタボタと滴る。涙ごしに目をこらしながら、レミは鼻を押さえた。

「神かけて、貴様は母親と同じような薄のろだな！　俺に逆らうなと何度言えばわかるんだ？」憎々しげな言葉に続いて、平手がとんできた。「ああ？」

　レミの首が横にねじれ、血が宙に飛び散って、玄関ドアのそばの白い壁にビシャッとはねた。強烈な痛みだった。立ち直る間もなく、ダークの拳が腹に叩きこまれ、足元を蹴り払われた。どうすることもできずにレミは無防備なまま床にドサッと倒れる。足と、床に叩きつけられた背骨を痛みが貫いた。顔がズキズキとうずく。

「あの役立たずの貴様の母親、あの女は貴様に何を言った、ああ？　スーパーであの探偵と会って、あいつは何を話しやがった？」

　レミに立ち上がる隙を与えず、ダークはますます荒れ狂う。

「答えろ、レミングトン！」

　反射的に体を小さく丸めて、レミはキッチンとリビングの間のカウンターに背中を押し当てて、少しでも自分をかばおうとした。いつそんな奥まで移動したのかまるで記憶がない。

　ダークの靴先が肋骨に叩きこまれ、幾度も幾度も蹴りつけられて、胸に激痛が走った。
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　マットが椅子に深くよりかかって、ジェイクのオフィスをのぞきこんだ。

「ジェイク、スターリングって知ってる？　今、電話で――」

　マットの言葉が終わる前に、ジェイクは机の受話器をひったくってボタンを押した。

「スターリング？　何があった？」

　ほとんど間を置かず、リースの顔がドア口からのぞく。

『レミが――』スターリングの声は動揺していた。『ダークと母さんが、レミのことで喧嘩になって。ダークの知り合いの誰かが、レミとジェイクが母さんと話してるところを見たんだよ。ダークは自分が探偵に調べられてるって思ってる』

　勢いよく立ち上がり、ジェイクはパソコンの画面を切った。

「スターリング、お前は平気か？　それとも今すぐ迎えに行こうか？」

『俺は大丈夫、ダークは出かけた。レミの方をお願い！　きっとダークはレミのところに行ったんだ。レミが無事かどうかたしかめて。電話に出ないんだ、おかしいよ。いつも俺の携帯からかけるとすぐ出るのに――』

　スターリングは今にも泣き出しそうだった。

　ジェイクはキーを引っつかむ。

「わかった、今から向かう」

『ジェイク――』

「ついたら電話する」

　受話器を置くと、ジェイクは小走りにオフィスを出た。リースもついてくる。

「俺のすることはあるか？」

「いいや。事務所をたのむ。とにかくあのクズ野郎のことを何かつかんでくれ、くそッ」

　ジェイクは車まで走った。駐車場からバックで車を出しながら、携帯をつかんでレミの番号にかける。呼出音が鳴りつづけた。誰も出ない。

「レミ、電話に出ろ！」

　だが電話は留守電サービスに切り替わった。タイヤをきしませ、ジェイクは駐車場から出た車のアクセルを踏みこむ。

　人生で、一番長いドライブだった。目の前であらゆる信号が赤に変わり、数限りない人間が車の前をゆっくり横切ろうとしている気がする。ハイウェイの入口では車同士が合流でもたついている。あれでどうやって運転免許を取れた？

　またレミの携帯にかけたが、留守電が応じただけだった。ジェイクの心臓はバクバクと高鳴り、手のひらが汗ばむ。ハンドルを握る手が二度すべった。

　血溜まりに倒れたレミの姿が――出会いの時のように――脳裏を駆けめぐる。アクセルを思いきり踏みこみ、ジェイクは黄信号を突っ切った。




　　　＊　＊　＊　＊　＊




「あの探偵に電話して、手を引かせるんだな。でなきゃ山ほど容疑が降ってきて、あいつらは二度とこのニューメキシコじゃ働けなくなるぞ」

　ダークはそう言い放ちながら、もう一発レミの肋骨を蹴った。

「俺が気がつかねえとでも思ったか、ああ？　脳みそのかわりにクソでもつまってんのか、その頭は。一体お前らが何をたくらんでるのか、俺からスターリングに聞いてもいいのか？」

　レミの目の前が真っ赤に染まった。すべての恐怖が蒸発し、守らねばという本能だけに支配される。一瞬で、我を失っていた。

　そんなことはさせない――絶対に。この男にもう二度と、スターリングには手を上げさせはしない。

　ダークの蹴りから逃れようとするのをやめ、レミは凄まじい力をこめてダークの足にとびついた。ダークの体が床に倒れ、頭がガツンと床にはずむ。息が肺から叩き出され、彼は呼吸を取り戻そうともがいた。

　その隙を逃さず、レミは前に這うとダークにまたがった。まだ視界が曇っているが、かまうものか。ダークの顔がどのあたりにあるかぐらいはわかる。レミは、父親を殴りつけた。

　自分の拳がダークの顔にぶつかった音と、拳にはね返る手応えに、恐ろしいほど昂揚する。突然、視界がはっきりした。すべてが白と黒に見える。

　ダークは両腕を上げて、レミの拳を防ごうとした。こんな状況になってもなお、この男は「てめえを殺してやる」だの「カスみたいな能なしのガキが」などとレミを罵りつづけている。

「うるさい、うるさい、うるさい！　もう終わりだ！　わかったか？　終わりだ！」

　レミは声が嗄(か)れるまで叫びながら、くり返し、くり返し殴りつけた。血臭、そして何か鋭い匂いがレミの注意を引く。

　恐怖だ。恐怖の匂い――ダークの恐怖を、レミは嗅いでいるのだ。

　最高の気分だった。このクズ野郎を殺してやりたい。今ならできる――それも簡単にできる。殺してしまえば、何もかも片づく。微笑したレミの口の中で、牙がぬっとのびた。狼に変身する寸前だった。狼の姿になってしまえば、ダークをズタズタの肉片に引き裂いて、この男が消えても誰も悲しみはしない……。

　駄目だ。

　そんなことはできない。レミは拳をとめた。

　ダークは、まだ頭部を守ろうとしながら横たわっていた。ダークの恐怖、そして無力感を味わうのはいい気分だったが、レミの昂揚感はすっかりしぼんでいた。

　立ち上がる。両手が何トンもあるかのように重く感じられ、呼吸がほとんどできなかった。肺が焼けそうなほど息が荒く、こめかみを汗が滴っていく。

「出てけよ。あんたがスターリングかジェイクに指一本でも上げたら、ぶっ殺す」

　ダークは尻をついたままずるずると玄関へ向かいながら、レミをにらみつけようとしたが、その全身からまだ恐怖がたちのぼっていた。

「これで終わりだと思うなよ、レミングトン」

「カタはついたろ。出てけ！」

　レミはドアを指さす。息を喘がせ、ダークが後ろにずり下がった。その目は大きく見開かれ、顔から血の気が引いていた。

「お前、クスリでもやってんのか？」

　しまった――目だ。ダークに、狼の目を見られた。レミは片足を引き、ダークを蹴り出せる体勢を取る。さっさと追い出そうと、低くうなった。

　ダークは慌てて立ち上がると、ドアを開けっ放しのままアパートから逃げていった。

　安堵、笑い、優越感――そんなものを感じるべき時かもしれないが、レミはただ吐きそうだった。目が一瞬にして人間のものに戻ったせいで、くり返しまたたいて焦点を取り戻さねばならなかった。牙も縮み、全身からあらゆる痛みが押しよせてくる。

　床に崩れ、ぜいぜいと喘ぎながら、レミは玄関横の壁にもたれかかった。嘔吐感が喉元までせり上がるが、飲み下す。目にふたたび涙がにじみ、手が震え、レミは肋骨の痛みをこらえて床に横たわった。

　震える手で顔を覆う。全身が汗みどろだった。その汗が冷えはじめ、ぶるっと身ぶるいする。

　何てことだ――一体、俺は何をしてしまった？
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　ダークの気配も車もなく、レミのバイクもいつも通りに屋根付きの駐車スペースに停まっていた。ジェイクはその横に車を停めるとエンジンを切り、キーを引き抜く。

　車のドアを開けた瞬間、血の匂いがした。レミの血だ。くそっ！　ジェイクの目と牙が狼のものに変わる。

　下りてドアを叩きつけると、彼はアパートの階段を駆けのぼってレミの部屋へ向かった。玄関のドアが開けっ放しになっている。かつて感じたことのない、凄まじい恐怖がジェイクの胸を貫いた。どうしてドアが開いている？　何があった？　胸が苦しくなる。レミは、ドアを閉められる状態ですらないのか……？

　そのドアをさらに大きく開け、踏みこんで、ジェイクは必死にレミを探した。

　レミは玄関横の壁にもたれかかって座り、膝を胸にかかえて、両手に顔をうずめていた。

　その手を下ろし、彼はまばたきをして、ジェイクを見つめる。今すぐにでも逃げ出そうとするかのように、全身の筋肉を緊張させていた。

　ジェイクはふうっと息を吸いこみ、荒々しく鳴りひびく心臓を鎮めようとする。レミは無事だ。血と恐怖の匂いに包まれ、胸を浅く上下させて不規則な呼吸をくり返してはいるが、無事に生きている。

「レミ」

　ジェイクは、伴侶(メイト)の前に膝をついた。

　レミの緑の眼は、はっきりとした焦点を結んでいなかった。鼻の下や顎、頬に乾いた血がこびりついている。ひどい姿だった。

「何てことだ、レミ――」

　ジェイクは傷をたしかめようと、レミの頬へ手をのばした。

「うっ」

　レミが身をすくませ、手の届かない距離へ這い逃れる。顔をしかめて、左脇腹を押さえた。

　手を下ろし、ジェイクは歯をくいしばって、壁に拳を叩きこみたい衝動をこらえた。突き上げる憤怒でどうにかなりそうだった。今すぐダーク・ラシターを見つけ出して八つ裂きにしてやりたい。肉体的な痛みを与えただけでなく、レミにこんな打ちひしがれた目をさせた男が許せなかった。

　数回、深い息を吸って、ジェイクは拳をゆるめ、肩から力を抜こうとした。レミをこれ以上怯えさせるのは本意ではない。ここは、落ちついて対処しなければ。

　視線が、レミの頭上の壁に引きよせられた。白い壁にとび散った赤黒い痕が目の前に大きく迫ってくるようだ。それほど多量の血ではなかったが、レミの血だと思うと心臓が喉元へせり上がってくる。レミを守ると、彼は誓った。だがその誓いを果たせなかった。

　少し顔を歪めて、レミが目をとじ、呟いた。

「ごめん」

　何故、レミがあやまる？　ジェイクはうなって立ち上がった。ダークにこの報いを受けさせずにはおかない。

「お前は大丈夫か？　どこが一番痛む？」

　レミはまたビクッとした。

「俺は、平気だ」

「リースを呼ぶ。お前のそばについていてもらおう。俺は、お前の父親を追う。今度こそキッチリとカタをつける」

　ジェイクはベルトから携帯電話を取った。怒りのあまり、携帯を扱う手すらおぼつかない。指が震えていた。

　レミが勢いよく立ち上がり、ジェイクの携帯を押しやる。

「駄目だ。ダークなんかのために、お前にそんなことはさせられない」

　ジェイクは、レミの手に左手を強く重ねた。

「どうしてそんなことが言える？　自分の姿を見ろ、あいつが何をしたのか見ろ。あの男はしてはならないことをしたんだ。あの男が、二度とお前に手を上げられないようにしてやる！」

　レミに怒鳴っている自分に気付いて、ジェイクは声を抑えた。

「俺は、誓ったんだ。お前をもうこんな目に遭わせたりしないと」

　レミは携帯をジェイクの手から引き抜くと、カウチの上へ放った。

「駄目だ、ダークのことなんか追うな。それに、そんな誓いを守るのは、誰だって不可能だ。今日のことはお前のせいじゃない――俺のせいでもない。ダークのしたことだ。でも、あいつを殺したって解決にはならないんだよ」

「――」

　腹の底が煮えくり返り、ジェイクは目をそらした。レミは彼のものだ。彼がこの手で守らなければならないものだ。

「ジェイク、俺だって、何分か前にあいつを殺しかけた。だけど、あいつの弱みを見つけるまであと少しなんだ。もうすぐだ。このまま、調査を進めよう。リースも今日、昔の上司と会う約束をしてるんだろ？　きっと何かつかんできてくれる」

　レミが、目に涙を浮かべてジェイクの頬にふれた。

「お前が逮捕されるかもしれないなんて、嫌だ。俺にも、スターリングにも、お前が必要なんだ」

　二人はそのまま数秒、互いを見つめて――半ばにらみ合って――たたずんでいたが、結局、折れたのはジェイクだった。こんな目で見つめられて、どうして拒否できるだろう？　骨に食いこむような怒りは消えはしなかったが、レミを抱きしめ、いたわりたい気持ちが勝っていく。勇敢に振る舞ってはいるが、レミはまだ怯えていた。匂いがほとんど変わっていない。

　祈るような表情で、レミはジェイクの頬をなでた。

「お願いだ……」

　――レミは、彼を愛している。

　レミの目の中に、はっきりとそれが見えた。ダークから逃れることよりも、ジェイクを失いたくない、その方が大事なのだ。ジェイクは目をとじ、うなずいた。

　今回ばかりはメイトの手に頬を擦りよせ、ぬくもりを味わったのはジェイクの方だった。レミには、今、ジェイクが必要だ。ダークのことは、また後で対処しよう。

　レミの問いは、ほとんど囁くようだった。

「お前の目と牙、変化してる」

「お前の血の匂いのせいだ」

　ジェイクは足でドアを蹴りしめ、レミに腕をのばした。今回はレミもその腕に抗おうとはしない。

「おいで、お前の傷を見ないと。どこが痛む？」

「そんなに痛くない。とにかく腹が立って」

「それは俺もだ」

　ジェイクはレミのあちこちに手のひらをすべらせて、レミが本当に無事だとたしかめ、心に刻みこもうとした。実際、大丈夫そうだ。一番にレミの体を気づかわなかった自分に、自己嫌悪がこみ上げてくる。

　ジェイクは、レミをうながして洗面台へ向かった。

「何があったんだ？　ダークがこっちに向かったと、スターリングが慌てふためいて電話をしてきたんだが」

「ああ。あいつ、お前に調査をやめさせろってさ。でなきゃお前とスターリングの身が危ないと」

　ジェイクはギリッと歯をくいしばった。罪悪感が胸にくいこむ。ダークとの先日の邂逅(かい　こう)を、レミには話しておくべきだった。

「うちの事務所にダークが押しかけてきたんだ。お前にも今夜、話すつもりだった。一昨日はいい雰囲気で言い出せなくて――お前は本当に楽しそうだったから、言えなかった。心配させたくなかった。あの男が俺の方に向かってくれば、お前のことは放っておくんじゃないかとも思っていた」

「あいつが俺のところに来るなんて、誰にもわからなかったさ。あいつの行動を予測なんかできるもんじゃない。どこに行くんだ？」

「洗面所だ。血を洗おう」

　レミは少し足を引きずっていて、ジェイクはまた火がつきそうになる怒りを押しつぶした。

「あいつ、ビビってた」

　ジェイクによりかかったレミが、そっと、低く呟いた。

「俺、頭に血がのぼって理性がふっとんでさ。あいつを殴りまくって、そしたら、俺の目と牙が変化したんだ」

　言葉をとめ、ジェイクに向き直って、レミは下唇を噛んだ。

「あいつに見られた」

「ダークは、どうした？」

　両手でレミを抱え上げ、ジェイクは洗面所まで優しくレミを運んでいく。レミは両腕をジェイクの首へ回した。

「俺がクスリかなんかやってると思ったみたいだ。でも、それで納得したかどうか……殴り返さなきゃよかった。もしダークが、俺の目のことを誰かに言ったら？　もし……」

　うなだれて、レミは溜息をついた。疲れ切っているように見えた。精神的な疲弊だろうが、体の負担も大きい。顔と服についた血が乾いてゴワつきはじめていた。

「言ったところで、誰もあの男を信じやしないさ」

　洗面台のそばの棚にレミを座らせると、ジェイクは蛇口をひねって湯になるまで待ち、棚からタオルを取った。

　レミは鏡によりかかって目をとじる。唇が、淡い笑みの形に曲がった。どこか満足げだったが、ひとまず現実逃避でジェイクに身をまかせているだけかもしれない。とにかく、ジェイクにあれこれ世話を焼かれる間、レミは静かで、おとなしかった。

　レミの膝に手を置き、身を屈めて、ジェイクはかすめるようなキスをする。レミの傷がひどいものでなくて本当に幸いだった。

「んん……」

　レミが目を開けた。顔にこびりつく黒ずんだ血との対比で、その緑の目がいっそう淡く澄んで見えた。ジェイクのモノクロームの視界には、ほとんど輝かしいほど。

　レミの顔にかかった髪を払ってやり、ジェイクは黒髪にこびりついた血を拭った。

「何を笑っている？」

「あいつに、立ち向かった……いい気分だったよ」

　ジェイクは微笑して、もう一度レミにキスをした。

「そいつはよかった。俺も見たかったよ。腕を上げて」

　レミが両腕を上げると、ジェイクはＴシャツを引き抜いた。洗濯カゴにそれを放りこみ、レミの肋骨をたしかめる。右中段あたりが痣になっていたが、深刻なものではない。腫れてもいなかった。ダメージはすでに癒えてきているようだったが、ジェイクは肋骨の上を指でなぞった。

「くすぐったいよ」

「悪い」

　手を引いて、ジェイクは背すじをのばす。タオルをぬるい石鹸水に浸すと、レミの顔と首をきれいに拭った。

　レミの首に噛みついて、ぬくもりを味わいたい衝動がこみ上げてくる。車のドアを開けた瞬間に嗅いだレミの血の匂いが頭の芯を支配して、消えない。今や、彼の股間まで熱を帯びはじめていた。

　レミの肩と胸元を洗いながら、ジェイクはその熱を無視する。腹部に血は飛んでいなかったが、いたわる手のひらの下で筋肉がピクリとはねる反応を味わいながら、腹もタオルで拭った。

　あくびをして、レミが目をとじる。ジェイクはついに血を洗うふりをするのをあきらめ、タオルを放り出して水をとめた。レミの、しなやかな黒髪に指をくぐらせ、開いた太腿の間に立つ。

　レミが身をのり出して、ジェイクの肩をつかみ、唇にキスをねだった。

「御主人(サー)様？」

　ジェイクはうなった。レミの唇を甘い、優しいキスでとらえると、舌先で唇の形をなぞった。唇の傷跡を感じる。すぐに治るだろうが、それまでは……ジェイクは顔を離し、レミをじっと見つめる。

　長い、長い時間、二人は見つめ合っていた。レミの表情にはジェイクへの思いがあふれていた。

　ジェイクの怒りの最後のひとかけらが、溶けて、消える。

　初めてだった。こんなふうに誰かと、言葉もなく通じ合ったのは。たしかに親友のリースとは時にうなずきや短い声だけで意志が伝わることがあるが、レミとの間にあるものはまるで違う、特別なものだ。一緒に時をすごせばすごすだけ、つながりが強まっていく。自分が満たされていく。レミと出会うまでジェイクは、こんな満ち足りた気持ちが存在することすら知らなかった。

　またあくびをして、レミはジェイクにもたれて彼の肩に頭を預けた。

　ジェイクはカウンターに座ったレミの脚をつかむと、自分の腰に巻き付けさせ、レミの体をかかえ上げた。

「どこに行くんだ？」とレミがジェイクの首に鼻を擦りつける。

「お前をベッドに寝かせに」

「うれしいね」

　ジェイクは微笑して、ベッドルームへレミを運んだ。

　中へ入ると、レミを上にして二人でベッドに重なり、レミの裸の背中を円を描くようにさする。手に傷がふれ、彼は目をとじた。その古傷が、ふたたびダーク・ラシターへの憎しみを駆り立て、あの男を追いかけていきたい衝動がこみ上げる。だが、こらえた――少なくとも今はまだ。今は、メイトをいたわるのが先だ。

　長い時間、レミはそうやって、ジェイクの上に横たわっていた。呼吸はゆっくりとおだやかで、てっきり眠ってしまったのだと思ったが、やがてジェイクの鎖骨に唇がふれた。

「あいつを殴って……本当に気分がよくてさ、俺はそれが嫌なんだよ。そんなふうになりたくない。お前にも、そんなふうになってほしくない。たしかにあいつを殺すのが一番楽だし、短い間は気分がいいだろう。でもそんなことをすれば結局、俺たちはあいつと同じになっちまう」

　レミの言葉は正しい。まずは、初めからの計画の通り、合法的な手段を探さなければ。だが、それが駄目なら……。

「わかった、仔狼(パップ)。これまで通り調査を続ける」

　溜息をついて、ジェイクはレミの背をさすり続けた。

　レミの携帯が鳴った。タイミングが悪い。

「スターリングからかもな。お前が無事かどうか心配してた」

　ジェイクはレミが起き上がれるよう、抱いていた腕をゆるめた。スターリングに連絡するのをすっかり忘れていた。

　いや――まさか、ダークは家に帰って、スターリングに手を上げたりするだろうか？　ジェイクはレミのことで頭が一杯で、そこまで気が回っていなかった。

「なあ、スターリングは大丈夫か？」

　レミはジェイクの上からベッドの足側へ這っていくと、携帯を拾った。

「ああ、大丈夫。ダークは俺に怒ってる。あの子にじゃない」

　ベッドに起き上がって、ジェイクは四つん這いのメイトの姿を眺めた。実にいい眺めだ。ニヤッとして、彼はレミが電話に出る間、自分の電話を取りにリビングへ戻った。カウチに放り投げられたままになっていた携帯電話を拾ったところで、電話に出たレミが、最初の「はい」以来、ずっと無言なのに気付いた。

　何かがおかしい。恐怖と、レミを守らなければという衝動がつき上げる。

　ジェイクは急ぎ足で戻った。

　レミはベッドの足側に、携帯を握って座りこんだままだった。顔は虚ろで、途方に暮れている。

　その眉が、きつく寄った。

「もう俺は、スターリングに会わせてもらえない」




　　　＊　＊　＊　＊　＊




　リースは野原を進んだ。耳を倒し、尾を垂らして。やがて、白い小さな家がはっきりと見えてくる。

　誰かに見られても、きっと犬だと思ってくれるだろう。それでもリースは人目を避けて、とにかく車通りの多い場所には近づかなかった。今は日も落ち、楽に暗がりにまぎれこめる。

　鼻を上げて、くん、と匂いを嗅ぎ、標的を見つけ出した。しなやかで新鮮で潑剌とした、まるで若葉のような匂いはすぐにわかる。近づいていた。

　家の裏口がバタンと開き、スターリングが何かの入ったボウルを手に出てきた。ミルク――そう、ミルクの匂いだ。きょろきょろと左右を見て、スターリングは早足でポーチのステップを庭へ下りる。

　一体何をしている？　リースはたしかめようと、伏せたまま、じりじりと近づいた。

　家をちらちらと振り返り、スターリングは地面にミルクのボウルを置く。

「出ておいで、ほら、怖くないから」

　彼は、まっすぐリースの方を見ていた。

　まさか、見えているのか？　リースは周囲を見回して、自分が闇と背の高い草むらに溶けこんでいるのを確認する。

「ああ、そこにいたね」

　スターリングが、左側に顔を向けた。

　小さな茶トラ模様の猫がとことこと歩いてくると、みい、と鳴いて挨拶した。まっすぐボウルに近づいて、ミルクをなめはじめる。

　草の上に座りこみ、スターリングはまるで長年会えなかった友人に話しかけるように猫に向かって次々と話を始めた。

　リースが人間の姿だったなら、微笑しただろう。この少年は相手が誰だろうと、いや何だろうと話しかけるのだ。かわいいものだった。

　腹這いになって、その様子を眺める。スターリングは大丈夫だ、何もされていない。家の周囲にはダーク・ラシターの匂いが漂っていたが、薄い匂いだった。あの男は、今、家にはいない。

　リースは少し警戒をゆるめ、目をとじると、よどみなく流れるスターリングの声の響きに耳を傾けた。彼のメイトは無事だ、そのことに安らぎながら。
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「どけよジェイク、邪魔すんな！」

「駄目だ、お前を一人であの家に行かせるわけにはいかない。電話で母親から聞いたんだろ？スターリングは無事だし、今の状況は落ちついていると。もしお前がどうしても行きたいというなら、俺が運転していってやる。だがそんなことをしてもあの男を余計怒らせるだけだ」

　ジェイクは玄関ドアに背をもたせかけ、腕組みしていた。今のレミはとことん感情的になっている。ダークの命令でスターリングと会うのを禁止された、という電話を母親からもらってすぐ、レミはヘルメットとキーをつかんだのだった。弟の無事をたしかめる、と言い張って。

　だがダークは、レミがそうすると見越して、待ちかまえているかもしれないのだ。今日の一件の後で、レミをダークに近づけるような真似はさせられるわけがなかった。

　しかし今や、ジェイクはレミに対しての腹立ちをこらえるのに必死で、それもそろそろ限界だった。あれだけ寛容で優しい男が、一瞬にして人の神経を逆撫でする癇癪(かんしゃく)のかたまりと化すのは驚きだ。まるで、レミが二人いるようだった。

「お前の車でなんか行けるかよ！　ダークには、俺がおとなしく言うことを聞いていると思わせとかないと」レミはかかえたヘルメットを見下ろし、それからジェイクを見つめた。「ジェイク、お願いだ」

「駄目だ」

　目と牙を狼のものに変え、レミは歯を剥き出してジェイクにうなりかかった。

「俺はとにかくスターリングが無事かどうかたしかめ――」

　コンコン、と誰かがドアを叩いた。

　右手を上げていったんレミをとめ、ジェイクは深く匂いを嗅いだ。狼。知った匂い。群れの連中だ。振り向くと、彼はレミを放って二人の仲間たちを部屋に入れた。

「お前ら連れ立って、レミに何の用だ」

「くそったれが！」

　レミが吐き捨てて、リビングの中へ入っていく。

　悪態を聞いたデイゴが眉を吊り上げ、その彼を押しのけてザックが先に部屋へ入った。デイゴも続くが、その視線がドアの左側の、血の飛び散った壁に吸いよせられた。「すげえな」

　ジェイクは、彼らを入れてドアを閉めた。

「事情を聞いたんで、レミの様子を見に来たのさ」ザックがぐるっとレミの向こうへ回りこみ、しげしげと顔を眺めた。「大丈夫か？」

　ジェイクは笑みを浮かべた。驚きはない。ジェイクの友人たちは、レミ相手にたちまち心を開いたのだ。お互いに、そうだった。

　仲間に続いてリビングに戻ると、ジェイクはレミの手からヘルメットとキーを取り上げた。それをコーヒーテーブルに置くと、カウチに座り、レミを手で招いた。

「ちょっと、ここに座れ」デイゴに顔を向ける。「誰からこのことを聞いた」

「あのな、皆いいか――俺は大丈夫だ。だからもう帰ってくれ。皆と一緒にいるところを見られたら――」

　レミは、振り向いたジェイクを見て言葉を途切らせた。

　ほとんど瞬間的に、ジェイクは室内に満ちる動揺を感じる。群れが、オメガの負の感情に共鳴しているのだ。

「レミ、いいからまず座れ」

「あいつはどうやってか俺たちを見張ってるんだぞ！　俺があのバーに行ったのも知ってた。あたりのホームレス連中に金をやって見張らせてたに違いないんだ、賭けたっていいね！」

　鼻のつけ根をきつくつまみ、レミは少しの間だけ目をとじた。だらりとその手を下ろして、ジェイクへ視線をとばす。

「俺たちがスーパーで母さんと話したことも知ってた。もし、皆がここにいると――」腕を振り回して、部屋中を指し示す。「あいつに知られたら、俺はスターリングに二度と会わせてもらえない！」

　今だって会わせてもらえないのだから、ジェイクからしてみればレミの理屈はおかしい。ジェイクは立ち上がった。たとえ無駄でも、メイトの気持ちを落ちつかせてやりたかった。レミの言葉通り、ダークはレミの行動に目を光らせている。だからこそ、レミを孤立させることなどできないのだ。

　ここまで、ジェイクは冷静さを装い、レミをさとそうとしてきた。ついさっき、ジェイクの怒りをレミがそうやって鎮めたように。だがジェイク自身がダーク・ラシターをこの世の誰より憎んでいる今、いつまで自分を抑えきれるか。一秒ごとに自制心がすり減って、あの男を引き裂きに行きたい衝動がつのる。

「レミ、あの男はもうお前とスターリングが会うのを禁じたんだ。それについては、今は打つ手がない。友人を遠ざけ、自分の群れから孤立したところで、何が変わる？」

「あいつが何をしたって？」

　デイゴが怒りにあふれた声で聞き返した。

「あいつは、俺が皆と会うのを禁じた」

　レミが答えて両手を広げ、ジェイクへ向き直った。

「ここまでは、お前のやり方に従ってきた」首を振り、レミはザックの座るカウチの肘掛けに尻をのせた。「俺はスターリングから離れるわけにはいかない、ジェイク。俺がいなくなれば次に危険なのはスターリングだ。調査はこれまで通り続ければいい、でもはっきりした証拠が出るまで、俺は……」

　立ち上がったレミの目は、潤んでいた。

「それまでは、駄目だ」

　言い切って、彼は群れの二人を見やる。

「悪いな、皆、出てってくれ」

　メイトの悲痛が生々しく伝わってきて、ジェイクはこみ上げる涙をまばたきで押し戻した。どうしてレミはわかってくれないのだ？　必ず彼らでダークの犯罪を暴けると、どうして信頼してくれない？　やはりあんな男、殺してしまうのが一番楽だろうか。

　ザックが歩みよって、レミの肩を揉みはじめる。その手を肩から払い落とし、レミは数歩、距離を取った。

　まるで蹴とばされた犬のように痛々しい表情で、カウチに戻ったザックが、デイゴの横にドサッと座りこんだ。

　ザックもデイゴも首をうなだれて、言葉も出ない。ジェイクはその様子をじっと見つめた。何てことだ。この悲嘆はレミの心を引き裂くだけでなく、群れまで崩壊させようとしている。

　誰かがドアをノックした。

「今度は誰だよ」とレミがうなる。

　ニックとタンクだった。ジェイクには匂いでわかる。ドアを開けると、二人を入れた。

「くそっ！」レミが苛々と宙へ腕を投げ出した。「どうせなら外に看板でも出したらどうだ、ここに皆いますってな！」

　ニックがぎょっと目を見開いた。

「どうかしたのか？」

「いや大丈夫だ」ジェイクは横へのき、カウチに座れと手で示す。

「大丈夫じゃねえよ！」レミはドサッと床にひっくり返った。

　その時、何かがドアを引っかいた。ジェイクは眉をよせる。

　レミは両手に顔をうずめて、うんざりと呻いた。

「今度はどいつだ、リースかチェイかキートンか？」

　全員がレミを見てから、互いの顔を見合わせる。タンクが呟いた。「誰だ？」

　この匂いは――マット？

　ドアを開けたジェイクは、黒い狼を見下ろした。脇に下がり、狼がとことこと中に入ってからドアを閉める。

　溜息をつき、レミが床で身を起こした。

　狼が変身を始める。筋肉が縮み、骨がバキバキと音を立てて、黒い毛皮が褐色の肌に変化していく。ほんの数秒のうちに、手足を床についたマットの姿が現れたかと思うと、彼は裸でリビングの中央にすくっと立ち上がった。首を振って、体をのばす。

　振り返って、マットはジェイクを見やった。

「リースからの伝言。スターリングは無事だよ」

　瞬時にレミが床からばっとはね起きると、あやうくコーヒーテーブルをひっくり返す勢いでマットにつめよった。

「何？　何でリースにそんなことがわかる？　スターリングはどこだ？　一体――」

　ジェイクはレミの腰に腕を回した。「いいから、話をさせてやれ、仔狼(パップ)」

　マットはジェイクに微笑んでから、レミへ説明した。

「ジェイクが出てった後、リースも変身して出かけてった。それで俺は――」赤くなって、皆をちらっと見回す。「尾行してみようと思ったんだ。リースが正面口から出た後、俺は事務所を閉めて、服を脱いで裏口から出た」そこでジェイクに向かって、「まず裏口の鍵をかけて、その鍵を隠してから変身したよ。それからリースの匂いをたどったんだ。追いついたところで、リースから、戻ってスターリングの無事を知らせてこいって言われて」

　それを聞いたレミの体からわずかに力が抜け、肩の緊張がやわらいで、ジェイクにもたれた。

「スターリングは？　どうしてる？」

「母親と一緒に、家にいた。俺もリースも、窓からちらっと二人の姿を見たよ。父親も一度帰ってきたけど、制服に着替えて出かけた。リースは、彼が仕事から戻るまで待って、大丈夫かどうか見届けるって」

「ありがとう」レミは、ジェイクから離れた。「じゃあ、皆、ここから出てってくれ」

　仲間たちの様子は無視して、ジェイクはレミに手をのばし、自分の方へ向き直らせた。今の話で、レミだって少し気が楽になった筈ではないのか？　実際、ジェイクはほっとした。

「どうしたんだ、レミ。スターリングのことはリースが見ているんだぞ」

「だからって、何も変わってない。ダークが仕事に出てるのなら余計まずい。全員帰ってくれ、あいつが通りかかってここにずらりと並ぶバイクをみたらどうなると思う？」

　それが何だ？　ダークがその辺をうろついていると知りながら、ジェイクがレミを一人で残していけるとでも？　レミがそう思っているのなら、どうかしている。

　仲間たちはマットを取り囲み、口々に何かしゃべり出していたが、ジェイクはその声を耳から締め出してレミを見つめた。

「レミ、考え直せ」

　涙の匂いがする。だが、レミはその涙を決してこぼさなかった。

「スターリングには、俺が必要なんだ」

「俺たちにもお前が必要だ」

　そして、俺にも――。

　ジェイクは群れの面々を指で示した。冷静でいようと決めたのに、怒りがこみ上げてくる。レミはすっかり逆上している上に、信じられないほど頑固だ。

　レミが首を振って、カウチへ歩みよった。

「出てけよ」

　その言葉には力がなかったが、彼はそのまま両手に顔をうずめた。頑(かたくな)な姿だった。

　レミを揺さぶりたい衝動と、あたりのものを叩き壊したい衝動の両方に駆られながら、ジェイクは皆の方を振り返った。男たちは、まるで葬式にでも行くような陰鬱さで、玄関のそばに群れていた。マットがいない。

「マットはどこに行った？」

「リースの手伝いをしに戻った」

　タンクが答える。これほどレミに苛立っていなければ、ジェイクは笑みを誘われただろう。どうやらマットは、リースへの恐怖よりも大事な目的を見つけたようだ。ジェイクはひとつうなずいた。

「よし、じゃあ今日のところはいったん引き上げて――」

　その言葉も終わらないうちに、がっくりとうなだれたデイゴがドアを開けた。その姿にジェイクが奥歯を噛みしめた時だった。

「よお、レミの様子を見に来たんだけど、大丈夫か――」ドアから、腕にエディを抱いたガジェットが入ってくる。皆の様子に眉をひそめ、ジェイクと目を合わせた。「おい、どうしたんだよ」

「レミが、俺たちに出てけって」

　ザックがぼそぼそ答えた。

　皆の重苦しい雰囲気が、ジェイクの怒りにのしかかる。群れの心痛が伝わってくる。自分のオメガに拒否された、人狼たちの絶望が。

　ガジェットの腕の中でエディがもがき出し、「んー」とレミの方へ腕をのばした。

　ジェイクは、エディをまじまじと見つめた。幼いエディの腕は、前のように痛みにこわばってはおらず、肌の色も健康に見えた。以前は、関節炎の具合がいい時でさえ、エディの肌は灰色っぽくくすんでいたものだ。

　レミは、本当にエディを癒したのだ。

　この状況にもかかわらず、ジェイクの顔に微笑が浮かんだ。エディが誰かに手をのばしたところすら、初めて見た。いつも、自分をかかえている相手にしがみついて離れようとしなかったのに。

「しっ……」

　ガジェットは息子の足をポンポンと叩き、少し上にかかえ直す。

　ジェイクは手をのばした。けげんそうにしながらも、ガジェットがエディを手渡す。ジェイクはエディを床に下ろすと、好きなところへ行くよう、手を離した。

　全員が見守る。

　エディがレミへ向かって走り出した瞬間、何人かがはっと息を呑んだ。前のように足を引きずることも、膝をかばうこともなく、幼児はまっすぐ走っていく。

　レミの前に立つと、エディは数秒、そこで待った。だがレミが顔を上げずにいると、エディはしゃがみこんでレミの視界の中へもぐりこみ、じっと見上げた。

「レミ？　どしたの？」

「エディ？　一体、何でここに？」

　レミは驚いたようだった。

「レミにあいにきたの」

　エディはそう言って、レミの膝によじのぼった。小さい背丈では大変そうだったが、上手にのぼりきる。

　レミは膝にのったエディの体を支えてやった。目を見開く。エディの両手を右手でつかみ、そのまっすぐな指をじっと見つめた。涙がレミの頬をつたい落ち、小さな微笑が唇にともる。

　顔を上げ、レミはジェイクを、そして群れの皆を見やった。

　周囲の男たちも涙を浮かべているのを感じながら、ジェイクは微笑み返す。

「俺たちにはお前が必要なんだよ、レミ」

　手をほどいたエディが、両腕でレミに抱きついた。















　レミがうなずく。

「悪かった。……ドアを閉めて、こっちに来てくれ」

「まずバイクを隠してくるよ。それから戻ってくる。レミが、それでかまわないなら」

　タンクがそう答えた。レミはエディの体をぎゅっと抱きしめる。

「ああ、俺はそれでかまわないよ」

　人狼たちはぞろぞろとドアから出ていった。ついさっきまでの暗さはすっかり消えている。

　残ったガジェットが、ニヤッとした。

「どうやら、いいところに来たみたいだな」
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「やはり、ＦＢＩはダーク・ラシターの片棒をかついで事件を隠蔽(いんぺい)していた。ただ、それはビリーの事件じゃなく――」

「はあ？」落ちつきなく歩き回っていたレミがぴたりと足をとめ、緑の目を大きくして、くいいるようにリースをにらんだ。「……いや、悪い。続けて」

　また歩き出す。このままだとジェイクのリビングのカーペットに穴が空きそうだ。リースは続けた。

「筋書きはな、ダークが自分の子供たちを襲った小児性愛者を殺した、ってことになってる」

「ダークが俺たちを襲った犯人をぶち殺したって？　あいつが言ったのか？」

　レミは宙に両腕をつき上げ、それをバタッと下ろした。髪をかきむしり、うなるような、怒鳴るような声を立てる。

「ふざけんな！　それだけでお偉いＦＢＩはダークのしたことは大目に見て、捜査から手を引いたってのか？　犯人の死体なんかなかっただろうが、変だと思わなかったのかよ！」

　ジェイクはじっとレミを見つめていた。あまりにも問題は山積みだったが、彼にとってはレミの身の安全が最優先事項だ。

「レミ、こっちに来て座れ」

　レミはくるりと振り返って、ジェイクをにらみつけた。

　うんざりとうなり、ジェイクはカウチから立ち上がるとレミへ歩みよった。

「いいか、考えてもみろ、警察やＦＢＩ、およそあらゆる法執行機関は、子供を食い物にする犯罪者を忌み嫌ってる。特に、少年たちへの性犯罪者をな」

　言い聞かせながら、レミの手をつかんでカウチに戻った。向かいの椅子にはリースが座っている。

　さっさとダーク・ラシターの犯罪を暴き立てたいが、この手のことは急ぐわけにはいかない。裁判であの男を有罪にするだけの証拠を、しっかり固めていく必要があった。勿論、一気に告発してケリをつけたい気持ちも強いが、そのためにこそ、今は冷静な頭で、リースが集めてきた情報を聞かなければ。

「死体はあった」と、リースが続けた。

「は？」

　レミとジェイクは、二人してカウチの端で立ちどまる。

　ジェイクはカウチに座った。

「死体はあったんだ、ジェフ・クリフトンという男のな」リースは前に身をのり出し、レミに視線を据えた。「俺の元上司の打ち明け話によりゃ、まずあの事件の日、ダークはお前とビリーを迎えに行った。二人は、スターリングが生まれるまでの時間つぶしに、ダークの許可をもらって映画館に出かけていた。ダークはまず映画館へ向かったが、二人の姿はなく、もう歩いて家に向かったのだと考えた。家へ戻っても二人がいなかったので、今度は家から映画館までの道をたどることにした。途中で、二人がビリーの家へ行ってないかどうかたしかめようとした時、お前の叫び声が聞こえた」

　うなって、レミはジェイクのそばにドカッと腰を下ろした。

「けっ、俺の叫び声が聞こえたって？」

「そうだ」

　リースは片手を上げる。

　この話を聞いているだけで血が怒りに沸騰しそうで、ジェイクはレミの太腿に手をのせた。

「リースに最後まで話をさせてやれ、仔狼(パップ)」

　リースは水を一口飲み、

「叫び声を聞いて、ダークは野原のそばに車を停めた。最初は何も見えなかったが、声の方角へ歩いていった。捜索の途中で草の中に倒れていたビリーの死体につまずき、ダークは狼狽して、レミの名を呼んだ。奴によれば、レミの返事が聞こえたが、〝父さん〟と叫ぶ途中で、その声がふっつりと途絶えた」

　レミが、背を固くしてせせら笑った。

「あいつを父さんなんて呼んだことは一度もねえのに」

　ジェイクはレミの左腿をポンと叩いて、静かにさせる。彼自身、冷静でいるだけで必死なのに、レミの怒りは伝染性が高い。

「やがて、やっと、ダークは膝丈の草むらの中に動くものを見つけ、拳銃を抜いて駆けよったが、そこにいたのは意識のないレミだけだった。でな。その翌日、警察署に留置されていた酔っ払いが、署内の取調室に向かう途中、階段で足をすべらせて転落死した。元上司の話によると、そのジェフ・クリフトンという男は少年たちへのレイプ、ビリーの殺害、レミへの暴行と放置を自白していたそうだ」

「くそっ、信じられん」

　ジェイクはカウチにもたれかかった。まったく、ダーク・ラシターに思い知らせてやりたい。

「つまり、何か？　ＦＢＩはその話を知り、そのまま鵜呑(うの)みにして事件から手を引いたってのか？　ビリーの事件の捜査も中止、署内での容疑者の死亡も捜査せず？」

　リースがうなずいて答えた。

「お前も言ったろ、警察も捜査官も、小児性愛者を憎んでる。しかもその被害者が警官の息子ときちゃ……」彼は首を振った。「身内のことは身内でカタをつける、それが警察のやり方だ」

　レミがジェイクに少しもたれかかった。きっと無意識の仕種だろう。レミ自身は気付いてもいない様子だったが、その仕種にジェイクの動揺が少し鎮まった。レミのぬくもりが伝わってきて、緊張がわずかにほぐれた。

「その、小児性愛者扱いされた酔っ払いってのは……？」

　レミが、疲れて力のない声でたずねた。リースが肩を揺らし、

「どういう奴なのか今調べてるところだ。報告書を手に入れようとしている。そいつの死因と、発見された状況がどう報告されているのか楽しみだな」

　両手を髪にくぐらせ、ジェイクはふうっと息を吐き出した。ダークはあまりにも狡猾(こうかつ)だった――あの男について調べていくと、この隠蔽された事件に突き当たるようになっているのだ。今や、ジェイクたちはＦＢＩと部族警察が作ったこの偽装の壁を破って、ダークの真の罪を暴かねばならない。

　どうやら、レミも同じ結論に至ったらしい。がっくりと肩を落とし、うなだれて、レミの匂いにはふたたび恐怖が混じりはじめていた。

「最低もいいところじゃねえか」

　また立ち上がって、レミはコーヒーテーブルの前をうろうろと歩き回る。

「あいつの証言に対して、こっちにあるのは俺の証言だけ。向こうには部族警察もＦＢＩもついてやがる。ＦＢＩが、あいつにだまされて殺人を隠蔽したなんて、絶対に認めるわけがない……」

　暖炉に歩みよると、レミはマントルピースに手をすべらせた。その目はぼんやりと遠くを見ていた。

「……もう、俺じゃどうにもならない」

　すべての望みを捨てたような声だった。

　ジェイクの胸が、押しつぶされたように痛む。今の瞬間にも、レミが振り返って、群れやジェイクとすべての縁を切ると言い出してもおかしくなかった。スターリングと会うために、一縷(いちる)の望みをかけて。

　全身の力を振り絞って、ジェイクは叫び出しそうな自分を押さえつけた。どうしてレミはスターリングのことをジェイクより優先する？　愛しているというなら――いや違う、そんな考え方はフェアではない。レミはただ、自分の愛するものが危険にさらされていれば、すべてを投げ出してでも救おうとする男なのだ。ジェイクは誰よりもよく知っている。

　レミの心の動きはわかっていたが、それでも気持ちはおさまらなかった。

　大体、レミの論理は間違っている。レミがジェイクとの絆(きずな)を断ち切ったところで、ダークが彼とスターリングを会わせるわけがない。そもそもあの男は、レミとジェイクが恋人だということなど知らないのだ。ダークが恐れているのは、レミが事件についての記憶を取り戻すことだ。あの男の行動の根っこはそれだと、少なくともジェイクは、そうにらんでいた。

　そしてダークは、息子を黙らせるためにはスターリングを押さえておけばいいと知っている。スターリングをエサのようにレミの鼻先にぶら下げ、あの男はレミから真実を絞り出して、誰にも言わないと誓わせるまでレミを追いつめるだろう。

　レミは、きっとダークに従う。ジェイクがとめない限りは。だがダークの命令通りにしたところで、状況はよくならない。たとえスターリングにまた会えるようになったとしても、二人の身は変わらず、危険にさらされている。

　頭を使え――打開策を考えろ。

　言うは易しだ。だが、今はとにかく戦わねばならない時だった。何があろうと、ジェイクにはレミを手放すことなどできない。ここまでレミは一人きりでよく耐えてきた。だが今、彼のそばにはジェイクがいて、この暗い鎖を断ち切れるかどうかは、ジェイクの肩にかかっているのだ。ここでジェイクが解放しなければ、レミは永遠にダーク・ラシターの操り人形だ。

　リースの横にファイルが置いてあった。話の間、リースはそのファイルに幾度か視線を向けたが、手に取ろうとはしなかった。何故だ？

「そのファイルの中身は何だ？」

「現場写真だ」リースは首を振った。「見ない方がいい。本当だ。俺だって二度と見たかないね」

　いつもよりざらついた声だった。ジェイクは、喉につかえる塊を飲み下しながら、右手をのばした。

「見せてくれ。何か、糸口があるかもしれない」

「ジェイク……」

　手をさし出したまま、ジェイクはちらっと、まだ暖炉脇で物思いに沈んでいるレミを見た。「リース」

「わかったよ。忠告はしたぞ」

　リースはジェイクの手のひらにファイルを叩きつけると、立ち上がって大股にキッチンへ向かった。

　茶色いマニラ紙のファイルを見つめるジェイクの耳に、冷蔵庫のドアが開く音が聞こえてきた。気付くと、コーヒーテーブルの上のリースの水のグラスはいつの間にか空になっていた。冷蔵庫のドアが閉まる音、続いて、カチッと缶を開ける音――いや、いい加減にしろ。ぐずぐずとキッチンの音に耳をすましていたって、このファイルの中身の悲惨さが薄らぐわけではない。大体、レミの夢の話を聞いた時からもうジェイクの脳裏には凄惨な光景が焼きつけられている。それに比べて、実際の写真がどれほどひどいと？

　ファイルを開くと、まず事件の報告書がジェイクの目にとびこんだ。ざっと読む。ほぼ、一番最初にレミから聞かされた説明そのままだった。二人の少年が映画館から歩いて戻る途中、何者かに襲われた。動機は不明。ジェイクはその報告書を脇にのけた。下から、少年の光のない目が彼を見上げていた。

　見た目からして、アパッチの少年だろう。頬が痣で黒ずんでいるが、それでも端正な少年だった。褐色の肌、大きな茶色の目、短い黒髪とくっきりと高い鼻。ビリーだ。レミの初恋の相手。その顔はあまりに無垢で、わずかに開いた赤いシャツの喉元にも痣があるほかは、どこか安らかにさえ見えた。

　ジェイクは、写真をめくった。次もビリーの写真だった。黄色く枯れかかった草の上に横たわり、まるで誰かにポーズをつけられたかのように手足がのびている。

　キッチンから戻ったリースが、ジェイクの前にビールの缶を置いた。

「酒が要るぞ」

　それはまた。ビールを無視して、ジェイクはビリーの写真を取り上げ、めくった。

　目にとびこんできたのはほっそりとした背中だった。尻から脚まで、びっしりと、血まみれの傷で赤黒く覆われている。レミの長い黒髪は乱れて広がり、左側を向いた横顔がはっきりと見えた。頬と顎に、乾いた血がべったりとこびりつき、鼻は黒ずんで紫色に腫れ上がっていた。凄まじい――ほとんど、誰だか見分けなどつかないほどだった。

「何てこった……」

　ジェイクはかすれ声で呟いた。目の奥に涙がせり上がってくる。腹に拳が叩きこまれたように、息ができない。

　どうして、こんなひどいことができるのだ？　それもレミに？　いつも、自分より他人を大切にするような男に……。

　ジェイクは写真をめくった。

　それはレミの、傷だらけの顔のアップだった。ジェイクは目をとじ、凄まじい怒りの感情を、メイトに伝わらないようにこらえる。

　レミと出会うまで、ジェイクは自分やリース、そして仲間たちを、タフで手ごわい連中だと自認してきた。だが、今わかった――レミの強さと比べれば、そんなのはお話にもならない。レミは自分に振りかかる人生をただ受けとめ、文句も言わずに耐えてきたのだ。自分に暴力をふるわれようとも、スターリングにそれが及ばぬ限りは。

　レミの携帯が鳴った。

　ジェイクははっと目を開け、携帯を取り出そうとするレミを見つめた。ジェイクたちを振り向いて、レミは携帯を開く。「はい？」

　何かを聞き取ろうとするように、レミの眉がぐっとひそめられた。

「スターリング？　よく聞こえない。雑音がひどくて……」窓の方へ歩いていく。「スターリング？」

　ジェイクは瞬時に立ち上がった。ファイルを放り出し、コーヒーテーブルをとびこえてレミの肩をつかむ。

「何があった？」

　レミは茫然としていた。

「わからない……ほとんど聞こえなかった。でも、あの声、何だか……」

　ジェイクからぱっと離れ、レミは携帯をベルトに戻すとバイクのキーを引っぱり出しながら、キッチンへ駆けこんだ。裏口からガレージに出たところで、ジェイクが追いつく。

「声がどうした？」

「泣いてるみたいだった」

　何てことだ。ジェイクの脳裏に、さっきの写真の、腫れ上がったレミの顔がよぎった。

　その一瞬の隙をついて、レミはガレージのシャッターを開けるスイッチを押し、バイクにまたがった。ジェイクは家の中へと駆け戻るとキッチンカウンターから自分のヘルメットをつかむ。ヘルメットをかぶりながら、リースとすれ違ってガレージへ向かった。

「スターリングから電話があるかもしれない、残ってくれ」

「クソくらえ！」

　リースは自分のキーと携帯をつかみ、すでに玄関から出ていくところだった。

　レミのバイクのエンジン音が猛々しく鳴り響き、もはやジェイクにはリースをとめるどころか考える時間もない。首を振り、彼はメイトに追いつくべくガレージに駆けこむ。

「レミ、待て！」

　くそっ――。

　レミがバイクを発進させた。

　ジェイクは自分のバイクのエンジンをかけると、ガレージのシャッターのスイッチを押してバイクにとびのり、閉じていくシャッターの下を走り抜けた。心臓が喉元で鳴っている。レミは運転できるような精神状態ではない。彼は、弟のこととなると一瞬で我を失う。

　居留地への道を走ったが、レミの姿はどこにもなかった。別の道か？　何も言わずに出ていったが、レミは必ず親の家へ向かった筈だ。スターリングがいる場所へ。

　ラシター家まで、三つのカーブを残すのみだった。最初のカーブを曲がると、バイクは土の道に乗り入れた。土と不安定な砂利の上でバイクが暴れ出し、ジェイクは少しスピードを落とす。

　その瞬間だった。土煙の向こうに、道の真ん中で横倒しになったレミのバイクが見えた。タンクがつぶれて前輪がぐにゃりと歪み、後輪はまだ回りつづけている。

　まさか。そんな馬鹿な。

　急停車したせいで、ジェイクの体はあやうくバイクから振り落とされかかった。嫌な予感が心を貫く。すべてが凍りつき、音が消えた。まるで無音のテレビで、映画のスローモーションを見ているように。

　視線を左右にとばして、ジェイクは息を吸いこみ、土煙の中にレミの姿を探した。

「レミ！」




　　　＊　＊　＊　＊　＊




　リースは車のギアをリバースに入れながら、ジェイクのバイクのテールライトが遠ざかっていくのを見た。辺りが暗くなりはじめている。

　夜ごとに、リースは狼の姿でラシター家をこっそり訪れていたし、スターリングは元気そうにしていたが、今、不安がないと言えば嘘になる。スターリングの携帯にかけてみようかとも思うが、ダークに気付かれる危険は冒せない。

　少年のレミの、あの写真がリースの心にずっしりとくいこんでいた。写っているのはレミだと知りながら、初めてあの写真を見た瞬間、リースの目の前に浮かんだのは力なく横たわるスターリングの姿だった。動揺のあまり、真っ昼間だというのに狼に姿を変えてラシター家へ走り、無事なスターリングの姿をたしかめたほどだ。幸運にも、スターリングは無傷だったが。まさに幸いだ――リースはジェイクほどの自制心は持ち合わせていない。あの少年を傷つけようものなら、ダーク・ラシターの命はない。

　居留地へ向かう車内で、リースの携帯が鳴った。スターリングの番号からだと見て、彼は通話ボタンを押した。

「スターリング？」

『リース……？　レミが……電話に……出なくて』

　スターリングの声はかすかで、のろい。話すのもつらいかのように。

　ぜいぜいと喘ぐその声に、リースの背を嫌な予感が走る。何かが――ひどく、おかしい。

「今そっちに向かっている。どこにいる？」

『の……ら……家の、そと――』

　スターリングは咳込んだ。喉が詰まりそうな音を立ててむせている。咳はやがてとまり、痛々しい、長い呻きに変わった。

　畜生。リースはアクセルを踏みこむ。

「目印は？　家からどっちに向かった？　町か、それともチェイの家か？」

　話しながら、いつも危機的状況に陥った時にするように、心の奥を鎮めようとしたが、うまくいかなかった。

『わか……んな……俺……』ゴホゴホと、ふたたび咳込む。次に聞こえたスターリングの声は、前よりずっと小さくなっていた。『裏から出て……そのまま、歩いて……』

　野原だ。家の外、裏口から出てまっすぐの――。

　リースは考えをめぐらせた。居留地にはたくさんの空き地や野原がある。ラシター家の裏の道に折れ、リースは車の窓をすべて下げると、スピードを落とした。集中して、目を狼に変える。この方が夜目が利く。

　大きな呼吸で、夜風を鼻から深く吸いこみ、リースは声を強く、おだやかに保った。

「話しつづけてくれ、スターリング。今、野原を歩いているのか？」

　咳だけが聞こえた。

　リースは嘔吐感に襲われる。

　持ちこたえろ、スターリング――。

「スターリング！　どこだ！　野原にいるのか？　今いるところから自分の家は見えるか？」

　そんなに乱暴に怒鳴りたくはなかったが、スターリングの返事がどうしても必要だった。

『野原に……家……見えない……今、倒れてて……』

　スターリングの声はあまりに小さく、狼の聴力がなければリースにも聞き取れないほどだった。

「エンジンの音は聞こえるか？」

『ううん……』

　畜生、どこだ！

　リースはハンドルをさらにきつく握りしめて、手の震えを抑えた。これほどの狼狽を感じたことなどかつてない。

　クラクションを鳴らした。車はラシター家のすぐ裏手、リースが狼の姿で隠れてスターリングの姿を見ていたあの野原を見渡す場所にいた。

「クラクションが聞こえたか？」

　返事はなかった。

「スターリング？」

　リースは車を道脇に停める。たのむから無事でいてくれ――たのむから、ここがスターリングのいる野原であってくれ。

　携帯を手に、リースは車から下りる。

「スターリング！」

　どうして返事をしない？　顔を上げ、リースは匂いを嗅いだ。血の匂いだ。牙がのびる。リースはもう一度嗅ぎ、自分を惹きつけるその匂いめがけて走り出した。

　心臓が激しく鳴りひびく、その音が自分にまで聞こえる。見回してもスターリングの姿は見つからないが、匂いは強くなってきている。スターリングはこの野原の――どこかに、いる。

　目をとじ、足をとめて、リースは耳をすました。左手から、苦しげな息づかいが聞こえる。リースはそちらに走り出した。

　スターリングが、長くのびた草むらの中に、仰向けに倒れていた。

　レミの無残な写真が脳裏をよぎって、リースは身ぶるいした。あの現場写真に酷似した、あまりに衝撃的な姿だった。電話を落とし、リースはスターリングへ手をのばしながら両膝をつく。

　スターリングは身じろぎもしない。呼吸につれて上下する胸の動きすら、小さく、弱々しかった。リースの視界はモノクロームだったが、スターリングの顔が青白いのはわかる。唇の色は黒ずみ、異様に淡く、黒っぽい滴が頬にとび散ってつたい落ちていた。咳とともに、血を吐いたのだ。内臓出血を起こしている。

　目に涙がにじみ、リースはそれをまばたきで払った。人狼の血には人間のメイトを癒す力があるが、スターリングはもう何かを飲みこめる状態ではない。尻ポケットに手をつっこむと、リースはポケットナイフを取り出してパチンと開いた。

　たのむから、うまくいってくれ。

　レミの時はうまくいった筈だ。今回も、きっとうまくいく。同じように、メイト同士での血の交換なのだ。

　人生で、これほど恐怖を感じたことはなかった。リースは自分の手首にナイフをすべらせてから、スターリングのＴシャツの前を切り開いて、締まった胸板の、心臓の上に傷をつけた。

　早鐘のようなリースの鼓動に合わせて、彼の手首から血がボタボタと早いリズムで滴り落ちる。その手をスターリングの傷の上にかかげて、できるだけ多くの血を傷に染みこませた。手首の傷がふさがると、ふたたび切り裂いて、また同じことをくり返した。

　まるで、永遠のように幾度も、幾度も。

　見下ろしたリースは、地面に落ちたスターリングの右手が、まだ携帯電話を握りしめているのに気付いた。すらりと指が長く、繊細と言ってもいい手だ。あれほど見事にパスを受けとめられるわけだった。目をとじ、リースは一瞬だけ心をゆるめて、涙をこぼした。

　見守るうちに、随分とスターリングのことを知った。スターリングという名が本当によく似合う、潑剌(はつらつ)として、活発な少年だ。いつもしゃべりつづけている。まるで、自分の中に湧いてくる活力と好奇心が抑え切れずにあふれていくように。その勢いのままに歌ったり、自分自身と会話したりしていた。いや、自分どころか、スターリングは野良猫、昆虫、時にはただの物にまで話しかけた。

　リースは、この少年にすっかり魅了されていた。

　また手首の傷が癒えたのを感じ、彼はメイトの姿を見つめた。

　スターリングの胸の傷がふさがっている。どうか、これがいいきざしであるようにと祈った。リースは地面にどっかと座りこむと、スターリングを腕の中へ抱きとった。

　スターリングがゴホッと咳込み、口からとんだ血の飛沫(ひまつ)がリースの顔や服にかかる。リースはスターリングの頭を傾けて、血を吐き出しやすいようにしてやった。

　肺からの血をスターリングが残らず吐き捨てる間、深く空気を嗅いだ。安堵の波が押しよせてくる。スターリングからはもう、群れの一員のような匂いがした。狼の匂い。

　ついにスターリングの咳がとまり、おだやかな眠りに落ちた。その体をもっと近くに抱きよせ、リースは呼吸の音に耳を傾ける。規則正しい、いつもの呼吸だ。

　スターリングがもぞもぞと身をよせ、リースの胸元に顔を押し当てた。小さないびきが聞こえてくる。

　微笑して、リースはスターリングの頭を自分の肩にのせてやると、目元から涙を払った。草が夜風にざわめき、コオロギの鳴き声がする。近くの道から車の音がしたが、リースは動きたくなかった。今はまだ。ただここに座ってスターリングを抱いていたい。次にこんなことをできるのは、何年も経ってからのことになるだろう。だが少なくとも、その未来までは失わずにすんだ。スターリングは、ここにいる。生きている。

「スターリング！　リース！」

　レミの半狂乱の叫びが、静寂を引き裂いた。ジェイクの声も続く。

「リース！　スターリング！」

「ここだ」

　リースは大声を出さなかった。どうせ二人には聞こえる。自分とスターリングの携帯を拾うと、それをスターリングの胸元にのせたところで、地面に革表紙のノートが落ちているのに気付いた。落とし物にしては奇妙だし、スターリングが持ってきたのだろうと、それも拾ってスターリングの上にのせる。スターリングを抱えて、リースは立ち上がった。

　レミが駆けよってきた。ぼろぼろの姿だ。

「そんな――まさか――」

　スターリングへ手をのばしてくる。

「おっと」と慌てたジェイクがレミをつかまえ、ぐいと引き戻した。リースを見やる。「お前、大丈夫か？」

「ああ？」

　その時になってやっと、リースは自分が威嚇のうなりを立てているのに気付いた。一歩下がって、うなずく。

「一体どうしちまったんだよ」

　とレミがジェイクの腕から逃れようと身をよじり、またスターリングへ手をのばしてきた。

　今回は、リースは意識的にうなって、牙まで剥き出しにしてやった。まだ誰にもスターリングを渡してなるものか。
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　もしレミが喫煙者だったら、今ごろ一箱は軽く空にしている頃だ。心配で気が遠くなりそうだった。

　レミは、ジェイクのリビングルームのカウチに横たえられたスターリングを見やる。不安が、また一段階高まった。

「本当に大丈夫なのか？」

　両手に預けていた頭をもたげて、ジェイクは体をまっすぐに起こした。

「スターリングは大丈夫だ」答えて、彼は目を細め、じっとレミを眺める。「おまえこそ少し気を失ってたんだぞ。本当に平気なんだろうな？」

「ああ」

　レミは、汚れたシャツと裂けたジーンズという自分の格好を見下ろした。転倒のせいであちこち痛んだが、気にもならない。本当にスターリングが大丈夫だと安心できればどっと痛みが押しよせてくるだろうが、今はそれどころではない。二人掛けソファにいるジェイクの横にも、じっと座っていられないほどだ。

　スターリングがごろんと寝返りを打つ。カウチから右腕がはみ出し、だらりと垂れた。レミとジェイク、リースの三人は息をつめて見つめたが、スターリングはそれ以上身動きもしなかった。

　リースが二人にうなるのをやめた後、ジェイクの家にスターリングを運び、着替え用に置いてあるレミのＴシャツと短パンにスターリングを着替えさせたのだ。レミとリースの二人で何とか血も拭ってやった。

　今、スターリングは安らかに、ただ眠っているように見えた。顔の痣(あざ)もほとんど消えている。レミがふれたからなのか、それともリースが彼を人狼に変えたせいなのかはわからなかったが、レミは安堵する。リースがスターリングを離そうとしなかった、あの様子がひどく気にさわってはいたが、それでもあの場にリースがいてくれてよかった。さもなければスターリングは死んでいただろう。

「一体、何があったのか聞いたか？」

　レミは、スターリングの落ちた手を戻そうと立ち上がりかかったが、同じカウチに座っているリースの方が早かった。膝にのせているスターリングの足を持ち上げてカウチから立つと、リースはスターリングの腕を胸元で重ねて落ちないようにしてやる。

「いや。そんな話をできる状態じゃなかった。お前らは家の方に寄ったのか？」

　ジェイクがうなずいた。「誰もいなかったが、血の匂いがした。俺の嗅いだ限り、スターリングと、母親のものだ」

　そのこともレミの心に暗い影を落としている。家中に母の血がとび散っていたが、肝心の母の姿はどこにもなかった。彼女の車もない。いなくなったスターリングを車で探しに出たとか？だが、それならどうしてレミに電話をしてこない？

　ジェイクが身をよせ、レミに腕を回して抱きよせた。抗わず、レミはジェイクの肩に頭をもたせかける。この瞬間、メイトのぬくもりが必要だった。そのぬくもりでゆっくりと不安が溶け出し、疲労で体が重くなってくる。だが眠るわけにはいかない……今は、まだ。スターリングを見守って、面倒を見ないと。

　何があろうと、スターリングをあの家には二度と帰さない。レミは決心を固めていた。スターリングが目を覚ましたらすぐに、彼をつれてこの地を去る。

　一緒についていくと、ジェイクも約束してくれた。リースもだ。どんなことがあっても、レミのそばには弟とメイトがいてくれる。

　それにしても、目がズキズキした。少しの間、とじて、休めても……。

　うとうとしてしまったのだろう、気が付いた時、レミの頭はジェイクの膝の上にのせられていた。肩をさするジェイクの手と、彼の深い、おだやかな声にまた眠りに誘われそうになるが、何かがレミの意識を引き戻した。起きなければ。

「二人が言い争っている時に家を出たから、その後何があったのかはよくわかんない。とにかく、助けを呼びにいかないとと思って」

　スターリングが言った。

　スターリング？　スターリングが目を覚ましたのだ。まばたきして目を開け、レミははっと起き上がった。ジェイクがその肩を押さえる。

「落ちつけ、仔狼(パップ)。大丈夫だ」

　スターリングがレミの目の前にやってくると、しゃがみこみ、頬にふれてたずねた。

「平気なの？　ジェイクに聞いたけど、事故ったんだって？」

　リースからの短いうなり声を無視して、レミは弟をひっつかむときつく抱きしめた。

「何ともないよ。お前のことが心配で……死ぬところだったんだぞ……」

「うん、わかってる。覚えてるし」

　ふと、スターリングは妙な顔をして下がり、自分の姿を見下ろした。Ｔシャツをまくり上げ、褐色の、傷ひとつない腹筋を眺める。

「でも、俺、どうして生きてるわけ？」Ｔシャツの裾を離して、彼は首をひねった。「ダークは、仕事に使う警棒で俺を何発も殴ったんだよ」

　何てことだ。氷水を浴びせられたようだった。

「なんで、平気なんだ？　ボコボコにされたのに。血も吐いたし」

　スターリングは眉をよせ、半分振り向いてリースを視界に入れた。

「そんでリースに電話して、今向かってるって言われて……」

　レミは、ジェイクに視線をとばし、ひょいと眉を上げた。スターリングがくるりとジェイクを振り向き、物問いたげに額に皺をよせる。

「何故かと言うとな、リースがお前を人狼に変えたからだよ、スターリング」ジェイクはあきれ顔だった。「まったく、チェイの言う通りだな。うまい伝え方なんかありゃしない」

　どうにもこらえきれず、レミは盛大に吹き出した。いや、何もおかしくなどない。彼らの人生はボロボロだ。レミのバイクはつぶれて唯一の移動の足を失い、弟は殺されかかった上に人狼になり、父親の居場所はまだつかめないし、母親の行方も見つからない。それなのに今ここで、レミは涙が出るほど笑いころげている。

　スターリングの方では、何にせよ、かけらもおもしろがってはいなかった。皆をじろっとにらむ。

「一体何なんだよ、ムカつくなあ」

　レミの背中をポンポンと叩きながら、ジェイクがニヤッとした。

「息できるか？」

　レミはうなずき、目の涙を拭う。ちょっと心のタガが外れてしまったらしい。そうとしか言いようがない。

　リースがうなって、カウチから立ち上がった。スターリングへ歩みよると肩に両手をのせ、その頭ごしにレミとジェイクの方を見た。

　反射的に「その手をどけろ」と言い放ちたい衝動を、レミはこらえた。別にリースは何も悪いことはしていない。むしろ、実に甲斐甲斐しくスターリングの面倒を見てくれた。リース以上の適任はいないと言っていいくらいだったが、ただ、突如としてスターリングを独占しはじめたリースの様子が、レミの気持ちを逆撫でするのだ。弟の面倒を見るのはレミの役目だというのに。スターリングを守るのは、レミの責任だ。リースではなく。

「俺が見せるよ」

　そう答えて、レミは立ち上がるとＴシャツを脱ぎ、続いてジーンズに手をかけた。

　スターリングがリースを見上げる。

「一体これ、何？」

「しっ……いいんだ。見てろ」

　あまりに優しい声をリースが出したので、思わずレミの手がとまった。リースのこんな声を初めて聞いた。どうやらジェイクの方もそうだったらしく、見たことのないものを見る目つきで親友を凝視していた。

　レミは首を振って集中を取り戻し、服を脱ぎ捨てる。リースのおかしな挙動については後で考えるとしよう。悩み事がずらりとリストになっている。とにかく今は、弟の面倒を見るのが先だった。

　肩を後ろへ回し、首の筋肉を数回のばしてから、レミは変身を始めた。

　最初に、目が変化する。いつもはまばたきして変化を押し戻すのだが、今日はただ目をとじ、変化の波に呑みこまれた。牙がのびて、唇の間からぬっと突き出る。ざわざわと、鳥肌が立つような感覚が全身を浸し、腕や脚をかけめぐって、肌を毛皮に変えていく。

　スターリングの悲鳴が聞こえた。水中にいるように、その声は遠く、ぼんやりと響く。今すぐ変身をやめて弟のところへ行きたかったが、レミはそれをこらえてスターリングのことはジェイクたちにまかせた。これは、スターリングが自分の目で見なければならないものだ。

　腕と脚の関節がバキバキと音を立てて、獣の形に変わっていく。ほぼ一瞬の変化で、二本足で立っていた次の瞬間には四つ足になっていた。鼻面がぎゅっと引きのばされるように長くなるのが、ほとんどくすぐったい。仕上げに、尾がムズムズとのびる感覚があって、変身は完了した。

　荒く、せわしない息づかいがレミの聴覚を刺激する。その息に混じって時おり、「マジかよ」という小声の囁きも聞こえた。ゆっくりと、レミは両目を開けた。

　スターリングはリースによりかかって立ち、顔は青ざめて、見開いた目はまばたきひとつしていなかった。

　そのまま、じっとレミを凝視していたが、口元にゆっくりと笑みが浮かんだ。

「何これ、すっげえカッコいい！」

　ジェイクがソファから立ち上がって、レミの横に膝をつき、彼の毛皮をなでた。スターリングが進み出ると、下がって場所をゆずる。

　その間、リースはじっと立っているように見えたが、レミはごまかされなかった。リースはあらゆる事態にそなえている、それが段々とレミにもわかってきていた。レミが弟に何かするわけもないのに。しかし野原で顔を合わせてからの数時間、スターリング絡みになるとリースの態度はまともではない。

　――まさか。

　その瞬間、やっとレミは気付いた。スターリングは、リースの伴侶(メイト)なのだ！　リースのスターリングに対する振る舞いは、まさにジェイクのレミに対する態度とそっくりだ。過保護そのもの。

　レミの毛皮をなでながら、スターリングは尻をついて座りこみ、レミの目をのぞきこんだ。レミの鼻面にふれる。

「レミ？」

　鼻先に皺をよせて、スターリングは両手でレミの顔をはさみ、しげしげと見つめた。

「レミなんだろ、お前？」

　そう言うや、笑い出して、レミにとびつく。レミの首に両腕で抱きついてきたものだから、あやうく二人して床へ倒れこむところだった。

　ふう、とつめていた息を吐き出して、レミは弟の顔をペロペロとなめた。わかっておくべきだった。スターリングが、こんなことで動じたりするわけがないと。彼なら狼への変身を「カッコいい」と言うだろうと。

「俺、ずっと犬がほしかったんだよ！」















　さらに大きく笑いながら、スターリングはレミの頭をもしゃもしゃとかき回した。

　ジェイクとリースがそろって呻く。「犬じゃない、狼だ」とどちらかが呟いたのも聞こえたが、できるものならレミもスターリングと一緒に笑っただろう。スターリングはこの事態をしっかりと受けとめている。レミよりはるかに立派だ。レミなど、思い出すのも情けないが、初めて知らされた時には失神したものだ。

　いきなりスターリングが笑いやみ、レミの首を抱いていた腕も離れた。

「馬鹿兄貴！」

　スターリングにどんとつきとばされて、レミはほとんど倒れかかる。その前で、弟ははずむように立ち上がった。

　よたよたと足を踏みしめ、レミは一体何がどうなっているのか把握できなかった。ほとんど瞬間的に、ジェイクが兄弟の間に割って入った。

「スターリング？」

「やだ！」

　ジェイクの横へ歩み出て、スターリングはレミをにらみつけ、指をつきつけた。

「俺に黙ってたな？　こんな大事なことを、よく黙ってたな！」スターリングの顔は怒りで真っ赤だった。「お前は、俺に嘘をついてたんだ、レミ！　〝狩り〟ってこのことだったんだろ、だから出かけてたんだ！　ふざけんなよ」

　乾いた笑いをこぼして、スターリングは背を向ける。

　あまりに急いで人間の姿に戻ったせいで、レミはめまいに襲われて、ジェイクに支えられていなかったら倒れてしまうところだった。くらくらする。メイトの腕に少しつかまって、バランスを取り戻そうとした。

「焦るな、仔狼(パップ)。スターリングはショックを受けてるんだ」

　そう言われても無理だ。レミはもたれかかって、ジェイクの短いキスに一瞬だけ甘えてから、離れた。

「スターリング、言うわけにはいかなかったんだよ。お前だって信じやしなかっただろ？」

　素っ裸でそんな説明をしなければならない滑稽さが、心のすみに引っかかる。服は？　服は一体どこにやった？

　リースがスターリングに歩みよって、なだめようとしている。

「本当にどうなっちゃったんだよ！　なんでみんな嘘ばっかりつくわけ？　最初は母さん、今度はレミ――」

　スターリングは不意に「あっ」と言葉をとめた。慌てふためいて周囲を見回す。

「あれ、どこ？」

　レミはぎょっと凍りつく。「何がだ？」

　スターリングがカウチのクッションを次々と持ち上げて下をのぞいた。続いてリースへ駆けより、腕をぐいぐいと引っぱる。

「どこ？　あの本、どこにやった？」

「何の本だ？」

　ジェイクがそうたずねながら、レミに下着とジーンズを手渡した。

「日記だよ！」スターリングはまたリースの腕を引く。「日記はどこ？」

　リースは、スターリングの指から自分の腕をほどいた。「しっ、落ちつけ。日記は無事だ。俺の車の中に置いてある。今取ってくるよ」

　玄関へ向かうリースの後ろにジェイクが続き、ドアのところで、出ていくリースを見送った。

　ジョックストラップとジーンズを穿くと、すぐにレミは弟へ歩みよる。

「スターリング？」

　ぱちぱちと、スターリングはまばたきしながら答えた。

「今日、あの日記が俺のベッドサイドに置いてあったんだよ。ページの間に手紙がはさんであった。母さんが置いたんだ」

　革表紙の本のようなものを持ったリースが家の中へ戻ってきて、ジェイクが扉を閉めた。リースに駆けよったスターリングは、その本を引ったくってぺらぺらとめくりはじめる。

「日記で、母さんが、ダークは人を殺したって――」手をとめ、彼はレミに曇った表情を向けた。「なあ兄貴、ビリーっていう名前の友達、いた？」
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「スターリングをリースのところに預けるなんて、心配だよ」

　骨の芯までくたびれきっている。ジェイクはベッドのふちに座り、返事をした。

「心配なのはわかっている。だがここにいるよりいい。もしダークと警察がスターリングをつれ戻しにここに押しかけてきて、あの子が見つかったら、打つ手がない」

　レミが髪の間に指をすべらせた。

「わかってるけどさ――」もつれた髪がひっかかり、顔をしかめて、手を下ろす。「スターリングとリースは、メイトだ。お前も気が付いてんだろ？」

　たしかにジェイクも同じ結論に至っていた。リースは何も言おうとしなかったが。

「スターリングはそういう関係には若すぎるよ。あいつはまだほんの十四――」

　おっと、まさかレミは本気で言ってるのか？

「レミ……リースはああいう男だが、子供に手を出すようなイカれた真似は何があってもしない男だ。リースのそばにいれば、スターリングは絶対に、安全だ。何からも」

　レミはふうっと息をつき、うなずいた。

「わかってる。ただスターリングが心配で。どれくらいかかると思う、あの日記がＦＢＩに渡るのに？」

「今夜、リースがスターリングをつれて行く。ＦＢＩに渡したら、電話で知らせてくる」

　ジェイクは重い体で立ち上がると、レミの手をつかんだ。「おいで、シャワーを浴びないと。お前は泥まみれだ」

　どうしてレミが土ぼこりに覆われているのか、ジェイクは考えたくなかった。あの事故の光景は脳裏にくっきりと焼き付いて、しばらく消えないだろう。

　レミの手を引いてメインのバスルームへ向かうと、ジェイクは彼の服を脱がせはじめた。レミはただ突っ立っている。まだ頭の中が一杯らしい。

「新しいバイクを買うまで、俺の車かバイクを使うか？」

「……ん？」

　ジェイクを見下ろして、レミは引き下ろされたジーンズとジョックストラップから足を抜いた。

「ジェイク、俺には今、バイクを買えるような金はないよ。ガジェットなら直せるかもって、お前も言ってたろ？」

　というか、もしあのバイクを誰かが直せるとすれば、ガジェットだけだろう。ガジェットにはレミのバイクの回収に向かってもらったが、今のところ連絡はなかった。何か言ってくるとしても明日だ。

　立ち上がり、ジェイクはシャワーを出して熱くなるのを待った。二人分のタオルを準備する。レミがぶつぶつと悩んでいる間に服はあらかた脱いであったので、パンツを脱ぎ捨てて裸になった。

「この頃口ごたえが多くなったな、お前は？」レミの尻を軽くひっぱたく。「ほら、歩け」

　小さく笑うと、レミはシャワーブースへ入って、ジェイクのためにガラスの扉を押さえた。

「悩み多き年頃なもんでね」

「まったくだ、俺もだよ」

　ジェイクも入ってドアを閉めると、レミをシャワーの下に引きずりこみ、キスをした。

「信じろ、全部うまく片づく。ＦＢＩにあの日記が渡れば、事件の再捜査が始まる。ダークは刑務所行きだ。その間は、リースがスターリングをかくまってくれる」

「スターリングは怒ってる。俺に」レミの肩が落ちた。「人狼のことを黙っていたから、本当に怒ってるんだ……」

「そのうちに気がすむさ」

　レミの顎をとらえて顔を上げさせ、ジェイクは目を合わせる。

「一番大事なことは、今、スターリングが無事だってことだ。しかも、人間より丈夫な狼になってな」

　親指でレミの頬をなでさすりながら、ジェイクは澄んだ緑の目をのぞきこんだ。レミの緊張がほどけ、いつものように、ジェイクの手に頬を擦り付ける。

　かすめるようなキスをして、ジェイクはレミを引きよせ、額を合わせた。

「今夜、お前の事故を見た時……お前を、失ったかと思った」

「ごめん」

　レミはジェイクに唇をよせ、軽く噛みながら、ジェイクの腰に腕を回した。勃起しはじめたものがジェイクの腰をつつき、欲情の匂いがシャワールームにたちのぼっていく。

　ジェイクはレミに腰を擦りつけ、お互いの固さと熱を味わう。レミのぬくもりが心地よく、彼の愛撫にレミがたちまち反応する様もかわいらしい。ジェイクの屹立も完全に勃(た)ち上がりつつあった。

「もう絶対に、俺に背を向けようとするな。俺は二度と、お前を離さないからな。これから何があろうと、二人で一緒に立ち向かうんだ」

「ああ……誓うよ。もう、離れない」

　レミは下にのばした手でジェイクの勃起をつかみ、首を傾けて、喉元をさらけ出した。

　ジェイクは獰猛にうなり、レミの体を押すとシャワーの奥に立たせた。

「両手でシャワーヘッドをつかめ、仔狼(パップ)。その手を下ろすな」

「イエス・サー」

　従いながら、レミは生々しい視線をジェイクの体に這わせる。股間の屹立に目をとめると、唇をちろりとなめた。

　引き込まれそうになる。レミの、情熱的な面を見るのは久しぶりだった。低く呻いて、ジェイクは右側の棚からメッシュスポンジとボディジェルを取った。スポンジを泡立て、メイトの裸身をなめるように眺める。

　レミがごくり、と唾を呑んだ。腹筋に固い力がこもる。肌をぶるっと小さな震えが抜けたようだった。

　充分に泡が立つと、ジェイクはボディジェルのボトルを棚に戻した。レミの肩から胸の、締まった筋肉に、たっぷりと時間をかけて泡をすべらせる。割れた腹筋にさしかかると、刺激に反応する様子にそそられて少し焦らしたくなった。スポンジで、レミの屹立をかすめるようになでる。

　レミが呻いて、もっと、と爪先立ちでのび上がる。それでもシャワーヘッドをつかむ手は離さなかった。

　いい子だ。ご褒美をやるべきだろう。スポンジでぎゅっとレミのペニスをつかみ、その上から指で包みこむ。レミの喉から細い声が上がった。ゆるく、幾度かしごくと、ジェイクの手の中でそれはますます固さを増していく。

　レミが腰を前後に揺すり出すと、ジェイクは手を離した。

「動いていいと誰が言った、仔狼(パップ)？」

「んんっ……」

　頭を垂れ、レミは肩から力を抜いた。胸元まで垂れる長い黒髪が、その表情を隠している。股間からそそり立つペニスがねだるように揺れた。

　強烈な欲望がジェイクの中でうねる。だが急ぐつもりはなかった。数日ぶりの、大事な時間だ。レミを快感で追いつめ、狂わせて、今だけはすべての重荷を忘れさせてやりたかった。いや、ジェイク自身もすべてを忘れたかった。

　手早く、レミの脚から爪先までを洗ってやる。その間、レミは濡れた黒髪の間からジェイクを見下ろしていた。狼の、虹彩がいっぱいに広がった緑の目の輝きは妖しいほどで、唇からは牙の先がのぞいていた。

　立ち上がると、ジェイクはレミにキスをして、短い間だけ舌を絡ませた。

「壁の方を向け。手はシャワーヘッドをつかんだままだ」

「イエス・サー」

　レミはくるりと体を回し、ジェイクの前に、実にうまそうで、かわいらしい尻を見せつけた。

　たまらない眺めだ。しかしまだこのメイトを苛めてやらなければ、とジェイクは誘惑を振り払う。かなりの克己心が必要だった。レミの尻に、今すぐ己のものを根元まで埋めてやりたい。すでに彼の先端は先走りでぬるついていた。レミもそうだろう――匂いでわかった。

　スポンジを、レミの背骨に沿って、ふれるかふれないかくらいに這わせていく。くすぐったいだろうに、レミはじっと耐えていた。小さな泡の円を描きながら、ジェイクはレミのたくましい肩から締まった腰へ、そして丸い尻へと洗っていく。右脚、それから左脚の先までスポンジをすべらせ、快感に喘ぐレミの、壁に反響する呻き声を愉しんだ。

　スポンジをすすぎ、ジェイクはじっくりと仕上がりを眺める。レミの肌をつたい落ちる白い泡のすじが、足元を流れる湯に渦を巻いて飲みこまれていく。

　ジェイクは、思わず呻いた。いつまでも見ていたいような姿だった。

「手はそのまま、一歩後ろへ。尻をこっちへ出せ」

　シャワーの湯が背中にかかるようにして泡を流してやるつもりが、結果として、実にそそる格好になった。レミは言われた通りに尻をつき出して、見事に立っている。その全身をぞくりと震えが抜け、肌が揺れて、シャワーの中で傷跡が躍った。

　ジェイクはスポンジを置いて、膝をつく。両手でレミの尻をつかんだ。

「シャワーを離して、壁に両手をつけ」

　レミが従うと、ジェイクは尻の割れ目に舌を這わせ、穴を舌先でつついた。深く、濃厚な……レミそのものの匂いがする。ジェイクの視界がぼやけ、歯茎からヌッと牙が長くのびた。

　レミが喘いで、ジェイクの顔に尻を押しつけた。

　ジェイクはとまることなく愛撫を続ける。舌で円を描き、荒々しくしゃぶって、しまいには穴に舌先をねじこんだ。レミが長く、甘い呻きを絞り出して、ジェイクの股間に熱がこもる。実にいい音色だ。

　レミが尻をつき出し、息が荒くなった。

「ああっ、もう――お願いだから――」

　きつい穴を舌でなぞりながら、ジェイクは手をのばしてレミの陰嚢をさすった。袋もきつく張りつめ、匂いや勃起とともにレミがどれだけ切羽つまっているのか訴えてくる。陰嚢を手に包みこみ、軽く引っぱると、ジェイクはその裏にまで舌を這わせて、軽く玉をしゃぶった。

　レミの足が震える。

「ああっ……、や、もう、挿れてくれ――」

　ジェイクもこれ以上待てなかった。レミを苛めている筈が、自分にとっても責め苦のようなものだ。メイトの中に深々と自分を突き立てたくてたまらない。再びシャワージェルを取ると、絞り出して自分のペニスに塗りつけ、レミの後ろにも垂らした。

　まず一本、そしてもう一本、レミの奥に指を入れていく。

　レミが喘いで、ジェイクがジェルのボトルを置く間にも尻を揺すり、指をもっと深く呑みこもうとした。

　指を抜くと、ジェイクは屹立の先端を押し当て、ぐっと突きこむ。レミの腰をきつくつかみ、歯の間から息を鋭くこぼしながら、淫らな体の奥まで貫いた。

　首をがくがくと上下に振って、レミは声を立て、背中をしならせる。

「もっとっ……」

　メイトの情欲が自分のもののように鮮やかに伝わってきて、ジェイクはうなり声を立てた。右手で後ろからレミの胸を抱きこみ、左手で腰をつかんで、激しく突き上げる。強く、荒々しく、幾度もレミを貫いた。濡れた肌と肌がぶつかる音がシャワーの水音よりも大きく響いた。たちこめる湯気のせいで息苦しい――それとも息が追いつかないだけか。

　ジェイクは深く腰を打ちつけ、レミはがむしゃらに腰をつき上げてジェイクに応えた。レミは無事だと、ここにいると、ジェイクは全身でたしかめる。二度とこの男を離さないと、心に誓った。

「お前は、俺のものだ」

　もうジェイクの限界は近く、今にもはじけそうだ。レミも一緒に導いていかねば。胸元を抱いていた手をすべらせて、ジェイクはレミのペニスをつかみ、数回しごいた。

「あなたの、だ」

　レミはうなずいて、喘いだ。

「噛んで……そこ、噛んで――」

　かすれた呻きを絞り出しながら、身悶えする。

　レミの血の味が舌に広がる想像だけで、ジェイクは絶頂に押し上げられていた。最後の一度を突きこむと、体に力が張りつめ、快感の渦がのぼっていく。背骨をざわっと絶頂が駆け抜け、息を奪った。

　レミの髪をどける余裕もなく、ジェイクはそのままレミの肩に牙を突き立てる。

　手の中で、レミのペニスがビクッとはねた。レミは背をしならせた。尻の奥でジェイクの屹立をきつく締めつけながら、声を立てる。精液の濃い匂いが湯気の中にたちのぼった。

　ジェイクが我に返った時、いつの間にかへたりこんだ二人は、シャワーブースの壁にもたれて、お互いを見つめ合っていた。

　レミの胸元を血が滴り落ちていく。満たされて、疲れ切っている今でさえ、ジェイクはその血をなめとりたい衝動に駆られた。最高の眺めだ。レミの色っぽいことときたら。黒髪は乱れて顔にはりつき、湯気の中でぐったりとして……もう目をとじて、すやすやと眠ってしまったようだ。

　――愛しているよ、仔狼(パップ)。

　笑みを浮かべて、ジェイクは立ち上がるとシャワーをとめた。ジェイクももう疲労困憊(こんぱい)だった。レミとスターリングのおかげで何年か寿命がちぢんだ。だがとにかく、一番の試練はのりこえた筈だ。すぐにダークは彼らの前からいなくなる。スターリングもレミも、やっと安全になる。

　シャワールームのドアを開けた時、レミが目を覚ました。重そうな瞼でまばたきしながら、ジェイクを見上げて微笑む。

「やあ」

「ああ」

　ジェイクはレミに手を貸して立たせると、ベッドルームによろめき戻ろうとするレミをタオルでざっと拭ってやった。

　ジェイクも体を拭ってベッドルームに戻ると、レミはベッドに大の字で倒れて寝ていた。その体を抱きよせて、二人の上にベッドカバーを引き上げる。レミの抱き心地は最高だ。

　眠りに落ちかかった時、ふと、レミがジェイクの胸元から頭を上げた。どうしたのかと、ジェイクも片目をこじ開ける。

　深く、鼻から息を吸いこんで、レミはジェイクを見た。囁くように、

「ジェイク……この匂い、何だ……？」

　ジェイクも匂いを嗅ぐ。たしかに、いつもと違う匂いがした。どこかで知っている匂いが。

　レミが鼻をうごめかせ、眉をよせる。

「酒の匂いがする？」

　そう、ウイスキーの匂いだ。だがそれ以外の匂いもしてくる……もっと強い匂い。

　煙。
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　ジェイクの言う通り、煙の匂いだった。言われても、レミは最初はまったく嗅ぎ取れなかったが。

　一体、どこから煙が？

　レミはジーンズに足をつっこんだ。上は裸のまま、急ぐ。ジェイクもジーンズに足を通しながら片足でとびはねてドアへ向かっていた。

「いきなりドアを開けるな、温度をたしかめてからだ」

　指示してベッドルームのドアへ走りより、レミはドアから熱が伝わってくるかどうかたしかめた。大丈夫だ。ノブにさわってさらに確認してから、ドアを大きく開く。

　ジェイクがレミに並んで廊下に出ると、深々と匂いを嗅いだ。

「裏から出よう」

　庭へ出る扉へ急ぐと、ジェイクがノブへ手をのばしたが、レミが一歩早くその手を払いのけた。

「確認が先だ」

「だが、外だぞ」

「火事は家の外でも起こる。ドアを開けたら火の真っ只中ってことだってあるし、これは防火ドアだから閉じておけば延焼をくいとめる役に立つ」

　表面に手を当てたが、異常は感じなかったので、レミはその扉を開けた。

　顔に熱風が吹きつけた。ドアの横手に炎がちらついている。テラスの炎は、まださほど燃え広がってはいなかった。何から火が出たのだろう？

「消火器を――」

「離せ、このクソッたれが！」

　しゃがれた叫び声が庭のフェンスの方から響き、獣の悲鳴が続いた。ジェイクがレミの横を抜けて外へ駆け出す。何だ？

　誰かが庭の向こうで争っていた。いや、人だけではない――ダークが、数匹の狼を振り払おうとしている。状況が呑みこめなかったが、レミには考える時間がない。火が広がって手がつけられなくなる前にくいとめないと。消火器は一体どこに――。

　ガレージだ。大きなツールボックスの横の、壁に取り付けられているのを見た。

　レミはガレージに駆けこむと、見つけた消火器を壁からむしり取った。庭に戻りながらピンを抜いて使えるようにする。幸い、家の外壁はほとんど漆喰仕上げで、燃えるのは木の手すりやデッキ程度だったこともあり、レミは手こずることもなく炎を消火した。

　火が完全に消えたと確信してから消火器を下ろすと、やっと庭の向こうで飛び交う怒鳴り声に注意を向けた。

「クソ犬どもをおとなしくさせて、あの野郎をここにつれて来い！」

　ダークがジェイクにわめき、突進する。狼たちが牙を剥き出しにして、低く獰猛なうなりを上げた。

　ジェイクは横にとびのいてダークをよけ、素早く向き直った。

「何の話かわからないな」

　狼たちはさっとジェイクの両脇を固め、牙を剥いている。フェンスの向こうから、さらに二匹が庭にとびこんできた。一体、どうして皆がここにいるのだ？

　今の小さな火災のせいで、アドレナリンがまだ体に満ち、レミは皆のところまで駆けていった。火元がどこ、いや誰なのかはこれでわかった。ジェイクの言う通りにしてスターリングをリースの家に隠したのは正解だ。

　この瞬間、レミはスターリングを傷つけた男へ報いを受けさせたい気分で一杯だった。

「俺に用か？」

　声をかけると、ダークはくるりとレミに向き直った。真っ赤な顔を、大きく歪めていた。

　ひどい姿だった。ダークの服は乱れ、白いシャツには血しぶきがこびりつき、シャツの裾の半分だけがだらりとズボンの外に垂れている。長い髪はぼさぼさで、半ば逆立ち、数枚の枯れ葉が絡みついていた。

「くそったれ、全部貴様のせいだ！　何もかもな！」

　ダークが襲いかかってくるかと、レミはかまえる。だがダークは一歩も動かなかった。立ち尽くした、彼の表情は虚(うつ)ろだった。

「貴様があの女を殺したんだ……貴様が、あのホモのガキを殺したんだ……」

　あの女？　どういうことだ？

　ビリーの死までレミのせいだと言いたいのか？　ダークはついに、完全に正気を失ったのか。レミの背すじを稲妻のようにちりちりと、異様な戦慄が走った。ジェイクがレミに駆けより、狼たちの群れもそれに続く。レミの意識は、ダークだけにまっすぐ向けられていた。

　ダークはまさに狂人といった姿だった。ほとんど哀れみすら覚えそうなほど。

　だがその瞬間、レミは、ダークの言葉の意味を理解する。あの女。まさか……まさか。腹に一撃を叩きこまれたようだった。

「てめえ、母さんに何をした！」

「貴様がいなけりゃこんなことは何ひとつ起きなかったんだ」

　ダークの頬を涙がぼとぼとと流れ落ち、口から唾がとんだ。

「貴様が生まれなけりゃ、あいつも今ごろ幸せに暮らしてた。あいつは、お前を追い出したと言って俺を責めたんだ。俺は貴様を救ってやろうとしたんだぞ！　お前が正しい道に戻れるように、あれほど叩き直してやったのに！　しばらくはそれでうまくいってた――それなのに、貴様は――」

　ジェイクに指をつきつけた。

「こんなクズに引っかかりやがって！」

　首を振った、ダークの声が低く落ちた。

「貴様のせいだ。貴様があんな真似をするから、あのガキを殺さなきゃならなかった。スターリングがあんな目に遭わなきゃならなかったのも、貴様が悪いんだ。スターリングがお前と暮らしたいなどと言い出すから、あの母親が取り乱しやがった。あの女はな、家を出ていくと言い出したんだぞ。息子たちを失ってしまったと俺を責めた。俺より、貴様ら二人の方が大事だとでもいうようにな！」

「一体、何を言ってる」胃袋に石を呑んだかのように体が重い。ダークは何をした？「母さんはどこにいる？」

　ダークが、ズボンから垂れたシャツの内側に手を入れながら、答えた。

「もういない。お前が、あの女を殺したんだ」

　レミの目が涙で痛む。そんな筈はない――ありえない。もう自由が目前の、この時になって、何故だ？　どれほど殴られても、母はここまで生きのびてきたのに。

　いきなりジェイクがレミの前に踏み出し、レミは地面へつきとばされた。そのジェイクめがけて黒い狼が身を躍らせる。

　パン！と大きな音がはじけた。

　ジェイクが咆哮を上げ、地面の黒い塊に覆いかぶさる。

　レミはまばたきして、歪む視界に目をこらした。一頭の狼が地面に倒れている――血の匂いが強烈にたちのぼった。手足で這うようにして進み、レミは倒れた仲間の体をかかえこんだ。

　別の狼がダークの手を口にくわえ、うなりながら頭を振りたくっている。何かがボトッと地面に落ち、ダークは逃げ出した。ジェイクがそれを追う。三頭の狼も続いたが、一頭の狼はレミのそばに残った。

　拳銃――ダークの職務用のリボルバーが、レミの数歩先の芝生に落ちていた。まさか。レミははっと、膝に横たわる狼を見下ろす。ザックだ。この狼は、ザックだ。どうしてわかるのかは自分でも理解できないが、ただ感じる。間違いない。

　ザックの毛皮に手をすべらせ、レミは狼の胸の中央部、心臓の真上に出血を見つける。

「がんばるんだ、ザック」

　傷の上に手をのせ、レミは治ってくれと祈った。これまでリースを、そしてエディを治してきた筈だ。キートンの切り傷も消した。今回もきっとできる。

　ザックの心臓はまだ動いていた。レミの手にその鼓動が伝わってくる。リズムはのろく、血はどくどくとあふれ続けていたが、それでもたしかに心臓は脈を刻んでいた。ザックの胸が膨らみ、呼吸が幾度かもつれる。次の呼吸まで、次第に感覚があいてくる。鮮血はレミの手を濡らしつづけた。

　レミは、傷を押さえる手にさらに力をこめた。人狼はどんな傷でも治せる――その筈だ。そうだろう？　どうして出血がとまらない？

　目の前がにじむ。レミの頬を涙がつたい落ちたが、手の甲でそれをぐいと拭った。周囲に他の狼たちが集まってきたことや、怒鳴り声がとまったことにも気付いていたが、レミはただザックの傷を押さえた。目をとじ、元気なザックの姿を思い浮かべる。治ってくれ。どうか、傷がふさがってくれ。

　乱れた心臓のリズムが、レミの手の下で、ついにとまる。ザックの口から吐息がこぼれた。

　嫌だ――。

　レミは、持ち上げた手を見つめた。血で真っ赤に濡れている。その血がレミの腕をつたい、芝生の上のザックの血溜まりへ滴っていく。こんなのは、何かの間違いだ。レミはまた、手首の外側で目を拭った。

　ザックが死ぬなど、そんなこと、あっていい筈がない。ジェイクをかばって、救ってくれたのに。こんなこと……。

　レミは身ぶるいした。体は汗ばんでいたが、突如として凍えていた。凄まじい欠落感が押しよせてきて、息を奪う。

　ザックが旅立ったのだ。レミにはそれがわかった。ザックとのつながりが、断ち切られていた。

　それは、まるでザックが群れの一員だと、レミの体に深く刻みこまれていたかのようだった。今や群れの仲間たち、少なくとも群れの中心メンバーの居場所までもがわかる。今気付いたばかりのその不思議な感覚の中で、レミは、群れの中核を為すほかの六人の男たちとの深いつながりを感じていた。ごく自然に、皆の存在、皆の感情が伝わってくる。

　レミのそばにずっととどまっていた狼が、人間に姿を戻した。レミの知らない男だった。

「レミ？」黒髪の、筋肉質のその男がレミの腕を引く。「もう、ザックをつれていかないと。警察が来る前に」

「ザックが……俺には、助けられなかった。助けようとしたんだ。でも……」

　レミは首を振る。ザックは死んだ。レミの母も死んだ。そしてダークは――。

　目の前の男も群れの一員だと、感覚的にはわかっていたが、レミはつかまれた腕を振り払おうとした。騒動当初から庭にいた狼、ニックが――かつて狼の見分けがつかなかった自分が信じられない――ザックの亡骸のそばに立つ。

　ニックは頭を夜空へそらして、物哀しい咆哮を上げた。どこか遠くから、別の狼の咆哮が応える。そしてまた次の声と、夜の彼方までそのこだまは続いた。

　ジェイクが、残りの狼たちを引きつれて奥のゲートから庭へ戻ってきた。呟く。

「ザックを失った」

　例の、見知らぬ男がザックを腕に抱いて立ち上がった。レミは彼を見上げる。男の目には涙が光っていた。ついていこうとするレミを、力強い手が引き戻した。

「まかせてやれ。バンビは、ザックの弟だ」ジェイクが片腕でレミを抱き、残りの狼たちに指示を出した。「人に戻って、服を着ろ。警察に通報はすませたか？」

　バンビというのか、この男？　レミは命を失ったザックの姿を見つめ、ただ虚ろに立ち尽くした。

　ガジェットが人の姿に戻って、ザックの体をかかえて去っていくバンビを見送りながらうなずいた。

「ああ、すぐに警察が来る。リースとスターリングにも知らせた」

　言い残すと、バンビを追って、ガジェットも去っていった。







　庭に面したポーチに座りこみ、レミはコーヒーを片手に、ザックが倒れていた場所を見つめていた。

　まだ警察があちこちを調べたり、ジェイクやニックから話を聞いている。ザックの弟、バンビもついさっき戻ってきて、彼らのそばに立っていた。その間に誰かが、おそらくガジェットだろうと思うが、レミの手にコーヒーカップを押しつけ、肩を毛布で包んでくれた。

　群れの中心メンバーが全員集まっていた。ザックと、リース以外。今夜はリースが皆に電話をかけて、夜間に何事も起こらないようジェイクの家を見張らせていたのだった。

　レミの母親の行方はまだわからない。だが、ダークは逮捕された。それも放火や暴行だけでなく、殺人容疑で。母の日記はリースによって無事にＦＢＩの手に届けられ、ダークは地元の警察だけでなく、ＦＢＩからも取調べを受けることになっていた。

　母親への不吉な予感を、レミは払いのけようとする。彼女はこれまで多くの暴力をくぐり抜けてきたのだ、きっと今回も……。

　レミは、ジェイクの姿に目をやった。用は別になかったが。警官と話すジェイクを守るように、ニックとデイゴが脇に立っている。話を続けながら、ジェイクが頭を回してレミへと淡い笑みを投げた。

　レミを笑みを返そうとしたが、うまく笑えた気がしなかった。

「ラシター」

　歩みよってきたのは、火事現場で顔を合わせたことのある警官だ。ダグラス――何だったか。シェフィールド？　そう、ダグラス・シェフィールドだ。

　シェフィールドの表情は、まるで葬式にでも来ているかのようだった。視線をあちこちにとばして、レミと目を合わせようとしない。

　レミは目をとじ、こみ上げる涙をやっとこらえた。シェフィールドが何を告げに来たのか、もうわかっていた。

「母さんの死体を見つけたんだな？」

　目を開け、警官を見上げる。

「ああ。残念だ」

　シェフィールドは一体どうしていいのかわからない様子で、レミは彼が気の毒になった。死を知らせるのは、誰にとってもきつい仕事だ。レミ自身、アパートを全焼させた火災の時、警官に付き添われて遺族を訪問したことがある。

「もう少し、詳しく聞いてもいいか？　どこで見つかった？　死因は？」

「自分の家の裏手で。死因は、公式にはまだだが――」シェフィールドは周囲をちらっとたしかめてから、「聞いたところでは、首を締められていたそうだ」

「ありがとう」

　シェフィールドはうなずいた。「何か俺にできることは？」

「大丈夫だ。でも、ありがとう」

　もう一度うなずいて、シェフィールドは立ち去った。レミが自分の裸足の爪先を見つめている間にも、警官たちが周囲の写真撮影を終え、証言を聞き終わって引き上げていく。

　どうすればいい……スターリングに、このことをどう伝える？　伝えられる？

「本当に残念だ、仔狼(パップ)」

　戻ってきたジェイクが横に腰を下ろし、レミの肩を抱いて、こめかみにキスをした。

　タンクが「ジェイク」と呼びながらポーチにのぼってくる。仲間たちがその後ろに続いた。

　ジェイクはレミの顔を両手ではさんで、顔を上げさせた。

「ザックのかわりに、新しいメンバーを選ぶ必要があるんだ」

　何だと？　そんなことを、どうして今言える？　レミはただ首を振る。

「必要なんだ、レミ。群れを弱いままにはしておけない。新たに、群れを支える者が必要だ」

「やめてくれ、ジェイク、ザックが死んだばかりなのに……」

　ザックは群れの仲間である以上に、友人だったのだ。ザックを失ったこの穴を、欠落感を、ジェイクは感じていないのか？

　ジェイクがうなずいた。

「ああ。とても勇敢にな。己のアルファと、オメガを守って」

　ジェイクは、ザックの弟へ手をのばした。

　その男、バンビ――おかしな名前だ――が、前へ進み出る。大きく、がっしりとした男で、粗削りな雰囲気もあった。ネイティブアメリカンで、ジェイクやリース、タンクのようにいかつい。

　バンビがジェイクの前に膝をつき、顔を上げた。ジェイクに忠誠を捧げて群れを守ると、誓いを立てる。その言葉を聞くうちに、レミの背を痺れにも似た波が駆け抜けて、体がぶるっと震えた。何とも言いようのない感覚だった。まるで……バンビの存在が、心に入りこんでくるようだ。ザックの死によって生じた空虚が、新たな存在で埋められていく。

　ザックを失う瞬間まで、この、群れとの深いつながりに気付いてもいなかったのが不思議だった。ジェイクの伴侶(メイト)であることに慣れるのに必死で、レミにはそんな余裕もなかったのだろうか。

　レミを罪悪感が包んだ。ザックは友人だ、こんなにたやすく置きかえられていい筈がない。なのにザックの残した空虚はもう消えていた。悲しみだけを残して。

　バンビが、膝をついたままレミに顔を向けた。目は赤く、頬には涙の痕が見えたが、それでも彼は笑みを浮かべた。

「選ばれたことを、名誉に思う。ザックは本当に、あなたと会えて喜んでいた」

　答える言葉が見つからない。レミは無言でバンビの肩にふれ、うなずいた。まだ、ザックへの裏切りのような思いが拭(ぬぐ)えないまま。

「レミ！」

　スターリングが叫びながら、庭の木のゲートから駆けこんでくる。すぐ後ろにリースがついていた。

「レミ！」

　バンビがさっと立ち上がり、レミも立ち上がる。腕を上げて、ぎりぎりで、とびついてきたスターリングを受けとめられた。弟をきつく抱きしめながら、その向こうに立つリースへ顔を向ける。ありがとう、と口の動きだけで伝えた。

「いいんだ」とリースはうなずき、続けて、バンビを新たな群れの一員として歓迎した。

　弟を抱きしめながら、レミはどうにか考えをまとめようとする。どうにか、母の死をスターリングに伝えないと。だがどうやっても言える気がしない。

　その時、ジェイクの腕が背後からレミを抱きこんだ。彼の力がレミに流れこんでくる。

　ジェイクはここにいる。スターリングもここにいる。無事で。大丈夫だ、きっとこの先は何もかもうまくいく……。

　そんな自分に罪悪感もあったが、悲しみの一方、ほっとしている部分もたしかにあった。ある意味で、レミはもうずっと前に母を失い、彼女のために嘆きつづけてきたのだ。いつか、母がダークの手で命を落とすだろうと、ずっとわかっていた。







　その夜遅く、泣き疲れたスターリングが眠りについた後、レミはジェイクのベッドのふちに腰かけていた。

　ジェイクがベッドルームに入ってくると、隣に座る。何も言わずに、ただレミの太腿に手をのせ、そのままでいた。

　今夜の火事から初めて、レミは心の安らぎを感じた。こんな時でさえ、そして前よりも強く、ジェイクの存在は彼を支えてくれる。

「気分はどうだ？」

「お前がいてくれるから、今は大丈夫」

　答えて、レミはジェイクを見つめた。

「これで、終わったんだな？」

「ああ、終わった」

　ジェイクがレミに腕を回し、膝の上へ抱きよせてくれる。

「愛してるよ、ジェイク」

「俺もだ。お前を愛してる」

　その言葉が、最後の心の壁を崩した。すべてがあふれ出す。

　レミは泣いた。母のために、ザックのために、あやうく弟を失いかけた恐怖のために泣いた。今夜、ジェイクを失いかけたことを泣いた。そして、すべてがこれで終わったのだと、そのことを泣いた。

　涙が尽きるまで泣くと、レミは伴侶(メイト)にもたれかかって、ただそこに座っていた。

　きっと大丈夫だ。きっと、未来は明るい。







エピローグ

　スターリングがひょいと、レミとジェイクのベッドルームに頭をつっこんだ。

「早くしないと置いてくぞって、ジェイクが言ってるよ！」

　うんざりとうなって、レミはノートパソコンを閉じ、弟を追ってベッドルームを出た。だがリビングへ向かう廊下の途中で、いきなりスターリングが角を曲がって戻ってきたかと思うと、レミにつっこんだ。彼の額がレミの鼻と衝突する。

「おっとっとっ」

　スターリングはとまろうともせず、そのまま自分の部屋めがけて走っていく。レミは鼻を押さえた。

「痛え」

「ごめん！」

　呻いて鼻をさすりながら、レミはリビングルームに入った。

　ドアのそばにジェイクが立ち、小脇には自分のヘルメットをかかえて、レミのヘルメットを手にしている。

「何をそう手間取ってたんだ？」

「救急救命士のポジションを受ける、ってメールを送ってたんだよ」

「こないだ送ったろ？」

　ジェイクはレミに、ヘルメットを手渡す。

「いいや、こないだのは応募のメール。それを了承されたから、こっちから受諾のメールを送ってた」

　レミは受け取ったヘルメットをかぶった。

「何で鼻をさすってるんだ？」

「スターリングがつっこんできたんだよ」

「ごめんって言っただろ！」

　スターリングが、自分のヘルメットをかかえて駆け戻ってきた。

　レミは眉をひそめる。全員がヘルメットを持っているが、レミには肝心のバイクがない。ガジェットの腕でも、結局レミのバイクは修理できなかった。

「ジェイクのバイクに三人も乗れないだろ？」

「乗らないよ。スターリングは――」外で数台のバイクのエンジン音が響き、ジェイクが玄関のドアを開けた。「スターリングは、あいつのバイクに乗せてもらう」

　ヘルメットをかぶったスターリングがはねるように外へとび出していく。

　レミも外へ出て、ジェイクを待った。

「それにしてもちょっと早くないか？　まだ暗くなるまで一時間はあるのに……」

「スターリングにとって初めての満月だからな。早いにこしたことはないだろう」

　レミを見ることなく、ジェイクはすでにガレージから出してある自分のバイクへと歩いていった。

　何かたくらんでいるようだ。

　レミは集まった群れの面々を眺めやった。何が起こっているのか探ろうとする。ガジェットは、バンビと派手に言い争っていた。もはや、これもいつもの光景になりつつある。二人ともハーレーのエンジン音をしのぐ大声だった。

　レミはまだザックのことがなつかしかったが、バンビは皆によくなじんでいた――まあ、ガジェットがやたらとバンビのすることに口を出し、バンビが怒鳴り返すのは別として。

　デイゴのバイクらしきものに、何故かマットがまたがって手を振っていた。今日はガジェットの息子がもう一人来ていて、マットの弟のローガンは父親の後ろのシートで退屈そうにしていた。ニックとタンクが、ぐいと顎を引いてレミに挨拶する。デイゴはどこだ？

　レミもうなずき返し、マットに向けては手を振った。スターリングが今どこにいるのかは、見なくともわかっている。まあきっと、あれが弟には似合いの場所なのだろう。

　スターリングをしつけることにかけて、リースは実に見事な手腕を見せていた。唯一の大きな問題は、スターリングからリースへの何とも懲りない誘惑ぶりだったが、リースにはそれも効いていないようだ。そろそろ免疫ができているのかもしれない。

　加えて、なんとリースは、とまることを知らないスターリングのおしゃべりにも動じないのだった。先週、スターリングの十五歳の誕生日をリースも一緒に祝ったのだが、レミが驚いたことに、あちこち飛躍しまくるスターリングの話に、リースはほとんど楽についていっていた。

　レミは、本心から感嘆した。一緒に暮らしはじめてほぼ一月になるが、今ですらジェイクは時おりついていけず、救いを求めてレミを見るのだ。

「おいで、仔狼(パップ)」

　ジェイクが呼んで、バイクのエンジンをかけた。

　ハーレーをまたぎ、レミはジェイクの腰に腕を回す。走り出すと、リラックスして顔に当たる風を楽しんだ。

　いずれはこの土地から離れなければならないし、仲間たちで行き先を話し合ってもいたが、まだ時間はある。ジェイクは、元の群れの統率者(アルファ)のジョン・カーターと話し合って、スターリングが高校を卒業するまでは群れの土地で狩りをする許可を得ていた。

　何もかもがうまくいっている。そしてレミは、人生で最高に幸せな日々をすごしていた。

　左側から、風をこえて小さなうなり声が聞こえた。顔を向けたレミは、リースが股間にのびてきたスターリングの手をつかんでどかす瞬間を目撃した。レミもあきれ顔で、うなり声を立てる。

　スターリングがはっとレミの方を見て、目が合うと、赤くなった。

　まったく、どうしようもない。レミは弟をにらみつけ、口の動きだけで「いい子にしろ！」と伝えたが、内心は笑いをこらえるのに一苦労だった。リースのことを信用しているから、この状況はほとんど笑える――あくまで、ほとんど、だが。それにしても、フェロモンで加速のついたスターリングのしつこいこと。リースが気の毒になるほどだ。

　そのリースの優先順位は、何といってもスターリングだった。スターリングの意志にはおかまいなしに、スターリングにとって何が最適かを指針にして揺らがない。「スターリングが高校を卒業するまで何もしない」というのもそのルールのひとつだった。といっても、レミは何度かあやしげな会話を漏れ聞いているのだが。人狼の聴力は、時に便利だ。

　肩を落としたスターリングが前を向く。

　――ん？

　おかしい、と周囲の景色に気付いたレミは、眉をよせた。いつも狩りをする場所はすでに通りすぎていた。やはり、皆で何かたくらんでいる。

　どこに行く、とレミが聞こうとしたその時、ジェイクは道を折れてバイクを土の道に進め、スピードを落とした。雑木林の前にバイクを停めて、エンジンを切る。

　レミはバイクから下りて、ヘルメットを取った。

「ここは？」

　仲間たちも次々とバイクを停める中、ジェイクもヘルメットを取ってハンドルバーにかけた。

「俺たちの新しい狩り場だ。ここもジョン・カーターの群れのテリトリー内だが、一番端で、マーキングもされていない。二つの群れはできるだけ距離を置いた方がいいだろうと、ジョンと俺とで判断した」

「よお」

　と、デイゴがニコニコしながら木々の間から出てきた。「よお」とレミも返す。どうやって、デイゴがここに先回りした？　一体、何を隠している？

　スターリングが駆けよってくると、上下にはねながら、ジェイクを期待のまなざしで見つめた。ジェイクがうなる。

「もう我慢の限界か？」

　うなずいて、スターリングは木々の間へ顔を向け、向こうを透かすように目を細めた。

「何だよ」

　レミも目を細めてみたが、何も見つからなかった。くん、と匂いを嗅いでも、知っている匂いばかりだ。レミは横にいる傲岸なメイトを見やって、片眉を吊り上げた。

　笑いながら、ジェイクはポケットからキーがひとつついたキーリングを取り出す。スターリングへ放った。

「許す。兄さんに見せてやりたまえ」

「ホント？」

　キーを受けとめて、スターリングはにっこりする。

「ああ、本当だ。何しろお前は一週間も秘密を守ったんだからな、表彰ものだろ。ご褒美だよ」

「ジェイク、一体――」

　レミの手を、スターリングがぐいとつかんで木立の中へ引っぱっていく。

「左だぞ！」とデイゴが二人の背中へ怒鳴った。

　スターリングは左に折れて、レミの腕を肩から引っこ抜きそうな勢いでずんずん進んだ。彼が押しのけた枝がはね返ってレミの胸元にぶつかる。

「いてて、スターリング、いい加減に――」

　その時、目の前が開け、木々に囲まれた空き地の中心に停まっている、真新しいハーレーが見えた。ハーレースポーツスター。フェンダーとタンクはオレンジ色だ。

「……これ」

「ジェイクと俺とで先週選びに行ったんだ！　兄貴が仕事に行ってる間にね。試運転もすんでるよ！」スターリングがバイクの方へレミを引っぱっていく。「この三日間は、リースのとこに置いてもらってた」

　ひょい、とキーをレミへ放る。

　茫然と口を開けて立ち尽くしているレミの胸元に、キーがぶつかって落ちた。ジェイクが歩みより、それを拾い上げる。彼はレミの手を取って、手のひらにキーをのせた。

　このバイクを――レミに？

　こんな素晴らしいプレゼントをもらうのは初めてだ。こんないいバイク、自分で買ったことも――いや、駄目だ、何を考えている。こんな物をもらうわけにはいかない。それでなくとも、ジェイクはレミのために色々としてくれているというのに。

「首を振るのをやめろ。返そうったって、俺は受け取らないからな」

　ジェイクがレミの頬にキスをして、肩をぎゅっとつかんだ。

「でも――」

　反論するレミを、ジェイクがうなるようにさえぎる。

「お前はただこう言えばいいんだ。〝俺も愛してる、ジェイク。ありがとう、このバイク気に入ったよ〟とな。そうしたら俺たちは一緒にバイクを眺めて、狩りに行くんだ」

　レミはくるりと振り向いた。まだ反論するつもりだった。こんな物をジェイクに買ってもらうわけには――。

　二人以外の全員は、何事もないかのようにお互いに何かしゃべり合っている。何人かは変身にそなえて服まで脱ぎ出していた。全員、聞こえないふりをしているが、ちらちらと横目で二人の様子をうかがっている。

　ジェイクがレミの前に立ち、おだやかな微笑で見下ろした。

「どうだ？」

「俺も愛してる、でも――」

「愛しているならこのバイクを受けとれ。文句を言うな」

　ニッと笑って、ジェイクはレミの顔を手ではさむ。強いキスで、彼はレミの抗議を完全に封じた。一歩下がる。

「救急救命士になったお祝いだよ」

　レミの中のすべてが、あんな凄い物は受け取れない、と反論する。だが、受け取れと迫るジェイクは見るからに幸せそうだ。そして、ジェイクを幸せにすることがレミの幸せなのだ。さらに言うなら、最高にイカすバイクだった。

　ひとつ深呼吸して、レミはニヤリとした。

「わかったよ。お前の勝ちだ」

「元々お前に勝ち目はないんだよ、仔狼(パップ)」ジェイクはレミの唇をキスでついばんだ。「さ、言うんだ。〝ありがとう、御主人(サー)様〟ってな。それでお前の新しいバイクを見にいこう」

　クスクス笑って、レミはうなずいた。人生で、これほど満ち足りたことはない。ジェイクがそばにいてくれるし、スターリングはもう安全だし、レミはついに自由を、自分の人生を手に入れたのだ。

「ありがとう、サ――」

「うわっ、何だこれ！　何だよ、みんな、簡単だって言ったくせに！」

　レミはぎょっとして、スターリングの声を振り向いた。

　群れの仲間たちはすでに狼に変身して、全員でスターリングを取り囲んでいた。スターリングも裸で、レミに背を向けている。狼たちは小首を傾げてスターリングを凝視していた。

　くるりと振り向いたスターリングが、毛皮に覆われ、鉤爪がのびた両手をかかげた。

「俺、何か失敗しちゃったみたいなんだけど」

　一体、どうやったのだ？　目と牙は別として、体の一部のみを狼に変身させられるのはレミの知る限り、キートンだけだ。そのキートンは三形態の持ち主で――。

「何てこった、スターリングは三形態の持ち主か！」

　ジェイクが息を呑んだ。

「運がよかったな、しばらくここに残ることにしておいて。どうやら、キートンに新しい弟子ができたぞ」

　レミは無言で、うなずいた。まだまだ大変だ。







解　説

冬斗亜紀







　人狼（ワーウルフ）や獣に変身できるシェイプシフターものは、日本ではまだそれほどなじみがありませんが、英語圏のロマンス小説界における一大勢力です。Ｍ／Ｍでも今とても勢いのあるジャンルで、中でも、このシリーズの作者であるラングレーさんは、ゲイの人狼もののパイオニアの一人としてＭ／Ｍジャンルの人狼ものの基礎を作った作者さんです。

　人狼、いわゆる狼男ものはフィクションでは人気の題材で、映画も多く作られてきました。こうした映画内で確立されてきた「満月の夜に変身しやすい」とか「銀の弾丸に弱い」といった人狼の特徴は、今の人狼ロマンスものにも多く受け継がれています。

　しかし、ロマンスジャンルで人狼ものが何故これほど人気なのかといえば、やはり「メイト」システムと「アルファ／ベータ／オメガ」による人狼ヒエラルキーをおいては語れないでしょう。メイトの存在、そしてアルファ／ベータ／オメガ。人狼ジャンルにおける基本のお約束を、簡単にではありますがまとめてみました。




［メイト］


伴侶。つがい。

運命で決められた相手のこともあれば、恋に落ちた相手と誓いを立ててメイトになることもある。実際の狼が一夫一妻制であるように、人狼たちも誰かをメイトと決めたら（あるいは運命に決められたら）、生涯変わらない。






［アルファ］


群れのリーダー、統率者。強い人狼がなる。

別の狼にその地位を挑まれたら、退くか、戦って力で決着をつける。リーダーシップを発揮する一方で、強気、傲慢、独裁的という性格のアルファも多い。

アルファにはもうひとつ、「アルファタイプ」の人狼を示す意味もあり、その場合はアルファになる素質のある支配気質の（時に攻撃的な）人狼を指す。







［ベータ］


群れの副官。群れの中で、アルファに次ぐ第二位の人狼。

アルファによって選ばれるか、群れの中でアルファの次に強い狼がなる。アルファの親友や恋人、時には年上の狼が若いアルファのサポート役としてベータを務めるパターンもある。アルファをサポートし、群れを取り仕切る役目。群れによっては複数のベータがいる。アルファに何かあった場合はベータが暫定的に群れのリーダーとなる。







［オメガ］



群れで最弱の人狼（肉弾戦においては）。

動物学的には、「オメガ」とは群れの中で最下位の地位にあり、群れの仲間から見下されたり時に苛められる個体をさす。

人狼のオメガは「最弱で、群れの最下層の存在で皆から苛められる」タイプの弱いオメガと、今作のレミのように「直接的な戦闘には向かないが、特殊能力などを持ち、群れから大切にされているオメガ」に大別される。アルファタイプの狼ほど攻撃性がなく、柔和、従順、包容力があるなどとして書かれることが多い。オメガは個々の作家によるバリエーションやアレンジが多く、設定の幅が広い。







　こうした基本設定に、作者ごとにアレンジを加えて世界観を作っています。

　ほとんどの人狼は群れ（パック）に属して生きており、群れの中の地位やヒエラルキーは狼たちにとって暮らしを左右するほど大事なものです。一方、群れに属さない一匹狼（ローンウルフ）も存在し、群れの後ろ盾を持たない彼らは孤独です。

　アルファやオメガなどのヒエラルキーは基本的に遺伝しませんが、強い狼の息子は強い、というケースが多いようです。カップリング的には、アルファとベータ、アルファとオメガ、時にはアルファと別の群れのアルファ、人狼と人間など、様々な組み合わせがあります。どの属性も持たない普通の人狼同士のカップリングも多く、人狼と吸血鬼など異種同士のカプもよくあります。

　作者によっては、人狼は人間に血を摂取させることで人狼にしたり、人間を噛むことで人狼に変化させられます。




　このような、メイトやアルファ／ベータ／オメガという人狼の設定は、実際の狼の生態がベースになっています。

　狼は一組のつがい（アルファ・オスとアルファ・メス）を中心に群れを作ります。この二匹は生涯つれそい、結びつきは強い。シートン動物記の「狼王ロボ」にも、人間の罠に落ちない老獪な狼のロボが、雌狼のブランカをとらえられたことをきっかけに、ついに捕まってしまうエピソードがあります。ブランカは、ロボのメイトだったのでしょう。

　群れの中でのヒエラルキーも、実際の狼への観察で確認されています。リーダーのアルファと第二位のベータ、群れで最下位で苛められるオメガという構成で、これがほぼそのまま人狼の設定に活かされています。ただ近年の動物学では、こうしたヒエラルキーは人間に飼われた狼に特有のもので、野生の狼はむしろ家族中心の群れを作るとして、現実にはアルファやオメガなどの言葉を避ける傾向もあります。狼はテリトリーが広く、観察しづらい動物なので、野生の生態の解明はとても難しいようです。

　アルファ／ベータ／オメガはアルファベットの先祖のギリシア文字からきた言葉で、特に一文字目であるα（アルファ）と最後の文字であるΩ（オメガ）は「はじまり」や「終わり」という意味を示すこともあります。新約聖書のヨハネ黙示録にも「私はアルファでありオメガである」という神の言葉があり、こうした含意が、よりアルファやオメガといった存在を神秘的なものにしているのかもしれません。




　余談ですが、近年、この人狼の設定に似た「オメガバース」という二次創作設定が生み出されました。Ａ／Ｂ／Ｏバースなどとも呼ばれ、英語圏の二次創作で流行を見せている世界観で、アルファ／ベータ／オメガの属性を使ったファンフィクション設定です。人狼ものと直接の関係はありませんが、どちらも狼の生態を踏まえた特殊設定ということで、似通った部分もあります。

　オメガバースでは、キャラクターは主にアルファ（支配型）、ベータ（中庸）、オメガ（従属型）の三種に分類されます。オメガにはヒート（発情期）があってその期間中に肉体関係を持つと男でも妊娠できるとか、アルファとオメガの間だけに結ばれるソウルボンドなど、さらに基本設定がいくつかあり、作者が好みのアレンジを加えて独自のオメガバースを作っています。

　好きなキャラクターにアルファやオメガなどの属性を付けることで、本能的な欲望や葛藤などのドラマを生み出せるとあり、強い支持を受けて広がっているユニークなカテゴリです。




　さて、今シリーズの作者Ｊ・Ｌ・ラングレーに、彼女にとっての人狼ものの魅力をお伺いしました。

「昔から動物が好きだったというのが、私の人狼好きの根底にあると思う。実際の狼がメイトと生涯つれそうのも素敵だし、人狼ものロマンスの中では、古い人狼の伝説と、狼たちの獣としての本能や生き様が融合している。メイトの絆が狼としての本能にとどまらず、人としての人狼たちの人生までもを揺り動かしてしまう、そのドラマを書くのが楽しい。それに何より、運命のメイトってロマンティックでしょう」

　とのことです。実際、彼女の書く運命のメイトの恋はとてもロマンティックで波瀾万丈ですね。今回もまた先行き多難そうなメイトが生まれていて、彼らの行く末が不安、いや楽しみです。
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